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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

三百三条一いち文ぶん

・学生の本ほん分ぶんは第一に修めるべき学業と、豊かな人間性を確立する学校行ぎよう事じである
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　朝の空間がある。

　空ではない。大地でもない。天はどこまでも広い天てん井じようで、地は天と同じ大きさの床と、そこにある穴に着ちやく底ていした八はつ艦かんの姿すがただった。

　左さ右ゆう三艦、中央二艦。八艦からなる巨大航こう空くう都市艦かん・武蔵むさしは、専用ドック・有あり明あけの内部で、緩やかな夏の朝を迎えていた。

　艦の上空や周囲には、輸ゆ送そう艦かんが今日きよう一日の貨物を搬はん送そうするために飛んでおり、その仲ちゆう介かいや艦内配はい送そうのための配送業ぎよう者しやが、また宙を行く。

　それら行き交いの間を、表ひよう層そう部ぶから昇る炊すい事じや洗せん濯たく屋やの煙が飾り、配送業者は時とき折おりそれらの煙をパイロンのようにスラロームして届け先に急ぐ。

　そんな中、空を往おう復ふくしながら、連れん絡らくをとっている者達がいた。

　三人だ。

　二人は、ジャージ姿の黒こく翼よくの匪ひ堕だ天てんと、金きん翼よくの墜つい天てん。

　一人は、白と青の半はん竜りゆうだった。

　三人とも配送の仕事中だ。武蔵各かく艦かんや有明の輸送区く画かくから、彼女達は荷物を引き取り、そして奥おく多た摩ま後こう艦かんの艦かん尾び側がわにある教きよう導どう院いんに向かう。最終的な行き場は、前側校こう舎しや三階にある、

「──生徒会室が荷物置おき場になるの何となく解わかったわ。業ぎよう務むを集中させると結けつ構こういろいろなものがやってくるのねえ」

　まず言うのは、三人の内、黒の翼つばさと髪かみの持ち主、ナルゼだ。彼女は羽はね箒ぼうき型がたの機殻箒シヤーレベーゼンで奥多摩右う舷げんの輸送区画に向かいながら、顔かお横よこに出しているトンボ枠わく型がたの魔術陣マギノフイグーアに呼びかける。

「マルゴット、そっちはどう？」
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　ナルゼは魔術陣に手を掛け、ペンで相あい方かたの顔を描く。すると画面内ないの相手、マルゴットはすぐに動きだし、

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．、機き関かん部ぶは前回の側そく転てんとか主しゆ砲ほう発はつ射しやとかでまた問題出でてきたって──』

　魔術陣の中の風景が回される。映るのは、奥多摩と武蔵むさし野のの間となる〝谷〟の部分。そこを上昇していくマルゴットの箒の先には、バケットと、それに突っ込まれた紙かみ筒づつの束がある。

・金マル：『何で情報化かした図面をハードコピーして収める風ふう習しゆうがあるのかなあ』

「情報の形を幾いくつかストックしておく事で、失われずに済むからじゃないかしら」

　ナルゼは言う。

「今の主流は賢鉱石オレイ・メタロへの書き込みだけど、賢鉱石は地ち脈みやくや流りゆう体たいの影えい響きようを受けるから、強きよう烈れつなバーストを食らうと内部が消しよう去きよされる可能性もあるわ。でも、紙ならそうはならない。

　勿もち論ろん、紙は風ふう化かするし、燃えもするから、万ばん全ぜんではないけどね」

・ウキー：『左さ様よう。賢鉱石オレイ・メタロは逆に風化しにくく、燃えない。──だから、両方を残しておくのが大事と、旧派カトリツクでもそうなっているな。ローマの地下図と書しよ館かんなどは、図書とは名ばかりの契けい約やく書しよや事業報ほう告こく書しよの束で埋まっていたと聞く』

　と言うのは、旧派表示枠サインフレームを開いて言葉を送ってくる半はん竜りゆうだ。彼は気き楽がるに、身体からだを横にしながらこちらの頭上を飛んでいき、

・ウキー：『遙か昔、神かみ代よの記録も、残っていればいろいろと諍いさかいも無かったろうにな』

「千年くらい昔の記録だって、結けつ構こう残ってないじゃない。旧派や聖せい連れんはもっと頑がん張ばりなさいよ。国の引き継ぎや引っ越しで記録保ほ持じ義ぎ務むを設けてなかったから、散さん逸いつしまくりだし。

　ローカルの守しゆ秘ひ義務とか、いろいろあって厄やつ介かいだわ」

　だから、

「英国イギリスでドレイクにミトツダイラの事問われたりもしたし、奥おう州しゆうの泰やす衡ひらがカマかけて話し合いに臨のぞんだりするのよね」

・金マル：『確かにね。……この前、ノヴゴロドで見た地下のレリーフの事もだけど、黎れい明めいの時代やら、何やらぅあ──[image: ]』

「どうしたのマルゴット！」

・金マル：『朝の谷たに風かぜ呷あおられて図面落らつ下かしちゃって、現在急きゆう降こう下か中ちゆう──。あ、マサやん！』

・煙草女：『あー、図面の束なら拾ったさ。朱雀すざくしまうとこでラッキーだったさね』

　開いた表示枠の向こう。揺れる風景の中に直なお政まさがいる。武蔵野むさしの艦かん底てい側がわの格かく納のう庫こ入口を背にしている彼女は、表示枠に見えるよう、地じ摺ずり朱雀の手に乗ったバケットを掲かかげる。

　ほ、とナルゼが息をついている間に、マルゴットが朱雀の手に乗った。お、と直政がそちらに振り向き、

・煙草女：『懸けん架か式しきのロングコンテナつけたらどうさね』

・金マル：『あれ、一回借りて試したけど、脚あしを結けつ構こう開くから痛くなるんだよね』

・ウキー：『おい、ナルゼ、いきなり鼻はな血ぢを吹くな。遠くからでも目立つぞ』

「い、いいじゃない！　個人の自由よ！」

　そして、奥おく多た摩ま中央、荷物の引き取りに浅あさ間ま神じん社じやへ降りて行きながら、ナルゼは思う。

　……このところ、奥州だなんだと忙しかったけど……。

　Ｊｕｄジヤツジ．、

「そろそろ次のステージと、その前に行事類るいを済ませないとね。──次は、北ほう条じようだっけ？」

・金マル：『その前にいろいろあると思うなー。江え戸どの安土あづちもだけど、調べてみた感じ、すぐに武蔵が北条と直接戦せん闘とうするのは難しいみたいだし』

「いろいろあるのねえ。でも、正まさ純ずみだったら、何とかするんじゃないかしら、戦せん争そう大好きだから。──うん。皆、そういう風ふうに思ってると思うわ」
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「次の戦せん闘とうまでに、武蔵むさし改かいの流体供きよう給きゆう管理や、防ぼう御ぎよシステムを構こう築ちくしたいですね……」

　浅あさ間まは、境けい内だいの中央で艦かん内ない流体の調ちよう整せいを行っていた。

　ここは、儀ぎ式しきの場でもあるため、地下の出力系けいや仲ちゆう介かい器きとも繫つながっている場所だ。

　その中央で、浅間は早朝の空気の中、表示枠サインフレームを連れん立りつしていく。そこに映るのは艦内全ぜん図ずと、自じ動どう人形達たちがまとめてくれている各かく艦かんの出力見み取とり図ず、そして地ち脈みやくとの関係図ずなどだった。

　ハナミもこの時は大おお忙いそがしだ。こちらが大おお枠わくを監かん査さしている間、ハナミは莫ばく大だいな量の些さ末まつ事ごとをチェックして、必要に応じてこちらや適てき所しよへと配はい分ぶんするのだ。浅間神じん社じやは番ばん屋やや、そこに力を貸す武蔵熱あつ田た神じん宮ぐうを保ほ護ごしている事もあり、時とき折おりに事件性せいのある事も流れてくる。

　多くは地ち脈みやくや流体の乱れによる怪かい異いの報告だが、既すでに番屋側や熱田で解決した事件の報告もある。無む論ろん、それもハナミの管かん轄かつで、風ふう紀き委員に流れるものだが、

『これこれ──』

「え？　ああ有り難がとうハナミ。これ、昨夜、トーリ君達が商人さん達とエロゲの密みつ輸ゆを図って銃じゆう撃げき戦せんになったやつですね。うん、半はん木箱コンテナ分ぶんがまだ発見されてないんでしたっけか」

　番屋からは、〝総そう長ちようへの尋じん問もんを是ぜ非ひ浅間神社代だい表ひようが！〟と、要よう請せいもついているが、そんな事するくらいなら大おお椿つばき系けいの検けん知ち使って見つけた方が早い。

　……トーリ君の仕し業わざとなると……。

　昨夜の彼の管かん理り情報の閲えつ覧らん権けん限げんを武蔵側に申しん請せいすると、速そつ攻こうで許可が来た。もはや自動人形達もろくに確かく認にんしていない〝いつも通り〟だ。だから彼の昨夜の移動経けい路ろと、密輸の際に使用した術じゆつ式しきなどを確認して、その影えい響きようを受けた〝型〟が武蔵のどこにあるか、追つい跡せきをハナミに頼んでおく。

『拍はく手しゆー』

　いつもの事だ。

　……本ほん人にん自体は、この時間帯たい、青雷亭ブルーサンダーに行ってる気がしますねー……。
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　多た摩ま表ひよう層そう部ぶ、パン屋兼けん軽けい食しよく屋やである青雷亭は、開店の準備中ちゆうだった。

　商店街並びであるため、通りには食材や品の流りゆう通つう役やくである荷に車ぐるまや人にん足そく、犬鬼コボルドが行き来する。

　忙しい時間帯だ。

　時とき折おりに魔女テクノヘクセン達の空からの配はい送そうも降りてきて、屋根上うえでは番屋が交通整せい理りする場所も出る程ほどの流れは、これからの時間、来る人々を迎えるための用意そのものでもある。

　だが、不ふ意いに青雷亭から、あるものが転がり出てきた。

「くぉあぃたぁ──！」

　女じよ装そうだ。

　女装姿すがたの馬ば鹿かは、通りに吹っ飛んで五回転程ほどしてから、すぐのダッシュで青雷亭ブルーサンダーの中に飛び込もうとする。

　直前でドアが閉じて、馬鹿が激げき突とつした。

　そのまま下にずり落ちていく向こうで、ドアの硝子ガラスに銀色の髪かみの自じ動どう人形が入り込んでいく。

「一体何なに事ごとですかトーリ様。『エロゲの密みつ輸ゆで追われてるから匿かくまってくれ』とは」

「こ、言葉の通りだぜホライゾン！　家の前では熱あつ田た系けいの連れん中ちゆうが光る鉄てつ棒ぼう振りながら禊祓みそぎ系エロソングを輪りん唱しようしてるから流石さすがに近寄りたくねえし！　浅あさ間まのとこも前に隠かくれたから手て配はいされてて近寄れねえ！　だから──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当店はパン屋兼けん軽けい食しよく屋やなので、『くれ』というからにはそれが商品名めいなのですね？　つまり商品名『エロゲの密輸で追われてるから匿って』をくれ、と、一個ですか二個ですか」

「ええっと、俺おれ一人分ぶんかな！」

　自動人形は無む視しした。そして彼女は、ドアの鍵かぎを掛け直して表示枠サインフレームを開いた。

「とりあえず喜き美み様さま──、は朝あさ練れんですか。浅あさ間ま様とミトツダイラ様に連れん絡らくをしておきます」

「あ、今、俺もしようと思ってた！　白しら州すの証しよう言げん台だいに立つ前に、先に口くち裏うら合わせておく必要があるもんな！」

「その前に捕ほ縛ばくと連れん行こうです。お二人にはいつも御ご迷めい惑わくばかりお掛けして申もうし訳わけありませんが、まあこれも全てひっくるめていつもの流れキープと言う事で」

　ホライゾンが言った。

「お二人が来るまで外の掃そう除じをお願いします。黒くろ藻もの獣けもの様もいらっしゃいますので」

『じょそう？　じょそう？』

「おーう、そうだよー。チンコしまってんだー。見たいかー？　見たいよなー？」

　重力制せい御ぎよで飛んできた桶おけと柄ひ杓しやくが馬鹿に激突した。

　転がった女装が、また青雷亭の玄げん関かんに何か言って、やがて膝ひざをつくまでが一プロセスだ。交通整せい理りをしていた番ばん屋やの者達も含め、皆、馬鹿が玄関前まえの水まきなどを始めるのを見ると、

「……おーし、そっちの荷物はこっちだ！　右に寄せろ！」

　と、いつもの業ぎよう務むに戻っていく。
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　浅間は、ハナミの言葉を聞いた。

『ホライゾンが青雷亭に来て欲しいって。じょそう？』

　言ってる意味は深いレベルまで大体解わかるが、今は後あと回まわしにしておこうと思った。

　……またトーリ君は、迷めい惑わくを他の人達に掛けて。

　番屋の引き取り手続きなど、自分の役やく回まわりになってしまっている。

　このところで、神しん道とう契けい約やくなど含みでホライゾンにも頼られるようになっているので、彼と姉と彼女も含みで自分の世せ話わ好ずきスキルは全ぜん開かいだ。

　困りますね、と思う一方で、どことなく嬉うれしい自分もいるのが厄やつ介かいといえば厄介。だから、

「ええと」

　浮き掛ける気分を変えるためにも、ホライゾンの契約関かん係けいを展開。彼共とも々ども幾いくつかの部分の設定を見直し、最さい適てき化かしておく。特に彼の方の供きよう給きゆう術じゆつ式しきは、経けい路ろを常に最さい善ぜんに保っておきたいと思う。自動化はかなり進んでいるが、ピークラインを保ち続けるには至っていないのだ。

　……まあ、昨夜のような密みつ輸ゆ状況で最さい大だい出力されましても──。

　使わないでしょうけどね、と、信用と苦く笑しようは同どう義ぎだ。すると、

『みつかったよー』

　ハナミの提てい示じした表示枠サインフレームを見れば、村むら山やまの自然公園にある池に、エロゲの束が分ぶん解かいして沈めてあるらしい。

・あさま：『ミト？　ミトの領りよう地ちにエロゲが沈んでるんですけど』

・銀　狼：『え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．、今さっき、池の底からエロゲがたくさん湧わいて出てきたって、領りよう民みん達たちが〝宝の山じゃあ〟って、大おお騒さわぎになってるので取り締まりに行くんですけど』

　ハナミがその申しん請せいと報告の表示枠を見つけて抜き出す。一応、優ゆう先せん補ほ助じよ許きよ可かを出しておいて、

「さて」

　焼しよう却きやくの手て順じゆんをつけてからトーリ君を呼んだ方がいいですねー、と思っていると、頭上に影が一つ降りてきた。振り仰げば、

「あ、ナルゼ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、対たい空くう管理術式作つくってるんだって？　竜りゆう属ぞくにでも対応したいのか詳しよう細さい聞いてみたいけど、今はまあ、荷物取とりに来たわよ。生徒会室行いきだったっけ？」

「教きよう務む員いん室しつ行きのもあります。今週の検けん診しんのために必要な符ふがありますから」

「ああ、いきなりだもんね。正まさ純ずみの指し示じなのかしら。次の動きのために必要だけど」

　箒ほうきで滑かつ空くうしながら、自分の副ふく翼よくで向きなど微び調ちよう整せいする彼女は、しかし不ふ意いに笑って、

「あら？　成なる実み、アンタここでバイトしてんの？」

　本ほん堂どう横、巫み女こ服ふくに作業用の義ぎ腕わんをつけた伊だ達て・成実が、箒の束を移送するところだった。
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　成実は、ジャージ姿すがたの白魔女ヴアイスヘクセンを見た。

　マルガ・ナルゼ。三年梅うめ組ぐみのメンバーの名は憶おぼえている。

　この白魔女は、必要な事こと柄がらのみを話す方がお互いに楽な相手。そういうイメージだ。

　だから、成実は言った。魔女テクノヘクセンが何の用かと、

「──魔女が武ぶ人じんのバイトに興きよう味みあるのかしら」

「今は巫み女こでしょ？」

「仮の姿すがたよ」

「どのあたりが？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みは頷うなずき、空あいた手で、耳みみ型がたの情報収しゆう集しゆうセンサーやテールバラストを示した。

「この辺りだと思うわ」

「本当に答えると思わなかったわ」

「噓うそで答える趣しゆ味みはないわ。絵え描かきの絵はどうなのかしら」

「じゃあ描いておいてあげる。ウルキアガにあげていい？」

「いいわ。追つい伸しんで〝洗せん髪ぱつ料りようでいいの見つけたから帰りに付き合って〟って言っておいて」

　あ、と声をあげたのは浅あさ間ま神じん社じや代表だ。彼女は自分の髪かみに軽く触れつつ、目を弓にして、

「うちの、髪に合ってました？　武蔵むさし内ないでは工業油あぶらの匂においなど強いので、それ除よけですけど」

「椿つばきのは初めてだけど、いいものね。確かに油の匂いは困ってたのよ」

　と言う自分の顔にも、笑えみが浮かぶ自覚はある。そして成実は、白魔女に視線を向け、

「さっきの話。描くなら、変な誇こ張ちよう無なしで〝そのまま〟で描いてくれる？」

「何？　あいつの事そんな好きなの？　どの辺りが？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成実は頷き、空いた手で、自分の頭と、胸に触れた。

「私の、この辺りだと思うわ」

「本当に答えると思わなかったわ」
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・あさま：『凄すごい！　凄いですよ重要台詞せりふ!!』

・煙草女：『つーかそいつら敵てき対たい関係じゃなかろうね』

・金マル：『ん？　ガっちゃん結けつ構こう機き嫌げんいいと思うよコレ』

・あずま：『え？　そ、そうなの？』
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　成実は一ひと息いき。

　ナルゼが素そ描びようをするに任せながら、吹き抜けに切り取られた空を見上げる。が、向こうに見えるのは有あり明あけの天てん井じようだ。

　……しかしそれでも、米よね沢ざわ城じようよりは遙はるかに広いのね。

　最近、伊だ達ての船が幾いく度どか寄ってきていると言うが、言こと伝づても荷もない。

　仕方ない。出しゆつ奔ぽんの身なのだ。政まさ宗むねなりの気の遣つかい方だろう。

「そういえば、伊達の副ふく会長さんが、わざとらしく成実さんの捜そう索さく願ねがいだしてましたよね。特とく徴ちようのところに〝すぐ冷静に怒る〟とか書いてましたけど。神しん道とうネットワーク経けい由ゆで何か言い返しておきますか？」

　仕方ない。出しゆつ奔ぽんの身なのだ。片かた倉くらなりの気の違い方だろう。

　……よく考えたら父と母に何も言わずに出奔したわねえ……。

　小しよう等とう部ぶの教員やってる親としては、いきなりの通つう達たつがあったろうが、どんな顔をしただろうか。こっちの武蔵むさしにも小等部はあるが、

「あ、正まさ純ずみ、何ですか通つう神しんでいきなり。──ええ、トーリ君が小等部の校庭でやる早朝乾かん布ぷ摩ま擦さつに出現して、自分の股こ間かんを摩擦して変な声あげた？　おちついて下さい正純、武蔵の法律ではそのくらいだと無期懲ちよう役えきになりませんから。ええ、加か納のうさんに頼むといいと思います」

　ひどい事になっているのはよく解わかった。というか、先さき程ほどからこの浅あさ間ま神じん社じや代表の通神を聞いてると、武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長が何人もいるような錯さつ覚かくが。

「余よ裕ゆう、なのかしら？」

「芸げい人にん、ってだけよ、多分ね。あ、ちょっと身体からだ捻ひねって」

　言われた通りにする。と、白魔女ヴアイスヘクセンが問うてきた。

「出奔時じにお金は貰もらってるんでしょ？　バイトする意味あるの？」

「お金があるのと、働いて得るのは同どう義ぎじゃないわ。そっちこそ、仕事中に絵を描いてる余裕はあるのかしら」

「これで稼かせげるからいいのよ」

　そして、

「でもまあ、アンタ、ここでバイトしてるのはいい事だわ」

「そうなの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵に来た余よ所そ者ものは、大体が輸ゆ送そう関係に就つくのよ。人にん足そくが最も必要な仕事だし、仕事柄がら、各国の連れん中ちゆうが従じゆう事じしてるので、故こ郷きようの出身も多いからね。だけど──」

　だけど、

「アンタのような存在となると、物ぶつ騒そうな事にもなりかねないわ。アンタの御お陰かげでここに来ざるを得なかった連中だっている訳わけだから」

「そんな事はさせませんよ」

　ぴしゃりと浅間神社の代表が言う。彼女は、微笑で頷うなずき、

「武蔵内ないでは、ありとあらゆる場所で神様が見守ってます。私達は神様から加か護ごを得ていますが、神様自じ身しんは人の生活に基本的に関かん与よしてきません。もし、それをするとしたら──」

　言いたい事は解わかっている。伊だ達ても、奥おう州しゆうではあるが、神しん道とうだったのだ。だから、

「氏うじ子こが、最大の損そん失しつを被こうむる場合。つまり、──氏子が、神の判はん断だんとして罪ざい科かが問われる状況に陥おちいった場合には、通つう報ほうや防ぼう護ご付ふ加かなどで介かい入にゆうするのね」

　ええ、と浅間神社の代表が深く頷いた。

「神道は、何もかもを認めます。それは皆に適用です。

　まあ、神しん道とう内ないの神かみ違たがえによる厄やつ介かいはありますけど、大体は横つながりなので」

「つまり私は安全と、そういう事？」

「そうなりますね。もし、危険があるとしたら──」

　浅あさ間ま神じん社じやの代表が言った。

「武蔵むさしの外。今の世の中と、そういう事になります」
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　浅間はこういうカンのようなものが鋭いのよね、とナルゼは思った。

　今の発言は、成なる実みを身み内うちとし、仲間と定てい義ぎしているが故ゆえの発言だ。

　浅間神社管かん理りの下に住む者は氏うじ子こであると、そう契けい約やくしているがため、神社の代表である浅間がそういう発言をするのは当然の事だ。

　あとは、成実の意識の問題だが、これも、

「そうね」

　成実は手にした竹たけ箒ぼうきの束を担にない直して、こう言った。

「出しゆつ奔ぽんで宿を得ているなら、それだけの借りは返すわ」

　へえ、とナルゼは内ない心しんで身を反そらす。

　……あの馬ば鹿か半はん竜りゆう、どれだけの事をこの女にしたのかしら。

　だが、彼女がこちらの陣じん営えいに加わるなら、充分な戦せん力りよくになる。

「いい感じだわ。……今日きようは朝に正まさ純ずみが生徒会室で作さく戦せん会議をしようって言っていたから、教えておいた方がいいかもね。話の幅が広がるだろうから」

「御ご自由に、と言う意見は自じ意い識しき過か剰じようになるかしら」

「元もと副ふく長ちようでしょ？　第四特とく務む程てい度どに気を遣つかわなくていいわ」

「武蔵の素しろ人うとよ、こっちは」

「じゃあ、有り難がと、って言っておくわ」

　ナルゼは描き終えて、躊躇ためらいなくウルキアガに送っておく。
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　ナイトは、奥おく多た摩ま艦かん首しゆ側がわの貨か物もつ管理所の窓まど際ぎわで、特別郵ゆう便びんの手続き中だった。

　機き関かん部ぶからの書類が多いが、書類程度なら窓と空中で、というのは魔女テクノヘクセンのこだわりの一つだ。

　だが、管理局きよくの産さん業ぎよう委員会所しよ属ぞく学生と遣やり取りをしつつ、ナイトはそれを見た。

「お？」

　左さ舷げん側がわの輸送区く画かくで、何かが墜つい落らく、櫓やぐらに激げき突とつしたのだ。

　木箱コンテナを幾いくつか割って砕くだく音と、煙が巻き上がる左舷側、先さき程ほどそちらを飛んでいたのは、

・貧従士：『うっわビックリしましたあ！　第二特とく務む！　何をいきなりおっこって来るんですか！　こっちは朝のランニング中なのに何かと思いましたよ！』

・義　　：『あれ？　ええと、従じゆう士し殿どの、これは貴き様さまらの普通じゃないのか？　おかしな事という認にん識しきでいいのか？　つまり驚くべきなのか？』

・貧従士：『え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．、いつもの事じゃないですけど、第二特務頑がん丈じようですから気にしなくていいですよ。それより、あー、皆こっちー、吠ほえてても意味無ないからこっちー』

・義　　：『何な故ぜ、犬がそうやって言う事を聞く……。人じん徳とくか？　何だ？』

　まだまだヨッシーは武蔵むさし初しよ心しん者しやだなあ、とナイトは書類にペンでチェックを入れつつ思う。

　そしてナイトは、墜つい落らく現場の方に眇すがめを向け、

・金マル：『で、ウッキー何やってんの？　訓くん練れんの一いつ環かん？』

・ウキー：『いや、ナルゼの描いた絵を見ていたら余よ所そ見み機き動どうになった』

・女　衆：『うわあ……』

　さすが過ぎる、とそんな事を思う。が、今は仕事だ。

「あ、サインはコレで大だい丈じよう夫ぶ？　今回、外から結けつ構こうあるみたいで、後でまた回るけど」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という向こうの女子の笑えみに頷うなずき、ナイトは窓まど枠わくから離れる。箒ほうき上うえに展開した魔術陣マギノフイグーアに自動巡じゆん航こう指し示じを入れて、事故がないように管理局にルートを一いち応おう出しておく。無む軌道な配はい送そう業ぎよう相手には無む意味だが、彼らの使用する基本高度を避けていく軌道だ。そして、

「でもウッキー、本ほん能のうに素直でナイちゃんちょっと嬉うれしいかな」

・ウキー：『無む害がいな事で本能に逆さからってもしょうがなかろう』

・●　画：『嫁よめを手に入れておきながらエロゲやってる忍にん者じやとは比ひ較かくにならないわね』

・十ＺＯ：『最近はしてない！　してないで御ご座ざるよ！』

・傷有り：『よく解わかりませんけど、このところ、点てん蔵ぞう様さまがおちんこ出てる姿すがたもなくなりました。皆さんに相談して正解でした』

・未熟者：『文字面づらだけ見ると僕達が去きよ勢せいさせたようだね』

・御広敷：『でも、点蔵君、エロゲも封じたら、どうしてるんですか』

・ベ　ル：『え？　何、を？』

・あさま：『先に言いますけど何も答えませんよーう。応じませんよーう』

・約全員：『同じだよ!!』

　最近はログが流れるのが早くて追うのが大変だ。

　浅あさ間まレベルの猛も者さでなければ会話にインパクトも与えにくくなっている。

　……三年にもなると、皆、レベルアップしてるなあ。

　と、そんな事を思っていると、

「あれ？」

『どうしたのマルゴット』

「あ、うん、余よと、あれは──」

　レアだなあ、と内ない心しんで呟つぶやいて、ナイトは言った。

「ミリアム。外出てるのはたまにあるけど、ここまで来るのはレアだよね」
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　ナイトは、奥おく多た摩まの甲かん板ぱん上うえに、その姿すがたを認めた。

　車くるま椅い子すで、空に浮いた表示枠サインフレームからの淡い光を浴びている毛もう布ふ姿すがたの少女と、甲板縁べりの屋や台たいから軽けい食しよくを買っている東あずまだ。

　屋台の店てん主しゆが東から御お代だいを貰もらうのを遠えん慮りよしようとしているが、結局は東が押し切って、代わりに東の脇わきにいる半はん透とう明めいの少女がオマケのお菓か子しを頂いている。

　随ずい分ぶんとしっかりした人になったなあ、とナイトは東の事をそう思う。

　最近は、教きよう導どう院いん関係でオリオトライからバイトを斡あつ旋せんして貰ってもいるらしい。何しろ、

　……家か族ぞく状態だもんね。

「ガっちゃん、同どう人じん誌しのネタが生でうろついてる」

『え？　何ど処こ何処？』

　奥多摩艦かん首しゆ甲板と、位置を艦かん上じよう図ずでナルゼに送る。と、

『外がい出しゆつ気分転てん換かん、みたいな散歩の雰ふん囲い気きね。……東も、いろいろ考えてるんじゃないかしら。元もと皇こう族ぞくで、世界の覇は権けんに関わる武蔵むさしにいるんだものね。

　──私のプロットでは三パターンくらい展てん開かい出来てるわ』

「流石さすがガっちゃんだね」

『当然の事よ。仕事中だし、観測術じゆつ式しきで録画しとくわ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言って、ナイトはそちらを見つつ、自動巡じゆん航こうの箒ほうきに運ばれていく。次の荷物を魔術陣マギノフイグーアのリストで確かく認にんしながら、

「次は英国イギリスからの、か。……三さん国ごく会議が終わってから、また欧おう州しゆうのものが入ってくるようになったのは、有り難がたいけど忙しいかなあ」
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「忙しいのはいい事よ？　そうよね、浅あさ間ま」

　そうですね、と、苦く笑しようして、浅間はナルゼが軽く浮ふ上じようするのを確かく認にん。

　去って行くのに軽く手を振って、こう思う。

　……ノヴゴロド戦を経て、武蔵が極きよく東とうの全体と繫つながりました。

　関かん東とうから極東全ぜん体たいへの直接貿ぼう易えきは出来ないが、三み河かわ以前のように、中間、間かん接せつ貿易の手て筈はずは整い、各国との断だん絶ぜつした状態はほぼ解かい消しようされた。

　浅間神じん社じやの代表としては、欧州側と上越露西亜スヴイエート・ルーシを通じて連れん絡らくがとれるようになったのが大きい。これは上越露西亜スヴイエート・ルーシから柴しば田た勢ぜいが退しりぞいた事も一いち因いんだ。

「上越露西亜の神しん道とうネットワークの運営に柴田勢のリソースが掛からなくなりましたからね」

　上越露西亜側から、撤てつ退たいした柴田勢が何をしていたのか、という情報も、生徒会他ほか、こちらに来ている。通つう神しんや流りゆう体たい関係は神じん社じやの専門だ。柴田勢の行動を資料から追って見れば、

　……現げん地ち情報から見るに、地ち脈みやく間かん運輸も結けつ構こう行ってますね。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマの持ち込み実験などもあったせいだろう。資金にものを言わせて神しん道とうネットワークの回かい線せん割り当てを多く得ている。ネットワークの基礎は地脈なので、減げん衰すい覚かく悟ごで流体燃ねん料りようや、流体基き礎その武ぶ装そう類るいも転てん送そうしていた筈はずだ。つまり、

　……流体砲ほうの砲ほう弾だんなど、燃料のように扱える武ぶ装そうは、賢水式オレイ・ネーロにして地脈に放ほう流りゆう。それを必要な場所で引き挙げている、という事になりますね。

　地脈を倉そう庫ことする事ならば、特殊な技術ではない。ホライゾンや誾ぎんが持つ二に律りつ空間や位い相そう空間と同じだからだ。出力と条件によっては物理系の配送も行えるだろう。

　特殊なのは、莫ばく大だいな資金で地脈を占せん有ゆうする事で、擬ぎ似じ的てきに地脈を〝太く〟扱い、そういった地脈倉庫を繫つなげてしまっていることだ。

　各かく拠きよ点てんで、大きな地脈倉庫を共有している訳わけだ。

　これは、回線管理を行っている神道では、出来ない事だ。管理者故ゆえに、大だい規き模ぼな占有を行えば、利用者側がわが不ふ便べんとなるからだ。もしするならば、IZUMOを中心とした地脈ネットワークの大規模見み直なおしが必要になるだろう。

「……拠点ごとの幹かん線せんを買い集めるのは、結けつ構こう大変だったと思いますけど」

　それを出来るのが、今のP.A.Odaだという事なのだろう。

　現状、極きよく東とうの中央を押さえた大たい国こくだ。

　大だい拠点は恐らく信のぶ長ながの居る琵び琶わ湖こ安土あづち。

　そこで地脈倉庫に流した武装は、各地で共きよう有ゆう可能。無む論ろん、基本は燃料や流体砲弾などに限られるが、聖譜顕装や高こう位いの神しん格かく武装は、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドなどがそうであるように、地脈の中に保ほ管かんされても分解されない流体基礎同どう等とうの品だ。ならば、

　……武蔵に入国する人達を検けん疫えきする際、地脈との接せつ続ぞく関係を調査しないと。

　その調査を行っていると喧けん伝でんし、寄せ付けない事も必要だ。

　やる事は多い。だけど、

「うん」

　こういう援助は巫み女この仕事。浅あさ間ま神社としての役目でもある。

　トーリ君とホライゾンの世話もちゃんとして、しっかりしていきませんと、と浅間が意識と眉まゆを立たせて頷うなずいた時だ。

　正面の階段を上がってくる影が幾いくつかある。

「……あれ？　メアリ……、はバイトだから解わかるとして、喜き美みに二ふた代よに立たち花ばな夫妻に、正まさ純ずみにミトまで、どうしたんです？」
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　浅あさ間まは、手て元もとで艦かん内ないの流体供きよう給きゆう調ちよう整せいを行いながら問い掛けた。

「特に喜き美み、うちの泉いずみは前の側そく転てんでちょっと歪ゆがみ出ちゃって。後でマサに来て直して貰もらうんですけど、それまでは内うち風ぶ呂ろですよ？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「フフ、いつも人がアンタのところに風呂入りに来てると思わないでよ。三日に五回くらいでしょ？」

　言われ、浅間は頻ひん度どを考えた。そして、

「あっ、私がいない時に来て入ってますね!?　ちょっと父とうさん！」

・浅間父：『いいじゃないか!!』

　胸むね張はって言ってる気がしたので、一応は大だい代表だし任せる事にした。

　すると、馬ば鹿か姉あねが口に手を当てて笑う。

「相変わらずねえ、アンタのお父さん」

　そして彼女は階段を上がった位置から、後ろについてくる二ふた代よ達たちを見て、

「フフ、いいわ、教えて欲しいのね？　なら教えてあげる。私と女おんな侍ざむらいとそこの西さい国ごく夫妻は、ちょっと訓くん練れん。バランス取りの話するから、玉たま砂利じやりの場所が欲しいんだけど、酒さか井い学長の庭は前回で結けつ構こう荒らしちゃったって言うし」

「それでうちですか……。で、ええと、正まさ純ずみとミトは？」

「ちょっと待って下さい」

　と言ったのは誾ぎんだ。彼女は首を傾かしげ、喜美をちらりと見て、

「いいのですか？　武蔵むさしの神しん道とう代表の境けい内だいで訓練をして」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ。──喜美は大おお椿つばき系けいの限定上じよう位いですから。民みん間かんでそれだけの位い階かいが何かする時、場を与えないのはそれこそ大椿の神々に怒られます。

　喜美の方も、術じゆつ式しき含ぶくみのちゃんとしたものなんですよね？　これからのは」

「Ｊｕｄジヤツジ．、転てん機き編あめ使用で、初しよ心しん者しややカンでやってる連れん中ちゆうに基礎を教えろって、母かあさんがうるさくて。使ったらあとで均ならしておくわ」

「それだったら私がやるから」

　と、御お堂どうと母おも屋やの間から成なる実みの声がした。

「神道代表、ちょっとその訓練、見させて貰もらっていいかしら」

「今の仕事は終わってますか？」

「Ｊｕｄ．、いいのね」

　と、御堂の陰から成実が出てくる。

　彼女の足あし下もとを見た誾が、ほう、と声を作っているが、意味はこちらには解わからない。ただ、宗むね茂しげが小さく頷うなずくからには、やはり元もと伊だ達て家け副ふく長ちようとしての実力があるという事か。

　じゃ、と喜き美みが皆を連れて境けい内だいの右う舷げん側がわに行く。

　分かれるのは正まさ純ずみとミトツダイラ、そしてメアリだ。

　だが、こちらにメアリが一いち礼れいして、

「あの、お借りしていた極きよく東とうの神しん道とう神しん話わの本など、神かみ産うみまで読み終わりました。後で捕ほ足そくを御お願ねがいしますね？　あと、バイトの方の着替えは──」

「あ、はい、資料室から母おも屋やまで、自由に出入りして構わないですよ。メアリが来るとうちの神様達たちも喜ぶのか、験げんがよくなるようなので」

　まあ、と微笑しつつ、メアリが着替えに母屋の方に行く。ならば自分は残った二人に、

「どうしたんです？　正まさ純ずみもミトも」

「ああ、これから生徒会室しつで、今後の作さく戦せん会議や、行ぎよう事じの準備に入ろうと思っているんだが」

　と、ジャージ姿すがたの正純が肩を竦すくめる。

「ツキノワも少し大きくなったから、これからはオヤツを買ってやろうかと思ってな。

　それで来たら、まだ下の売店が開いてないしさ。どう時間を潰つぶそうかと思っていたら、ミトツダイラ達が来るから、ちょっとついでに上を見に来たんだ」

「待ってないでこっち来てくれたら、お茶でも出しましたよ？」

「じゃ、今度からそうする。で、ミトツダイラは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とジャージ姿の銀ぎん狼ろうが頷いた。彼女は、髪かみを軽く搔かき上げた微笑で、

「迎えに来ましたの」

「迎え？」

「Ｊｕｄ．、こちらが公園の池に湧わいたエロゲを回かい収しゆうしてたら、総そう長ちようが青雷亭ブルーサンダーにいると〝多た摩ま〟から連れん絡らくがありまして。ホライゾンも給きゆう仕じしてるそうですから、行きません？

　一応、邪じや魔まじゃないか先さき程ほど聞いたら、そんなん気にするなよって言われたんですの」

　なーるーほーどー、と浅あさ間まは考える。そして、

「えっと、あの、ここ奥おく多た摩まなんで。多摩の青雷亭だったら、ミト、遠とお回まわりせずに行ってくれば良かったじゃないですか」

「い、いえ、あの、一人で行くのは、ちょっと」

　言っている間に、ミトツダイラの顔が赤くなっていく。

　その色づきを、どういう事かと浅間が疑問した瞬しゆん間かんだ。右舷側に歩いていた喜美が、振り向きざまに小さく声を寄よ越こした。

「あらあら、浅間もミトツダイラと同じにならないとおかしいのに」

　え？　と浅間は疑問する。

　……私とミトが同じになる？

　背、違う。髪、違う。肌はだ、違う。尻しり、違う。胸、違う。オパイ、違う。オパーイ、違う。

　……何ど処こが同じなんですか……。

「智とも！　智！　さっき思し案あんの後ろの方で人の胸ずっと見てませんでした!?」

「あ、いえいえ、喜き美みが、私とミトで同じところがあるような──」

　ミトツダイラが、肩かたを小さくして、ぽつりと呟つぶやいた。

「──ノヴゴロド」
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　……え？

　視線の先、顔を赤くして俯うつむいた狼おおかみを見て、ノヴゴロドという地名を浅あさ間まは思う。

　……何かありましたっけ。

　最初から、順に思い出す。

　到着前まえに武蔵むさしで側そく転てんやって主しゆ砲ほうの甘あま撃うちがあった。

　それから自分は戦せん闘とうには荷か担たんせずに平和な仕事に従じゆう事じしていたのだ。

　ええ、敵の武ぶ神しんがヒャッハーしたので撃げき墜ついしましたが、まあ、平和の範はん疇ちゆうでしょう。

「それからトーリ君やミト達の援えん護ごと補ほ佐さに、ノヴゴロドに行って……」

　地下に行き、レリーフを見て、二に境きよう門もんの甘あま発生や、オラニエ公こうウィレム氏しが全ぜん裸らのまま行方ゆくえ不明となったのも見た。

　あとは、脱だつ出しゆつし、武蔵の主砲発はつ射しやだが、ここまでで自分とミトが同じ事といえば、

　……無い？

　否いな、あった。それは自分が何をしたでもなく、単に言葉遊あそびのような、しかしお互いの位置確かく認にんのようなもの。それを喜美が茶ちや化かして言ったのだ。その内容は、

「ちょ、ちょっと、あの」

　浅間は、記き憶おくの底からそれが起き上がるのをとどめようとした。だが、

　……わ。

　来た。

　そうだった。ホライゾンが言ったのだ。皆と共にいたいと。

　そして自分も応じたのだ。一いつ緒しよに行こうと。

　だから喜美が、茶化してこう言ったのだ。ホライゾンの宣せん言げんを大おお奥おく宣言と茶化して、こちらの応おう答とうを、

「ぅわひゃあ──!!」
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　あら？　と着替えて境けい内だいに出てきたメアリは首を傾かしげた。

「あの、浅間様は？」

「え？　あ、ええと、智ともだったら……」

　頰ほおを赤くして、嬉きの雰ふん囲い気きを発しているミトツダイラが言いごもる手て前まえ、ジャージで玉たま砂利じやり上に前後の股また割わりを行っている喜き美みが振り向く。

　彼女は、同じようにやっている立たち花ばな夫妻と二ふた代よの内、二代がバランスを失して横に転がるのを手で支え直しながら、

「──と。浅あさ間まだったら、邪じや念ねんがどうのこうの言って禊祓みそぎに行ったわよ」

「禊祓に？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、すぐ出てくると思うけど。──だって、泉いずみは使えないんだし」

「くあ──!!」

　憤いきどおりの声と共に、御お堂どうの裏にある泉の方から、裸足はだしで渡り廊下を走っていく足音がする。

　振り返った視線に一いつ瞬しゆんだけ見えたのは、浴衣ゆかたを引っかけた姿すがたの黒くろ髪かみだ。

　すぐに母おも屋やの扉とびらを開け、勢いよく閉める音が聞こえるが、その時にもやはり、

「浅間様、随ずい分ぶんと、良い事がおありだったようで」

　メアリは、頰ほおに手を当てて、自分の口くち元もとに微笑が生まれるのを感じる。

　と、頭の上、流りゆう体たいの花が咲いた。相手につられてこちらも機き嫌げんが良くなっているのだろう。幾いくつかの流体で出来た水すい蓮れんが周囲に咲き、連れてきていたＥｘ．カリバーンの右みぎ刃やいばが、顔をもたげるように角度を変えて左右に柄つか頭がしらを振った。

　ふふ、と言っていると、母屋から浅間の声が聞こえた。

「つめたあ──！　し、心しん頭とう滅めつ却きやく!!」

「それ仏ぶつ道どうですし、炎ほのおの中での話じゃありませんの？」

「フフ、それよか浅間、何い時つも温おん水すい泉いずみだから、本ほん物ものの水みず垢ご離りを忘れてるんじゃない？」

　ミトツダイラも喜美も、口く調ちようは別として嬉うれしそうな色の流体を身体からだに纏まとっている。

　ただ、首を傾かしげているのは正まさ純ずみだ。

　彼女は眉まゆをひそめ、

「ともあれ、何だ、朝食なら青雷亭ブルーサンダーに寄っていくか。浅間が水垢離してるなら、それ待ちで。ここは葵あおい姉あねやメアリに任せておいていいんだろ？　今日きようはいろいろ、忙しくなるからな」

「そうですわね。だって……」

　ミトツダイラが、浅く腕を組み、見えぬ西の空を見た。

「先さき程ほど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから来た情報に拠よよれば、──毛もう利り領りよう内ないにとうとう羽は柴しば勢ぜいが侵しん入にゆう。今日の午前半なかばには衝しよう突とつしますわ」

「そういう事だ。連れん動どうしてこちら、江え戸どの安土あづち城じようは鳥とつ取とり城と入れ替わりで毛利側に動くらしい。だから浅間に確認して貰もらい、私達も対応した動きを考えなければならない」

　と成なる実みが、不ふ意いに正純に振り返った。

「夏休み前に、となると、行ぎよう事じ類るいの進行も忙しいわね。……当面の目的は？」

　ああ、と正まさ純ずみが答えた。

「北ほう条じようだ」
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　正純は、この場にいる皆が息を潜ひそめるのを前に、言う。

「関かん東とうにおける信のぶ長なが死後の鍵かぎとなるのは、北条だ。

　関東の動きの起き点てんはほとんど北条から生じていてな、松まつ平だいらとの戦せん闘とうも二度ある。

　だから、可能ならば、信長死後の動きを北条に起こさせ、羽は柴しばにプレッシャーを掛ける。

　だが、夏休みは教きよう導どう院いん間かんの能のう動どう行為がほぼ禁止になってしまうから、それまでにどこまで出来るかは謎なぞだがな……」

　ただ、

「北条のような中ちゆう堅けん国こくや、小しよう国こくは、ここから先が無い国も多い。勝者である松平に対しては、相当の意い地じでぶつかってくるだろう。先日の、真さな田だのように、だ」

「図はからずも、敗者の恨うらみを、先に買う事になるんですのね……」

「そういう事だ。その重じゆう圧あつを、撥はね除のけ、私達は自分を証明する。……彼らの意地や、しがらみ、描こうとしていた未来や理想、それら何もかも受け止めてな。ただ──」

「ただ？」

「北条が滅ほろびる〝小お田だ原わら征せい伐ばつ〟は、聖せい譜ふ記き述じゆつでは羽柴主しゆ導どうで、松平は協きよう働どう役やくだ。

　大体、その前にも、布ふ石せきとしてP.A.Odaの滝たき川がわが関東管かん理りに来てるのを、北条が戦闘を仕掛けて追い出す、というのがあるんだ。

　今、北条は滝川の監かん視し下かにあるようなものだから、そこらへん、どうするか、だな」

　だが、それらを経ていかねばならないのは確かだ。

　だからこういう時、馬ば鹿かだったらこう言うだろうか、と思いながら、正純は言葉を作った。

「出来るなら、何らかの形で彼らの理想を果たせる国を作れるよう、ここから先も戦う。これからの戦いは、いろいろあるだろうけど、その証明だ」

「フフ、確かに今日きようは、忙しくなりそうね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、頼むぞ皆。行ぎよう事じ類で教導院も賑にぎやかになるが──」

　正純は、肺に深く、朝の空気を入れた。

「再さい起きした私達には、行くべき道が見えているのだから」
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　朝の空気の底に、黒いものがあった。

　影だ。

　天てん井じように緑を持つ森の下。暗いという事が可能な陰いん影えいが落ちている。

　だが、その陰影が浸ひたらない場所がある。森の中、斜面の上にある広場だ。

　早朝の森の中、広場の中央に、人じん工こうの建物があった。

　黒い茅かや葺ぶきの合がつ掌しよう造づくりを持っているのは、神じん社じやだ。

　境けい内だいの入口となる門には〝山やま家が神社〟とあり、真さな田だ教きよう導どう院いんの六ろく文もん銭せん型がた校こう章しようが並べて飾られている。だが、そのどちらも古く、校章の方は苔こけによって文銭の形が半なかば食われたような状態になっていた。

　門は開け放たれたままで、神社は注連しめ縄なわも古く、

「と」

　声がした。神社の右、境内の中に、新しく屋根と床を作り直された舞台がある。

　社やしろ舞台だ。

　その木床の上で、足を水平に開いて、身を捻ひねっている女がいる。

　赤のジャージ姿すがた。背の刺し繡しゆうには〝真田十じゆう勇ゆう士し　海野うんの・六ろく郎ろう〟とある。

　彼女は、動いていた。

　身を前に折って、左右の手を人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆび、親おや指ゆびの三本だけ立てて床につくと、

「ほ」

　その手と肩を起き点てんに、身体からだを起こす。

　倒とう立りつする。

　海野の動きには急ぐところが無い。ゆっくりと、何かを練るようにして、身体を逆さに立たせた。しかしそこから、背の方に足を曲げて、足あし裏うらで後こう頭とう部ぶを踏むようなアーチを作ると、

「お？」

　遠くから、高い音が響ひびいた。

　銃じゆう声せいだ。それを聞いた彼女は、

「筧かけいか……。根ね津づじゃあの音せんわなあ……、と！」

　脚あしを鞭むちのように元の位置に振った。

　反はん動どうを利用して手は床を押し、身を捻れば、

「二回転、と」

　右の爪つま先さきを下に着ちやく地ち。伸しん身しんだ。

　身体の揺れも作らず、彼女は左右に広げた腕を大きく回してから肩の下に落とす。

　ふ、と言う息を長くつき、床に置いてあるタオルを手に取ろうと、そのままＴ字バランスで身を伸ばす。

　白のタオルを摑つかみ、引く。すると、

「お」

　タオルが、少々ついてこない。重いのだ。それも、本来の布としてよりも、だ。

　だが、海野うんのが二度、三度と引くと、それは重おもりがついてるかのように垂れつつも伸び、やがて彼女の手て元もとへと至る。

　海野は身を戻し、一ひと息いきを入れた。汗あせを拭ぬぐって、神じん社じやの方を見る。

　朝日を受ける社やしろ。その屋根下したに彼女は視線を向け、

「少しは修しゆう繕ぜんの手て配はいするかねえ。兄あに若わかさん達はアレだし、若や先生達は無む理りだし。……全く、修繕役やくが一番先さきにいなくなってどーすんのさ、ってねえ」

　と海野は吐と息いきした。古びた注連しめ縄なわや湿った色が落ちない木の段に目を細め、

「ま、武蔵むさしも戻ってきたし、羽は柴しばが毛もう利り攻ぜめに江え戸どから安土あづち城じよう出すってなら、次の動きもあるだろうしねえ。今のうちくらいか。ここ直すのも。──ここの巫み女この仕事として、ね」
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　ここ来て、もう、何年だい、と海野は社舞台の柱に手をつき、辺りを見回す。

「まさか、地元の不ふ良りよう娘むすめが、余よ所その土地で巫女様とはねえ」

〝要いらず〟として、流る浪ろうの末に真さな田だに辿たどり着き、先せん代だい達たちとの修しゆ行ぎようの際に知ったのだ。真田の主しゆ社しやとしている山やま家が神社に巫女がいない、と。

　古こ来らいより、巫女は、神の言葉を聞くために、神を喜ばせ、機き嫌げんをとった。

　海野が修める歌か舞ぶ伎き舞まいは、元々が神楽かぐら舞まいを基礎としている。だから、煽おだてられて宥なだめられて社舞台に上がって舞った時、こう思った。

　……何だコレ。

　何も起きない。

　巫女の技能は免めん状じようで持っている。当時で中ちゆう位いだ。こちらの舞の呼びかけに対して、神は答えて充分なクラスだろうに。

　だが、自分が幾いくら舞っても、何も起きなかった。この神社由ゆ来らいの神しん術じゆつも、同どう様ようだ。

　そりゃそーだ、と筧かけいが笑ったのを憶おぼえている。俺おれ達は余所者ものなんだぜ、と。

　確かに、そうだとは思う。

　神は土地に来た者をすぐに氏うじ子こと認める訳わけでは無い。多くは土地の祭に参加した事でそれを認めるのだ。

　それに、神術といっても、神が誰だれにでも平等に正式な力を与える訳では無い。符ふや祝詞のりとの向こうには神がいて、こちらを見ているのだ。神が気に入った相手には術じゆつ式しきの強化もあり得るし、そうではない相手には制せい限げんや変へん異いが掛かる事もある。そういうものを制せい御ぎよし、最さい低てい限げんの効果を保ほ証しようする仕掛けが大おお手ての神じん社じややブランドの術じゆつ式しきにはあるが、

「ここのローカル術式にはそういうのが無くてねえ」

　余よ所そ者ものと、神様にそっぽを向かれた気がした。

　筧かけいが言ったのも、〝敢あえて〟の部分があるだろう。あれで説せつ教きようくさい男だ。昔にいろいろあったらしく、彼の忍にん術じゆつも含み、神に対してシニカルな部分もある。

　だからその時は、自分も吐と息いきするしかなかった。

　余所者か、と。

　だけど、海野うんのは気付いた。自分達の師し匠しよう役やくとなっている先せん代だい達が、ちょっと残念な、解わかりにくい、しかし寂さびしげな顔をしたのを、だ。

　だから、当時の自分は頭を搔かいて、筧に蹴けりを入れ、

「そりゃそーだ」

　言って帰った上で、翌よく朝あさから、誰だれも見ていないのを確かく認にんしてから社やしろ舞台に上がった。

　昔から、鍛たん錬れんの舞まいを欠かしてはいないのだ。ただ、その場所を、適当に見つける広場や野原から、正式な社舞台に変へん更こうしただけの事だ。

　それだけの事だ。

　だが、思っていた事がある。

　……余所者って、何だよ。ずっと、そうでいるつもりかよ。

　という、憤いきどおりにも似た思いもあるが、ものは考え方次し第だいなのだろう。居い場所など不ふ要ようとして生きていく考え方だって、有りなのだ。

　自分はどうなのだろう。

　余所者は嫌いやで、そうではいたくない、と思っている。

　だがそれは、余所者という言葉に対する忌き避ひ感かんだけではないのか。ここで余所者として認められなくなったら、それに安心して、外にまた出て行っていいと、そう思ってはいないか。

「──と、海野さんは、自分の定てい義ぎ遊あそびをしておりまして、ってね」

　どうなんだろうねえ、と、海野は朝日の昇る方向を見た。

　ここ、山やま家が神じん社じやのある場所は信しん州しゆう。関かん東とうの西隣どなりとなる中ちゆう部ぶ地方となる。が、

「あっちにゃ、有あり明あけがあるのか」

　森の間から見える東ひがし方向。山や森の向こうには、広い平野がずっと続いている。

　海までは、見えない。が、

「十キロ四し方ほう、高度三キロで水み戸ととなると、あのあたりだろうねえ……」

　有明はステルス防ぼう護ご障しよう壁へきの中にある。指でカギ括かつ弧こを一つ作って測そつ距きよする。こちらに戻って来てから幾いく度ども行っている行為だ。だが、

「──見て意味あんのか」

　声が、山の方から来た。森に入る山道を降りてくるのは、長身瘦そう軀くの夏服姿すがたで、

「筧かけいか」
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　筧は、境けい内だいに入らない。右手に摑つかんだ獲え物ものを掲かかげて、海野うんのに確かく認にんを取る。

「あー、山やま鳥どり獲とってきたけど、神様許ゆるしてくれねーんだよな、ここ」

　あ？　と海野が首を縦たてに振りながら、手を横に振った。

　どっちだよ、と思うこちらの半はん目めの先、彼女が言う。

「不ふ浄じよう？　死体だったら抱きしめるよ、うちのカミサン。──捧ささげたらオッケにするけど？」

「朝あさ飯めし用ようだから一羽しか獲ってねーんだ」

　筧は、境けい内だいと森の境さかいとなっている藪やぶを大おお回まわりに歩き出す。

　と、海野が口を横に開き、

「別に、通ってもいいんじゃない？」

「水にしがみつかれてっと足あし捌さばきにクセがつく。俺おれは佐さ助すけの旦だん那なほど足あし腰こし強くねーのよ」

「筧だってケッコーやるじゃないか」

「俺のは近きん接せつ中心の、回り込みだけだからな。インドア狙ねらいのところがあるから、平へい地ちじゃねーと駄だ目めだし。やっぱ佐助の旦那はすげーわ」

　これは事実だ。〝要いらず〟のメンバーはそれぞれに特とく技ぎを持つが、最も体たい術じゆつに優れているのが佐助だ。

　……俺のは、位置どりと後ろに回り込むだけだからなー。

　暗あん殺さつ用ようだ。忍にん者じやらしいといえば、確かにその通りだ。だが、

「あんま、走り回るの好きじゃねーんだ」

　さよか、と海野が社やしろ舞台から飛び降りる。サンダルをつっかけ、外を回るこちらと軸じくを合わせるように歩き追ってくる。そして彼女が問うのは、

「佐助や才さい蔵ぞうはどうしてんの？　昨夜っから、上で連れん絡らく待ってたんだろ？」

「上じよう越えつと、P.A.Odaを回って戻るってよ。その間、イージーにやっとけ、ってな？」

「伊い佐さの事は？」

「知ってる、とよ」

　さよか、海野が空を見上げた。

　と、空に影が通った。ゆっくりと、しかし大きく移動していくのは、

「竜りゆう属ぞく……、伊だ達ての動きがあってから、各民みん族ぞくが動いているってね」

「余所者の武蔵の引っかき回しが、大おお物ものまで動かし始めているって訳わけだ」

「……だろうねえ。でも筧、──武蔵むさしは、自分達が余よ所そ者ものだって、そう思ってんのかねえ」

「下にいるのと上にいるのじゃ、気分違ちがうかもしんねーぞ」

　じゃあさ、と彼女が言った。

「あいつら、何であんなに、馬ば鹿かやってられるんだろうねえ」

　海野うんのの言いたい事は解わかる。確かに、武蔵むさしの連れん中ちゆうは戦せん闘とう中ちゆうだろうと仲間内うちで駄ダ弁ベったり、馬鹿をやっている危険な連中だ。だが、

「哀かなしいって事が、ねー訳わけじゃねーだろ」

「ああ、そっか」

　じゃあ、と海野が言った。

「武蔵は、自分達が余よ所そ者ものだと、そう思うまでもなく、染しみついてんだろうねえ」

「何でだ？」

「哀かなしい事があった人間は、後こう悔かいが無いように生きようとするよ」

「……海野、お前、頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　蹴けった石が正確に飛んできた。それをこちらは、

「あぶね」

　射しや撃げきで落とす。

　こちらの片手は山やま鳥どりを結んだ紐ひもを提さげたまま。逆の手はポケットに入れたままだ。

　だが、何も無い空間から発はつ射しやされた一いち撃げきが、しかし正確に石を砕くだいた。

　境けい内だいに響ひびく銃じゆう声せいに、海野が小さな口くち笛ぶえを吹いた。

「流石さすが、神様に好まれる男はいちいち細かい」

「おかげで他のカミサンの境内とか迂う闊かつに入れねー。敵だったら荒らしてもいいだろうけどよ。……ああ、銃声は別に構わねーよな？」

「さっきも響いてたじゃないか」

「あれ、俺おれじゃねーよ」

　は？　という海野の顔に、筧かけいは小さな笑いをつけて言う。

「根ね津づだ。──こっち戻って来てから、鍛きたえ直してんだと」

「あらまあ可愛かわいくなっちゃってねえ」

　と、こちらの会話に気付いたかのように、神じん社じや入口に連なる参さん道どうの石段から影が来た。

「──根津か」
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　海野は、足を速めた。ペースを上げて、筧が鳥とり居いの向こうを回って参道に入ったのに追いつく。そして神社に上がってくる階段を下に見れば、

「根津？　どうしたの？」

　根津は、こちらを見て、眉まゆを上げると視線を逸そらした。その目の向く先は、こちらに並ぶ形となった筧だ。彼は、長身の夏服を見上げて、

「──P.A.Odaから、北ほう条じようの監かん視しを交代しろと。穴あな山やま先せん輩ぱいが対応したところ、出せるだけ、と言うそうなので、筧かけい先せん輩ぱい、海野うんの先輩、望もち月づき先輩に出て欲しいそうです」

「三人もかよ？　三み好よしさんの代わりには多過ぎじゃねーの？　今まで、よくても二人だろ」

　筧の言葉に、根ね津づは視線だけで左右を見渡した。その後で、

「──安土あずちが今夜、毛もう利り方かたに向かうそうなので」

「ああ、大体悟さとってた。それで？」

「……これは穴あな山やま先輩の推すい測そくですが、滝たき川がわ隊たいだけでは北条を睨にらむ人じん員いんが足りないのでは、と」

「正確に言えば、北条と、有あり明あけの武蔵むさしを睨む人じん員いんだねえ。──白しら鷺さぎ城じようでも、国の全ぜん域いきを見張れる訳わけじゃないしねえ」

　海野は吐と息いきした。

　……佐さ助すけの旦だん那ながいれば、いろいろ配はい置ちも考えられたろうけど。

　三人であれば、戦せん力りよくとしては充分だ。忍にん者じやは攪かく乱らんや襲しゆう撃げきを行えるため、特とく務む級きゆうの自分達であれば、北条が何かをしでかしたところで、直接押おさえに行く事も、他で陽よう動どうする事も出来る。

「……ならば、P.A.Odaの点てん数すう稼かせぐにはいいかもね」

　言うと、根津が、筧に対して眉まゆを浅く立てた。

「筧先輩、僕も──」

「お前、だ──め。由ゆ利りのリハビリあんだろ？」

「安土が関かん東とうからいなくなって、鳥とつ取とり城じようが入るんだっけ？　戦せん艦かんがいなくなったら、北条方も自じ動どう人形の風ふう魔ま忍にん団だんあるしねえ。滝川隊も忍者隊だからそこらへん対たい応おう出来るけど、地の利はどうしようもない。白鷺城から降りてくる事もあまり無い訳わけだから」

　やれやれ、と海野は言った。

「長なが居いになる事覚かく悟ごかね。江え戸どと北条あたりが落ち着くまで、世せ話わしてやんなきゃ」

「面めん倒どうな雑ざつ用ようも〝草〟の仕事だわな」

　と、筧が階段を下りていく。

　そして、左手で、彼はあるものを根津に渡した。

　長なが針ばりだ。暗あん殺さつ用ようの長さ十センチ程ほどのもの。投とう擲てきに向くものだが、

「俺おれがいない間のお守りな。やる」

「筧、それ、死亡フラグ」

「いや、すげー持ってんのよ、コレ。だから俺が用あるごとに根津には武ぶ器きが増えてく訳。根津の忍にん術じゆつなら撃うてるしな、コレ」

「もう百本以上もらってますよ……」

　根津の声に呆あきれたような色があるのを聞きつつ、海野も階段を下り始めた。

　迎えるように根津も続き、こちらの前から、急ぎ筧の横に並ぶ。そして根津は、ちらりとこちらを見て、筧に問うた。

「あの、筧先輩、後ろの綺き麗れいな人って誰だれですか？　筧さんの、妻とか、ですか？」

「化け粧しようしてない顔憶おぼえろ馬ば──鹿か！」

　海野うんのは根ね津づを階段から蹴けり落とした。

　……全く。

　こんな事している間に、羽は柴しばも、武蔵むさしも、

「大おお方かた、今日きようの安土あづち城じようの動きに合わせて何かしようってだよ、武蔵は。羽柴にとっても六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとくっついた毛もう利りは強きよう敵てきだが、だからこそ、武蔵はこっちで何かやって恩おんを売っておきたいだろうしねえ。私達にも出で番ばんがあるかもしれないって事さ」

「だがまあ、主しゆ役やくは俺おれ達や武蔵じゃねーな。安土城を引き寄せる、毛利が今の主役ってとこだろーぜ」

　と、筧は苦く笑しようした。

「まあ、六護式仏蘭西はあの人狼女王レーネ・デ・ガルウとか、半はん端ぱねーのが多いから、武蔵がこっちで頑がん張ばっても、どれだけ恩の価か値ちが出るか、ってとこだが」
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　薄うす暗ぐらい空間がある。

　寝室だ。

　広く、天てん井じようの高い部屋だった。壁かべ紙がみも天井材ざいも貼はられた一室。腰こし高だかから天井まである飾り窓が、朝の光を大きく取り入れるように並ぶ大おお部屋だ。

　ここに、陽光は窓から斜め打ちに入って来て、薄いレースのカーテンで明るく濁にごる。

　しかし、その光は、弱りながらも、壁かべ際ぎわの本ほん棚だなの並びと、西側にある、大きめの天てん蓋がいつきベッドを照らしていた。

　ベッドの上には、鈍にぶい朝日を浴びて金色に光る莫ばく大だい量りようの髪かみと、その持ち主の女性がいた。

　人狼女王だ。

　彼女は、湿しめって透すけた状態のシーツを身に貼り付かせながら、笑えみで、俯うつぶせとなっていた。柔らかい寝台だった。身が、左右に広げた足から受け止められて沈み込んでいる。

　彼女は、ともすれば揺れて埋まるベッドの上で、汗あせの垂たれる胸を腕に挟みつつ、

「ふふ、結局、授業が終わり切りませんでしたわね。でもまだ時間はありますから、食事にいたしましょう？」

　人狼女王が、紅べにを薄く引いたような己おのれの唇くちびるを舐なめ、口くち元もとに来ていた汗を拭ぬぐった。

　そして彼女は、自分の覆おおい被かぶさっている相手に、笑みを深くして、

「じゃ、そろそろ、大事な大事な調ちよう理り法ほうが、どんな結果になったか、確かめましょうか」

　息を吸い、途と中ちゆうで幾いく度どか止め、下した腹はらを断だん続ぞく的な力で吊つり締める。すると下にいる相手が、

「あ、ちょ、ひ」

「大だい丈じよう夫ぶですわよ。出来はいい筈はずですの。ええ、──今日きようの調理法は〝熟じゆく成せい〟。

　タイトルは〝貴方あなたと私の一いち夜や漬づけ〟。ふふ、テスト勉強みたいですわね。

　でもでも、ちゃんと、あったか～いところで、一ひと晩ばん漬け込んでますもの。素そ材ざいと漬け汁じるがお互いに染しみ渡っていい状態になっているのが見なくても解わかりますの」

　小さく笑って、しかし不ふ意いに彼女は鋭く言った。身体からだを起こし、上から覗のぞき込み、

「でもまだ我が慢まんですのよ？」

「えっ」

「あらあら何ですのその顔。スープや御肉料理ヴイアンドウの前には前菜オードブルが必要ですわ」

　でも、と彼女は顔を相手に近づける。そして、

「更さらにその前に、小前菜アミユーズの用意をしませんと」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、相手の唇くちびるを、重ねるというよりも、己おのれの唇で飲む。舌したで強ごう引いんに相手の上うわ唇と下した唇の房ふさを開け、中にある熱の湿しめりを、

「ん」

　刮こそぎ取り、自分のものとしながら、己にあるものを舌した伝づたいに相手に与え、捧ささげていく。

　横、旧派カトリツクの表示枠シーニヤカドルが幾いく枚まいか出た。〝三さん銃じゆう士し〟の紋もん章しようが入ったものだが、人狼女王は構わず指で押して遠ざけておく。消してしまうとまた再さい送そうが近い位置に出るからだ。

「こうしておけば、遠とお間まの見物ですわ」

「えっ？　──み、見えてるの？　その表示枠」

[image: ]

　その言葉に、ふ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウの表情が変わった。笑えみが緩くなり、頰ほおを赤くして、

「熟じゆく成せいしている最さい中ちゆうに火をつけるなんて、少し乱らん暴ぼうですのよ……？　ちょ、ちょっと、これから自分で薪まきをたっぷりくべますので、じっとしていて下さいね？　動くと危ないですわよ？　火の元の管理は奥おく方がたの仕事ですもの。頑がん張ばる。頑張りますわ私！」

「えっ、そ、そういう意味じゃなくて」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。食事中ちゆうと言ってありますもの。──二週間前まえから」

　だから、

「小前菜アミユーズの次は、前菜オードブルですの」

　人狼女王は、相手を舐なめた。

　顔、首、耳みみ下した、髪かみの生はえ際も、髪かみも、今の状態で舌したの届くところは舐めて、

「あの、手を……」

「う、うん……」

　彼が掲かかげる手も、指の股またも、肘ひじや脇わきも、身体からだをくねらせて限界まで見える背も、

「あっ、ちょっ、このねじりだと、ええと、ギュっとなって、熟成が進む！　進んじゃう！」

「ふふ、進む分には構いませんわっ。最後の揉もみ込みだと思って頑張りますのよ！　ハイ、右から揉んだら左からも。──あらあら何を泣き出してるんですの？　まだ前菜ですのよ？」

　それに、

「どうせこれから、しばらくはこんな時間も味も、得られませんもの」

「……うん」

　熱のある息を吐きながら、大人おとなしく頷うなずく彼に、彼女は深く会え釈しやくを返した。そして、

「……今の頷き方、すっごく美お味いしそうだったんですの。前菜の後にいきなり御肉料理ヴイアンドウに行くところでしたわ」

「あの、いつの間にか、調ちよう理りの授業が、食事マナーの授業になってない？」

「ええと、どういったマナーがありましたか、憶おぼえてますの？」

「ナイフとフォークは、基本、背に人ひと差さし指ゆびを乗せて軽く握るの」

「食事中ちゆうと、食事後ごを示すサイン、ありましたわよね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、皿の上で×ばつ印じるしに重ねておくと食事中。右に揃そろえておくと食事終了のサイン」

　そうですの、と、彼女は彼の背に腕を絡からめ、交こう叉ささせた。

　脚あしも絡めて彼の腰こし下したを膝ひざ裏うらと踵かかとでクラッチ。だが、自分の腰は上下に浮かせ、沈める事が出来るようにして、

「人差し指を添えるんですのね？」

　言われた通りに、交叉した腕の先、両の人差し指を彼の背に沿わせる。

　彼が、ひ、とか、あ、とか声を上げて身を反そらそうとするが、脚と腕の両の縛いましめで押さえ込み、そのまま口を持っていって、

「ナイフで押さえて、頂くんですのよね？」

　甘く嚙かんでは、軽く吸って。ん、と息を入れてから離す。

「ふふ」

　幾いく度どもする。だって、

「これから当分、前ぜん線せんでお仕事ですもの。それも、この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、羽は柴しば勢ぜいの激げき突とつが、遂ついに始まるなんて」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。今、目め一いつ杯ぱい貪むさぼっておきませんと、と。

　何しろ、定期的に摂せつ取しゆしてないと禁きん断だん症しよう状じようが出る。

　禁断症状は深しん刻こくなものだ。その内容は、

　……会いたくて仕方なくなってしまいますの。

　毎日顔かおを合わせて傍そばにいて、気が向いたら摂取しているから気付かないが、基本は〝会いたい〟であり〝傍にいたい〟なのだ。

　傍にいる事を実感したくて、つい摂取して、搾取にまでいたる事もある。娘むすめが離れてから、尚なお更さらその傾向が強くなったようにも思うが、これは気を遣つかわなくてよくなったのか、それとも娘がいなくなって寂しいストレスだろうか、どちらにしろ女じよ王おうちょっと反省ですの。

　だが、前線に出れば、彼とも会えなくなる。

　還かん元げん剤ざいとして、彼手て製せいのジャムソースを三ヶ月分ぶん用意しているが、一週間くらいしか保もたない気もする。

　一応、以前、彼の匂においがついた服を持っていった事があるが、あれはいけない。禁断症状で甘あま狂ぐるいしていたせいか、寝る前に無む理りに着ようとして破ってしまった。その上で調ちよう理りして食べようとしていたそうだが、よく憶おぼえていない。そういうものだ。

　だが、以前、南なん部ぶ方面でK.P.A.Italiaを乗っ取った羽柴を牽けん制せいに出た時はまずかった。

　牽制と言っても、暫ざん定てい国こつ境きよう付ふ近きんをうろうろするだけだ。ときたま、倒とう木ぼくなどあったらK.P.A.Italia側にぶん投げていいルールになっていて、結けつ論ろんだけ言うと向こうの警けい備び詰め所が流体検けん知ちに引っかからない物理攻こう撃げきで五軒けんくらい破は壊かいされたらしい。

　ただ、その時、月夜の晩にふと空を見上げたのが悪かった。そろそろ寝ようという彼に表示枠シーニヤカドルでおやすみを告げ、一ひと息いきと共に夜空を見上げたら、月が二つあった。

　不ふ意いに、昔、告こく白はくして、された時の事を思い出した。

　禁断症状が一いつ気きに来た。

　抑えられなかったので、帰き巣そう本ほん能のうに従ってそのまま家まで突っ走って、

　……超ちよう速はやかったですの。

　帰き宅たくすると、彼は寝ていた。ベッドの中で、手て元もとに地図帳ちようがあったのは、妻のいる前ぜん線せんはどの辺りかと地図で調べていたのだろう。

　……ここにいますの。

　だが、それを言ってはならない。だから、寝ね顔がおを見ただけで、心を落ち着かせて、匂においを嗅かぐだけにして戻ろうと思った、

　すると、彼がこちらの手を摑つかんだ。起きていた。

「匂いがしたの」

　そして、手を離さずに、こう言われた。

「寂しいよ」

　頷うなずき一つで彼をベッドから抱き上げるように抱きしめて、何度も何度も[image: ]ついばみながらひとしきり泣いた後で、床に押し倒して、

　……搾さく取しゆしましたわねえ。

　いつもの八倍くらいの速度だった憶おぼえがある。彼も彼で、

「だ、駄だ目め、そんな音たてたら、外に聞こえる……！」

　なんていうから、火がつくに決まってるじゃありませんの。

　ただ、貪むさぼる事より、頭を撫なでて貰もらっていた事の方が意味としては大きかった気もする。

　翌よく朝あさ、彼と二人でいつも使っていた毛もう布ふを抱えて前線に戻ったが、Mouri-03と、

「あれ？　もういいの？」

「そんな事こと言ったら毎日戻りますわよ？」

　という遣やり取りがあったのだ、最終的に生徒会が下した結けつ論ろんとしては、

「貴方あなたとのこういう遣り取り、日々制せい限げん無なしのお咎とがめ無しになりましたわ」

　戦争もいいものだ。生活の幅が広がる。

　得た恩おん恵けいはしっかり使っていきたい。だから、

「あの、私も、山育ちの都会慣なれしてない女ですけど、食事のルールは一つだけ、しっかり学びましたのよ？」

「それは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだと、お肉料理にはソースがついてきますので、それを先に全体にべったり掛けてから頂きますの」

　キスをして、あまり距離を離さず、人狼女王レーネ・デ・ガルウはこう問うた。

「……貴方の作ってくれたソースじゃないと、私、禁きん断だん症しよう状じよう出てしまいますのよ？」

　だから、

「そろそろ、熟じゆく成せいもいいですわね。これから、余よ分ぶんな漬つけ汁じるを落とすのに磨みがいてあげますから、ソースが用よう意い出来たらナイフとフォークを×ばつ印じるしに構えて下さいな。そのためにもまず──」

　膝ひざを広げ、挟んでいる彼の脚あしを、広くハの字に開かせた。

　これでもう、我が慢まんは出来ない。そんな状態にしてから、

「さあ、主しゆ食しよくの準備ですのよ？　最後、どれだけ勿もつ体たいぶれるか計ってみましょう。いー……ち、にー……い、さー……ん、あらあら泣かなくていいんですのよ？　それともこれがスープという事ですの？」

　ふふふ、と笑って、人狼女王レーネ・デ・ガルウは彼の身体からだに身を這はわせた。そして不ふ意いに、彼女は、一つの事を思う。

　自分達が、今、充足と、これからの欠乏をなるべく埋め合っているならば、

「ネイトにも、こういう摂せつ取しゆの喜びや、寂しさが、いずれ来るんでしょうかね」
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「──という事で、ノヴゴロドでの先せん勝しよう気き分ぶんもここまでだ。先さき程ほど正式にIZUMO経けい由ゆで浅あさ間まに伝わった情報だが、本日、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの毛もう利り勢ぜいと、羽は柴しば勢が全面的な戦せん争そう状況に入る」

　ジャージ姿すがたの正まさ純ずみの作る言葉が、武蔵むさし主力の集まる狭い室内に響ひびいた。

　場所は中央後こう艦かん、奥おく多た摩まにある教きよう導どう院いんの前まえ側がわ校舎。三階中央にある畳たたみ敷じき生徒会室しつだ。

　まだ荷に物もつ整理も残っている場だが、皆の居い場所だ。そこにて、正純は、重ねていった。

「ここで一度と、情報の整理をしつつ、次の動きを考えようと思う。──いいな？」







[image: 第二章『整備途中場の語り者』]
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの毛もう利り勢ぜいと、羽は柴しばが遂ついに戦せん闘とう状況に入る。

　まだ荷物整理中ちゆうや、武蔵むさし改かいとしての整備中となっている生徒会室しつの中、ミトツダイラは正まさ純ずみの言葉を確かめるように、正式な情報元もとである浅あさ間まに顔を向けた。

　隣となりに座っている彼女は、こちらの視線に気付き、確かな頷うなずきを寄よ越こして見せる。その視線には、こちらに対する気き遣づかいのようなものも感じられて、

　……あ。

　自問して、今いま更さらながらに思い出す。自分は六護式仏蘭西の出身で、副ふく長ちようである人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめなのだと。だが、

「大だい丈じよう夫ぶですわ。私は我が王の騎き士しですもの。実じつ家かは実家、そうですのよ？」

　言うと、浅間がふと眉まゆを上げて、ややあってから、顔を赤くした。

「え？　あ、う、うん、そうですよね。ね？　トーリ君の騎士、で、ですよね？　ノ、ノヴゴロドでも、そうでしたもんね？」

　……何を朝の事を引きずってますの──!?

　意味も無くこちらまで赤せき面めんだ。

　後ろの喜き美みが肩を震わせて笑いを嚙かみ殺しているが、こっちにはバレバレだ。ただ、前に座る全ぜん裸らの上じよう半はん身しんジャージ付きと、ホライゾンには気付かれていない。

　だから自分としては、一つ息を整え、

「正純」

　今は、作戦の時だ。

　ミトツダイラは水色ジャージの右手を挙げ、正純に対して問い掛ける。

「──正純、一体、どういう状況から両国が戦争に入りましたの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、単純に言えば、西せい征せいを進めていた羽柴の足あし場ばが固まった、という事だ」

　正純が手を振ると、その右手の軌き道どう上じように彼女の表示枠サインフレームが広がる。すると、書類確かく認にん用ように縦たて型がたに開いた表示枠を、彼女の肩かた上うえのツキノワが九十度回してから改めて拡大した。

　それを見たハイディの、

「慣れたねえ」

「ああ、そうだろう」

　と満足げに頷うなずく正純の前、しかし本ほん棚だなを組み立てていたノリキが無む言ごんで表示枠を指さす。

　そして正純が振り向いた視線の先。表示枠が上下逆ぎやくになっていた。

　……あらあら。

　微ほほ笑えましい、と思っているこちらの視線の先。正純が満まん更ざらでもない吐と息いきをする。

「あ、ええと、ツキノワ、回す時は、ただ回すんじゃなくて、皆に字が……、ああ、解わかりにくいか。ええと、横向きの時はこっちが下。憶おぼえたか？　じゃあちょっと回してみよう。

　ぐるんぐるーん。Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあこれは？　下？　下。おお、よく出来た出来た。

　じゃあ御ご褒ほう美びにオヤツをあげよう。な？　な？　あはは、いいぞう」

「セージュン、おい、おい、戻って来い」

　上着ジャージの呼び掛けに、正まさ純ずみが気付き、咳せき払ばらいを一つする。

　すると、ホライゾンが、こちらに振り向いた。

「正純様、こちら、ミトツダイラ様の先さき程ほどの問いに──」

「Ｊｕｄ．、答えよう」

　表示枠に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の概がい要よう図ずが映された。





●






　正純が概要図を示して言うのを、ミトツダイラは聞いた。

「いいか？　──現在、両国が向き合っているのは暫ざん定てい国こつ境きよう上じよう。私達がいた北部沿えん岸がんのIZUMO近きん圏けんではなく、南に下がった中央部の辺りだ」

「そこからだと、羽柴は山さん岳がく回かい廊ろうを抜けて北西に侵しん攻こうしていく事になりますわね」

　ミトツダイラもそのあたりは行った事がないが、土地勘かんはある。

　おそらく、羽柴の判はん断だんとしては、

「M. H. R. R.北部側を通行するには、北部を押さえる改派プロテスタント勢力がありますものね。IZUMO周辺を騒さわがせるのもあまりよくありませんわ。だから中央部側がわを通っていけば──」

　言いつつ、ミトツダイラは自分の表示枠サインフレームを出す。

　と、浅間が操そう作さ一つで、こちらの表示枠と正純の表示枠を同どう期きさせた。

　……随ずい分ぶんと調整が出来てますのね。

　情報共きよう有ゆうのシステムが、浅間神じん社じや側がわで組まれつつあるという事だ。その恩おん恵けいを感じながら、ミトツダイラは自分の手て元もとに表ひよう示じされた概要図に、指を走らせる。

　指し運うんの行く先には、赤のラインが描かれた。同期する正純の表示枠にも同どう様ようだ。そうやって示していくのは、

「おそらく羽柴勢は、六護式仏蘭西中央部の山岳回廊を、K.P.A.Italia側からの援えん護ごを受けつつ西へ向かいますわ。

　何な故ぜなら、山岳地ち帯たいは、六護式仏蘭西の武ぶ神しん隊たいも大だい規き模ぼな展開が出来ません。

　それに、白しら鷺さぎ城じようを見るに、羽柴側の航こう空くう艦かんは山さん陰いんの山地を越える程てい度どの能力は優ゆうに持っているでしょうから、速い移動が可能だと思いますの」

　ええと、とやや迷ったが、ミトツダイラは、六護式仏蘭西の概要図の中央、山岳部のやや南東側に〇まる印じるしをつけた。

「羽柴勢は、この近きん辺ぺんに一時着ちやく陸りく、もしくは空中降こう下かを用いて地上部ぶ隊たいを展開。そして、北西に移動すれば、山さん系けいを出て谷間の回かい廊ろうに入れますの」

「地上部ぶ隊たいをわざわざ下ろす必要はあるの？」

　ハイディの問い掛けに頷いたのは、ノリキと本ほん棚だなを作っていたネシンバラだ。彼は勢いつけて振り向き、戻しながら眼鏡めがねに手を当てるポーズを取ると、

「その必要は、有り有りだね。何しろ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは武ぶ神しん戦せん力りよくを持っている。鈍どん重じゆうな航こう空くう艦かんでは、武神で持ち運び可能な砲ほう塔とうや、アーバレストの餌え食じきになるんだ。武神〝団だん〟としては山さん岳がく地帯に入れなくても、山岳侵しん攻こう用の武神装そう備びはあるし、狙そ撃げきを行うなら団を組む必要は無い。

　そういった、対航空艦用ようのゲリラ戦を警けい戒かいする場合、要よう所しよに至る前に航空艦から人を下ろし、そこから侵攻に入った方が安全なんだよ」

　それに、

「山岳地帯でも、要所には迎げい撃げきや防ぼう護ごの障しよう壁へきが張られてる。武蔵むさしにいると気付かない事だけど、地上にいる各国は、まず対たい空くう装備を充実させているんだよね。最近の流行は無む人じんの自動式しきで、これがある事によって解かい除じよに向かうかどうかの必要性もあってさ。

　そのあたり、聞きたいかい!?」

　ミトツダイラは、半はん裸らが皆を見渡すのに続いて、全員と顔を見合わせた。その上で、ネシンバラに対して、

「話したいなら、別に構いませんけど？」

「な、何だい、その〝聞きませんけどね〟、って後付け出来そうなもの言い！」

　いやまあ、と皆が言葉を作る中。ミトツダイラは、ふと、母と父の事を思い出す。

　母は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく長ちようで、極きよく東とう側がわの襲しゆう名めいもしている。出しゆつ撃げきしなければならない身だ。

　……無ぶ事じだといいのですけど……。

　そう思い、こう言葉を付け加えた。

　……お父とう様が。
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「──はいっ。じゃあ貴方あなた？　そろそろ御お肉にく料理のおかわりを頂きますわ。ふふ、何なに言ってるんですの？　さっきからずっと温めっぱなしですのに。

　──え？　仏蘭西フランス料理におかわりのルールはありませんの？　そうなんですの……。

　でも大だい丈じよう夫ぶですわ……！　私、極東側の襲名もしてますもの。頑がん張ばっておかわりする所しよ存ぞんですのよ！　ええ、じゃあ、貴方と私、頑張って用意しましょうね？　そう、ええ、三日間くらい動けなくなるつもりで〝替かえ玉だまもう一いつ丁ちよう！〟。え？　違う？　どう違うんですの？　うっかり火ひ加か減げん間違えて噴ふき零こぼすところだった？　大丈夫、大丈夫ですのよ？　息を吸って、吐いて、ハイ落ち着きましたわね。じゃあ、ふふ、教えて下さいな。でも、──面めん倒どうですからここからは食べ放ほう題だいにルール変へん更こうで」
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「どうされました、ミトツダイラ様、顔色が冴さえない御ご様よう子すですが」

「いえ、あの、……広こう義ぎの〝実じつ家かが心配〟というもので」

　ホライゾンは、ミトツダイラの言葉に頷うなずいた。

「お母かあ様が心配なのですね？」

　問うた視線の先、しかしミトツダイラが、一いち度ど頷き掛けてから、首を横に振る。

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、でも、母は広義の〝心配〟なのですが、どっちかっていうと父の方がマジ心配という感じで……」

「広義の問題なら御ご公こう儀ぎに訴えるのがスジというものだな」

　正まさ純ずみの台詞せりふに、ホライゾンは反応しようとした。何か言わねばならない。このホライゾン、ツッコミを主に、即そく座ざを掲げて生きてきた。だが、浅あさ間まが、こちらの肩を後ろから手で押さえ、

「だ、駄だ目めですホライゾン！　皆の傷は浅いですから！　堪こらえられますから！」

「あー、私わたし駄目だわー。超ちよう駄目だわー」

「喜き美みは茶ちや化かさないで下さあーい！　というかホライゾン、抑えて抑えて！」

「ええい、止めてくれなさるな浅間様」

「ははは、見ろツキノワ、ホライゾンがウケてるぞ」

「現実見ろよ！」

　皆がツッコミを入れて、正純が首を傾かしげる。そんな流れの中、ともあれ、という形で、ホライゾンはミトツダイラに視線を向け直す。

「──話を戻しますが、流石さすがはお父とう様さま似のミトツダイラ様、虫の知らせというものですね」

　肩に手を乗せ、

「か弱く貧ひん乳にゆうでヒロイン気き質しつのお父様が危き難なんに陥おちいった時、人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくの女王であるお母様が颯さつ爽そうと現れ、安全な場所にて匿かくまり、守って下さる。そしてお父様は涙をこぼしながら御礼を述べる。そういう事なのですね？」

「広義で言うなら全部合あってる気がしますわー」

　これは家庭の問題というものだろうか、ホライゾンはそれ以上を探るのはやめにして、ミトツダイラの横の浅間に視線を向ける。

「浅間様の方、IZUMOあたりから、正純様の役に立つ情報は追加で来ておりますか？」

「い、いえ、IZUMOは今回の件についても不ふ干かん渉しようを通すそうですから。白しら砂さごも同どう様ようです。そしてどうやら、毛もう利り家けですが──」

　浅間が、眉まゆをフラットにして、こう言った。

「羽は柴しばへの迎げい撃げきに対して、毛利家は、神しん道とう勢せい力りよくを用いないようです」

「つまり浅間様のような長ちよう距離砲ほうを毛利は使わないのですか。──よく我が慢まん出来ますね」

「あれあれ？　何か変な方に神しん道とうのイメージが転がっていく感がありますよ？」

　あ、と浅あさ間まが言葉を追加した。

「勿もち論ろん、通つう神しんインフラなんかは神しん道とうのを利用せざるを得ませんけど、基本、戦せん力りよくとして極きよく東とうの学生を出す、というのは避けるようです」

　待て、と言ったのは、窓から顔を突っ込んでくるウルキアガだ。

「毛もう利りが、極東戦力を温おん存ぞんするのか？　──逆ではないか？」

　ですわね。と応じたのはミトツダイラだ。

　だから意見を聞こうと、ホライゾンは顔をあげた。すると、向こうでネシンバラが立ち上がって襟えり元もとを正し、咳せき払ばらいをしている。だからホライゾンは、会え釈しやくの上で、

「ではアデーレ様、どうぞ」

「ええええ!?　僕！　普通、僕に振るよね!?　アリアダスト君は僕のことが嫌きらいなのかい!?　ま、待ってくれ、そんなに負の感情を向けられると、ぼ、僕は……！」

「放ほう置ちでいいと思いますよホライゾン」

「そうですわね、ええ」

「フフ、気にせず言っちゃいなさい。さあ、アデーレも答えるのよ!?」

　浅間とミトツダイラと喜き美みに支持されているなら間違いは無いのだろう。視線を動かした先、アデーレが、朝食である袋ふくろ入いりのパンの耳をせわしなく口に入れながら、

「え、えーと」

「バターのような、何かが必要ですかアデーレ様」

「あ！　く、くれるんですか!?　貰もらいます！　貰いますよ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、──どうぞ、〝バターのような何か〟です」

「微び妙みような違いで全ぜん然ぜん違うの来ましたよ!?　──うっわ、バターの匂においがするけど超ちよう硬かたい！」

　だけどまあ、と、アデーレが一ひと息いきついて、答えを作った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛利は、羽は柴しば侵しん攻こうを最大の危き難なんと見た。そういう事でしょうね」
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　ホライゾンは、アデーレの言葉を聞く。

　笹ささ包づつみ入りのジャムのような何かを手渡して、

「さ、どうぞ、続きを。賄賂わいろです」

「嬉うれしいような嬉しくないような。……ま、まあ続けましょう」

　畳たたみの床に正せい座ざしていたアデーレが、膝ひざを揃そろえて言う。

「国家の戦せん力りよくとしてみた場合、毛利側よりも六護式仏蘭西の方が充実しています。毛利側は、六護式仏蘭西の一部、という扱いですからね。

　だから、対たい羽柴用ように六護式仏蘭西を出し、毛利側を温存するというのは──」

「嫁よめが大事なのですね、太たい陽よう全ぜん裸ら王おうは」

　わあぉ、と浅あさ間まやミトツダイラ、ナイトが軽くのけぞる。

　ただ、アデーレが、うーん、と唸うなる。そして彼女はこう言った。

「恐らくですけど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、毛もう利りを温おん存ぞんする事で後に備えているんじゃないかと」

　ネシンバラが、こっち！　こっち！　と両手で自分を扇あおいでいるが、その手にノリキが接せつ着ちやく剤ざいを渡した。本ほん棚だなは棚の取り付けに入っているらしい。

　そしてアデーレが、正まさ純ずみをちらりと見た。

　対する正純も頷うなずいた。彼女は自分の表示枠サインフレームの設定を、

「浅間、アデーレとの同どう期きは出来るか？」

「はい、──あ、出来ました」

　アデーレが浅間に会え釈しやくして、自分の旧派カトリツク表示枠に手を掛ける。同期しているため、正純の大おお判ばん表示枠の左に、アデーレがリストしていた御お菓か子しの通つう販はんサイトリストが並ぶ。が、アデーレはそれを躊躇ためらいなく凝ぎよう視ししながら、

「ええと、ここですね」

　示されたのは近きん畿き地方。大おお阪さかの北東だ。

「ここで、後に〝関せきヶ原はらの合かつ戦せん〟が行われます。松まつ平だいらの大たい勢せいを決める決けつ戦せんとされています。

　が、ここで毛利・輝てる元もとは対たい松平となる西軍総そう大だい将しようとして選ばれておきながら、毛利勢ぜいを動かさなかったんです。──いろいろ解かい釈しやくはありますが、結果として松平側をとったんですね」

　ホライゾンは、アデーレにママレードのような何かを渡した。そして、アデーレに耳打ちするように、

「これは心こころ付づけです。さ、もう少し、頑がん張ばって下さい」

「自分、ホライゾン副ふく王おうの中でどんなキャラですかね」

　だがアデーレが、息を吸って、関ヶ原に〇を描く。その中に〝毛〟という字を書き、馬ば鹿かが、

「マル毛……！」

　ナルゼが馬鹿の顔面に十円玉だまを叩たたきつけた。彼女は半はん目めで眉まゆを浅く立て、

「サイテー」

「ちょ、ちょっと待て！　オメエの場合だったら黒●毛だろ!?」

　ナイトが笑顔で馬鹿の顔面に十円玉を叩きつけた。彼女は笑いながら、

「サイテー」

「ま、待て！　オメエの場合は金きんマル毛げじゃねえか！」

　二人が十円玉を叩きつけて馬鹿が後ろに一回転した。

　……これは……。

　振らねばなりません、とホライゾンは、考えた。そして誰に振ろうか、と視線を向ける先、何な故ぜか皆が身を低くする。が、避よけ損そこなった浅間がいた。ゆえに、

「浅〇毛」

「お、落ち着きましょうホライゾン！　何か変な一ひと言こと入れるコーナーみたいですよ！　あと、ルール上、人の名前を隠かくすのは無しです！」

「解わかりました、では、──浅間〇毛」

「更さらに酷ひどくなってますって！」

「フフフ、危険！　危険な感じよホライゾン！」

　芸げい能のう神しんを神しん奏そうする喜き美みからウケがとれたのでよしとする。満足。するとアデーレが、

「あのう、いいですか？」

「オッケーですとも」

　はあ、と頷うなずいた彼女が、欧おう州しゆうに〇を描き、六、という字を書き込む。

　そしてアデーレが、五秒程ほどしてから、

「……リアクション、無いですか？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、大丈夫ですとも。──しかし、自じ称しよう芸げい人にんが何も出来ないとは、やはり自称ですな」

「く、くそ！　考えた！　考えはしたんだぜ!?」

「ハイハイＪｕｄ．Ｊｕｄ．」

　まあまあ、とミトツダイラと浅間が仲ちゆう裁さいに来る。そしてアデーレも頷き、

「えーと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとって、仏蘭西フランス勢ぜいが前面に立って羽は柴しば勢と戦う利点は二つあります。一つは、毛もう利り勢を温おん存ぞんすることで、関せきヶ原はらでの駆かけ引きが出来ると言う事です」

「駆け引きって？」

「Ｊｕｄ．、つまり、──歴史再さい現げんとして、毛利勢が関ヶ原で動くかどうか、です。

　戦せん力りよくが強大ならば、動かない事は大きな貸しになりますし、動いた時、勝者となるべく戦せん闘とうも可能です。勝ってしまえば解かい釈しやくはどうとでも出来ますしね」

　そして、

「もう一つは、羽柴勢に対する貸しです。毛利勢を温存しつつ敢あえて〝敗北〟し、勝利を護まもる事で、羽柴に対しての貸しが作れます。また、先の事とも繫つながりますが、温存戦力を羽柴勢として関ヶ原に出すならば、羽柴は〝毛利が動くかもしれない〟という希望のようなものを持つ事になります。これは──」

　ホライゾンは頷いた。

「毛利が、関ヶ原のキャスティングボードを握る。そういう事ですか」

　Ｊｕｄ．、とアデーレが頷いた。

　馬ば鹿かが手を挙げる。彼は首を傾かしげながら、

「キャ、キャ、キャス？　ええと」

「カス野や郎ろう、が訛なまっただけです」

「なあんだそうか。──ってそうじゃねえー！　ってか何でホライゾンがボケ役なんだーＹＯ！　俺おれだろ!?　そうだろ!?」

「トーリ様のボケ、最近、マンネリですからねえ」

　厳きびしい……、という皆の意見は参考としておく事にする。ただ、ホライゾンは、

「キャスティングボード。……つまり、優ゆう劣れつを決定するための〝数かず〟を握っている、という事です。こういう言葉を使えると格好かつこいいので是ぜ非ひ憶おぼえましょう」
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　成なる程ほどなあ、と馬ば鹿かが言うのを正まさ純ずみは見た。

　……それなりに、政治の事にも興きよう味みを持ってるか。

　任せる一方で、得られる情報は得ておく、というのが最近の葵あおいの姿し勢せいのようだ。

　今、馬鹿が、表示枠サインフレームに並ぶアデーレの菓か子しリストを眺ながめている。そして、

「アデーレ、オメエ、マカロンだったらK.P.A.Italiaのとかどうよ？」

「あ、羽は柴しばさんとこが占せん拠きよしてから、流りゆう通つうがP.A.Oda向きになっちゃったんですよー」

　しょうがねえなあ、と葵が笑う。そして流れるリストを見て、

「コレ、俺おれ達だとエロゲのリストが並ぶ気がするぜ……」

・俺　　：『なあテンゾー。そうだろ？』

・十ＺＯ：『な、何なに言ってるで御ご座ざるか！　自分、キメ打ちなので無いで御座るよ！』

・傷有り：『点てん蔵ぞう様さま、お待たせしました。バイト終了です。宮ぐう司じ様から酒さか饅まん頭じゆうを頂きましたので、一いつ緒しよに頂きながら教きよう導どう院いんまで行きませんか』

・十ＺＯ：『あ、そうで御座るな。しかしそれ、一つのようで御座るが……』

　ナルゼが、ぽつりとこう言った。

「浅あさ間まの父とうちゃん、いい仕事するわね」

「うんガっちゃん、録ろく音おんしとこう」

・傷有り：『点蔵様、そういう時は半分ずつで。王賜剣エクスカリバーと同じですね』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄ．、ではメアリ殿どの、そちらの手を。少々急ぐで御座るし』

・傷有り：『Ｊｕｄ．、……ふふ、今襲しゆう撃げきされたら、両手が塞ふさがっていて反はん撃げき出来ませんね』

「よっしゃ」

「よっしゃ」

　黒くろ金きん二人がハイタッチした。しかし女おんな商人が、

「ああくそ、先読み失敗で録音出来なかったー！　誰だれか売って!?」

　はいはい、とナイトが売ってしまうところが怖こわい。自分達の情報とかも、どうなってんだろうなあ、とは思うが、クリティカルなのは出ていないと信じるべきだろう。

　ただ、

「アデーレの言う事を総合すると、こういう事だな。──つまり毛もう利り勢ぜいは、もう既すでに羽は柴しばに敗はい北ぼくした後の事を考えている訳わけだ」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのは、ホライゾンだ。

　彼女は、ややあってから、横に座る半はん裸らの肩に手を置いた。

「トーリ様、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの全ぜん裸らはトーリ様の相手をするより羽は柴しば様さまの相手をしたいようですな。どうですか、脱ぐだけ脱いで相手にされなかった気分は。脱ぎ損ぞんですな」

「くっそ、今度アイツに抗こう議ぎの通神文メールを送ってやらねえとな……！　アイツが嫌いやがるようにアイツに服着せたコラージュ画が像ぞうを添てん付ぷしてやる……！」

　あら？　と声を上げたのはミトツダイラだった。彼女は、今の声に皆が振り向いた事に淡く赤せき面めんしつつ、ホライゾンを見てから、その横の馬ば鹿かを見る。

「ええと、……総そう長ちよう？　〝太陽王ロワ・ソレイユ〟と、通神文のアドレス交換してましたの？　マクデブルクの時、そんな暇ひま無なかったと思うのですけど」

「ああ、先せん々せん週しゆうくらいにアイツのやってるサイトに、うちの〝生徒会だぎゃあああ！〟からリンクしてさ。それでリンク先紹しよう介かい文ぶんで〝格好かつこだけの全裸〟って書いたら、何ど処こで調べたのか通神文で抗議きた」

　半裸が出す表示枠サインフレームには、親しん書しよマークつきでルイ・エクシヴの言葉がある。それは、

『朕ちんの友達になりたいのかい？』

「……トーリ様、度ど量りようでいきなり負けてませんかコレ」

「と言うか、〝太陽王〟、ちょっと不ふ思し議ぎ君くん系けいかもしれませんわね」

「いや、私思おもうに、トーリ君のそっち方面の友達増ふえるのはヤバいんでは。将来極きよく東とうを治める勢せい力りよくの長ちようと後の欧おう州しゆう覇は王おうが全裸系って、冷静に考えておかしいと思います」

「オメエらどっちの味み方かただあ──!!」

「と言うか葵あおいは勝かつ手てに外がい交こうすんな」

　交こう友ゆう関係を広げるのはいい事だが、世せ情じようが世情だ。とはいえ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、いいか葵、そういう抗議のメールも御ご公こう儀ぎ経けい由ゆにしろ。──どうした皆、緊きん張ちようして。笑っていいぞ」

「同どう調ちよう強きよう制せいしてきやがった……！」

　……あっれ、二回目なのに、ルーチンギャグってこうじゃないのかなあ。

　もっとやらないと駄だ目めか……、と正まさ純ずみが思し案あんした時だ。

　窓から差していたウルキアガの影が、会え釈しやくして飛び去った。成なる実みのバイトが終わったのだろう。浅間が終了報ほう告こくを受け取ってサインしているのも見える。

　だが、去り際に、ウルキアガの声が聞こえた。

「ならば拙せつ僧そう達はどうする？　六護式仏蘭西とは友ゆう好こう状態だ。東側からP.A.Odaを牽けん制せいし、毛もう利り側に全力を出させない、という手もあるのだぞ」

　そうだな、と正純は頷いた。

「では、本ほん題だいに行こう。──私達がまず、これからどう動くべきか。その話だ」

　言葉に、皆が身み構がまえる。通つう神しんの先で、ウルキアガや点てん蔵ぞう達、二年生として動いている義よし康やす達も聞いているのが解わかる。だから、

「まず、私達のすべきは、江え戸ど奪だつ還かんも含めた関かん東とうの掌しよう握あくと、信のぶ長ながの暗あん殺さつという状況を進める事。そのためにもまずなすべきは、──北ほう条じようを攻こう略りやくする事だ」







[image: 第三章『先見場所の観測者達』]
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「ねえ〝武蔵むさし〟さん？　向こう、鳥とつ取とり城じようが琵び琶わ湖こ経けい由ゆで江え戸ど来るんだって？　北ほう条じようも大変だねこりゃ。毛もう利りと羽は柴しばも今日きようあたりに激げき突とつとか言ってるし、……時代は動くねえ」

　武蔵むさし野の艦かん首しゆ甲かん板ぱん上じよう。長なが椅い子すに座って一枚の地図を広げていた酒さか井いが、湯ゆ飲のみを出してくる〝武蔵〟にそう呟つぶやいた。彼は、サイドテーブルの上の書類や封ふう書しよを見ながら、

「山の方だと竜りゆう属ぞくも会議してるって言うし、まだまだ厄やつ介かいは続くって事かな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、毛利vs羽柴の件については、正まさ純ずみ様さま達が生徒会室で現げん在ざい会議中です。会議の際に必要な各国の動きなど、現在私どもの方で分ぶん析せきして御ご送そう付ふしている最さい中ちゆうで。──以上」

「働きものだねえ、〝武蔵〟さん」

「先日、武蔵が武蔵改かいとして華はな々ばなしくデビューして年ねん齢れいがまたゼロ歳さいとなった訳わけです。

　働きぶりもリセット掛かって宜よろしいものかと。──以上」

「その換かん算さん、〝有あり明あけ〟とかタマ子とかもゼロ歳になる訳？」

「いえ、登とう録ろくとしては〝改〟がつくのは武蔵のみなので、私、〝武蔵〟のみがゼロ歳となったと、そう判はん断だん出来ます。──以上」

・有　明：『〝武蔵〟様……。──以上』

・奥多摩：『酒井様、挑ちよう発はつ的言げん動どうはなるべく避けて下さい。お願いいたします。──以上』

　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、と酒井が苦く笑しようする。そして彼は、

「毛利と、羽柴が戦争するの、どう思う？」

「どう思うも、一いつ戦せん目めはそろそろだと判断出来ます。それを見た方が早いかと。──以上」

「いや、予よ測そく遊びでさ。で、どっちが勝つと思う？」

「歴史再さい現げんのルールが有り、聖せい連れんを羽柴が押さえております以上、羽柴です。──以上」

「やっぱそう思うよねえ」

　酒井が吐と息いきする。その時になって、〝武蔵〟は自分が盆ぼんに載のせていた湯飲みに気付き、

「酒井様、食後のお茶をどうぞ。──以上」

「あ、うん。貰もらう貰う」

「一回で充分です。二度出だされたいのですか？　──以上」

「いつも三杯ばいはトータルで飲むよ」

「湯が冷めないようにする工く夫ふうも大変です。それより──」

　と、〝武蔵〟は酒井の横に立った。

「羽柴の勝利に対して、何か疑問が？　──以上」

「ああ、いや、疑問というか、さ。何て言うか、これ、〝武蔵〟さんも解わかると思うんだけど」

「言って頂かなければ解りません。──以上」

　そうだなあ、と酒井は長椅子から身を起こす。見ていた地図を丸めて筒つつにして、

「俺おれが高こう等とう部ぶの頃さ、K.P.A.Italiaとやりあったりしてたけど、だけど、内ない心しんの部分では、〝俺達、松まつ平だいら側なんだよなあ〟ってのもあった訳わけね」

「虎とらの威いを借かる何とやら、ですか。──以上」

「ま、井い伊いや榊さかき原ばら達は交こう渉しようにそれ上う手まく使っていたようでさ。逆に俺達を押さえ込もうってのも多かったから、それはそれでバランスとれてたんだけどね」

　だけど、

「あの頃、羽は柴しばとか信のぶ長ながとか言われても、正しよう直じき、あまりピンと来なかったんだよね。

　勢せい力りよくとしては、俺達、その後の極きよく東とうを治める松平な訳だし」

「羽柴の勝利は、無む意味な行いだと？　──以上」

「いや、無意味って訳じゃない。やっぱりいろいろ動くからね。それに、実のところ、俺が今、気になってるのは毛もう利りの方なんだよね。……いいかい〝武蔵〟さん」

「何でしょう。敗はい北ぼくの毛利が気になる理由。お聞きしましょう。──以上」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、いいかい？　毛利だって羽柴に負けて完全に滅ほろびる訳じゃない。その後も存そん続ぞくする。だから、その位置から見た場合、この羽柴戦をどう考えているのかは気になるね。

　現に、トーリ達と戦った三征西班牙トレス・エスパニアがそうだったでしょ？　負けた先の事を考えて、いろいろな手を打っていた」

「毛利もそうであろう、と？　──以上」

「どうだろう。俺達は、何気なく、先だけ見て過ごしちゃったけどさ、それにぶちあたる人達は、今を見た上で、先を見てる筈はずだからね」

　さてまあ、と酒さか井いは有あり明あけの天てん井じようを見上げ、前を、南の方を見た。

「鳥とつ取とり城じようが来るとなると、以前から準備していた安土あづち城じようも動き出す。……呼こ応おうするのは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだけじゃないよ。伊だ達ても、最上もがみも、真さな田だや北ほう条じようや、それ以外だって、全部動うごくんだ。

　どうだろうねえ……」

「どう、とは？　──以上」

　酒井は頷うなずき、茶を口に流した。そして一ひと息いきを入れ、

「俺達のように、未来が明るいとしてここまで来た部分もあるトーリや正まさ純ずみ君達が、これからは、過去に行く連れん中ちゆうの思いを受け止めながら、前に進まないといけないって事さ」

　はは、と彼は言う。僅わずかに眉まゆを上げながら、

「今、正純君達、生徒会室で会議か。そこで見えてくるものが全て、将来において意味があって、楽しいといいねえ」
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　生徒会室で、正純は関かん東とう南部の概がい要よう図ずを表示枠サインフレームに出していた。

「まず、当面の目標は、北条の攻こう略りやくだ」

　南西、羽は柴しばに占せん拠きよされた江え戸ど湾わんの西に北ほう条じようがあり、その上には真さな田だと、P.A.Odaの滝たき川がわ・一いち益ますが存在する。

　自分達は水み戸と、江戸の北東側がわにいる。その西には滝川が構えた構こう図ずだ。

　どこもかしこも敵ばかりだ、と正まさ純ずみは思いながら、

「前にも述べた通り、関かん東とうでは北条が信のぶ長なが死後の鍵かぎとなる。何な故ぜなら、北条はこの概がい要よう図ずを見ても解わかる通り、滝川・一益に直ちよつ轄かつされているような状況だからだ。

　だが、滝川・一益は、信長暗あん殺さつ後ごにミスを犯す。それが──」

「神流かんな川がわの戦いだ」

　告げたのは、入口際ぎわのスペースで本ほん棚だなを組み立てていたノリキだ。彼はこちらに背を向けたまま、

「信長暗殺の報を聞いた滝川は、真しん偽ぎの確かく認にんに遅れ、迷ったところを北条方かたに急きゆう襲しゆうされる。

　初めは優ゆう勢せいだった滝川は、しかしアウェイの非ひ協力性せいから撤てつ退たいに追い込まれるんだ」

「お？　そんで北条、どうなんだ？」

　馬ば鹿かの問いに、ノリキが吐と息いきした。

「本ほん多だに聞け」

　同席の二ふた代よが迷い無くこちらを見る。つまり私か、と正純は内ない心しんで肩を落とし、

　……ただ、まあ……。

　ノリキが、北条の事を語るというのは、意い外がいと言えば意外。

・金マル：『ケッコー、ハキハキ喋しやべってナイちゃん驚き』

・労働者：『待て、俺おれのキャラは一体』

・●　画：『うるさいわね。ネームの描き直しだわ……』

・労働者：『だから待て、一いつ体たい何の話だ』

　知ったら黙だまり込むような気もするなー、と思うが、このような遣やり取りも、うちの教きよう導どう院いんの個性というところか。息抜きが前に立って全て決まっている気もするが。

　ただ、御ご指し名めいとあらば仕方あるまい。

「じゃ、神流川をスタートとして、私達も関する北条の戦せん闘とうを説明しよう」

　正純は、指を三本立てた。

「まず一つは、ノリキも言った〝神流川の戦い〟だ。これを起こす事で信長暗殺が確かく定ていになるので、直ちよつ近きんとして重要となる。だが──」

「失礼。──その戦い、自分らは関かん与よして御ご座ざらぬな」
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　メアリと共に入ってきたクロスユナイトの言葉。それに対して正純は頷うなずいた。

「そこが厄やつ介かいだ。この〝神流川の戦い〟は、関東での信長暗殺推すい進しんのスタートでありながら、私達の関かん与よは無い。北ほう条じように起こして貰もらわざるを得ないのだ。

　しかし、P.A.Odaは面めん倒どうな布ふ陣じんをした。江え戸どには羽は柴しばが〝文ぶん禄ろくの役えき〟で安土あづち城じようを置いたし、滝川は白しら鷺さぎ城じようという厄やつ介かいな存在を持ち込んだんだ。

　北条としては、〝神流かんな川がわの戦い〟をP.A.Odaからの許可無なく起こせば、一気に攻こう撃げきを掛けられるという状況だな」

「ならば搦からめ手か。武蔵むさし副ふく会長。──そんな事している余よ裕ゆうがあるのか？」

　壁かべ際ぎわで腕を組んでいた里さと見み生徒会長が、鋭い視線を向けてくる。

　その眼がん光こうには、いろいろな意味もあろう。だが、こちらは彼女を預かる身だ。

「どうにかする。現状、北条側と交流を持とうにも滝川の管理でそれが叶かなわないが、毛もう利りが羽柴と戦せん闘とうすれば機会が生まれる。安土城が援えん護ごに向かう流れが生じるからな。

　そうなれば、少しは北条側にも余裕が出てくるはずだ」

　里見生徒会長は頷うなずかない。ただ、

「考えていない訳わけではない、という点で信用しよう」

　言う彼女の横、いつの間にか馬ば鹿かが並び、同じポーズをとっていた。そして馬鹿は、

「考えていない訳ではない、という点で信用しよう」

「き、貴き様さま……！」

「トーリ君、ヨッシーちゃんは真ま面じ目めなんだからからかわないで下さい」

「そうですともトーリ様、大事な里見の子に、トーリ菌きんが伝う染つったらどうしますか」

「く、くそ、病びよう原げん体たい扱いか……！」

　あんま変わらないよな、と思いつつ、正まさ純ずみは咳せき払ばらい。表示枠サインフレームを軽く叩たたいて、

「──続けるぞ。

　いいか？　〝神流川の戦い〟が終わってからが、私達の出番だ。

　何な故ぜなら、信のぶ長なが死後の混乱を利用して、松まつ平だいらと北条は関東の領りよう土ど争いをするからだ。

　それが〝天てん正しよう壬じん午ごの乱らん〟。これによって関かん東とうの版はん図とはほぼ確かく定ていする。

　そして、この講こう和わをもって、北条と松平は同どう盟めいする」

「じゃ、そうしなきゃな」

　馬鹿が平へい然ぜんと言うから恐ろしい。ミトツダイラが、ちらりとこちらを窺うかがうが、気にするなと手を振っておく。

　……大体、結局はそうしなければいかん訳だしな。

　だが、と正純は思った。同盟したところで、すぐに山やま場ばが来るのだ。それは、

「問題がある。……松平と同盟後ご、北条は麾き下かがトラブルを起こしてな？」

「は？　お偉いさんにちょんまげを前から入れたとか？」

「死ねよお前。あと、あの時は一いち応おう気を遣つかって後ろからだったと知って驚きよう愕がくだ。

　というかそうじゃない。いいか？」

　付き合いいいな……、という皆の言葉が引き気味に言われるのは何な故ぜだろうか。

　だが、言っておかねばならない。

「関かん東とう惣そう無ぶ事じ令れい、憶おぼえてるか？　ああ、馬ば鹿かはいい。無む理りするな。跳ねるな。

　──あれだ、羽は柴しばが発はつ布ぷした、関東で戦争するな、っていう法律だ。つまり、それの違反の監かん督とく責任で、北ほう条じようは羽柴側がわの攻こう撃げきを受ける。これが〝小お田だ原わら征せい伐ばつ〟だ。そして……」

　そして、

「この小田原征伐、松まつ平だいらは羽柴勢ぜいの一いつ角かくに加わる事になる」
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　ミトツダイラは、義よし康やすの小さな吐と息いきを聞いた。だが、

　……ノリキは本ほん棚だなの組み立てに淀よどみありませんのね。

　無む論ろん、この〝小田原征伐〟は、聖せい譜ふ記き述じゆつにもある事だ。

　義康の吐息は、恐らく、里さと見みと北条の確かく執しつが、羽柴による北条の滅めつ亡ぼうで決けつ着ちやくする未来が見えた事への落らく胆たんだろう。

　対し、ノリキの無む反応は、それを当然とする覚かく悟ごが出来ていたという事だろうか。

　今、視線の先では、正まさ純ずみが北条関かん係けいの戦せん闘とうをリストにしている。

「つまり、こういう流れだ。





１：『神流かんな川がわの戦い』

　・信のぶ長なが暗あん殺さつ直後。浮き足だった滝たき川がわを北条が急きゆう襲しゆう。関東から撤てつ退たいさせる。

　[image: ]

２：『天てん正しよう壬じん午ごの乱らん』

　・神流川の戦いの直後。松平と北条の関東領りよう土ど争い。講こう和わによって同どう盟めいを結ぶ。

　[image: ]

３：『小田原征伐』

　・関東惣無事令を無む視しした責任で、羽柴勢に北条は攻こう撃げきされ、降こう伏ふくする。






　この、２と３については、私達も積極的な関かん与よが出来る。特に２は、私達の専せん用よう案あん件けんだ」

　だが、という彼女の言葉を、ミトツダイラは継いだ。眉まゆに力が入る事を自覚の上で、

「……問題の１、〝神流川の戦い〟を、北条にどう起こさせるのか、ですのね」

「情なさけない話だ」

　と、声がした。義康だ。

　彼女は背を壁に預け、こちらを見ずに言う。

「聖譜記述に拠よれば、既すでにこの頃、里見は衰すい退たいに向かっていて、実じつ質しつ、北条の従じゆう属ぞく下かに入ったも同どう然ぜんだったと言う。……そのような北ほう条じようが、今、羽は柴しばを恐れて自由に動けないとはな」

　……義よし康やす……。

　ミトツダイラは、彼女の苛いら立だちのようなものを理解する。それは、

「義康は、北条をライバルとして認めていたんですのね？」

「はあ!?　そういう事じゃない！　勝かつ手てに人のキャラを作るな水み戸と領りよう主しゆ！」

・●　画：『今のはネームに入れておくわ……。エンディングくらいはいい話にしないと』

・義　　：『待て！　救いが無いのを描くな！　あと、人を勝手にいい人にするな！』

・いんび：『ははは、政治家かだからそれでいいんだよ!!』

・粘着王：『そうとも、ヨッシーはいい人でいいのだ!!』

　義康が壁の下に膝ひざをつくまでを１セットで見て、流石さすがに悪い事をしたかとミトツダイラは思う。そして、

　……あら。

　総そう長ちようが、ノリキを見ている事にミトツダイラは気付いた。

　彼の視線を追ってみれば、労働者が今の遣やり取りで微かすかな笑いを表情に宿している。

　意味は解わからない。他人の笑いどころや、感情は解りにくいし、それが可か解かいであるならば、正まさ純ずみが滑すべる事も無いだろう。ただ今は、北条出しゆつ身しんの同級生が現状を受け止めているという、それだけでいいものとしておこうと、ミトツダイラはそんな風ふうに思う。

　そして今は、何よりも、

　……北条との関係を、どう持つか、ですわね。

「北条と言葉を交わすのにも、滝たき川がわの監かん視しがあって無む理り。でも、滝川を追い払わないと始まらない……。これって、不ふ可能のスパイラルではありませんの？」

「やっぱりそう思うよな。でも、だからこそ──」

「──フフ、今夜にでも起きる。安土あづちの毛もう利り側への移動を、何か餌えさに使おうって言うのね？　でも貧ひん乳にゆう政治家に貧乳騎き士し様さま？　ちょっと気になる事、あるわね？」

　喜き美みが、口を横に開いた笑えみを見せる。

「今日きよう、これから、何が起きると言われてるか、解ってる？　すっごく大事な事だけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　そう応えたのは、第一特とく務むだ。彼は横のメアリの、窺うかがう視線に振り向き、

「先さき程ほどから話にある、毛利と羽柴の激げき突とつが、大事なので御ご座ざるな？」

「？　……点蔵様、大事と言いますと、どういう事なんです？」

「Ｊｕｄ．、これから起きる毛利と羽柴の戦せん闘とうの援えん護ごとして、安土城じようは毛利方ほう面めんに移動する……、メアリ殿どの、言っている意味、解るで御座るな？」

　あ、とメアリが頷うなずいた。

　自分の方も、今いま更さらに、喜美の示し唆さを理解した。それは、メアリが言うに任せるなら、

「もしも羽は柴しば様さまが大おお勝がちするなら、安土あづちの援えん護ごも要いらなくなる、という事ですね？」

「そういう事だメアリ、クロスユナイト。だから、これから起きる毛もう利りと羽柴の戦せん闘とうは、私達の未来を占うらなう──」

　通つう神しんが来た。音声だ。それは、大おお久く保ぼからの、

『副ふく会長！　緊きん急きゆうや！　──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと羽柴勢ぜいが相あい対たいした！』

　……言ったそばから、ですのね！

　皆の手て元もと、表示枠サインフレームに送られてくる画が像ぞうは、六護式仏蘭西の概がい要よう図ずだ。

　大久保がマークした位置は、宗むね茂しげと並ぶ誾ぎんに言わせれば、

「水み戸と領りよう主しゆの予よ測そくとほぼ同じですね。見事です」

　誾の言葉に、ホライゾンが、こちらに右の親おや指ゆびを上げて見せる。

　こちらも、うん、と頷うなずいて右みぎ親指を上げて返すと、概要図に総そう勢ぜいを示す駒こまと、その人数が表ひよう示じされた。そこに見えるのは、

『羽柴勢、前ぜん線せん三万二千。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢、武ぶ神しん団だん含みで二万四千！　──山さん岳がく回かい廊ろうを抜けた広い草原での陸上戦せんやで！』
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「おいアンリ」

　朝の太陽が昇る下した、薄うす青あおく、広い空を頭上に、赤いベストの夏服を着た男が言葉を放った。

　緑の草原の上に立つのは、六護式仏蘭西の夏服姿すがただ。体格のいい、背の高い位置から降る声は、右に立つ、こちらは女じよ子し制服の女に向けられていた。

「なあ、アンリ、お前から見て、この戦せん場じよう、どう思う？」

「どう思うも何も無いだろう、アルマン、姫ひめ様さまの指し示じした通りに行動するだけだ」

　彼女の組む腕うでは、やや白い肌はだで、関かん節せつ部ぶには黒のラインが走っていた。

　半はん生せい体たい式しきのボディを持った自じ動どう人形だ。横の男も同じであり、

「お前、本当に姫様好すきだな」

「ほう、好きという感情が理解出来るようになったのか。私よりも人間らしくなったな」

「ふむ」

　と、茶ちや化かすでも無く頷いた男、アルマンが、静かに言う。

「確かに、長く生きていれば、統とう計けい的な部分から、自分が〝これを他より優ゆう先せんとしている〟が出てくるものだ。そうだろうアンリ」

「それが、貴き様さまの〝好き〟という事か？」

「Ｔｅｓテスタメント．、恐らくそうではないかと判はん断だん出来るが、少々困こまっている」

「何な故ぜだ？」

　ああ、とアルマンは答えた。

「何な故ぜかというと、俺おれは、侍じ女じよ式しき自じ動どう人形隊たいの管理者の一人で、彼女達と時間を長く過ごしている。そうなると、自動的に、俺は、侍女が好きと言う事になるのではないだろうか」

「そうか。──私は毎日、寝ている時も空気を吸って吐いているのだが、それは私が空気を好きという事なのか」

「そうだ」

「……違うだろう馬ば鹿かかアルマン。理り論ろん的に考えてみろ」

　アンリの横よこ目めに、アルマンが空を見上げた。

　青いが、色の薄い空。夏の空だ。それを見て、アルマンはやがて、

「Ｔｅｓテスタメント．、そういう事か！　理論的に考えればすぐ解わかった事だ！」

「解ったかアルマン」

　ああ、とアルマンは頷うなずいた。アンリに笑えみの顔を向け、

「俺が一番好きなのは空気なんだな!?」

「違うだろ馬鹿者！」

　とアンリが叫んだ瞬しゆん間かん。二人のいた場所が、広こう範はん囲いに渡って分ぶん砕さいされた。

　朝日の昇る方向から来た衝しよう撃げきの音は、砲ほう弾だんの激げき突とつする響ひびき。

　東方向からの、砲ほう撃げきを受けたのだ。







[image: 第四章『東西の予見者達』]
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「初しよ弾だん、直ちよく撃げきしましたか!?」

　朝日を背から受ける方向。東の空を後ろに、烏帽子えぼし型がたのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制せい帽ぼうをかぶった長身の女性が叫んだ。

　緑の草原の上、青染めのM. H. R. R.の女じよ子し夏服を重じゆう装そう型にして着込んでいるのは、加か藤とう・清きよ正まさだ。彼女は、空に浮かぶ八はつ艦かんからなる鉄てつ甲こう船せん艦かん隊たいに見えるように手を振り、

「──今のを基本測そつ距きよとして、各かく艦、敵てき前ぜん線せんに集しゆう弾だん！」

　清正の正面。遙か遠くに、影の壁があった。

　敵てき団だんだ。

　視し界かいに広がる草原。視界を邪じや魔まするものは無く、あるのはただ、遠えん景けいの山さん嶺れいと、敵としての、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、及び毛もう利り勢ぜいとの戦せん端たんを開きます！」

　清正の声に応じるように、空からの号ごう砲ほうが前に飛んだ。

　正面を向いた八艦、艦かん首しゆの主しゆ砲ほう二に門もんからなる、合計十六の射しや撃げきだ。それは一度息いきをつくように停まったものの、向こうに着ちやく弾だんするや否いなや、

『清正様！　各艦測距とれました！　艦首側がわ基礎に空中固こ定ていして砲ほう撃げきに入ります！』

「Ｔｅｓテスタメント．、総そう員いん……！」

　そして清正は、今こそ背後に振り向いた。

　己おのれの後ろ。そこに、塊かたまりがある。

　壁ではない。近いせいもあるが、分ぶ厚あつく、果てしなく広がっているのは、

「M. H. R. R.機き動どう殻かく隊たい、P.A.Oda風ふう神じん部ぶ隊たい、合計三万二千、──突とつ撃げき構かまえ！」

　息を吸う。

「敵は六護式仏蘭西毛利勢主しゆ力りよく、重じゆう武ぶ神しん外がい縁えん守備騎き士し団だんと、三さん銃じゆう士しの自じ動どう人形隊です！

　この回かい廊ろうを確かく保ほする事で巴パ里リまでの道を大きく確保出来ます。故ゆえに──」

　清正は、背から二本の片かた鎌かま槍やりを抜き放った。双もろの刃やいばを両手にそれぞれ持ち、前に構え、

「突撃……!!」
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「Ｔｅｓ．……!!」

　清正を先頭に、まずはM. H. R. R.所しよ属ぞく戦せん士し団だんの全員が叫び、大気が揺れた。

　空からは、十六の連れん射しやが始まっている。

　そして大地の上で、一度身みを低く構えた総そう勢ぜいが、

「Blitz……!!」

　武ぶ装そうを構え、敵てき陣じんへ向けて疾しつ走そうした。

　しかし、彼らの疾しつ走そうは、草原の草を踏み越えていくものではない。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の学生は機き動どう殻かくの両肩かたや背に仕込まれた聖せい術じゆつ制せい御ぎよの飛ひ翔しよう器きによる低てい空くう滑かつ走そうを行い、P.A.Odaの学生は両足に巻いた符ふ布ぬのを、帯おびのように後ろに流し、そこに風の板を生むと、

「──！」

　サーフライド姿し勢せいで草原を滑かつ走そうする。

　草を越えて、機動殻は聖術符ふの光を散らしながら小しよう隊たい単位での蛇だ行こうを行い。

　草を揺らし、符布は唯ゆい術じゆつの光こう風ふうを靡なびかせながら小隊単位での波なみ乗のりを行う。

　距離は一いつ瞬しゆんの連続で重ねられ、広大な草原の上、総そう勢ぜいは東から西へと四分の一程ほどを浸ひたした。そしてそのまま、西へと向かう彼らに、東からの援えん護ごがあった。

　朝に吹く、東からの風だ。

　ただ、それは早朝の冷たいものではない。朝から午前という時刻に変わる前の、最後の東とう風ふう。

　昼に近づく熱を伴った、西へ向かう風だった。

　風が、東からの総勢を押した。

　機動殻はわずかに身を浮かせ、悠ゆう然ぜんと加か速そくを行い。

　術じゆつ符ふは大きく風の波に乗って、速度の蓄ちく積せきを行う。

　今こそ両者は、一気に西へと身を飛ばした。

　東からの風が行く。音と、唸うなりと、総勢を連れて行く。

　空からの砲ほう撃げきは、彼らの全体を越え、西を撃うっていた。

　皆の行く先、草原の西側では、待たい機き状態だった六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの前ぜん線せんが、見えなくなっている。

　着ちやく弾だんの際に生まれる衝しよう撃げきが大地を吹き飛ばし、粉ふん塵じんを巻き上げるからだ。

　草原の緑と湿った土の黒が、微び細さいに散って、戦場の西にて南北に渡る壁となる。だが、その壁の厚みを増させるように、東からの砲撃が追加で連れん射しやされた。

　打ち砕くだく。

　そして東からの風が、

「おお……！」

　その先せん頭とうを、カレトヴルッフの両りよう加速で突っ走る清きよ正まさが叫んだ。

「総そう員いん……、防ぼう御ぎよ構かまえ！」

　距離はまだ空あいている。草原の半分に届こうかというところだ。

　自分達の側からの砲撃だって続いている。

　しかし彼女は防御を叫んだ。身を低くして、

「敵てき総勢、──無む傷きずです！」

　重なる砲撃よりも早く、西にある黒と緑の散り咲きが、向こうから吹き飛ばされた。

　そしてめくれ上がった風と土ど砂しやの向こう。そこにいるのは、

「六護式仏蘭西、銃じゆう士し隊たいと武ぶ神しん隊たい、……二万四千、迎げい撃げき来ます！」
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　アンリは、草原の上で、それを見ていた。

　自分達の両りよう翼よくに、五十メートルの間かん隔かく距離をもって三十機の武ぶ神しんが並んでいる。

　新しん品ぴんだが中型。それも、

「見るからに、随ずい分ぶんと鈍どん重じゆうと判はん断だん出来る形状だ」

　脚きやく部ぶは太く、足あし裏うらは身長と同じくらいの長さの踵かかとが、真ま後うしろの地面に伸びた形だ。その脚あしに支えられた身体からだは、前に伸びた流りゆう線せん型けいで、腕には、手ではなく、発はつ射しや型の杭くいがついている。

　腕の杭は、垂直に地面に撃うち込まれていた。

　そして、腕を支える両肩が異い形ぎようだった。人の形ではなく、前後に長いランチャーとなっており、その中には、

「……聖せい術じゆつ式しきの、防ぼう護ご障しよう壁へきだ。それも対たい艦かん戦せん闘とう用ようの、な」

　空中に散っていく多量の光の破は片へんは、東の空から来る打だ撃げきを受け続けている証あかしだ。

　彼女達のいる草原の西側。

　既すでに草くさ群むらは荒い砂利じやりの堆たい積せきとなり、その上に草が浮いていくだけだ。

　だが、P.A.Odaからの砲ほう撃げきは、武神達たちが空に構える防護障壁の後ろに通らなかった。

　防ぼう御ぎよ用中ちゆう武神。

　初しよ撃げき以降の敵の砲ほう弾だんからは、彼らが守ってくれた。

　戦せん場じようでは、いつもなら自分達が先せん頭とうに出る筈はず。だが、今回は違う。

　戦せん術じゆつが、今までとは違うのだ。

　……この彼ら、のおかげでな。

　重量については〝重じゆう〟クラスである、この防御型の中武神について、アンリは知っている。これは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの、新しい戦争の形を作る武神だと。

「それを、見せに行こうか」

　アンリが言うなり、動きが生じた。

　砲撃を耐え続けている中武神達が、腕うで杭くいを地面から抜きつつ、身を前に倒していくのだ。

　伏す訳わけではない。

　身体が前に行くのに応じるようにして、地面を嚙かんでいた長い踵が立ち上がっていく。そして、ピック状の爪つま先さきが立ち、全身が前傾のまま、バランスを取った。

　砲撃を受ける音が、響ひびいている。

　その衝しよう撃げきと光の破片の向こうで、M. H. R. R.神聖ローマ帝国とP.A.Odaの総そう勢ぜいが突とつ撃げきしてくるのが見える。

「この戦場で、各国の戦せん力りよく価か値ちに、一いつ石せきが投じられる」

　戦場が、前に出た。防御用の中武神達が、前進したのだ。

　ピックのように尖とがった爪先は、後ろに立ち上がった長い踵と連れん動どうしていた。

　長い踵かかとは、杭くいであった。だから、中ちゆう武ぶ神しん達が、

『射しや出しゆつ……！』

　号ごう令れい一いつ下か。踵の杭が、破は裂れつ音おんにも似た射しや撃げきの響ひびきで地面を穿うがった。続く声は、

『突とつ撃げき……！』

　鈍どん重じゆうな全身が、杭くい打うちの反動で、対たい艦かん用ようの防ぼう護ご障しよう壁へきを広こう域いき展開したまま前に行く。

　防ぼう御ぎよ壁が、その力を維い持じしたまま敵てき陣じんに激げき突とつしに行ったのだ。
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　鈍どん重じゆうな、しかし重じゆう厚こうの風を受けてアンリは思った。

　これからの戦せん場じようは、機き動どう力りよくと防ぼう御ぎよ力の両立だ、と。

　だからアンリは、正面の空を見た。

　羽は柴しば陣じん営えい。そこに位置を固定した敵てき航こう空くう艦かん隊たいに向け、彼女は言葉を作る。

「そちらが取っているのは、古い戦せん術じゆつとなる」

　それは、

「莫ばく大だいな航空戦せん力りよくで敵の航空戦力と地上の前ぜん線せんを撃げき滅めつし、地上部ぶ隊たいを進しん軍ぐんさせる。

　地上を行くのは、高速特とつ化かした機き動どう殻かくなどによる突撃を用いた高速制せい圧あつ。

　これが今の主流、そういう事だな？」

　航空戦力の支し援えんを得た、地上戦せん士し団だんの超ちよう高速突撃と制せい圧あつ戦せん。

　これは高速移い動どう可能な機動殻をもって実用となった戦術で、かねてより戦せん士し団だんの充実が図られていたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 が得意とする。

　形は違うが、術じゆつ式しきによって高速移動し、打だ撃げき力りよくを上げたP.A.Odaも同どう様ようの方法と言える。

　……これは、国としての実じつ利りも考えた戦術だ。

　武ぶ神しんを作るより、機動殻を作った方が遙かに安い。

　また、M. H. R. R.は傭よう兵へい国家で、戦士団の補ほ充じゆうは自由に行える。

　ゆえにM. H. R. R.は、この戦術をもって、欧おう州しゆうで一定の戦力価か値ちを築きずいてきた。

　だが、とアンリは思った。

「それもこの戦場で、終わるのだ」
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　波が砕くだけた。

　東から、風に乗って疾しつ走そうした人の波が、西から突っ込んだ防ぼう波は堤ていに砕かれたのだ。

　中武神の対艦防護障壁は、艦かん用ようとしてはやや狭い。一機で幅はば五十メートル、高さ二十メートルの正面を守れる程てい度どだ。

　だが、地を行く人間にとっては、巨大な壁だ。

　いくら機き動どう殻かくの突とつ撃げきと言っても、人間レベルのものだ。

　武ぶ神しんとは違った。

　防ぼう護ご障しよう壁へきにぶち当たった機動殻は自分達の持つ速度によって砕くだかれ、本来ならば砲ほう撃げきが着ちやく弾だんした時に発はつ揮きされる着ちやく脱だつ装そう甲こう機き能のうと装そう着ちやく者しや射しや出しゆつ機能が発はつ動どう。彼らは回かい避ひする間もなく、武ぶ装そうを失い、失しつ速そくはしたものの全身から流りゆう体たいの壁に壊こわされた。

　砕きの音は骨を打つような響ひびき。

　続く音は、機動殻が散らばり、フレームなどが軋きしみ曲がる音ね色いろだ。

　そんな当たりの波の中から、声は上がらなかった。ぶつかった際に、肺はいが震しん動どうし、呼吸など出来る状態でもなかったからだ。逆に、壁かべ側がわで何が起きているか解わかりつつ、減げん速そくが間に合わない後こう続ぞくこそが、自分も波となるまでの間、

「──!!」

　苦く鳴めいを生んだ。

　だが、彼らの敵は違った。全ての激げき突とつを押しのけていくために、

『突撃せよ……！』

　武神達たちの踵かかとが、加速の杭くいを打うった。

　三十機による疾しつ走そうは、今こそ敵てき波なみの抵てい抗こうを得て最高に達した。彼らの、蹄ひづめのように土を食って行く足あし先さきの動きは暴ぼう走そうにも等しい。が、その勢いは、敵てき群ぐんをただ真まっ直すぐに押し込み、

『……あぁ!!』

　吹っ飛ばした。

　速度によって、防護障壁に張り付いたようになっていた敵の軍ぐん勢ぜいを、前へと払ったのだ。

　人の影が飛び、無む数すうに飛び、やがて来る敵の後こう続ぞくへの攻こう撃げきとなった。

　打だ撃げきの人じん音おんが戦せん場じようの各所から打たれ、戸と惑まどいと悲ひ鳴めいと、怒りの声が上がった。

　それら全てを、三十の壁が押し潰つぶしていく。

　停まらない。

　朝から午前に変わる日の差す地上にて、人じん海かいの波は濤とうが寄せて散り、陽よう光こうの中に舞う。

　しかし、先に直ちよく撃げきを受けたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 側はまだ自分達の崩ほう壊かいを理り解かい出来た。前進と阻そ止しという構こう図ずが明確だったからだ。

　身み軽がるなP.A.Oda勢は、そうはいかなかった。

　軽いが故ゆえに空気抵てい抗こうを抜く事が出来ない彼らは、突撃時じには陽よう動どう役やくを担になう蛇だ行こうを行っていた。だからこそ彼らは、何もかもを押しのける壁に対して、斜め軌き道どうからの激突をしていく事になる。それは、

「……！」

　何とか逃げ切ろうと、彼らはまず、符ふ布ぬののサーフライドを迫ってくる壁に合わせ、壁へき面めんを行こうとする。

　だが、武ぶ神しんの疾しつ走そうは、人間が行う体たい捌さばきを砕くだいた。人よりも大きな身体からだが支える防ぼう護ご障しよう壁へきは、人間の動きよりも大きく揺れ、結果として、

「ぐぁ……!!」

　メートル単位で前後に揺れる防護障壁。それにサーフボードを合わせようとした者達は、引いて戻る壁に打だ撃げきされた。

　ほとんどの者達が、突き飛ばされるように転び、身を地面上で数すう回転している内に、追いついてきた防護障壁にまた打撃される。

　運うん良よく、一いつ瞬しゆんでも合わせた者達であっても、上から降ってくる残ざん骸がいや人の身体に殴なぐりつけられ、地面に打ち倒された後で壁に突き飛ばされた。

　誰だれも彼も、P.A.Odaの戦せん士し団だんは、前進を諦あきらめていた。しかし回かい避ひをしようとしても、前や上から潰つぶされる。

　何をどうすればいいか、解わからぬうちに、P.A.Odaによる後こう続ぞくは崩ほう壊かいしていく。

　だが、運のいい者達がいた。先に潰された残ざん骸がいの堆たい積せきを、防護障壁に対する斜しや面めんとして使えた者達だった。

　防護障壁の高さは約二十メートル。後はそれを加か速そく力りよく任せのジャンプによって、

「越える……！」

　飛んだ。

　跳ぶと言うよりも、速度と角度、そして体たい術じゆつを重ねて、防護障壁を一いつ気きに飛び越える。

　青白い光の板。厚みは一メートル以上あるものだ。個体となった光を、伸しん身しんの宙ちゆう返がえりで抜けていき、その向こうの宙へと身を躍おどらせば、

「……!?」

　銃じゆう声せいが響ひびき、P.A.Oda勢の身が宙に跳ね上がった。

　射しや撃げきだ。

　中ちゆう武ぶ神しんの肩や、腕に、影が幾いくつか立っている。

　侍じ女じよ式しき自じ動どう人形だった。

　彼女達は、一機あたり十六人単たん位いで貼はり付き、膝ひざ立だちで長ちよう銃じゆうを構えている。ただ、彼女達がいるのは、武神の上じよう面めんだけではない。重じゆう力りよく制せい御ぎよで己おのれの身を武神の腕や肩の側面にも置き、一部の侍女達は走る武神の駆く動どう系けいに油を送り、排はい熱ねつ器きを操そう作さもしている。

　そして彼女達の援えん護ごを受け、中ちゆう武神が疾走する。

　武神達の作る壁は、西側から中央に向け、その半はん分ぶん近くを突き進もうとしていた。

　戦せん場じようは、今、東の方向へと巻き返されつつあった。

　午前の陽よう光こうが、空の上から全てを照らしていく。
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「存ぞん外がいに上う手まくいったものだ」

　響ひびく先行の轟ごう音おん。走る武ぶ神しん達たちの足音を聞きつつ、アンリは草原を早はや足あしに歩いていた。

　足あし下もとは崩くずれた地面だ。時とき折おり散った草を踏み、機き動どう殻かくの残ざん骸がいを乗り越えながら、彼女は急ぎ足で先行する壁を追う。

　既すでに戦せん場じようを、半分近ちかくまで壁は捲めくっていた。

　先に行く大おお壁かべを見ながら、アンリは呟つぶやいた。

「武ぶ神しんによる、地上での対たい艦かん級きゆう防ぼう御ぎよ突とつ撃げき。これはもはや防御とは名ばかりの、面による制せい圧あつ攻こう撃げきだな」

　更さらに、とアンリは言葉を繫つなげる。

「防御と突撃のみなので、操そう縦じゆう訓くん練れんは最さい小しよう限げんに絞しぼれる。今まで、武神は重じゆう武神が主で、それ以下のものは工こう科か作業ばかりだったが、これならば主力級きゆうの働きが可能だ」

「中ちゆう武神なので、従じゆう士し位い階かいでも使える、というのがミソだな」

　と、応じたのは横を歩いてくるアルマンだ。

　そして彼は、吹く風と飛び散ってくる土つち塊くれを払うように、帽ぼう子しを一度手てにとって振った。

　すると、正面の武神の左腕うでから、侍じ女じよの射しや撃げきが走った。

　結果として、壁を越えて来ようとした敵の数名が撃うち返される。

　人の形が宙に舞い、壁の向こうに落ちていった。

　それをまた、壁が前進して押し返していく。

　敵てき一人すら通さない応おう対たいを、歩くアルマンが評ひよう価かする。

「いいサービスだ。そう思わないか」

「Ｔｅｓテスタメント．、向こうにも、充分に満まん足ぞく頂いているだろう。ただ、視し認にん式しきの合あい図ずはやめておけ。万まんが一いちの事もある」

「侍女の自じ動どう人形達たちは、コレの方がしっくり来るようでな」

「ならば仕方ないか」

　頷うなずき、アンリが前に出た時だ。正面から、光が走った。

「あれは……」

　正面を行く壁。それを貫つらぬくように、横よこ一いつ直線に飛んだ一いち撃げきは、一つの声をつけていた。

　戦場に響ひびくのは、凜りんとした女の声で、

「──果てなさいカレトヴルッフ!!」
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　……全員の動きが遅い！

　清きよ正まさは、草原の南なん端たんにいた。

　清正は、敵てき側がわの防ぼう御ぎよ突とつ撃げきが始まる直前に、総そう員いんへと左右散さん開かい指し示じを出していた。

　今までの経験からの、一いつ瞬しゆんの判はん断だんだった。

　だが、多た勢ぜいが過ぎた。指示の届いた左さ右ゆう端はしの中ちゆう隊たいは無ぶ事じに左右転てん換かんして迂う回かい軌き道どうに入れたが、中央とその後こう続ぞくが間に合わなかった。

　中央側には、新しん入にゆう生せいを中心とした戦せん士し団だんを多く入れていたのも、被ひ害がいを拡かく大だいした要よう因いんだ。伝でん達たつは通っても、戦せん場じよう慣なれしていない者達はどのくらいの速度で動けばいいのか解わからず、また、他人を気にする事もあって、今の結果に繫つながった。

　今回の戦せん闘とうは、彼らにとって大きな経験になるだろう。そして自分にとっても、

「やりますとも……！」

　羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やり。そのナンバーツーが自分だ。

　如い何かなる戦場でも。

　如何なる戦せん力りよく差さがあろうとも。

　如何なる戦せん術じゆつ的な食い合わせがあろうとも。

　それをひっくり返す存在がある。

　……英えい雄ゆうと呼ばれる者達です。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、自分が襲しゆう名めいしている加藤・清きよ正まさは、その一人だ。

　今の現げん場ば。今の戦力差。

　そして、戦術として相手が出してきた、今までの戦争にない方法。

　……これを、今からひっくり返さねばなりません……。

　だから、清正はカレトヴルッフの加か速そくを用いて疾しつ走そうした。

　草原いっぱいまで広がっている三十機の防ぼう御ぎよ用中ちゆう武ぶ神しん。その南端の列にまで回り込む。狙ねらいは防ぼう護ご障しよう壁へきの外側、大おお回まわりで敵てき壁かべの裏に回る軌道だ。

　無む論ろん、敵の阻そ止しが来る。武神隊たいの背後に来ていた侍じ女じよ人形達たちの長ちよう銃じゆう隊たいが、こちらへと八人小しよう隊たい四隊で向かってくる。

　距離二百メートル。射しや撃げきは即そく座ざだ。彼女達の腕は視し覚かくと連れん動どうし、視し界かいの中心に押さえた相手を確実に穿うがってくる。

　その通りに来た。こちらはまだ宙にて姿し勢せい制せい御ぎよ中ちゆうだというのに、

「防御展てん開かい……！」

　夏服の各部に装そう着ちやくした装そう甲こうは、術じゆつ式しき強化を受けているだけではなく、こちらが視線でロックした方向に適切な防御角かく度どをもって応おう対たいする。

　そうした。

　直後に装甲上じようを火ひ花ばなが撫なでた。それも単たん発ぱつではなく、連れん射しやだ。三十二人の自動人形が撃うてば、単発の射撃ですら秒びよう間かん三十発を超える連れん射しや撃げきとなる。

　だが、清きよ正まさは、任せた。

　防ぼう御ぎよを自ら行うのではなく、機き能のうに一任。自分はカレトヴルッフを持つ両腕を回して、

　……位置確かく保ほ！

　草原の端はしは崖がけ。上は森だ。元々は河か畔はんか長い池だったのだろう。川岸のイメージが残る崖の面を蹴けって、清正は後ろを、草そう原げん中央側を向いた。

　目の前に見えるのは、中ちゆう武ぶ神しん達たちが正面に押し出していく防ぼう護ご障しよう壁へきの側そく面めん。

　厚さ一メートル。距離にして一・五キロはある長ちよう城じようだ。

　中ちゆう武ぶ神しん隊たいを狙ねらいたいが、

　……自じ動どう人形達たちの弾だん幕まくが濃い……!!

　側面や後ろに回らせてはくれない。

　こちらの動きを見越した構えという事だ。

　だが、今の位置からでも狙えるものはある。それは、

「この分ぶ厚あつい防護障壁……」

　これを一いつ気きに破は壊かいする手段を自分は持っている。だから、清正は、頰ほおを撫なでる銃じゆう弾だん擦さつ過かの傷も無む視しして、こう叫んだ。

「果てなさい、カレトヴルッフ！」
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　一・五キロの壁が、光に砕くだけた。

　南から北へ、一いつ直線の波なみ飛沫しぶきが炸さく裂れつしていく。

　中央を貫つらぬいた一いつ瞬しゆんの光こう剣けんは消え、代わりに膨ぼう張ちようした盾たては空に割さけ、砕くだけて散って、

「────」

　押し切られようとしていた東からの総そう勢ぜいは、正面にその破は砕さいを見た。

　快かい音おんの連続でぶちまけられる光の向こうには、無む防ぼう備びとも言える中武神の列がある。

　敵が見えた。

　敵てき武神隊たいの機き体たいには自じ動どう人形が貼はり付いていて、今もなお射しや撃げきを送ってくる。

　しかし、敵は見えたのだ。だから皆、射撃を浴び、負ふ傷しようしながらも、

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

「Shaja……！」

　自分達の中にある何もかもを引っ繰り返すような叫びを上げた。

「急げ」

　誰だれかが言った。

「早くしないと、次の防護障壁を張られるぞ！」

　確かに、と誰だれかが応じた。

　実際、敵の中武神は既すでに両肩かたのランチャーから防ぼう護ご障しよう壁へき起き動どう準備の表示枠レルネンフイグーアを展開しつつある。あれが張られたら、また終わりだ。何しろ、

「敵てき中ちゆう武ぶ神しん隊たい、速度落おとしません！」

　前ぜん線せん側がわの女子生徒の叫びに、皆は身み構がまえた。敵は、やる気なのだ、と。

　ならば、こちらも、

「行け！」

　中武神隊の間を抜け、前に。西に。敵本ほん陣じんへと。真まっ直すぐに。ただ一いつ直線に、

「行こう……！」

　中央。敵が見えている。中武神隊の向こうに、こちらに歩いてくる三さん銃じゆう士しの二人がいる。

　アンリとアルマン。どちらも、無む手てであっても危険な相手だが、残った総そう勢ぜいが殺さつ到とうすれば、

「行くぞ！」

　皆は頷うなずいた。Ｔｅｓテスタメント．、と言い、Shajaと言った。

　そして誰だれもが、機き動どう殻かくの加か速そく器きに光を与え直し、三銃士の二人に向けて、

「走れ！」

　直後。逆の事が生じた。

　走ろうとした自分達より先。正面に見えたのは、敵が作ったいきなりの疾しつ走そうだった。

　距離はあった。

　だが、突とつ然ぜん出現したものは、彼ひ我がの間が空あいていても無む意味な存在だった。

　武神だ。

　それも、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ主力の重じゆう武神が、十三機。中武神隊の間に、不ふ意いの姿すがたを現したのだ。

　彼らは全て、疾走していた。

　速度も重さも、携たずさえている武ぶ器きも、中武神のものとは比ひ較かくにならない。搭とう乗じようしている者達の練れん度ども、だ。

　東側からの再さい突とつ撃げきを掛けていた者達にとっては、重武神の走りは明確なカウンターアタックとなった。

　やられた。

　銀ぎんの重武神達たちが、低めに対たい地ち突とつ撃げき槍やりを構え、突っ込んで来る。

　突撃という行為が、向こう先せん手てで生じた。
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　清きよ正まさは、その光景を真ま横よこから見ていた。

　……どうやって……!?

　敵の武神団だんは、突とつ如じよ現れた。まるで大地の上に、扉とびらを開けて出てきたように、だ。

「ステルス障しよう壁へき!?」

　それしかない。

　だが、という思いは付ふ随ずいする。何な故ぜなら、武ぶ神しんクラスの小型ステルス装そう備びなど、実用に至ったという話は聞かないからだ。

　無む論ろん、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはIZUMOをその土地内ないに有している。だから、そこからの技術供きよう与よがあったのか、という疑ぎ念ねんは働くが、

　……IZUMOは中ちゆう立りつ性せいを保っている筈はず。

　甘い期待だろうか。ただ、事実は動き、時間の経けい過かの証しよう拠ことして、結果が生まれた。

　突とつ撃げきを掛けようとしていた自分達の総そう勢ぜいが、カウンターを食らって吹き飛んだのだ。
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「ようやく、一つ、確かく認にん出来たな」

　アンリは、草の上を歩きながら呟つぶやいた。

　正面の視し界かいの中、東へと突撃していく二つの力がある。

　中ちゆう武ぶ神しんによる防ぼう御ぎよ突撃と、重じゆう武神による攻こう性せい突撃だ。

　午前の陽よう光こうの下、もはや届かぬ太陽を目め指ざして走っていくそれは、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウが発想し、……姫ひめ様さまと、エクシヴ様が構こう築ちくした戦せん術じゆつの一つ」

　言葉で言えば、〝機き能のう化かして、役割分ぶん担たんした武神隊たいを前ぜん線せんに展開する〟というものだ。

　IZUMOとマクデブルクでは、武神団の実じつ働どうは重武神のみであり、彼らの行動は突撃と現げん場ばの制せい圧あつ、確かく保ほ維い持じ、というものになっていた。あれは、機き動どう殻かくの発展と同じように、艦かん砲ぽうを警けい戒かいしての高こう速そく突撃と、従来からの〝騎き士しの突撃〟を兼ねた戦術と言える。

　だが、IZUMOではバリケードを射しや出しゆつされた事で、武蔵むさし勢ぜいの前線展てん開かいを許してしまった。

　また、マクデブルクでは多量の敵てき勢ぜいに武神の機き動どう性せいを奪うばわれた。

　負けない事はあっても、機動性が失われれば、戦せん力りよく的価か値ちは一いつ気きに落ちる。

　だから戦術を変えた。

　旧きゆう来らいからの伝でん統とう的戦術の変へん更こうは、本来ならば重武神搭とう乗じよう者しやである騎き士し階かい級きゆうの者達に遺い憾かんを唱となえられるものであったろう。

　だが、二度の苦く戦せんと、武神の多くが前ぜん総そう長ちようの準備による機き体たいである事。そして何よりも人狼女王の発はつ案あんと、二人の長がそれを改良し、構こう築ちくした新しん戦術という事が同意を得た。

　今回の場合は、

　……従じゆう士し達たちの中武神が露つゆ払はらいを行い、その後で騎士達の重武神が突撃で敵てき陣じんを破は壊かいする。

　重武神の高こう速そく突撃では、阻はばまれれば終わりだし、面の制せい圧あつが出来ない。

　だから、面の制圧と、安全圏けんの確かく保ほを中武神が行い、敵が構え直して停てい滞たいしかかる戦せん場じように対し、至し近きん距離からの突撃を重武神隊が行う。

　更さらには、中ちゆう武ぶ神しんは銃じゆう士し隊たい所しよ属ぞくの自じ動どう人形を連れて行くし、制せい圧あつされた面の中には後こう続ぞくの戦せん士し団だんが前線を伸ばして来る。

　今までの戦せん術じゆつは、武神の突とつ撃げき任せなところがあり、それを追っていけるのも自動人形の銃士隊や、異い族ぞく部ぶ隊たいが限界だった。

　今回のものでは、新しん入にゆう生せいを中心とした若い世せ代だいも前に出し、戦せん場じようを体験させる事が出来る。

　攻こう撃げき役やくしかいなかった戦場に、理想的な防ぼう御ぎよ役やくが来て、役割分ぶん担たんがなされたのだ。

　動き続ける現代の戦場に対し、適切な役割の部隊を投とう入にゆう、活用する。それが、

「聖せい譜ふ記き述じゆつによって、史し上じよう初はつの現代的〝国こく軍ぐん〟を持つ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの、解かい釈しやくだ。今こん日にちにおいては、城しろ攻ぜめや城じよう塞さい都市攻こう略りやくを前ぜん提ていとした〝武神砲ほう弾だん〟ともいえる戦術」

　さあ、とアンリは言った。前を見れば、中武神達は新しい防ぼう護ご障しよう壁へきを既すでに構え直している。だから彼女は、突撃の背を視線で押して、

「行ってくれ。そして、歴史再さい現げんに約束された勝者の力を、見せびらかしてやるといい」







[image: 第五章『東西の演出者』]
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　文字通りの蹂じゆう躙りんが行われた。

　巨大な脚あしが、敵てき陣じんを切り裂さき、分かたれた敵の総そう勢ぜいを面の防ぼう御ぎよが潰つぶしていく。

　空からの砲ほう撃げきは無い。砕くだかれた自じ勢せい力りよくを巻き込む事を恐れ、動けないでいるのだ。

　巨大という、スケールそのものを武ぶ器きとして、武ぶ神しん達たちは戦せん場じようを食った。かつてのような、数に押される事なく、重じゆう武神が敵陣を貫つらぬけば、そこまでを中ちゆう武神の壁が追い、守ってくれる。

　その動きに、武神の一人が声を生んだ。

『今までは、騎き士しだけの戦いだった』

　だが、と、隣となりの切せつ断だんを担当する一機が応じた。女の声で、

『今は従じゆう士しと騎士の連れん携けい。──戦場における、本来の騎士の戦いになったのよ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と皆が頷うなずき、突とつ撃げきの身を引いた。

　槍やりを立て、構え直す左右を、防ぼう護ご障しよう壁へきの中武神が詰めてくる。そして彼らが敵を押し込んでいく戦場に、騎士達は再び槍を深く構え、こう叫んだ。

『Vive　la栄光あれ　Roi──!!』

　我らが長に栄光あれ。

『Vive　la　──XIV!!』

『Vive　la　──Mouri!!』

　そして、

『Vive　la　──Anne!!』

『前ぜん総そう長ちようの用意された力の器うつわに、新しん総長達による新しき戦せん術じゆつの酒を注そそげ！』

『今こそ全ては、新しき我らが太陽王ロワ・ソレイユと月后レーネ・ルネに受け継がれる！』

　ならば、

『──Ｔｅｓテスタメント．！』

　声と共に、重武神隊たいは突撃を掛けた。
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　響ひびく激げき音おんと散る破は片へんの重なりを聞きながら、アルマンは呟つぶやいた。

「どう思う？」

　問われた先、アンリは、前を見たまま応じた。

「どうも何も、推すい測そくの通りだ。だからこちらも、その通りに動いた。──来ているぞ」

「来ているか」

「Ｔｅｓ．、だから周囲を見てみろ」

　アルマンは、あたりを見た。そこにあるのは、

「土つち塊くれと、草原だな」

「そうだ。そして前を見てみろ」

　今は、中ちゆう武ぶ神しんが全てを押し切る順じゆん番ばんだ。だが、

「敵てき勢ぜいが、増えているか？」

「そうではない」

　しかし、

「ここまでの地面に、敵の身体からだが一つでも落ちていたか？」

「──否いな」

「だったら答えは簡単だ。敵は、全員、向こうに戻ったのだ」

「どうやって？　あれだけ、吹っ飛ばしたのに？」

「解わかっているだろう？　前ぜん例れいはノヴゴロドで生じている」

　それは、とアンリは、面めん倒どうだという仕し草ぐさを作ってこう言った。

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマの、他国への持ち込みだ。恐らくはP.A.Oda所しよ有ゆう〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟。

　その効果は──」

　アンリの言葉に、アルマンが帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直して頷うなずいた。

　彼は、歩く速度を緩めず、ただ空を見上げてこう言った。

「厄やつ介かいな効果だ。……勇気の総そう量りようは防ぼう御ぎよ力りよくになる、だったか」
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　戦せん場じようで、ある動きが多た発はつしていた。

　壁に打だ撃げきされ、射しや撃げきされ、砕くだかれた者達が、お互いに、

「おい……！」

　不ふ意いに、目覚め、気付いたかのように起き上がり、復帰する動きだ。

　彼らは、装そう備びを失った事に息を詰め、しかしまだ戦場が動いている事と、

「無ぶ事じか……！」

「ああ！」

　出身も違う者もいる。だが、武ぶ装そうは無く、それでも共通したのは、

「勇気ある者には無限の防御を与える……！」

　立ち上がり、選べる道は撤てつ退たいだけだ。だが皆は、確かく信しんした。

「勇気もて突とつ撃げきした……！」
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　成なる程ほどな、と、壁の内側でアルマンが吐と息いきした。

「誰だれも彼も、物もの怖おじ無く激げき突とつしてくる訳わけだ。装そう備びが砕かれたとしても、その者は加か護ごによって守られ、戦せん場じようを撤てつ退たい、もしくは一時退たい避ひで済んでいるだろう」

「何か手は？」

「有り難がたい事に、受ける者の加か護ごは〝一日一回〟だ」

　やれやれ、とアルマンが帽ぼう子しを被かぶり直した。

「もう一回、勝たないといけないのか」

「まだ勝ってないぞ。気を抜くなアルマン」

　アンリは視線を上げた。

　正面上じよう空くう、敵の用意したガレー船の艦かん首しゆに、一つの影が立っている。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 女じよ子し制服を、長ちよう衣いのように着込んだ長身の女。

　眼鏡めがねを掛けた長ちよう寿じゆ族ぞくの姿すがたは、

「羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの九番、──竹たけ中なか・半はん兵べ衛え」

　遠とお間まに見える彼女は、立てた長い鉄てつ棒ぽうに、鎧よろいを一つ掲かかげている。

　胸きよう甲こうの一部。右胸のものだ。手て前まえ側がわに歪わい曲きよくした銀色の板は、光を放っており、

「ムラサイは勇気を是ぜとする。それを用いた戦せん術じゆつが、やつらの国外でも適てき用ようされるとなると厄やつ介かいだな」

　言っている間に、前進する防ぼう護ご障しよう壁へきの向こうで、声が上がった。

　人の叫びだ。だが、悲ひ鳴めいではない。初めの衝しよう撃げきから、起き上がり、立ち上がる声だ。

「あれは──」

「人は、厄介だな」

　アンリが、歩みを止める事なく言った。

「再さい起きによって、自己の強化を認にん識しきする。本当ならば、欠けて、ただ再さい起き動どうが出来ただけの、ぼろぼろの状態だというのに、その自己を強いと認にん識しきする」

「どういう理り屈くつだと思う？」

「Ｔｅｓテスタメント．、姫ひめ様さまから聞いたが、神しん道とうでは、人の魂たましいは胎たい児じのような、勾まが玉たまのような形をしていると言う。だが、生まれた時から多くのものを失っていく魂は、だからこそ個々の形をとっていくのではないかと、姫様は言った。ならば人の強さとは──」

　表示枠シーニヤカドルが出た。そこに映るのは武ぶ神しん型がた自じ動どう人形の頭部で、

『切せつ削さく？』

「どうだろうな」

　アンリは、口くちの端はをやや上げて、首を傾かしげた。

「私達は、姫様に後からくっついたものだが、私達によって姫様が強化されたと、その程てい度どの自じ負ふを得て間違いは無いと判はん断だんする」

「だったら、こういう事か？　人の強化とは、得た時や、失った時、その事実を認め、自分を凝ぎよう視しした時になる、自己の形の認識だと？」

「ひとまずだが、現状、私はそう判はん断だんしている」

　見ろ、とアンリは歩みをやや速くしながら言った。砕くだけた土を軽く越え、正面を指さす。

　そこでは、突とつ撃げきの声が群むれで生じていた。

『おおお……！』

　武ぶ神しん団だんが前に行く。皆、背の加か速そく器きから加か圧あつの熱気を上げ、

「楽しそうだ」

　轟ごう音おんが響ひびく。その背を見ながらアンリが言った。

「あのマクデブルクで、我々は、大きなものを失い、しかし〝得ていた〟事を悟さとった。自じ動どう人形の私達にとっては戦せん力りよくの現在と過去の比ひ較かくでしかないが、武神騎き士し団だんにはそうではなかった。彼らは失い、得た自分達の形を認にん識しきした。そして──」

　そして、

「今、敵も、小さいレベルながらそれを理解した。自分達の装そう備びを失い、しかし聖譜顕装テスタメンタ・アルマと己おのれの勇気に守られていた事を認識して、な」

　アンリが上空を見る。敵てき本ほん陣じん上空、そこに浮かぶガレーの上に、相変わらずの敵がいる。

「高たか見みが好きか。竹たけ中なか。──否いな、二重襲しゆう名めいのこちらの方が今は現げん役えきか？」

　聖譜顕装を携たずさえ、立っているその名は、

「黒くろ田だ・官かん兵べ衛え。羽は柴しばを恐れさせ、警けい戒かいされた程ほどの軍ぐん師しよ……！」
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　竹たけ中なかは、ガレーの先せん端たん、舳へ先さきにて、眼がん下かの戦せん場じようを見ていた。

　巻き上がり、届いてくる風は、午前の東風と戦場に生じた熱ねつ風ぷうの合ごう成せいだ。

　鉄の匂においがあり、油の匂いも、汗あせさえも感じさせる熱も、全て混じった戦場の風。それを浴び、吸った竹中は、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの杖つえを立てると、

「…………」

　舳先に膝ひざをついて、縁ふちに手をついて、宙というより真ま下したに、胃いの中のものを直線で吐はいた。

「えろえろえろえろ」

・巨　正：『うわあああああああ！　竹中先せん輩ぱい、大だい丈じよう夫ぶですか！　いつもの船ふな酔よいですよね!?　でも、吐くならなるべく敵てき陣じんの上でお願いします！』

・お前田：『清きよ正まさ君、そんな事して敵が喜んだらどうするんだい。変な趣しゆ味みの人は何ど処こにだっているんだよ。ねえ森もり君』

・モリー：『な、何ですかその振り方！　ぼ、僕は他人の吐いたものになんて興きよう味みありませんよ！　どっちかっていうと、僕はですね、将来は正式な手て順じゆんを踏んで、出す方でありたい！　そういうものではありませんか！』

・ふわあ：『触しよく手しゆが朝から何か言ってるわー。というか竹中先輩、体たい調ちよう大丈夫ですか？』

・黒　竹：『あ、だ、大丈夫、大丈夫です』

　竹中は、ひはー、と息を吸い、口くち元もとを拭ぬぐって、

「全然大丈夫ですから安心えろえろえろえろ」

・巨　正：『わああああ竹中先輩！　だから朝ご飯はんそんなに食べて大丈夫かと言ったんですよ！』

「だ、だって、戦せん闘とう、私の見立てではお昼過すぎまで続く可能性も高いから、いっぱい食べておかないとってえろえろえろえろ」

・巨　正：『竹中先輩！　どれだけ食べたんですか！』

・ふわあ：『それ聞いてどーすんの』

・お前田：『というか落ち着こうよ清正君』

・ま　つ：『おちつけー』

「えろえろえろえろ、えっ、ぷ。あー、下の人よけてーえろえろえろ」

・百合花：『おい、トシ、俺おれ、今、メシ中なんだが……。大だい体たい何で上越露西亜スヴイエート・ルーシの暫ざん定てい国こつ境きようを押さえてる俺達が、毛もう利り攻ぜめの方を見てなきゃ駄だ目めなんだよ』

・お前田：『ああ、悪い悪い。でもナっちゃん、こっちの戦せん域いき、僕達の使わなくなった物ぶつ資しや金を出したじゃない？　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 会計としては監かん査さ役やくってのもあってさ』

　面めん倒どくせえなあ、という佐々さつさの台詞せりふに、竹中は息をつく。眼鏡めがねを持ち上げ直し、不ふ破わの、

・ふわあ：『寝てた方がいいんじゃないですか？』

「いやあ、駄だ目め駄目駄目。あー、何か飲むものないですかね」

　と不ふ破わに竹たけ中なかは応じ、身を起こした。そのまま彼女は長ちよう衣いをごそごそと漁あさる。すると、

「ありましたあ」

　両手で掲かかげた竹ボトルには〝大たい将しよう漢かん方ぽう胃い腸ちよう薬やくDRY〟と書かれている。

　彼女はそれを呷あおって五回ほど喉のどを鳴らしてから一ひと息いき。ボトルを長衣の内側に投げ込み、

「あ──、この一いつ杯ぱいのために吐いたんですよねー」

・巨　正：『竹たけ中なか先せん輩ぱい、……本ほん末まつ転てん倒とうな事はやめて下さい。朝あさ御ご飯はんを作った調ちよう理り部ぶの面めん々めんに申し訳わけが立ちません』

「いや、美お味いしく食べましたよ？　だけど私の中に入ったら、そこから先は私の責任範はん疇ちゆう、私の所しよ有ゆう物ぶつですからねー……。美味しく食べて美味しく吐いて美味しく薬を頂く事で三回も楽しめます。あ、地上の人達は御ご免めんですね？　ね？　空から変なもん降ってきてびっくりした？　でも安心してね？　皆が朝食べたのと同じですからねー」

・巨　正：『先輩！　先輩！　お願いですから変なフォローやめて下さい！　泣き出してる子もいるんですよ!!』

・ふわあ：『清きよ正まさって、諦あきらめがついてない前まえ田だって感じ』

・お前田：『ははは、どっちも褒ほめてないねミッチー』

　あはは、と竹中も笑う。

　だが、竹中は一息を更さらにいれ、眼がん下かを見た。

　戦せん場じようが動いている。それもめまぐるしく、だ。

　竹中は、ふんふん、と幾いく度どか頷うなずくと、不ふ意いに両の手を眼鏡めがねに掛けた。

　そして彼女は、眼鏡を外し、遠ざけ、

「おおお、見える見える」

　歪わい曲きよくしたグラスの向こう。戦場の全体を見ると、こう言った。

「戦せん術じゆつ計けい測そく用よう術じゆつ式しき〝三さん千ぜん世界〟。──展開」
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　一いつ瞬しゆんで三千の表示枠レルネンフイグーアが開いた。

　空、P.A.Odaのガレー型鉄てつ甲こう船せんの舳へ先さきだ。そこにいる竹中の周囲に展開したのは、百枚単たん位いの表示枠が三十組だ。

　それぞれは竹中の周りを角形の動きでスライドし、

「予よ測そく」

　全てが縦たてに並び、竹中に向いた。

「推すい測そく」

　全てが上下に並び、竹中に向いた。

「結果の第一」

　正面のものが竹たけ中なかから見て前後に並び、その内容を連続で刷さつ新しんし、表ひよう示じループに入る。だが、

「結果の第二」

　右のものが、正面と同じように動いた。そして、

「結果の第三」

　左のものが、正面と同じように動き、

「他は暫ざん時じ状況を収しゆう集しゆうに移い行こう」

　二千七百の表示枠レルネンフイグーアが、竹中の背後でバックステージのように整せい列れつする。その全てに映るのは戦せん場じようの各かく所しよだ。

　仲間達たちが戦い、動き、状況を進行する。その中では、打ち倒され、吹き飛ばされる者もいるが、竹中は微笑して、傍かたわらに立てていた杖つえを摑つかんだ。

　思う。

　……いい流れになってますねー。

　手にあるのは、聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の勇気クルース・フオーテイテユード・旧代ウエトウス〟。

　その効果は、

　……この持ち主の麾き下かにある者達は、日に一度だけだが、勇気ある行動を示した際、その防ぼう御ぎよ力が無む限げん設定となる、と。

　防御系けいが多い聖譜顕装の中でも、直接的な効力のものだ。だが、

「持ち主が、まず、勇気を見せないと発はつ動どうしませんで、これがまた」

　だから、

・巨　正：『……そんな高いところの舳へ先さきに立って〝勇気ある〟って。竹中先せん輩ぱい、子供じゃないんですから』

「で、でも発動するもん」

　ちょっと見てて、と、竹中は杖を摑んで数歩下さがった。

　甲かん板ぱん側がわに移動する。

　と、聖譜顕装が光を失い始めた。

「ほら！　ほら見て！　やっぱりそこに立つのは勇気がいるんですね──」

・巨　正：『先輩！　先輩！　地上側に加か護ご来なくなってますよ！　早く！　早く戻って下さい！　マジ当たりした人ひと達たち出てきてますよ!!』

「ああ、御ご免めん御免」

　戻る。

　すると聖譜顕装に光が戻った。が、先さき程ほどよりやや弱い。

「これはひょっとして……」

・さる子：『あの、二回目は刺し激げきに慣れているの、では？』

「あ、そっか、って羽は柴しば君？　何ど処こにいるの？」

・さる子：『す、すいません、ちょっと緊きん急きゆうメンテナンスが入っちゃって』

「ああ、昨夜、これの準備とかしていたもんねー。お疲れー。ひょっとしてお風ふ呂ろ？」

・さる子：『は、はい、そんな感じです』
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　窓の外に、白の色を映した廊下がある。

　木造の長い廊下。窓から見えるのは高い位置からの風景で、外の白は雪だ。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の暫ざん定てい国こつ境きよう、そこに停てい泊はくしている鉄てつ甲こう船せんの左さ舷げんにある廊下だった。

　木の床を踏み、しかし足音を立てぬ霊れい体たいの足は、前まえ田だ・利とし家いえのものだ。彼はふと、振り返り、

「どうしたんだい森もり君くん。朝ちよう礼れいに行きたくないかい？　だよね？　柴しば田た先せん輩ぱいの無む茶ちやがここんとこ毎まい朝あさとか、精神的にキツいもんね」

『い、いえ、そうじゃないんです！』

　森は首を横に振った。表示枠レルネンフイグーアを開き、

・モリー：『ええと、あの、羽柴様!?』

・さる子：『な、何です？』

・モリー：『お風呂タイム中ですか!?』

・さる子：『え？　あ、はい、そうですけど』
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　利家は、触しよく手しゆがおもむろにその身体からだを何度も壁に叩たたきつけるのを見た。

『くおおおおおおお！　消えろ！　消えるんだ僕の中の邪じや念ねん！　汚けがらわしい！　ああ本当に汚らわしい!!』

　打だ音おんというよりも、湿ったものを打ち付けるような音が鳴る。が、

『くおおお！　な、何で硬くなり始めるんです僕は！　ぼ、僕は、どんなに頑がん張ばってもいやらしいケダモノでしかないっていうんですか！　ちょ、ちょっといやらしい事考えただけで、中学生のように、こ、こう、ビキビキィって！』

「森君、まだ朝の範はん疇ちゆうだから仕方ないんじゃないかなあ。寝ね起おきだよね？　男だったら解わかってくれると思うから、気にしなくていいんじゃない？」

『ち、違いますよ！　そんなごまかしはいけません！　ちゃんと朝の硬こう化かタイムはいやらしい事を考えないように般はん若にや心しん経ぎようを唱となえて鎮しずめました！　そ、それだと言うのに！』

　じゃあ、と利家は前置きした。

「壁にバシバシ叩きつけてたら、刺し激げきで気持ちよくなってきちゃったんじゃないの？」

『そ、そんな、人を変へん態たいのように！　僕は壁にぶつけられて気持ちよくなっちゃうような触手じゃありませんよ！　酷ひどい話だ！　プンプン！』

「じゃあ、つい、誰だれか好きな人の事、無む意い識しきに考えちゃったとか」

『え？』

　触しよく手しゆが動きを止めた。そして彼は、ややあってからまた壁に自分を叩たたきつけ、

『だ、駄だ目め！　あの人の事をそんな淫みだらに想そう像ぞうするなんて、最低！　最低の触手だ僕は！』
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　浅あさ間まは、生徒会室しつに入ってきた直なお政まさに気付き、振り向いた。

　よ、と義ぎ腕わんを上げる彼女に対し、

「あ、マサ、泉いずみの給きゆう湯とう器きの調子、どうなりました？」

「ああ、アサマチ、直ったさね。やっぱ前回の側そく転てんで、少しフレームのズレが生じたようでさ。一応、地下の区く画かくに緩かん衝しよう材ざいのダンパー入れる案を出しといたさ」

「あ、本当ですか。有り難がとう御ご座ざいます」

　良かった、と言う浅間は、直政がラフに夏服を着込んでいる事に気付く。それゆえ、彼女は小さく笑い、

「早さつ速そくうちの泉使ったみたいですね？　一番風ぶ呂ろですよ？」

「ハ、いろいろ行事の詰まった週だってのに、初日から疲れてちゃ仕方ないさ。親父おやじさんに話したら酒までつけてくれたさ」
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・モリー：『ああもう！　お風呂入ってるあの人の事を、そ、想像するなんて駄目！　勝かつ手てな妄もう想そうを！　僕はもう黙だまって貝かいになりた──、変な事こと想像しちゃ駄目ええええ！』

　森もり君、一回しか見た事無いけど全部光こう景けいが思い浮かぶいいキャラですねー、と、竹たけ中なかはそんな事を思いつつ、戦せん場じようを把は握あくする。

　今、戦場は、こちらの不利だ。だが、

・さる子：『いけますか？　竹中さん』

・黒　竹：『あ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、いい流れですから、コレ』

　だって、

「とりあえず、新しん人じんさん達は、生き残るという意味を知ったでしょうしね」

　今回の戦せん闘とうは、毛もう利り攻ぜめの一回目でもあるが、新人である新しん入にゆう生せいを育成する、という意味もある。だが、

　……新入生だけで戦せん闘とうしたら、酷ひどい目にあいますもんねー。

　だから、熟じゆく練れんと新人の混こん成せい戦せん士し団だんを用意する必要があるが、そうなると自動的に戦士団は大だい規き模ぼ化かしてしまう。

　新しん人じん育いく成せいとして考えた場合、これは危険だ。

　新人が多いがゆえに、不ふ測そくの事じ態たいが生じ、自分達が総そう崩くずれになる可能性がある。

　しかも、今回は危き険けん材料が多い。

　何しろ毛もう利りは、将来において戦せん勝しよう国こくと繁はん栄えいが約束された六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと合がつ体たいしているのだ。

　更さらには、彼らの前ぜん総そう長ちようは、羽は柴しばの用いた竜りゆう脈みやく炉ろによってこの世を去った。

　敵として、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛利が油ゆ断だんなど無い事は明確であり、新しん戦せん術じゆつを躊躇ためらいなく投とう入にゆうしてくる事は予よ測そく出来た。

　だから、と竹たけ中なかは思った。

「だからこそ、この激げき戦せんに新人投入です」

　最大の激戦であっても、自分の聖譜顕装テスタメンタ・アルマがあれば、生せい還かんは出来る。戦せん場じようで役に立たず、すぐにぶちのめされて撤てつ退たいとなるかもしれないけど、

　……勇気を自分は持っていたと、今後ずっと信じられるようになる。

　これは、大きな意味を、今後の羽柴勢ぜいに対して与えるだろう。

　戦術や、戦せん闘とう技ぎ能のうを教える事は出来る。だけど、戦場で最も大切な、生き延びるための勇気は、教えられるものではない。

　……だから自分が投入された訳わけです。

　勇気の聖譜顕装の担にない手。だけど、

「うわあ」

　下を見るだけで、怖こわい。

　怖いけど、自分は軍ぐん師しだ。昔からデスクワークを行っていたら、累るい積せき的に状況が読めるようになり、先せん手てを打つように情報を飛ばす事も出来るようになっていた。本当は経済と経営の面に進みたかったが、長年所しよ属ぞくしていた教きよう導どう院いんがいけなかった。産さん業ぎよう委員会であった自分達の意見を聞かず、経営に失敗したのだ。

　だから、トップを諫いさめるために、彼女は竹中の名を襲しゆう名めいした。

　竹中・半はん兵べ衛えの、主しゆ家か乗っ取りを、歴史再さい現げんしたのだ。

　これによって主家の油断を諫め、それを別れの手て形がたとして、

　……羽柴君のところへ、ですか。

　そして、羽柴から軍師としての仕事を与えられるかと思えば、依頼されたのは、まず、

「──私、一番下したっ端ぱなんで、お金を稼かせいで下さい。か」

・さる子：『えっ？』

　望むところだった。

　既すでに墨すの俣またを柴しば田たに明け渡していた羽柴は、歴史再現として琵び琶わ湖こ湖こ畔はんの長なが浜はまを有する。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、羽柴はそこを一いち大だい商業圏にするのだ。

　半年でそうしてやった。

　その頃には、柴しば田たや丹に羽わ達との親しん交こうも出来ていて、戦せん時じ関係の事や、P.A.Odaと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の事情なども理解出来ていた。

　乗せられた、のかもしれない。だけど、

　……楽しいですよー。

　解わかっているのだ。

　自分が何な故ぜ、それまで、軍ぐん師し然ぜんとしなかったのか。そして、羽は柴しばに共きよう感かん出来るのか。

　それは、

「羽柴君、君はね？　最さい小しよう限げんの被ひ害がいで、全てを収めようとしますよね。

　私も、結けつ構こう、そういうところがあるんですよ、ただ、私は、こうなんです。よく言いますけどね？　つまり──」

　つまり、

「〝最さい大だい限げんの被害で最大限の効果を得る〟。ハイダメージ・ハイリターンが私なんです」

　だから、彼女は言った。次の指し示じを皆に送りながら、疑問の無い笑顔で、

「──覚かく悟ごを決めてね？」
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　アンリは、正面の空から、あるものを見た。

「やるか竹たけ中なか……！」

　今までの戦せん闘とう記録と、このところの小こ競ぜり合いで竹中がとった戦せん術じゆつから、大体の予よ測そくは出来ていた。だが、

「ここで砲ほう撃げきか!!」

　大だい地ちが空から震しん動どうした。

　轟ごう音おんが十六走はしり、連続し、衝しよう撃げき波はが全てを叩たたいた。

　だが、打だ撃げきは、中ちゆう武ぶ神しん隊たいの持つ防ぼう護ご障しよう壁へきを狙ねらったのでは無い。

「自勢力の戦せん士し団だんも含みで、重じゆう武神団を狙うか!!」
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　清きよ正まさは、戦せん場じようで武神と剣を交えながら、背に冷たい汗あせを感じた。

「武神迎げい撃げきの新しん人じんは撤てつ退たいして下さい!!」

　叫んだ直後に、それが来た。

　上空の鉄てつ甲こう船せんからの砲撃だ。

　実じつ体たい弾だん。その連れん射しやは、

『……!?』

　戦闘していた武神団だんに、まず、疑問の色を与えた。それもそうでしょう、と清正は思う。

　何しろ武ぶ神しん団だんの迎げい撃げきには、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP.A.Odaの戦せん士し団だんが当たっているのだ。それも、戦せん場じように後こう続ぞくとしてやってきた新しん人じんが多い。

　そんな彼らの存在を無む視ししての砲ほう撃げきだ。

　来た。

　莫ばく大だいの威い力りよくが、こちらへと着ちやく弾だんする。
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　爆ばく撃げきとも言える上空からの連れん打だが、何もかもを無む差さ別べつに襲おそった。

　大だい地ちが吹き、人が舞い、その中心にいる武神達たちは、

『自分側がわの戦士団もろともか!!』

　疑ぎ念ねんより、怒りにも似た声をもって、彼らは防ぼう御ぎよに入った。

　中ちゆう武神のものよりも小型だが、術じゆつ式しきによる対たい艦かん級きゆう防ぼう護ご障しよう壁へきを展開したのだ。
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　快かい音おんと言うより激げき音おんが走り、上空からの砲撃が重じゆう武神隊たいに凌しのがれるのを清きよ正まさは見た。

　……見事！

　その言葉は、重武神隊相あい手てにではない。

　竹たけ中なかに対して、だ。

　地上部ぶ隊たいの戦せん闘とう力りよくでは、武神達の戦せん術じゆつを露あらわにさせる事は難しい。

　だが、上空からの砲撃ならば、それは可能だ。

　しかし、突とつ撃げきを行う重武神隊に、砲撃を集中させる事は難しい。

　だから、突撃の終了時じを狙ねらった。それも、自分達の戦士団に気を取られる、戻りの瞬しゆん間かんを狙って、だ。

　頭上から撃うち込まれた砲撃に対し、展開した防護障壁は自動反はん応のう型がた。砲撃に対しては自動で角度を変え、傾けい斜しや装そう甲こうとなって適切に砲撃を弾はじく。

　これは、敵に対するわずかな情報だ。

　それでも、この情報が、今後の戦術を左右する。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神団に対しては、なまなかな砲撃ですら通じないと解わかった一方で、

「自じ動どう反応式しきの装甲なら、隙すきを講じる事も出来ましょう……！」

　言うなり、圧あつ風ぷうが来た。武神団と地上に激げき突とつした着弾が、衝しよう撃げき波はを生み、高速の風を生んだのだ。

　武神団の周辺にいた者達が空に巻き上げられ、こちらにも叩たたきつけるような風が分ぶ厚あつい波として届いてくる。

「く……！」

　装そう甲こうと身しん体たい強化の術じゆつ式しきで風を堪こらえる自分の周囲。全てから、一いつ瞬しゆん、音が消えた。

　身み構がまえる己おのれの頭上を、人の影が幾いくつか飛んでいく。

　悲ひ鳴めいすら聞こえない。

　撤てつ退たいが間に合わず、竹たけ中なかの砲ほう撃げきに巻き込まれた者達だ。

　無む論ろん、これについては、

　……撤退指し示じは、出ていました。

　自分達の顔かお横よこ。一つの表示枠レルネンフイグーアが浮いている。

〝三さん千ぜん世界〟のものだ。
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　清きよ正まさは、竹中から飛んできていた表示枠を見る。

〝三千世界〟による指示は配はい布ふ数すうにして二千七百。迎げい撃げきに回っている部ぶ隊たいと、その周辺は充分に告こく知ち出来る数だ。

〝三千世界〟の能力は、しかし単なる情報発はつ布ぷの術じゆつ式しき制せい御ぎよではない。必要に応じて全ての表示枠が連れん動どう計算を行い、使用者の要求に応じた現状解かい決けつ手段を提てい示じするのだ。

　生き延びるためのガイドとして、無む縫ほうに手段を提示する導きの手。

　これに似たものがあるとしたら、自じ動どう人形だろう。高速の思し考こうと判はん断だんは全く同じもので、しかし〝三千世界〟には、自動人形が記き憶おくや経験によって得ていく情じよう状じようの部分が一いつ切さい無い。

　無む感情の三千による、適切な判断の展開。

　……それが〝三千世界〟。

　清正は思う。羽は柴しば様が、軍ぐん師しとして畏い怖ふし、師し事じするのは充分解わかります、と。

　適切かつ、あらゆる手段を用いた上での最さい大だい限げんの効果を狙ねらうのが竹中だ。

　今回の作戦は、竹中が指し揮き官かんだった。だから皆は、〝三千世界〟の説明を受けているし、必要ならばそれが提示される事も知っている。

　提示されるプランは、今だと、主となるものが三つ、番ばん外がいが一つ。

　主である三つのプランは、定じよう石せきともいえるものだ。重じゆう武ぶ神しんの迎撃と、中ちゆう武神への牽けん制せい、そして撤退の指示となっている。だが、最後の一つは、

　……最さい終しゆう手段としての、仲間すら巻き込んで行う砲撃。

　ですが、と清正は心に言葉を置いた。

　新しん人じんの誰だれが、その、最終手段を第一に用いられると予よ測そく出来たのか、と。

　しかし、清正達たちは知っている。

　竹中は、最終手段にこそ、最大限効こう果かがあると解っているのだ、と。

　だから、それを知らせて流る布ふする〝三千世界〟は、竹中の優しさとも言える。

　何な故ぜなら、竹中は、〝三千世界〟を使用しなくても、同どう等とうの作戦を展開するからだ。

　今回における竹たけ中なかの考え方はよく解わかる。

　最初に壁に激げき突とつしていった新しん人じん達たちは、勇気を信じて当たっていった。だから彼らは、勇気の加か護ごによって防ぼう御ぎよ力りよく無む限げん設せつ定ていとなり、無ぶ事じで済んだ。

「無む茶ちやだが、先を読んだ判はん断だんでした……」

　見事な判断だ、と清きよ正まさは思う。

　竹中がいれば、勇気を持つ事で、人じん員いんの損そん失しつは免まぬがれるからだ。

　そして新人にとって、竹中という襲しゆう名めい者しやの存在は、勇気を得るに相応ふさわしいものだったろう。

　だからここでは、攻せめねばならない。

　結果として、前ぜん線せんは攻め、砕くだかれたが、多た勢ぜいは無事に済んだ。

　だが、後こう続ぞく、それも最初の突とつ撃げきの結果を見て怯ひるんだ者達はどうするか。

　彼らは勇気を持っていない。

　ゆえに竹中は優しさを見せた。

　砲ほう撃げきの直前、皆が、〝まさか〟と思った瞬しゆん間かんに、彼女は〝三さん千ぜん世界〟を通して、確かにこう言ったのだ。

『覚かく悟ごを決めてね？』

　意味が解った者は今、救たすかっているだろう。

　そうではない者は、ここでリタイアだ。

　無む惨ざんな話に見えるが、竹中の本当の狙ねらいは、これだろうと清正は思う。

　……今後の決けつ戦せんに、耐えうる新人の選出！
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　やってくれる、とアンリは人工頭ず脳のうの中で評ひよう価かを下す。

　重じゆう武ぶ神しん隊たいが使用する防ぼう護ご障しよう壁へきを暴あばかれた事もだが、竹中の意い図とが何ど処こにあるか解ったからだ。それは、

「……羽は柴しば勢ぜい戦せん士し団だんの、選せん別べつだ」

「どういう事だー？」

　アルマンが問うてくるのは、先せん行こうする中ちゆう武神の頭の上だ。腰を落としてこちらに振り向いている彼を、アンリは眉まゆを歪ゆがめて追いながら、

「羽柴にとって、毛もう利り戦せんは、速度の勝負と言う事だ」

「新人育いく成せいをしていく暇ひまは無いのか？」

「無い。羽柴の戦いくさが、あと、どれだけあると思う？」

　アンリの問いに、そうだなあ、とアルマンは砲撃の降る空を見上げた。

「まずあるのは、──俺おれ達たちとの毛利戦。

　信のぶ長ながの仇あだ討うちとなる、明あけ智ちを倒す山やま崎ざきの戦い。

　柴しば田たとの雌し雄ゆうを決する、賤しずヶ岳たけの戦いでの柴田戦。

　羽は柴しばにしては珍めずらしい関かん東とう域いきでの北ほう条じよう戦。

　松まつ平だいらと戦う小こ牧まき長なが久く手ての戦い。

　……あと、大たい陸りく進出を狙ねらった文ぶん禄ろくと慶けい長ちようの役えきか。結けつ構こうあるじゃないか」

　だとしたら、

「ここで新しん人じんを削けずるのは、いかんだろう？　幾いくら少数精せい鋭えいと言っても、後々が保もたないぞ？」

「構わない。何な故ぜなら、──羽柴は、確実に明あけ智ち勢と柴田勢を吸収するからだ。

　文ぶん官かんが多く、神しん道とうとも近い明智勢を交こう渉しよう員いんに。

　武ぶ官かんとしての柴田勢を戦せん闘とう員に組み込み、羽柴勢は盤ばん石じやくとなる。

　だが、明智勢も柴田勢もベテランだ。ある意味、古い時代の交渉役や戦せん士し団だんでもある。

　そうして考えると、彼らが合流するまでに、自じ勢せい力りよくとしての新しん鋭えいを揃そろえておかねばなるまい。他た勢せい力りよくから来たベテランにナメられては、羽柴としてもやりにくいし、明智や柴田を破った事を咎とがめられかねん。……そのための新人育いく成せい。最後の機会が、この毛もう利り戦だ」

　だから、

「ここで、精鋭を選別する。つまり、勇気ある者をまず選別し、しかし彼らに見せつけるのだ。〝指し示じを見失い、勇気ある撤てつ退たいを行わなかった者達がどうなるか〟を、な。

　──羽柴勢は、勇気ある者を救うが、単なる足あし手でまといは敵と見なす。

　それを、生き残った連れん中ちゆうに見せつけるのが、竹たけ中なかの役目だ。羽柴にこれをさせる訳わけにはいかないからな」

「……お前の口く調ちよう。羽柴は同等の事が出来ると、そう言いたげだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだとも」

　アンリはもはや小こ走ばしりになりながら、こう言った。

「歴史再さい現げんを進め、極きよく東とうの平へい定ていを狙う羽柴には、選べる手など無いのだ」
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「真ま面じ目め過ぎるぜ。なあ、御お市いち様、そう思わねえ？」

　鉄てつ甲こう船せん内ないに設けられた士し官かん用よう学食。そうはいってもフロア続きの空間で、柴田はそんな問いを作っていた。

　彼の横にいて、箸はしで朝食の卵焼きを差し出していた御市は、小さく笑う。

　ふふ、と目を細め、

「羽柴さんだったら、私と勝かつ家いえさん、殺せるかしら？」

「無む理りだろ」

　柴田は吐と息いきした。頰ほおを卵焼きがつついて、おう、と我に返り、

「あ────────────────────────────────────ん」

・ふわあ：『あのー、長くやる意味あるんですか？』

・モリー：『長くやるなんて、お、女の人が不用意でもそんな事言ってはいけません！　不ふ破わさんは隙すきがあり過ぎます！』

・ふわあ：『触しよく手しゆが説せつ教きようしてきたわー』

　御お市いちが笑って勝かつ家いえの右肩を軽く叩たたいた。

　黒の右腕は、片かた袖そでを外して剝むき出しだ。その肩、脇わきから鎖さ骨こつ近くに向けて、白い線が一本確かに入っている。御市はそれを見て、自分の右肩を見た。

　彼女の右肩も、同じような位置で、白の線が走っている。

　彼女は、お互いの身体からだにある線を見て、

「素す敵てき。……とうとう勝家様とお揃そろいね」

「おう。表おもてに出していいって言われるのが同じ日ってのもいいもんだ。

　だから今日きようは祝いだ。羽は柴しばは、確実に勝てよ？」

　そして、

「竹たけ中なか達、十じつ本ぽん槍やりも、手を抜くなよ？　──俺おれと貴き様さまらの決戦で、羽柴側の主力は貴様らになるんだからな」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中は頷うなずいた。

　……史実では、その頃、竹中・半はん兵べ衛えは亡くなっていて、羽柴君の軍ぐん師しは黒くろ田だ・官かん兵べ衛えになっているんですよねー。

　そういう事も含めての二重襲しゆう名めいだ。

　今、眼がん下かの戦せん場じようは、次の動きを期待している。

　突とつ撃げきの重じゆう武ぶ神しん隊たいは、こちらの砲ほう撃げきで足を止めた。頭上からの爆ばく撃げきに対し、防ぼう護ご障しよう壁へきは有効に働いているようだが、その状態ではもはや突撃は出来ない。

　今後、こっちの艦かん砲ぽう射しや撃げきを重武神隊に固定する事で、撃うたなくても動きを封じる事が出来るだろう。

　……しかし、よく立ち回ったもんです。

　突撃力がこちらの想そう定ていを上回っていた。下へ手たをすれば、あと二度ほどのチャージでこちらの本ほん陣じんに届いていた可能性もある。

〝三さん千ぜん世界〟の設定と情報領域データバンクには変へん更こうが必要だ。

　だが、そんな敵の突撃を防いだのは、砲撃の判はん断だんを下した事もだが、

「清きよ正まさ君、凄すごいですねー。退たい避ひ指し示じが適てき確かくで」

・巨　正：『ま、まだ現状は続いています！』

　そーですねー、とやんわり答えて、竹たけ中なかは更さらなる砲ほう撃げきを指し示じした。

　ここで押さえ込まなければ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは危険だ。当初の、勢いのみで押し切れるとは思ってもいなかったが、ここまで悠ゆう然ぜんと押し返してくるのは見事としか言いようがない。

　だが、

「全体としては、想そう定てい範はん囲い内ない」

　戦せん場じようは、半なかばよりもやや東側で停てい滞たいを始めている。

　だから竹中は砲撃の指示を送った。

　下の者達はもはや関係ない。今は敵の武ぶ神しん団だんを砲撃で押し返す事が肝かん要ようだ。重じゆう武神隊たいの足を止め、後退させれば、

「中ちゆう武神隊が出てきますよね」

　だからここで、戦せん士し団だんを前に出す。

　新しん人じんではない。熟じゆく練れんだ。彼らは重武神隊の引く動きに合わせ、中武神の立てた防ぼう護ご障しよう壁へきの隙すき間まに飛び込もうとする。

　だが、そこに自じ動どう人形達の射しや撃げきが叩たたき込まれた。

　流石さすがの熟練隊も怯ひるみ、足を止める。

　その間に、中武神達が防護障壁の再さい展開を狙ねらった。横に伸ばし、重武神達の抜けた穴を埋めたのだ。しかし、

「うん、動きを止めて防護の取り直しですね。いい判はん断だんです。──こっちにとって」

　竹中が言った瞬しゆん間かんだ。

　彼女の眼がん下かを、後ろから前へと、一いつ直線の力が通過した。

　輸ゆ送そう艦かんだ。

　超ちよう高速の鉄てつ槌つい。マクデブルクを落とす際に用いた輸送艦直ちよく撃げきを、

「一回やってみたかったんですよねー」

　放った一いち撃げきは、正確に中武神隊の中央にぶち込まれた。
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　結果は一いつ瞬しゆんで生じた。

　角度をつけて、殴なぐりつけるように飛んだ輸送艦が、防護障壁を構える中武神隊の中央に向かって行く。

　そこにいる中武神は、重武神の戻った隙間を埋めるために、防護障壁を構え直していた。

　動けば、壁に穴が開く。

　動かねば、輸送艦の直撃によって、自分が抜ける事になる。

　竹中の攻こう撃げきは、その二に者しや択たく一いつを強制するものだった。

　しかし、結果は、三つ目の答えを得た。

　直ちよく撃げき寸前の輸ゆ送そう艦かんが、破は裂れつしたのだ。

　それも空中にて、完全な破は砕さいを呼ぶ一いち撃げきを受けて、だ。
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　清きよ正まさは、眼がん前ぜんの空中で起きた結果を、確かに見た。

　輸送艦の全長は約三百メートル。それを何かが前後に貫つらぬいた。

　……否いな。

　それは、貫かん通つうしなかった。輸送艦内ない部ぶにとどまったのだ。

　清正には、何が起きたのかは解わかる。これは、

　……超ちよう高速の、しかし非ひ貫通弾だん！

　思うなり、音が来た。大気が裂さけ、割れ砕くだける衝しよう撃げき音おんだ。同じように六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中ちゆう武ぶ神しん隊たいの向こうから、破は裂れつの輸送艦にまで一いつ直線の霧きりが届く。

　直後に、輸送艦の破裂が、無む光こうの爆ばく発はつに変わった。

　衝しよう撃げきが、まるで花のように透とう明めいに咲き、内側から艦かん体たいの外がい皮ひを破り捨てた。

　清正の目に見えるのは、裂さけ散っていく輸送艦の内部側だ。

　艦内のありとあらゆるフレームや床、内ない装そうが、中央側から外側へと縮まり、潰つぶれ、それらが艦の外がい殻かくを外へと押し広げていた。一部のフレームは外殻を貫いて尚なお止まらず、そのまま外に突き飛び、または捻ねじれて外殻を変形させた。

　だが、それらも一いつ瞬しゆんだ。

　切り千ち切ぎれた外殻は、その千切り口から幾いくつもの方向に大きく裂け、内壁側の重みや風ふう圧あつによってあらゆる方向に千切れ重なった。

　散り咲く。

　それはかつて輸送艦だったものが、全ぜん域いきに破は片へんとなって舞って、

「退たい避ひ……!!」

　数メートル単位の鉄てつ板ぱん。それも鋭えい利りな切せつ片ぺんをもったものが、数千の吹雪ふぶきとなって宙を舞い、地面に落ちた。

　勢いのある欠片かけらは高速で水平に飛んで人々を薙なぎ払い、または地面を車しや輪りんのように転がった。

　直後にあるものが来た。

　衝撃波の爆ばく圧あつだ。

　冷たい、と思える温度が先に来て、続くように透明な壁が半はん径けい三百メートルを打だ撃げきした。

　大地は沈み、艦のあった位置を中心に、めくれ、ずれ、スライドした。その歪ゆがみで持ち上がった草原が空に飛び、結果として、

「……！」

　後には何も残らなかった。

　だが、風が吹き、全てがクリアとなった草そう原げん中央を前に、清きよ正まさはある事実に気付いた。

「これは……」

　正面。それまでいたはずの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総そう勢ぜいが、搔かき消えていたのだ。

　後には、草原だけで、何も残っていない。

　立ち去られていた。







[image: 第六章『前後左右の御布陣達』]
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「K.P.A.Italiaがこっちについてないと、意い外がいと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの情報は入りにくいものだね」

　男の声が生まれる場所。花か壇だんというより、畑の色が、そこにあった。

　海に近い山の上、森の中にあるドーム状の建物の並び。

　まだ上がり始めの太陽を東に見るのは、三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラ・デ・エナレスの庭だ。病院棟とうが近くにある場所で、西班牙エスパニア総そう長ちようのフェリペ・セグンドは、夏服に麦わら帽ぼう子しで花壇の世せ話わをしている。

　咲こうとして背を伸ばしているのは、自分よりも背の高い向日葵ひまわりだ。

　彼は、水を撒まき、横に座って花壇に寒かん暖だん計を差しているフアナに問う。

「勝負を捨てて、いきなり撤てつ退たい。六護式仏蘭西の側には、ほとんど被ひ害がいは無かった筈はずだ。それなのに後こう退たいして、羽は柴しば勢を自じ国こく内ないの有効領りよう土どに侵しん攻こうさせた。

　──これは一体、何の意味があると思う？」

「最初に確かく認にんさせて頂きたいのですが、総長は、あらゆる事に意味があるとお考えですか？」

「その区く分わけを出来ない君じゃないと思ってはいるよ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とフアナは頷うなずいた。

　夏服の襟えりを直しながら、彼女は身を起こす。やはり自分よりも高い向日葵の背を見上げながら、彼女は言った。

「六護式仏蘭西の戦せん略りやくは、事じ前ぜん的ではない、そういう事かと思います」

「先を読んでいる？」

「総長は理解していると思いますが、──何なん手て先さきだと思いますか？」

　フアナが口くち元もとを笑えみの形にすると、セグンドは、両の手で彼女を制す。

「何だかんだで僕は世代としては古いからね。今の子達の発想にはついていけないところもある。そう考えておいた方が無ぶ難なんだよ」

　いいかい？

「今の戦せん闘とうの前、僕達は〝六護式仏蘭西が前面に出て毛もう利り勢を温おん存ぞんした〟という事実を知った。その時、僕達はそこから推すい測そく出来る六護式仏蘭西の戦略を捉とらえようとした。だけど──」

「結果として、六護式仏蘭西は、自分達すら温存しましたね」

　Ｔｅｓ．、とセグンドは頷いた。

「どういう事か、解わかるかい？」

「Ｔｅｓ．、偶ぐう然ぜんかどうか、どのような意い図とかは解りませんが、……六護式仏蘭西は、戦略として何かの目的があって、羽柴側の裏うらを搔かいていると予測出来ます」

「その通り。フアナ君、解ってるね」

　言われ、フアナは頰ほおを赤くして耳を下げた。ただ、眉まゆは上げて、

「おじさんだって解わかってるじゃないですか」

「僕のは、たまたま合っていただけだよ」

「噓うそです」

「噓じゃないよ」

　いいえ、とフアナは言った。視線を、セグンドの足あし下もとに向け、

「そこ、石が幾いくつか並んでいますが、……それ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと羽は柴しば勢の布ふ陣じんの模も式しきですね？　私のは単なる推すい測そくですが、おじさんの方は恐らく両者の戦局を先さき読よみした上での結論。

　私とおじさんの間には、まだまだ大きな隔へだたりがあります」

「い、いや、これは棋き譜ふ！　棋譜だよ！」

　いいえ、とフアナは細ほそ目めで言った。とどめというように、

「右から二つ目の石の動きがチェスとは違いましたよ。──見てましたので」
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・野球男：『チェスでも棋譜っていうのか房ふさ江え』

・陸上女：『というか、上から見ててキビ砂ざ糖とうでも撒まきたくなるよね、と』

・えるも：『ねえねえもっと近くで見たいー！　行こうよ兄あに貴きー！』

・妹の兄：『──妹よ。覗のぞきは犯罪だ。観察は愛だ。差を知って兄を観察するといい』

・野球男：『おいバルデス妹、馬ば鹿かを監かん視ししとけ』

・妹の兄：『それは信頼ですね主しゆ将しよう……！』
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　さてまあ、と、セグンドは向日葵ひまわりの群を前に一ひと息いきを入れた。

　横、フアナがポットから珈琲コーヒーを湯ゆ飲のみに入れてくるのを受け取り、

「六護式仏蘭西の考え方は、何となくだが解る。あと一、二戦の動きを見れば明確になるとは思うけど、これは羽柴にとっては良くもあり、悪くもある内容だね」

「それは──」

　Ｔｅｓテスタメント．、とセグンドは言った。

「対たい艦かん防ぼう御ぎよ装そう備びの中ちゆう武ぶ神しんによる〝面〟の攻こう撃げきに、ステルス状態を持った重じゆう武ぶ神しんの突とつ撃げき。

　また、輸ゆ送そう艦の突撃を一発で破は壊かい出来る新型砲ほう弾だんと、それの砲ほう手しゆ、──これは三さん銃じゆう士しのイザックかな。だが、そういった新しん戦せん術じゆつ、新しん武ぶ装そうの使用と、勝ち逃げ。これを〝戦争〟から外して考えると答えは出るよ。恐らく、という予測だけどね」

　だけど、

「僕の見ているものが本当だとしたら、六護式仏蘭西は傲ごう慢まんだ。しかしその一方で、虚きよ栄えいの影は今こん回かい無いね。驚く程ほどに、聖せい譜ふを見み据すえた、新しい時代の戦争をやっていると思う」

　言って、セグンドは視線を上げた。

　病院棟とうの方で、子供達が窓からこちらを見ている。

「上からだと、どう見えるかなあ」

「花が咲いた時に訊きいて頂ければ、確かく度どの高い答えが出せますよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じた声に、フアナが耳を下げて会え釈しやくした。そしてセグンドが、

「各国の動きや、対応が気になるね。どの国も、全力で動かないといけなくなったから」

「毛もう利りの温おん存ぞん、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズもあわよくば温存。……これはもはや、六護式仏蘭西が、関せきヶ原はら以後まで見み据すえて動き出したと、そういう事ですからね」

「戦争の勝者とは、どういうものか、フアナ君は解わかるだろう？」

　Ｔｅｓ．、とフアナが応じた。

　彼女の眼がん前ぜん、日々伸びていく茎くきを見上げれば、そこには大きな蕾つぼみがある。

　彼女は、それを真まっ直すぐに見て、

「戦後、最も被ひ害がいが少なく、最も国こく力りよくを残していた国が、優ゆう位いに立つのです」

「そういう事だね。──だから、僕達の戦争は、まだ終わっていない。日は沈み、また昇る。僕達には三征西班牙トレス・エスパニアと、新しん大陸の土地がまだあるからね。だとするならば……」

　セグンドは、上から見ている子供達に手を振った。

「日ひの本もとである、武蔵むさしはどうするのか。──気になる話だね」
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「──という訳わけで、こちらが北ほう条じようと事を構えようとしている矢や先さきに、毛利と羽は柴しばが激げき突とつを始めた、か」

　正まさ純ずみは、直なお政まさや、点てん蔵ぞうとメアリ、義よし康やすも合流した生徒会室で、息をついた。

　……毛利と六護式仏蘭西が何を考えてるのか、よく解らんなー。

「六護式仏蘭西が、先の先を読んで、関ヶ原以後を捉とらえに来た、というところだろうか」

　毛利だけでは無く、六護式仏蘭西まで温存を考えるとなると、

「厄やつ介かいだ」

　正純は、思し案あんに落としそうになる視線を、何とか保つ。

　すると、義康が右の手を肘ひじから挙げた。

「関ヶ原に、六護式仏蘭西と毛利が温存状態で出てきたとて、何の問題がある？　向こうとこちらは友ゆう好こうを結んでいるのだろう？　──裏切りが、発生すると思うか？」

「確かに、これは希望的観かん測そくだが、〝太陽王ロワ・ソレイユ〟も、毛利・輝てる元もとも、そう言った部分で虚きよ偽ぎを為なすキャラクターではない。本ほん音ねでそれを許さないだろうし、建たて前まえでも〝傲ごう慢まんと虚きよ栄えい〟がそれを許す事が無いと思う」

　そうですね、と言ったのは浅あさ間まだ。

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマも大罪武装ロイズモイ・オプロも、使用者を選びます。もしあの二人が傲ごう慢まんと虚きよ栄えいを捨てる選択をしたならば、両方とも使用不ふ能のうになるでしょう」

「でも浅あさ間ま、大罪武装は返して貰もらわなきゃ駄だ目めだぜ」

　馬ば鹿かが、面めん倒どうな示し唆さを浅間経けい由ゆで送ってきた。

　だが、確かにそうだ。今の葵あおいの言った言葉は、ある意味を持っている。

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、大罪武装について〝武蔵むさし側に返へん却きやくする〟という選択肢しも持つのだ。

　返却する事で、傲慢と虚栄の大罪武装使し用よう権けんを放ほう棄きすれば、それだけで武蔵に対しての貸しになるし、

「関せきヶ原はらで、建たて前まえとして、私達の敵に回る事が可能だ……」

　考え過ぎだ、とは思う。だが、楽らつ観かんしていても仕方が無い。だから正まさ純ずみは、

「ネシンバラ、答えてくれ」

「……本気かい!?　容よう赦しやしないよ!?」

　どういう会話だ。というか相手されるのがそんな嬉うれしいか。

　だが、問える相手は彼しかいない。その疑問は、

「六護式仏蘭西がこちらを裏切るとしたら、その条件とは何だ」

「大おお勝がちで最終勝しよう者しやになった時に決まってるじゃないか」

　ネシンバラが即そく答とうした。

　そして、いいかい？　と彼は腰に手を当てた。

「──誰だれよりも何ど処こよりも強く、圧あつ倒とう出来る戦力で勝利する。それも手て近ぢかな戦争では無く、三十年戦争や、戦せん国ごく時代という大たい局きよくを最終勝利するんだ。

　いいかい？　最終勝利だよ？　もう今後、極きよく東とうには戦争が起きない！　そのくらいの最終勝利だ。それをするのならば、そして、それをする際の決定打だとなるのでないならば、もう傲慢も虚栄もいらない。何な故ぜなら、自分達以い外がいが敗者となるならば、武ぶ装そうも何も必要無ないからだ。

　だから──」

　だから、

「だから今の状況、何もかもを温おん存ぞんし、新しん戦せん術じゆつと新戦力を蓄ちく積せきする六護式仏蘭西の戦せん略りやくは、最終勝利に至る方法と合がつ致ちする。ゆえに僕は提てい唱しようする。六護式仏蘭西と、今こそ明確な同どう盟めいを組むべきだと。それをする事が、唯ゆい一いつ平和に六護式仏蘭西の〝もしも〟を止める方法だ」

　彼はそこまで言うと、一ひと息いきを入れた。

「簡単な質問だったね。──出来ればこれ以上の疑問が欲しいところだけど、副ふく会長本ほん多だ君、どうなんだい？」
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「否いな、今ので充分だ」

　正まさ純ずみは、厄やつ介かいを抱えた事を、自分に認めた。

　……欧おう州しゆう覇は王おうとなる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、最終勝しよう者しやとなる流れを作っているのか。

　警けい戒かいした方がいい。

　毛もう利り対羽は柴しばの戦せん闘とうを気にしない筈はずも無いが、今後、そこから生まれる意味については逐ちく一いち会議をするなりして、予測を立てていった方がいいのではないか。

　そうしなければ、

「気付いたら、六護式仏蘭西に天てん下かを取られていたと、そんな事になっているかもしれん」

　気になるのは、ヴェストファーレン会議だ。

　そこにおいて、P.A.Odaと、羽柴率ひきいるM. H. R. R.神聖ローマ帝国 という共通の敵に対し、欧州側が六護式仏蘭西を中心でまとまれば、どうなるか。

　六護式仏蘭西と友ゆう好こう国こくの武蔵むさしは、〝友好である〟というレベルの参加権けんしか持たなくなる。

　更さらには、

「私が、障しよう害がいになりますわね……」

　ミトツダイラだ。ホライゾンがいるがゆえに、極きよく東とう継けい承しよう権けん暫ざん定てい二位にいる彼女は、

「ホライゾンは元もと信のぶ公こうの嫡ちやく子しとして、極東の暫定継承権を三み河かわで認められていますわ。ただ、ホライゾンが元信公を襲しゆう名めいするのであれば、私の襲名する水み戸と松まつ平だいらは、元信公よりも後の世代ですから──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

「……ホライゾンの襲名と歴史再さい現げんが終了した後、極東内の襲名関係が新しん世代として再さい編へんされる中、六護式仏蘭西はミトツダイラを通して極東の政治中ちゆう枢すうに関かん与よする事が出来るようになる。そういう事だ」

「Ｊｕｄ．、無む論ろん、……私とて好きにされる訳わけではありませんもの。六護式仏蘭西も、私に言う事をきかせるには極東の安あん堵どを餌えさにするでしょうから、ただ搾さく取しゆ、という事にはならないと思いますわ」

　あ、とミトツダイラが慌あわてて手を左右に振る。

「わ、私がそれを言っても、説せつ得とく力りよく無い事かと思いますけど。それに──」

　ミトツダイラが、肩を小さくして、俯うつむき、こう言った。

「私、もう別の王には仕つかえたくありませんわ」
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　二に君くんに仕えず、とミトツダイラは思った。

　かつて、自分は、子供の頃にホライゾンを守ろうとして失い、紆う余よ曲きよく折せつの後、自分の王と出来る人を認めた。

　もう、これ以上の王は、いないと思う。

　最大の理由は、今の王とは、自分の転てん機きを含めた上で、騎き士しと王の関係を結んでいる事だ。

　子供の頃と違い、失う事を経たが故ゆえに、守る事の意味を知って、結んだ誓ちかいだ。

　王と自分の関係に何の問題も無く、周囲の仲間達たちも役目をもって目的に向かっている。

　いい空気だ、という、そんな思いが心にある。

　勿もち論ろん、政治の世界は難しく、世界の動きに、人は翻ほん弄ろうされるものだ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから見放されれば、騎士の肩書きは失われる。

　……ですけど……。

　放ほう逐ちくされたとしても、自分は極きよく東とうの学生でもあり、総そう長ちよう連合に所しよ属ぞくしている。

　少なくとも卒業までは、総長と第五特とく務む、という主しゆ従じゆうの関係は続けられるだろう。

　大体、自分は極東の学生として、今年度で卒業となる身である。

　ならば、今から別の王に仕つかえても、卒業までに自分の態勢を整え、力を発はつ揮き出来るようになるとは思えない。

　……だから──。

　と、ミトツダイラが、自分の中に決意を作ろうとした時だ。

　前にいた半はん裸らが振り向いた。彼は、青ざめた困り顔で、こちらに手をひらひら振り、

「あ、あの、ネイト、……さん？」

「な、何ですのいきなり」

　いや、さ、と紡つむがれていく言葉に、ミトツダイラは鼓こ動どうを跳ね上げる。

　変な事を言って、悪い事を呼び水してしまっただろうか。

　今はホライゾンもいるのだ。

　昔の状況に戻そうとか、気を遣つかって、こちらに自由な状態を与えようとか、

　……そんなの……。

　嫌いやですのよ、と、喉のどの下側まで言葉が準備出来た時だ。

　半裸が言った。

「オメエの立場あるけど、選択迫せまられたら、俺おれの方な？　オメエ、俺の騎士だから。昔、約束したろ？　あんな感じで」
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　ミトツダイラは、言葉を失った。ただ、馬ば鹿かが、正まさ純ずみの方を見て、

「えーと、オメエ、ちゃんと理解しとけよ？　ネイトは俺の方だかんな？　六護式仏蘭西の方とか、交こう渉しよう役とか、そこらやるなら間違うなよ？　何しろ──」

　何しろ、

「六護式仏蘭西の副ふく長ちようと敵てき対たいして、まともに戦せん闘とう出来るんだぜ」

「あ、あれは、その」

　そういう事にしとけよ、と馬ば鹿かが言う。そして彼は、横に座るホライゾンに対して、

「ホライゾ──、何を畳たたみ剝はがそうとしてんだよ！　ノリキが直すの大変だろ」

「解わかってるなら言わなくていい」

　皆は視線を逸そらした。ただ馬鹿が、ホライゾンに対してこう言った。

「オメエにゃ二ふた代よがいるだろ。俺おれはネイトな」

「点てん蔵ぞう様では駄だ目めですか」

「あれは、その、うん……」

「な、何で御ご座ざるかその口くち籠ごもり方！」

　馬鹿ねえ、と点蔵に言ったのは、机に座って魔術陣マギノフイグーアにネームを切っているナルゼだ。

「アンタ、メアリと二人で、第一特とく務むの仕事に専せん念ねんしときなさいって事よ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずくのに合わせ、ホライゾンも首を下に振った。

「──確かに、ミトツダイラ様がトーリ様と王と騎き士しの関係を結んだ、というのは、周しゆう囲い情報と推すい測そくから理解出来ます。ただ──」

　ただ、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから放ほう逐ちく。騎士の身み分ぶんを剝はく奪だつされた場合、騎士を名乗る事は出来ず、そしてまた、たとえ名乗ったとしても、ごっこ遊びになると判はん断だん出来ますが？」

　言われた。

　これは厳きびしい事でも何でも無い。現実として、今後、充分にあり得る話だ。

　騎士の身分を六護式仏蘭西から剝奪されたらどうするか。

　だが、その疑問の答えは、先さき程ほど用意した。それは、

　……総そう長ちよう連れん合ごうの関係として、卒業までは──。

「馬鹿だなあオメエ」

　馬鹿が、姫ひめにこう言った。

「オメエだって暫ざん定ていで、二代くっつけてるだろ？　俺なんか、王様になってねえのに、ネイトが騎士やってくれてんだぜ？　──だけどな？　絶対、俺は将来、王様になる。皆に頼って拝おがみ込んででも、なる。その時ネイトは俺の正式な騎士だ。それまでネイトは──」

　聞こえた。

「自分の意思で俺の騎士の先行予よ約やくやってんだ。ごっこ遊びじゃねえよ。俺は自分の未来の騎士の力を借りてんの。──王様になれねえ筈はずがねえ」
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　ミトツダイラは、彼の言葉の色を感じた。

　……なれねえ筈がねえ、って。

　なる事を信じる一方で、言い聞かせているようでもある。

　王も、不安があるのだろうか。

　王が、王になれるかどうか不安に思うとしたら、それは騎き士しの不ふ出で来きだ。だから、

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

「ホライゾン」

　ミトツダイラは、ジャージの胸に手を当て、こう言った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから放ほう逐ちくされても、私は我が王の騎士ですわ」

「成なる程ほど」

　ホライゾンが言った。

「苦労しますよ」

「Ｊｕｄ．」

「途と轍てつもなく苦労します」

「……Ｊｕｄ．」

「家にエロゲを隠かくされたりとか風ふ呂ろを覗のぞかれたりとか」

「……Ｊｕジ、Ｊｕｄ．」

「待て──！　何か自信を無くさせる方向に持って行くの待てえ──!!」

　いいではありませんか、とホライゾンが言った。

　彼女は、顎あごに手を当て、ゆっくりと言葉を作る。

「布ふ陣じん、ですね」
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「役割と、信頼、それぞれの関係と、そういうべきでしょうか」

　ホライゾンの言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

「三み河かわからこちら、欧おう州しゆうと、関かん東とう、奥おう州しゆうの列れつ強きようと、ホライゾン達は交流を持ち、一部とは友ゆう好こう的関係を築いています。この事から、武蔵むさしの政治基き盤ばんは大きく広がった一方で──」

　彼女が言う事は解わかっている。政治的な見けん地ちから見れば、当然の事だ。それは、

　……国際的な政治力が高まったと言う事は──。

「──武蔵は、他国の影えい響きように振り回される可能性も高くなった、という事です」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいたのは義よし康やすだ。彼女は腕を組み、つまらなさそうに吐と息いきをして、

「武蔵中心の世界では無い。そういう事だな」

　彼女は、

「たとえば、だ。

　武蔵と友好を結んでいる国が、それぞれで戦争をする時もある。その場合、両方から援えん護ごを頼まれたらどうする？　物ぶつ資しを輸ゆ送そうしてくれと言われたら、どちらを優ゆう先せんとする？

　どちらかを優先する事で、〝友好のレベル〟がついてしまうのだ。

　また、武蔵むさしが国力を拡大しようと望んだ時、それを許可する国があったとしよう。それは何な故ぜ、許可をするのだと思う？」

「──許可する事で、自国にプラスがあるか、敵てき対たい国こくにマイナスが生じるからだ」

　こちらの回答に、Ｊｕｄジヤツジ．、と義よし康やすが評ひよう価かを下した。

「P.A.Odaと、未み開かい地ち域いき以外、武蔵はほぼ全ての列れつ強きようを回り、国こつ交こうを得た。

　だが、それは、今後の武蔵が全ての国に振り回される可能性を得たという事だ」

「あの、里さと見み生徒会長？　もしそこで、他国を無む視ししたら、どーなりますかね？」

「いい質問だ従じゆう士し殿どの。──大たい国こくならば、小しよう国こくを踏み潰つぶして我がを通す事が可能だろう。だが、そうではない場合、他国が作る包ほう囲い網もうによって潰される」

　皆が息を鎮しずめた。が、正純としては、今の義康の意見は、

　……ちょっと極きよく論ろんだなー。

　もしも武蔵が、他国を無視して行動した場合、それによってすぐに包囲網が作られるとは限らない。何故ならば、武蔵の動きで利り益えきを得る国も出るのだ。

　その場合、利益を共きよう有ゆう出来ない国が作る包囲網と、武蔵側につく国の連れん合ごうで、敵対状態となる。が、

　……なるべく味み方かたが多くなるように立ち回り、自国の有利な成果を獲かく得とくするのが、政治というものだ。

　味方が多くなれば、敵の包囲網の中から脱だつ退たいし、立場を変える国も出よう。

　要は、政治だ。そして、その布ふ石せきは、今まで打てるだけ打っている。その上で、

「だからこそ、ホライゾンは、布ふ陣じんを唱となえるのだな」

「Ｊｕｄ．」

　ホライゾンが頷うなずいた。

「今後、幾いくつもの国や教きよう導どう院いん、勢力が、ホライゾン達への関かん与よをしてくるでしょう。ただ、その中で、全員が、自分達の役割を考えて頂ければ、と。その役目を果たされる事に対し、ホライゾンもトーリ様も、信頼の証あかしとして、可能な限りのものを返しましょう」

「え？」

　と声を上げたのは、ミトツダイラだ。彼女は、慌あわてて手を左右に振り、

「わ、私、あの」

「いいのです、ミトツダイラ様、今、ミトツダイラ様は、皆に重大な見み本ほんを示したのです。

　如い何かなる事があろうともトーリ様の騎き士しとして、その前に立つと。

　──二ふた代よ様も、ホライゾンにとって、同どう様ようですね？」

「Ｊｕｄ．、ホライゾン様が暫ざん定てい襲しゆう名めい権けんを失おうとも、元もと信のぶ公こうの嫡ちやく子しである事に変わりは無く、そして父もまた、元信公に仕つかえて御ご座ざった」

　正せい座ざの二代が、床に置いた蜻蛉とんぼスペアを自分の傍かたわらに寄せて言う。

「ホライゾン様が元もと信のぶ公こうの遺い志しを継ぎ、戦うのであるならば、拙せつ者しや、まずはそこにただ勝利を添える事を目的とするものに御ご座ざる」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずくのを見て、正まさ純ずみは思った。

　……随ずい分ぶんと変わったなあ。

　ホライゾンは、時とき折おり、不規則言げん動どうがあるが、政治関係については意見を出せるようになった。

　二ふた代よも、自分の行く末を決めて、日々の生活が、食事中心な気もするが、整いつつある。

　それらを見て、

　……何だか追いつかれたような感覚を得るのは、傲ごう慢まんだな。

　自分だって、襲しゆう名めいをしている訳わけでも無ければ、まだ世界征せい服ふくの目的途と上じようでしかない。彼女達と同じか、伸び率で言えば劣っているのだ。

　しっかりしよう、と、思うというよりも信じた時、ホライゾンが言った。

「布ふ陣じんは、これからも変わっていくとは思いますが──」

「とりあえず、俺おれの横がホライゾンな」

「確かに」

　と、ホライゾンが、小さく頷いた。

「──その布陣が、ホライゾンの位置としては有り難がたいです」
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　何な故ぜなら、とホライゾンが前置きするのを、正純は聞いた。

　……これは──。

　ホライゾンと馬ば鹿かの、お互いの布陣の確かく認にんだろう、と正純は思う。

　そして、ホライゾンが馬鹿と視線を合わせ、

「トーリ様は、ホライゾンが夢をみる事の出来る国を作ると言いました。しかしその前に、トーリ様は王になる、というのがありますね？　そしてトーリ様の作られる国で、ホライゾンが夢を見られるのと同じように、また、皆様の夢もかなえられるかと」

　告げられる言葉に、浅あさ間まが、肩を震わせた。はっとしたように彼女が向く視線の先、ホライゾンが静かに言う。

「他の皆様と同どう様よう、ホライゾンに夢を見させて頂けるという事は、トーリ様が王になるまでの間、ホライゾンの夢ハードルは上がり続けるという事です。大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「う、うん、……何かすげえ不安になってきた」

「葵あおい、ここでそういうリアクションはやめろ」

　感じ感じ！　と半はん裸らが言うが、感じじゃなくて実際だったろ今。

　だが、ホライゾンが、馬鹿の言葉を汲くんだのか、こう言った。

「ですが、不安でも、それを頑がん張ばるというのですね？」

「ああ、うん、そりゃ」

　あっさりと馬ば鹿かが言う。

「皆だって手伝うぜ。だから、その間、どんな事があろうと、ホライゾン、オメエは哀かなしまなくていい。俺おれも哀しまねえ。俺もオメエも一人じゃねえ。大量だ。大量違ちがうか。まあ別にどうでもいい。とにかくここから先は何もかもが意味があるんじゃね？　だって、何もかもが、俺達がハッピーになってオメエがハッピーぶちカマせるようになる一歩一歩だから」

　だから、

「オメエは俺の横で、皆みな見つつ、俺や仲間達にツッコミ入れてりゃいい」

　言われた先、ホライゾンがやや上を見た。幾いくつか表示枠サインフレームが生まれ、消えて、

「Ｊｕｄジヤツジ．、理解しました。武蔵むさしのまずの目標は、トーリ様をよってたかって王にして、皆様や、ホライゾンの夢を見させる事。それですね」

　告げられた言葉に、正まさ純ずみは息を詰める。

　……まずの目標って、……それが最さい終しゆう目標じゃないと言うのか！

　だが、馬鹿は頷うなずいた。

「そーともよ」

　ああ。

「永遠に継けい続ぞく出来る夢もありゃあ、更こう新しん出来る夢もある。叶かなえ続けるものも、叶ったら次に行くもんだってあるわな。だったら、ホライゾン、オメエにとっては、皆の夢叶えた時に見える自分の夢、それを叶える事が、まずの第一目標だ」

　息を吸う。その間に、馬鹿が振り向いた。

「セージュン、……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと比べて、俺達どうかな」

「どう、って？」

「六護式仏蘭西がよ、先の先を読んでるとか、言うじゃね？　だったら、今の俺達、どうよ？　世界征せい服ふくして、ホライゾンの感情戻もどして、夢が見られる国作って、……でもそれが第一目標だっての」

　馬鹿が、問うてきた。

「その先まで、見ようって俺達。六護式仏蘭西と比べて、どーだろ」

「どうもこうも無いだろ」

　全く、と正純は思った。腕を組み、眉まゆを立てて目を伏せるが、頰ほおに熱が上がってきているのは止められない。

　肩かた上うえのツキノワが緩やかにスイングしているのも、こちらの機き嫌げんを理解しているからだ。

　だから、虚きよ勢せいだなあ、と思いつつ、正純は言葉を作る。

「目標ばかりで道みち筋すじがないだろ」

「道はつけてくれるんだろ」

　三み河かわの事か。変な事ばかり憶おぼえてるものだ。

　だが、あの時、そう言って、旧派カトリツクの首しゆ長ちようにすら抵てい抗こうしたのだ。ならば、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが何か企たくらんでいようとも、何とかするさ」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。アイツら、少なくともこっちを無む視しはしねえさ」

　馬ば鹿かの言葉に、正まさ純ずみは目を開けた。

「どういう事だ？」
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「フフ、大だい体たい言いたい事は解わかるわ」

　横に膝ひざを崩くずして座っていた喜き美みが、前に手をつき、トーリに近寄りながら言うのを、浅あさ間まは聞いた。

「末まつ世せね」

「……？　あの、喜美、それが六護式仏蘭西がこっちを無視しないという、どんな理由に？」

「解らないの？　──末世は、創そう世せい計画というものだってあるけど、ホライゾンの感情を取り戻す事で左さ右ゆう出来るものでもあるのよ？　ホライゾンの極ごく道どうパパがそう言ったの」

　つまり、

「六護式仏蘭西に、どんな傲ごう慢まんや虚きよ栄えいがあっても、末世を解決出来ない分ぶん際ざいで最終勝しよう者しやや覇は王おうを名乗るってのは、あり得ないって事よ」

　だから、

「現在、友好であっても、確実に何ど処こかで六護式仏蘭西とは相あい対たいするわ。向こうだってそれが解ってるから、温おん存ぞんを働いているし、もっともっと先を読んだ手を打ってる筈はず。

　……向こうだって、こっちを意識してるのよ。いい女から目が離せないようにね」

「ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロがそんなに欲しいんですか」

「だって罪は魅み力りよくの香辛料スパイスよ、ホライゾン！　つまり毎日フリカケ状態よ──！　ノリタマ！　ノリタマいいわね！　親おや子こ丼どんって感じ！」

　狂きよう人じんが何な故ぜかこちらに手を差し出してきて催さい促そくするが、流石さすがに何も持ってない。黙だまって掌てのひらを叩たたくと、馬鹿姉あねは、

「何よ！　ここで出すもの出すんじゃないの!?」

「用意がありませんて」

　だが、浅間は思い、それを口にした。

「向こうがこちらを警けい戒かいしているのかどうかは解りませんけど、だったら、尚なお更さら、話をする機会を設けたいところですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、戦いを避ける事が出来ればよし、だ。毛もう利り戦の後も羽は柴しば勢は天てん下か取りに動く事を考えると、関せきヶ原はらまでに毛もう利り勢と衝しよう突とつする事は避けたい。上う手まく、大罪武装ロイズモイ・オプロや末まつ世せの解決無しに、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが欧おう州しゆう覇は王おうの安定を得られるようになれば、とも思うんだが」

「ま、そういう事だな」

　トーリが言った。じゃあ、と彼は、ホライゾンとミトツダイラに視線を向け、

「セージュンはこれからどうするか、ちょっと考えてくれ。状況、すげえ変わったみたいだし。

　で、こっちの布ふ陣じんは、ええと、──テンゾーそこらへんな。くつろいでていいから」

「な、何で御ご座ざるか、こっちも見ないでそのアバウトないい加か減げん！」

「点てん蔵ぞう様、──身み軽がるに、という事ですよ」

　ジャージ姿すがたのメアリが、座ざ布ぶ団とんの上で膝ひざを崩くずす。

　そしてトーリが、まずホライゾンに、

「改めて言うけど、オメエは俺おれの横な？」

　続く動きで、彼はミトツダイラを見た。

「ネイトは俺の前な？　今、後ろだけど、意識的な布陣で」

「い、いいんですの？」

「大だい丈じよう夫ぶですとも、ミトツダイラ様。大体、ホライゾンがトーリ様の騎き士しになる事は出来ませんし、主しゆ従じゆうとしての信頼を高め合う事も出来ません。一応ホライゾン、大罪武装も持っておりますが、盾たて型がたバッテリーの他は、宗むね茂しげ砲ほう第一と宗茂砲第二という感じですし」

「宗茂様！　宗茂様！　膝をつくどころか床に身を投げ出すとは新しい！」

　あっちの御ご夫ふう妻ふも芸げい風ふう整って来ましたねー、と思う眼がん前ぜん。ミトツダイラが息を吸い、

「では、私はその位置という布陣で」

　狼おおかみがついた、ほ、という安あん堵どの息に、喜き美みが小さく笑った。

　すると、トーリがこちらに振り向き、不ふ意い打うちでこう言った。

「浅あさ間ま、そばにいてくれね？　そーしてくれると有り難がたいんだけど」
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　浅間は、いきなりの言葉に、即そく座ざの反応が出来なかった。

　そばに、と言われても、

「……え？　ええ？」

　朝の事を思い出して、一いつ瞬しゆん、鼓こ動どうが跳ね上がった。すると彼は、一つ頷うなずき、

「うん。いろいろ支えて貰もらえるってか。俺の契けい約やくなんかもあるし。オメエの仕事とかいろいろあるだろうから、面めん倒どうじゃなかったら、だけど」

「え？　あ、ああ、うん、契約関係ですよね！　うん。いや、トーリ君、喜美と、ええと担当ですし、私の方も大だい丈じよう夫ぶなので」

「あ、ＯＫ？　じゃ、いつも通りに、あと、出来れば弁べん当とうとか洗せん濯たくとか、そういうのとかも」

「あー、まあ、昔から家族ぐるみなトコありますから、ええ、そこらへんも」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンも頷うなずいた。

「ホライゾンとしても、その方が有り難がたいです。ホライゾン自身の管理もありますが、トーリ様に言う事聞かせられるレア存在の一人が浅あさ間ま様でもありますし」

「え？　そんなに私の言う事聞きますか、この人……」

　知らないのか……、と皆が引き気ぎ味みに呟つぶやき、当の本人も、うーむ、と顎あごに手を当てる。

　だが、ホライゾンも言うなら、そういう事なのだろう。

　……ふ、深く考えないように。ええ。

　と、横の喜き美みが苦く笑しようした。彼女は髪かみを後ろに流し直し、

「愚ぐ弟てい！　ホライゾン！　賢けん姉ねえの居い場所は何ど処こ!?」

「喜美様はフリースタイルで」

「姉ねえちゃんは〝俺おれの姉ちゃん〟だし、それに──」

　それに、

「俺、約束守まもるよ。だから手伝って」

　彼の言葉に、喜美が、一いつ瞬しゆん眉まゆを上げ、しかし、

「馬ば鹿かねえ。……ホント、愚弟なんだから」

　躊躇ためらう事なく、姉は笑って弟を後ろから抱きしめ、頰ほおを寄せてこね回す。

「うぁ、ちょ、姉ちゃん、くすぐったい。あー駄だ目め駄目駄目俺今いま下した全ぜん裸らー」

　だが、喜美は小さな笑い声をたてながら、やめない。猫ねこのようにじゃれ合う。

　浅間はミトツダイラと顔を見合わせるが、

　……これって……。

　喜美が、女じよ子し相手に、たまにやるものだ。相手や、その言げん動どうを気に入った時、抱きしめて頰寄よせたりして、自分と密になる事で、対たい象しようを知ろうとする。よく鈴すずがその犠ぎ牲せいになるし、自分達も食らう事があるが、

　……トーリ君にするのは、珍めずらしいかもしれませんね。

　一いつ心しん同どう体たい、という同どう等とう感かんの強い姉弟だ。それが改めて距離を詰め合うとなると、相当だ。

　すると、そんな二人を見ていたホライゾンが、何か納なつ得とくしたかのようにこう言った。

「トーリ様と喜美様は、二人一組な部分があると思うので、ホライゾンとしても、近しいところにいてくれた方が有り難いですね」

「クク、そこに気付くとはなかなかねホライゾン。じゃあ要望に応えて、今は、ここね」

　と、喜美が、こちらとミトツダイラの間に入ってきた。

　そして彼女が、こちらにだけ聞こえる声で、こう言った。

「さてさて、……浅間？」

「な、何です？　凄すごい上じよう機き嫌げんになってますけど」

　そうねえ、と喜き美みが目を細めた顔で、上じよう気きの息をつく。

「ノヴゴロドに重ねてさっきの愚ぐ弟ていの台詞せりふ。──つまりミトツダイラも浅あさ間まも、大おお奥おく認にん可かの上で、輿こし入いれされちゃったようなものよね？」

　だから、と彼女は言った。

「ここからはアンタ達の努力次し第だいよ？」
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「な、何言ってるんですか喜美は……！」

　浅間が、腰を上げて喜美に声を上げるのを、ミトツダイラは真ま横よこで聞いた。

　……な、何ですの？

　自分についての何かのような気もする。が、それより先に、

「まあそんな感じで頼むわ、浅間、ネイト」

　ミトツダイラは、手が届く位置にいたせいか、頭を撫なでられた。

　髪かみを揉もむように頭を淡くホールドしてくるのは、くすぐったい一方で、こちらの頭が何ど処こにあるのか解わかっていないようだ。だから、

「ん」

　ミトツダイラは、頭を上げ、喉のどをさらした。

[image: ]

　……犬みたいにされるなら、こっちのがいいですわ。

　すると、

「こっちの方が痒かゆいかー」

　意い図とを汲くんだ馬ば鹿かが、喉のどを搔かいてきた。

　されてみて、まず、気付いたのは、先日より爪つめが短いという事だ。手て指ゆびの肌はだが、こちらの喉の肌に触れてきて、直接的な肉の食しよつ感かんをくれる。

　喉で彼の手を舐なめているようだ。

　だが、時とき折おり、引っかかってくる爪が悪い。

　どう悪いかというと、タチが悪い。何な故ぜなら、柔らかく撫なでる指を喉で味わって、くすぐったさと、自分の肌はだ肉にくを好きにされてる無む防ぼう備びを躊躇ためらおうとしてるのに、

　……ひ。

　淡い、小さな、痛みにも似たものが、辛からみのように混じってくる。

　折せつ角かく、美お味いしいものを食べているのに、香こう辛しん料りようが粒つぶで入っているような。だが、身体からだが反応するのは甘みよりも辛みの部分で、

　……ひぁ。

　味み覚かくを強く感じる部分に、甘みと辛みが断だん続ぞくで来る。

「ここらが痒いかー」

　違う、というのももどかしい。そのままで、いつ終わるかとも思うが、

　……こ、これが、騎き士しの位い置ち確かく認にんの報ほう償しようだとしたら、私、随ずい分ぶんと安い女ですわね……！

　だが、今くらいは、嬉うれしさにかまけていてもいいだろう。ホライゾンも認にん識しきの上で、騎士としての位置が整ったのだ。

　すると、ホライゾンも、窺うかがうようにしつつ、こちらの髪を撫でてくる。

　……ええ。

　じんわりと、自分の中、奥に熱が溜たまっていく。尻尾しつぽがあったら振っている気がする。それ程ほどに、

「嬉うれションしてない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　後ろから、喜美の手が尻しりの中央をつるりと下ってきた。
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「ひん……！　な、何しますの喜美！」

　ミトツダイラが、腰を跳ねげて喜美に声を上げるのを、浅あさ間まは真ま横よこで聞いた。

　……コレ、あれですね。喜美が何か言げん動どうするのを条件に、私達がピコピコ立ち上がる玩具おもちやみたいなもんで。

　完全に振り回されてる気もするが、ミトツダイラの方は上う手まく乗れているらしい。今も喜美に対して一通り抗こう議ぎした上で、頰ほおに手を当て、

「……ちょっと、顔かお洗ってきますわ」

　ナルゼがペンを止めた。

「……デッサンしていい？」

「ガっちゃん！　ガっちゃん！　それ友ゆう人じん間かんでも一応犯はん罪ざい！」

「べ、別に化け粧しよう直なおしだけですわよっ」

　じゃあ、と浅あさ間まも腰を上げた。

「私もちょっと禊祓みそぎで水を使いたいので、一いつ緒しよに行きましょうか」

　……ミトがいないと、喜き美みの被ひ害がいを一手に受ける事になりますからねー……。

　立ち上がってからの一ひと息いきに、ミトツダイラが振り向く。彼女は、僅わずかに驚いたような眉まゆの上げをしてから、しかし苦く笑しようした。

　……え？

　何な故ぜ、そんな笑いを得るのか。

　疑問に答える事なく、ミトツダイラがドアの方に向かう。義よし康やすが避ける横を抜け、彼女は苦笑を笑えみに変えて言う。

「では、行きましょうか智とも。──すぐ戻るので、少々お待ちを」
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　ドアが閉まり、二人の足音が生徒会室正面にあるホールを歩いて行く。

　そして、遠く、洗面所のドアが開き、閉じる音が聞こえてきた。

　五秒後に、ナルゼが、

「……嬉うれションよね」

「ネイトそこまでケダモノじゃねえだろ？」

「愚ぐ弟てい、女はケダモノよ？　そこらへん解わかっておきなさい。アンタ、ヒロイン気き質しつなんだから何い時つ何ど処こでガブっとやられても仕方ないのよ？」

「俺おれの女じよ装そうレベルもそこまでのものとなったか……」

　まあ待て、と言ったのは、正まさ純ずみだ。

「とりあえず今後の方針は、大体決きまったな」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの友ゆう好こうを深める、って事か？」

「それもあるが、別もある。だけどまあ……」

　と正純が言って、皆を見渡した。

「先さき程ほども言っていたが、私達が第一番に為なすべき事を、ここで改めて提てい言げんする。

　それは、関かん東とうからの六護式仏蘭西への援えん護ごとして、──北ほう条じよう攻こう略りやくを思し索さくする事だ」

「考える事からスタートかよ。上う手まくいかねえもんだな」

「あまりこっちの代だい弁べんするな、馬ば鹿か」

　正純は、眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作って、馬鹿とホライゾンに視線を向けた。そして彼女は、ややあってから表情を正し、

「ともあれそれこそが、私がつける、今回の〝道〟の始まりだ」

「じゃあ行くしかねえか」

「そうして貰もらえると有り難がたい。何しろ──」

　うん、と彼女は前置きして、

「それこそが、この関かん東とうから、極きよく東とうの歴史に率そつ先せんして関わり、味み方かたを増やしていく方法となるからだ」
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　浅あさ間まは、女子厠かわやにいた。

　ミトツダイラも一いつ緒しよだ。だが、ミトツダイラの方は個室に入っていて、

「ミト、まさか本当に嬉うれしさのあまり……」

「そ、そんな事はありませんのよ!?　絶対ですのよ!?」

「…………」

「ちょ、ちょっと沈ちん黙もくやめて下さいません!?」

　ああ、うん、と浅間は思う。音がしたらマズいですもんね、と。だから、

「何か曲を流しましょうか。それとも、いい結果が出るように、うちの裏うら手ての滝たきが落ちる音をかけてみるとか」

　掛けてみた。圧あつ倒とう的な水量の落ちる音が厠に響ひびき出し、

　……あっ、思い切り禊祓みそぎしてる感じでいいですねコレ。

「智とも！　智！　何もかもが流れてしまいそうな錯さつ覚かくを得ますのよ！」

「じゃあ、うちの泉いずみから出た清し水みずの零こぼれる音に変えましょう」

　変えてみた。

　細い、小さな、しかし確かな水が、宙を流れ、水面に落ちていく音が響き出す。

「音にするとコレ、じょぼぼぼぼ、って感じですよね」

「智！　智！　そっちが私の音だと思われたらどうしますの!?」

「どうも出来ない気がするんですが……」

「そう言われてみるとそうですわね……」

　ならば仕方ない。

　浅間は、窓を開けてみた。覗のぞかれる角度に屋上も何も見えず、有あり明あけ内の宙を行く輸ゆ送そう艦かんからは、流石さすがにこちらの内部を見通せないだろう。

　配はい送そう業ぎよう者しや達や輸送艦が、風を切り、揺らす音や、各所の工事や補ほ修しゆうの音が聞こえる時間帯たい。

　朝終わりの音だ。それを聞く浅間の耳に、ミトツダイラの声が聞こえた。

「智は、どうなさいますの？」

「どう、って？　何をですか？」

「自分の、布ふ陣じんですわ」

「布陣って……、巫み女こは人を撃うったらいけないんですよ？」

「えっ」

「えっ、って何ですか一体！　本当ですよ！　本当！」

　とはいえ、勿もち論ろん、ミトツダイラの言いたい事は解わかっているつもりだ。ただ、深く考えないように、蓋ふたをしているのも確かだ。

　大体、と浅あさ間まは思った。その上で、窓から外を見つつ、言葉を作る。

「うちは、浅間神じん社じやですから」

　武蔵むさしに住む人なら、多くの人が知っている。

「浅間神社の神、木花之佐久夜このはなさくやは、神かみ代よに存在が成立した神ですが、女性であった事と加か護ごの内容もあって、その存在に〝型〟が生じています。だから、うちではその力を発はつ揮きするには女性がベスト、となってます」

「……巫み女この処しよ女じよ性せい云うん々ぬんは、極きよく東とうの神しん事じにあまり関係ありませんけど、〝雑事を入れない〟事を禊祓みそぎの結果とするなら、結婚などは巫女の禊祓性を阻そ害がいするものですわね」

　その通りだ。だから、浅間神社の女性跡あと取とりにとって、結婚と、それに纏まつわる諸しよ事じは御ご法はつ度ととされている。それをする事を神は祝福してくれるが、〝神様を一番、唯ゆい一いつにはしていない〟事となるので、距離を取った仲となる。

「女性の跡取りは、自分を継がせられる存在を見つけるまで、そういうのは無しです」

　父は、本ほん筋すじの跡取りだが、女性ではなかったので、苦労したらしい。男性の場合、跡あと継つぎを生むに相応ふさわしい相手を見つける必要があるからだ。

　亡くなった母とは恋れん愛あい結婚だったと聞くが、それはたまたま母の能力が適応していたから許可が出た、というのもあろう。

　自分の場合、浅間神社を継ぐに問題は無い。

　一方で、一般人のような生活は、跡取りを見つけるまで出来ない。

「智とも。前にその辺り、ナルゼが資料として聞いてましたわね。──巫女が一般の人と同じようになるには、どうしたらいいかって」

「そうですね。うちのサクヤは恋愛系けいも扱っているので、うちの奏そう者しやや巫女に強ごう引いんにするとマジに神しん罰ばつ当たりますから、注意が肝かん要ようです」

　これは、神しん道とうに限らない。

　旧派カトリツクとて、姦かん淫いんについては〝旧派、異い教きようを相手には禁ずる〟というものがある。

　同派内の危害、また、旧派になる可能性のある者への危害を、神が認めないのだ。

「確か……」

　ミトツダイラが言う。

「旧派の場合、それを破ろうとすれば、初しよ犯はんだと股こ間かんに雷らい撃げきが落ちて三年去きよ勢せいされるんでしたか。……内なる部分から出るので回かい避ひ不能とされてますが」

「旧派厳きびしいですよね」

　一方で旧派では異い端たんと改派プロテスタントに対しては、その対たい象しようから外れている。これは聖せい譜ふ記き述じゆつ通りだ。だから改派のマクデブルクでは、旧派による掠りやく奪だつが生じたのだし、そこからの悲ひ劇げきを防ぐため、改派や旧派には女じよ装そう戦せん士し団だん達がいて、〝充実した需じゆ要ようと供きよう給きゆう〟がなされているのだ。

　時たま連れん絡らくミスで普通の戦せん場じように女装戦士団が配置されて凄すごい事になるらしいが、ナルゼが語る分には〝どこ見ても資料よ！〟だとか、それはそれでいいのだろうか。

　……でも女じよ装そう戦せん士し団だんは同どう人じん誌しでも〝スパルタ〟名めい義ぎで一いち大だいジャンルですよねー。

　だから、というように、

「奏そう者しやも巫み女こも、神様にとっては奉ほう納のうや情報を得る端たん末まつでもあるため、その存在には当然、神様から防ぼう護ごが掛けられます。防護には防ぼう性せい防護と、攻こう性せい防護がありますね。

　防性はステルス系けいが主。攻性は直接打だ撃げきです」

「興きよう味み本ほん位いに聞きますけど、攻性の神しん罰ばつって、どういうのですの？」

「ええ、いろいろありますが、契けい約やく位い階かいによっても変わりますし、神しん道とう奏者と他た教きよう譜ふの場合ではケースが変わります。あと、うちの場合、サクヤも母なる神なので、もしそんな事をされそうになっても、相手方に極きよつ刑けいは無いです。向こうのお母かあさんが嘆なげきますしね」

「あ、そうなんですの」

　ええ、

「だから、犯行に及ぼうと思った時、その方のオンバシラが空間転てん移いで自分の尻しりにパイルバンカーされて半年去きよ勢せいで済みます。びっくりですね」

「ダイレクト！　随ずい分ぶんダイレクトですわ！」

「ちなみにこれは内なる部分から出るらしいので回かい避ひ不能です。見た事ありませんが」

「厳きびしいですわね！　ナルゼがそこらへんすっとばして描く訳わけですわ……！」

「いや、まさかこんな仕掛けがあるとは誰だれも思うまいというか。自分が面白い方に描くのが一番じゃないかと、ナルゼとはそんな事を話した事もありますね」

「……実は結けつ構こう、読んでません？」

「いや、ガールズものとか、トーリ君の──、何でもないですよーう。読んでませんよーう。というかミトだってかなりジャンルになってますよ！　トーリ君に散歩してもらったりで！」

「いきなりマニアック過ぎますわ──！」

　だが、不ふ意いにミトツダイラが一ひと息いき入れ、問うてきた。

「でも結局、智ともはどうしたいんですの？」

「え？　だ、だって、浅あさ間ま神じん社じやは武蔵むさしを支える神社ですから──」

　自分が抜ければ、武蔵のインフラや契約関係に大きなダメージを与えてしまう。

　……だからそういうのを考える事自体が無む理り。

　と、言おうと思った。その時だ。

「私は、〝智はどうしたいか〟を問うたんですのよ？」

「え？」

　疑問詞しを放ってから、言われた意味を考えた。そして、

　……あ。

　危ない、と浅間は思った。蓋ふたをしていた事を、開けて、考えそうになってしまった、と。

　しない方がいい。

　理り屈くつで、どうしてかは解わからない。ただ、いつも通りでは何もかもが無くなってしまうという、そんな確信だけはある。

　だから、息を整え、

「…………」

　閉じる。開けかけたものを、中なか身みを見ずに閉じていく。蓋ふたをして、締めて、上から一つ叩たたいて、頷うなずいて、

　……う、うん……。

　押さえた。抑えた。だからいつも通り。そして、

「ミト」

「何ですの？」

「そういうの、勘かん弁べんして下さい」

　言って、返答は、しばらくの間を空あけた。

　数秒が確実に過ぎ、遠く、何か工事で柱を立てる掛け声が響ひびいてきて、

「──解わかりましたわ。私の方も調子に乗り過ぎましたわね」

　言われた。それは、こちらの望んだ事。遮しや断だんの了りよう承しようだったが、

　……あ。

　何か、大きなものを零こぼしかけている、と、浅あさ間まは思った。

　自分の手の中にあるものを、そのものの判はん断だんではなく、自分で捨てようとしている。それも、捨てる瞬しゆん間かんを見せて、相手に理解させようとしている。

　……これは……。

　だめ。
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　浅間は思い出す。

　昔の事。ある少年が、いなくなって、戻ってきて、でも違うものになっていて、怖こわくて。

　それを言い訳わけに、自分は、距離を取った。

　そうする事によって、どうなるかは解らなかったし、どうすればいいかなども解らなかった。ただ、現状保ほ留りゆうをしていれば、何も変わらないだろうと、そんな感覚でいたのだ。

　捨てたのも同どう然ぜんだった。

　今までと違うものへの恐きよう怖ふから、目をそらして捨てたのだ。

　視し界かいの中に収めず捨てたから、自分が捨てた事にも気付かない。

　だから、だ。

　だから彼が、喜き美みによって〝戻ってきた〟時、戸と惑まどった。

　違ってしまったものが、また、違ったものとして、元に戻った。

　父はこれを、禊祓みそぎだと言った。

「一度自らを大きく穢けがれさせ、祓はらった事で、以前以上に禊祓を果たした姿すがたになるんだ」

　神しん道とうでも、穢れた存在を忌いみ嫌きらわずに世せ話わしたら、見事な神や金きん塊かいに変わった、という、穢れを祓う事で生まれる〝清せい浄じよう〟の話がある。

　だから、

「彼を正しく見るんだ。禊祓したのは智ともじゃないけど、だからこそ、今後の彼を、お前は禊み祓そいでやらなきゃいけないよ？　もう二度とあんな事になりたくないなら、ね」

　憶おぼえている。

　憶えているが、それ以上は危険だとも思う。

　過去の、父の諭さとしや、その頃の子供っぽい約束などを含みで、今に繫つなげそうで。だけど、

「────」

　浅あさ間まは思い出す。

　今、手から零こぼそうとしているものは、昔、自分がやった事と同じものだ、と。

　あの頃は、目をそらし、時間が過ぎれば何とかなってくれると、そう感じた。

　今は違う。

　昔と違って、自分は、目をそらしていない。そのものの中なか身みを見る事は避けているが、手の中にあるものと、重みを忘れようとしていない。ならば、

「……ミト！」
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　浅間が決断する少し前、ミトツダイラは、浅間との応答に息をつき、頰ほお杖づえをついていた。

　……ちょっと私も、浮かれ過ぎですわね。

　自分の位置づけのようなものが定まってきて、今後の流れも見えてきた。ホライゾン自身が布ふ陣じんの意味を謳うたい、王も了りよう承しようしたのだ。

　気き兼がねが無い。

　今後、戦せん闘とうや交こう渉しようを経て、今いま以上に自分の位置を見いだした者や、見いだされた者が、この布陣の中に入ってくる。

　総そう長ちよう連れん合ごうや、生徒会というだけの繫がりではない。

　三年梅うめ組ぐみというだけでもない。全てをひっくるめての、

　……王の布陣ですわ。

　そこに、自分の頼れる人がいればいいというのは、遊びだろうか、浮かれだろうか。

　だが、ミトツダイラは考える。

　昔に、浅間がバンドをやろうと言い出した時。それは今でも折を見ては続けられるものではあるが、その開始においては、随ずい分ぶんと彼女も上ずった、緊きん張ちようと期待に満ちていたのだ。

　あの時、自分も同じだった。

　今のこれも、同じだと、ミトツダイラはそう思う。

　この布ふ陣じんは、恐らく、対たい羽は柴しば、信のぶ長なが用ように発はつ揮きされる。奥おう州しゆうが味み方かたにつき、再さい起きも叫んだ後だ。それまでの態勢よりも明らかに強固な繫つながりを示す形は、自然形けい成せいされる。

　だからそこに、浅あさ間まがいると、それだけで嬉うれしいし、頼れる。更さらには、

　……我が王と、ホライゾンと、喜き美みも……。

　人間関係において、恋人や姉という密みつ接せつの中に、自分も騎き士しの主しゆ従じゆうとして加わっていく。

　浅間がこちらに来るとしたら、何だろう、と、そんな物語的な事を考えもするのだ。

　だが、確かに、浅間は、浅間神じん社じやの跡あと取とりだと、そんな事もミトツダイラは思う。

　この世界の存そん続ぞくに必要な、神しん道とうの代表。

　だから仕方ないのか、と。

「ふう……」

　ミトツダイラは吐と息いきをした。肩に入っていた喜びの力を抜く。すると、

　……あ。

　力が抜けたからか、結果的に、

　……勝負の時が来ましたわ……！

　身み構がまえた。その瞬しゆん間かんだ。いきなりドアに浅間がすがりつくボリューム音と、

「……ミト！」

「ひいいいいいい!!」

　勝負の時が戻った。
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「な、な、何ですの!?　この緊きん急きゆう事態に!?」

「え？　緊急事態？」

　ドアの向こうのミトツダイラに問うと、咳せき払ばらいが一つ来た。

「……で、何ですの？」

「あ、いや、あのですね？」

　格好かつこ悪いと思いつつ、言うしかない。

「さ、さっき、私、勘かん弁べんして下さいって、そう言ったじゃないですか」

　だけど、だけど言わないと駄だ目めだ。後こう悔かいする。だから言う。言葉を思いつくままに、

「私、つい、そう言っちゃうタイプですし、そうしなければいけない位置にもいたりするんですけど、でも、あの、ミトがよければ……」

　頰ほおに熱が上がってくる理由は考えない。ただ、願いとして、

「さっきみたいな話、また振って貰もらえますか？」

　酷ひどい我わが儘ままだとは思う。拒きよ絶ぜつ前提で願っているのだから。それも、本当なら自分でどうにかしないといけない事を、だ。

　……だけど私は、武蔵むさしの神しん道とう代表、浅あさ間ま神じん社じやの人間で。

　主しゆ神しんは木花之佐久夜このはなさくや。出しゆつ産さんと結婚、縁えん結むすびや恋愛の神であり、水や酒しゆ造ぞうの神でもある。

　そのような神に仕つかえ、それに応じた加か護ごも何も理解しているのに、自分の事となれば蓋ふたをしてしまう。

　解わかっているのだ。蓋をすれば熟じゆく成せいされ、出来上がっていくだけなのだと。

　だけど、蓋をする性しよう分ぶんだ。

　だから、誰だれかに思い出させて欲しい。そろそろ蓋を開けてはどうかと、

「お願い出来ますか？」

　問うた先、返答はしばらく来なかった。

　だから浅間は、ドアに身を寄せて、

「駄だ目めですか？」

　……あ、いや、これは強制です。だから、

「駄目です、よ、ね？　あ、はは、いや、その、ええと」

　変な事を頼んでしまった。

　不ふ思し議ぎだ。どうして先さき程ほどは、零こぼすまいと必死だったのに、今になってみると笑って誤ご魔ま化かしながら零そうとしてしまうのか。しかし、

「智とも」

　吐と息いきつきで、声が聞こえた。

「──昔と違って、見ぬ振りは無いんですのね」
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　告げられた言葉に、浅間は、ややあってから頷うなずいた。

「……はい」

　小さな応答だ。だが、

「じゃあ、私が貴女あなたと王を結ぶ走狗マウス役やくですわね。喜き美みもホライゾンも誘っておきますわ。

　それに、私、思うんですけど……」

「何をですか？」

「我が王も、何も考えてない筈はず、ありませんのよ？　──そう思いません？　今まで、私達、皆、我が王が忘れたり、見み逸それていた事など一度もなかったって」

「────」

　ふふ、と向こうから、声が聞こえた。

「私も、きっと昔の貴女あなたも、自分が何とかしようと焦あせり過ぎですの。だから逆に、何とも出来ないと解わかった時、距離をとってしまう。智ともは特に、浅あさ間ま神じん社じやの仕事や役割がありますものね。

　ですから、私は尚なおこうも思うのです。──他人を頼りなさいな、と」

「え……？」

「解らないんですの？　貴女、浅間神社の跡あと取とりとしては一人ですけど、私達の仲間としては、一人じゃありませんのよ？」

　だから、

「私が貴女を頼るように、貴女が私を頼るなら、私は応じますわ」
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　昔は違いましたわね、とミトツダイラは思う。

　小しよう等とう部ぶの頃、自分は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから来たばかりの少女だった。浅間も、葵あおい姉弟やホライゾンという関係を既すでに持っていたが、やはり大おお枠わくは〝浅間神社の娘むすめさん〟だ。

　……あの頃、智の母も亡くなったんですのよね。

　それもあったせいか、彼女は、出来過ぎていた。

　馬ば鹿かと馬鹿姉あねと、姫ひめの世せ話わと、神社の仕事。それをちゃんとやる事を、

「当然です」

[image: ]

　と澄すまし顔で言っていたものだ。

　だが、ホライゾンが失われ、彼が違って戻ってきて、浅あさ間まは変わった。

　何も言わなくなったのだ。

　喜き美みも誰だれかを遊びに誘う事も無くなり、皆が不安を感じた日々が続いた。

　しかし喜美が彼を連れ戻し、翌よく日じつ、浅間が先頭になって、二人を学校に連れてきた。馬ば鹿かも姉もいつも通りだったが、浅間はちょっと違った。

　授業中に寝ていたのだ。

　心しん労ろうなどあったのだろう。馬鹿に笑われて起きた浅間は赤せき面めんしていたが、それが契けい機きとなって、何もかもが、ホライゾンがいないという事を除いて、いつもに戻った。

「智ともは、良く出来た人だと思いますわ」

「……え？」

　エロゲの毒どく味みとか同どう人じん誌しについては言わないでおく。だが、それらを抜きにして、

「武蔵むさしの世せ話わも、私達の契けい約やくやら何やらも、しっかりやってくれてますもの。

　ただ、自分の事については、武蔵や私達の事を言い訳わけに閉じてしまうので、そこをどうにか、とも思うのですけど……」

　そうですわね、とミトツダイラは自然と苦く笑しようが漏もれるのをそのままにした。そして、

「その部分は、私達が肩を叩たたいて知らせればいいんですわ」
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　浅間は、息を吐いた。

　深く、身体からだから力を抜くようにして、

　……私。

　うん。

　……どうしたいのか、考えるくらいは、いいですよね。

　いつかしっかり考えようと、そう思う。そして、

「ミト、有り難がとう御ご座ざいます」

「いえいえ、喜美がちょっと、説明不足のままで行き過ぎてますものね」

　言っている意味は解わかる。

「喜美はホント、先を見み据すえ過ぎちゃってるところがあるし、人が最終的にどうするかを読んだ上で動くから、どう答えていいか迷う時があるんですよね」

「そんな時ばっかりですわ」

　お互いに小さく笑うと、息が揃そろった。そんな気がした。

　ここにいない友人の事を、笑って話して。だが、彼女がそれを聞いても悪く思わないだろうという、そんな確かく信しんはある。

　そういう付き合いだ。だからというように、

　……任せられるところは、任せてしまっていいんですよね。

　自分はそういうのが本当に下へ手ただ。昔からよく解わかっていて、だけど神じん社じやの仕事などあるからどうしようもない。

　だが、どうしようもないなら、頼ればいいのだ。

　頼れる友人がいて良かった。

　……喜き美みがスタートライン切って、手を強ごう引いんに引っ張ったとしても、それをちゃんとミトが繫つなげてくれて。

　行き先は何ど処こだろう。ただ、他の皆も、手伝ったり、手伝わされたりで、やっていくのだ。

　だから、

「うん」

　自分の中で、ちょっと決めた。

　それを後で示そうと、そう思って、

「宜よろしくお願いします」

　言った時だった。

「あのー、浅あさ間まさん、第五特とく務む、ちょっとロングタイムトゥゲザーじゃないかって総そう長ちようが」

　アデーレが、ドアを開けてこちらを見た。そして、

「────」

　アデーレの動きが止まる。

　何な故ぜか、と思った浅間は、自分達の現状を顧かえりみた。それは、

　……ミトの入った個室のドアに、すがりついている浅間神じん社じやの跡あと取とりが一人。

　じんわりと、気まずい汗あせが背や腿もも裏うらに染しみ出してきた時、

「…………」

　アデーレがドアを閉じた。

「あ、ちょっと！　アデーレ！」

　呼びかけるが、向こうは高速だ。

「──総長！　総長！　浅間さんが第五特務の音を聞こうとドアに貼はり付いて〝お願いします〟とか、そんな事言ってましたよ！　ホライゾン副ふく王おうの予測通りでした!!」

「何か二に重じゆう三さん重じゆうに酷ひどい事になってませんか──!?」

「あの、智？」

　え？　とドアから身を剝はがして問うと、向こうからミトツダイラの声がした。

「そろそろ臨りん界かい点てんなので、滝たきの音を流して頂けません？」

　浅間は、ドアに額ひたいをつけて苦く笑しよう。ミトツダイラの言う通りにした。

　直後。またドアが勢いよく開いた。喜美だ。

「浅あさ間ま！　ミトツダイラ！　今、江え戸どに鳥とつ取とり城じようが到着したそうよ！　正まさ純ずみがお父とうさんから得た情報に拠よると、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが呼こ応おうして動くとかで、会議中止して外から確かく認にんしに行くわ！

　さあ、どうかしら久しぶりに真ま面じ目めな私！　リッスン仲間にしてもいいのよ!?」

　と、喜き美みがこちらを見た。しかし、彼女はすぐに方向転てん換かんして、

「愚ぐ弟てい！　ホライゾン！　浅間とミトツダイラが個室のドア越しに滝たきの音立てて誤ご魔ま化かしながら何だかクスクス笑ってるわ！　私のいないとこでデュエットしてたのよアレ！」

「今度は喜美ですか──!!」

　結局、一ひと息いきを入れて皆で有あり明あけ上に出るまで、数分を要した。
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「有明も動きを見せたかい」

　関かん東とう西にし、空の上を、真さな田だの六ろく文もん銭せん校こう章しようを飾った輸ゆ送そう艦かんが行く。

　その甲かん板ぱん上にいるのは、夏服の筧かけいと、海野うんのと、

「望もち月づき、観かん測そく出来てるかい？　こっち、白しら鷺さぎと合流したら見えなくなるから、今のうちに記録とっておいておくれよ」

　海野の呼びかけの先、結ゆい髪がみの自じ動どう人形がいる。極きよく東とう式の侍じ女じよ夏服に身を包んだ彼女は、東の空に視線を向け、

『夏だと判はん断だん出来ます。大気の揺らぎが大きいですが、確かに有明が残した気流より、薄うす雲ぐもが生まれております』

　望月は遠く東の空に浮かぶ、板いた状じようの霧きりの揺れを指さしてから、その指を、南に向けた。

　南側、自分達が向かうよりも右となる江戸湾わんの方に、巨大な影が二つある。遠えん方ぽうに見える有明には劣るが、一つは、江戸湾上じよう空くうに浮かぶ全長六キロ超の六艦。もう一つは、全長一・五キロを超える大おお型がた輸送艦だった。

『安土あづちと鳥取城です。周囲に、北ほう条じよう方かたの艦かん群ぐんが上がって警けい備びにつき始めましたね』

「大たい国こくが小しよう国こくや中ちゆう堅けん国家をこき使うって構こう図ずだな。俺おれらもまあ、そーいうもんだが」

『筧様、大国とて、ランクや、未来の版はん図とがありますよ』

　望月はそう言って、北の空を見た。遠く、奥おう州しゆうの青黒い山の向こう。白くかすんで見える空の下にあるものは、

『筧様、海野様、あれが見えますか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、──最上もがみと、伊だ達てか。山やま形がた城じようは解わかるが、伊達の方は青あお葉ばか？」

「空くう母ぼは形が似てて解りにくいねえ」

『Ｔｅｓ．、青葉城だと判はん断だん出来ます』

　望月が言った。

『おそらく、安土城が今夜動うごく時、その情報をぎりぎりまで有明にいる商しよう艦かん隊たいにとらせて置きたいのでしょう。そして彼らが離り脱だつし、安全に領りよう内ないに戻ってこられるまでは、あの場所で監かん視しを続ける、……そういう事かと判はん断だん出来ます』

「大たい国こくの意い向こうってのは、どこまで広がるんだろうねえ」

　海うん野のが、呆あきれたように両腕を広げた。軽く身を回すと、筧かけいが口を横に広げて吐と息いきした。

「かわいくねー」

「別にそんなつもり無いっつーの。阿あ呆ほか」

　その台詞せりふに、望もち月づきが小さく頷うなずいた。

『海野様が日ひ々び練習をされてるのを、皆様知っておりますよ。筧様の感想は別として、この土地であれば、IZUMOの時とは違い、山やま家がの巫み女ことしての力も使えましょう。

　もし今夜、羽は柴しば勢として安土あづちが動き、武蔵むさしも動くのならば、私ともども、武蔵に対して募つのる判断を送る事も可能かと。だから──』

　望月が、作った笑えみを海野と筧に向けた。

『そうなると、よう御ご座ざいますね』
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「よくまあ、遠えん路ろはるばるきたもんだ。そしてすぐお帰りとはね」

　声が、午前の空の下、空を映す海に響ひびいた。

　広い湾と、その上の空だった。

　広く囲まれた海の口は南に開いており、時とき折おりに船が海を行き来する。だが、建けん造ぞう物ぶつとして最も大きく影を落とすのは、

「──安土あづち城じようも、ようやく毛もう利り攻ぜめに参さん戦せんだねえ」

　という女の声が響くのは、湾の西側だ。西の空に浮かぶ巨大な、しかし細ほそ身みの三さん胴どう艦かん。白しら鷺さぎ城じようと刻こく印いんされた高速航こう空くう戦せん艦かんの上だ。中央艦の艦かん首しゆ甲かん板ぱんに立つ月色の夏服を着た女は、腰に手を当てて東の空を見ていた。

　彼女の視線が向く先、海うみ際ぎわに設けられた陸りく港みなとに、六ろく胴どうの黒い大たい艦かんが存在する。

　平ひら船ふね型の舳へ先さきには、安土城という刻印があった。

　すると、女の傍かたわらに表示枠インシヤ・コトブが一つ現れた。画面の中には髪かみを高く結ゆった少女が映り、

『滝たき川がわ様、こちら安土城、福ふく島しまで御ご座ざります。鳥とつ取とり城じようへの移い管かん作さ業ぎよう終了。本ほん日じつ夜八時に出港し、そのまま無む補ほ給きゆうで毛もう利りへと直行するもので御座ります』

「Shaja、頑がん張ばりな。毛利での今日きようの初しよ戦せんは、向こうペースで引っ搔かき回されたようだけど、こっちもそれは折り込み済み。明日あした以降が本番さ。それには間に合うんだろう？」

『Ｔｅｓテスタメント．、期末テストはありますが夜通しで急ぐつもりに御座ります。向こう、新しん人じんも投とう入にゆうで、ここで羽は柴しば勢としての精せい鋭えいを見いだしている、と、──竹たけ中なか様が』

「タケも、十じつ本ぽん槍やり入ってきゃあきゃあ言ってた割に、相変わらず夢見ないでシビアだねえ。

　船ふな酔よいするなって言っておいて？　前ぜん線せん指し揮き官かんは艦かん上じようだしね」

『既すでに、駄だ目めで御座ったそうで……』

「はは、羽柴も恐れる軍ぐん師し、黒くろ田だ・官かん兵べ衛えとの二に重じゆう襲しゆう名めいなのに、そこらへん、からっきし駄目だねえ、タケは。ちょっと身体からだ作り直した方がいいよ。──しかし安土城が去るのはちょっと寂しいけど、そういうものだねえ。一時期は、荒らしてしまった周辺の町の代わりに分ぶん化かして運用していたもんだけど、やっぱり全部合わせてみると良さが解わかる。いい船さ」

『Ｔｅｓ．、そう言って頂けると幸いです。このたびはとんぼ返りの拙せつ者しやに対し、いろいろな御ご配はい慮りよ、忝かたじけ──』

「はいはい。羽柴は中間報告で琵び琶わ湖こ安土だったね。フクちゃん土産みやげは持った？」

『Ｔｅｓ．、他、十本槍の分も含め、〝江え戸どばなーぬ〟など、こんな大量に頂いて宜よろしかったので御座りましょうか』

「ぶっちゃけ最近は観光とか少なくて余っててねえ。浅あさ草くさ名めい物ぶつの〝ブラックサンダーおこし〟が結けつ構こういいんだけど、浅草は武蔵むさしじゃない？　何か言われそうで」

　滝たき川がわが言っている間に、安土あづち城じようの向こうに動きがあった。安土城の陰にいた大おお型がた輸ゆ送そう艦かん・鳥とつ取とり城じようが、陸りく港みなとの方に移動を開始したのだ。滝川はそれを視線で追い、

「江え戸ども新しん態勢だね。フクちゃん、有あり明あけが、ほら、ステルスを上面解かい除じよしてこっち見てるよ」

　言って示す北東の空、遠くに、白い筋すじ雲ぐもが見えている。福ふく島しまも画面の中でそちらを見て、

『滝川様、彼らにはお気を付けを。自分もキヨ殿どのも、鍛きたえ直しが必要となりました』

　大だい丈じよう夫ぶだよ、と滝川は笑って、右を、南を見る。

　と、そこに、黒のガレー艦かん隊たいがあった。この湾の西側を固めるように存在するのは、

「北ほう条じよう印度インド諸しよ国こく連れん合ごうの艦かん隊たい。……私の役目は、北条を始めとした関かん東とう側がわの目め付つけ役やくだからね。もし、琵び琶わ湖こ安土の方に戻れるとしたなら──」

　はは、と滝川は腕を組んだ。

「神流かんな川がわの戦いがあってから、さ。──聖せい譜ふ記き述じゆつにある、北条の私への反はん乱らん。それによって帰き参さんして以後、私にはもうろくに日が当たらない。賤しずヶ岳たけで柴しばちゃん側について負けたら、最後を告げる小こ牧まき長なが久く手てまで隠いん居きよ状態だよ。だからこう思うのさ。私ゃ結けつ構こう、ここでやってるのがいいんじゃないか、って」

『滝川様……』

　福島が、何かを言おうとして、一度口くちをつぐんだ。そして彼女は、フラットな眉まゆをした顔を、表示枠インシヤ・コトブの向こうに見せ、

『……自分やキヨ殿や、脇わき坂さかなどは、たびたび関東に来るものに御ご座ざります。また文ぶん禄ろく、慶けい長ちようの役えきもありますので、行ゆき長なが様や九く鬼き様達も来られるかと』

「クッキー達とは別に通つう神しんでも話せるって。そういう辺り、後こう輩はいが先せん輩ぱいに気を遣つかわない。

　大体、私ゃよく解わからないけど君らの方が、関東にはいろいろな思いがあるんだろ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、機き密みつですので、多くは語れませんが。……可能ならば、今回で始し末まつをつけたかったものが、あるので御座ります』

「いいさ、P.A.Odaは前ぜん歴れき不ふ問もん。あたしだってその恩おん恵けいうけてるしね」

　ははは、と笑って、滝川は言った。

「ま、関東は任せておきな。もし何かあっても、白しら鷺さぎ城じようは羽は柴しばに戻すし、武蔵むさしは沈めるよ。

　そのくらいの戦力は借りたしね。まあ、おかげで学校行事が忙しくてケチ夫おがうるさいけど」

『京きようにいながらも、明あけ智ち様はバリバリの代表委員長で御座りますからなぁ……』

「Shaja、フクちゃん、そろそろ寝とき。夜に先せん行こう艦かんで出るんだろ？　──夜はいいよ。月はP.A.Odaの象しよう徴ちよう。力の源みなもとさ」

　空では、夕日が落ちつつある。やや黄き色いろに色づきはじめ、しかしなお明るい太陽に、滝川は一ひと息いきをついた。

「初夏から夏に変わる空、か」

　橙だいだい色いろに染まっていく空を見渡せば、東の方では青黒く、星も見えている。

　そして北の方には、遠くの空に、水平の霧きりと、小さな艦かん影えいが見える。

『奥おう州しゆうの商しよう船せんで御ご座ざりますな。今、有あり明あけが上面ステルスを外しているので、あのように見えておりますが──』

　と、福ふく島しまが言っている間に、不ふ意いに、北の空を行く艦影が消えた。

　有明のステルス防ぼう護ご障しよう壁へきが、再び張られていくのだ、

　隠かくれていく。その動きを、下から階段で上がってきた副ふく官かんが告げる。

「滝たき川がわ様！　有明が、またステルス防護障壁で全体を隠します！」
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　滝川は、有明のとった動きに、意い思しを感じた。思い込みかもしれないが、

　……〝決めた〟って動きだね。

　副官が、こちらに、消えていく有明の望ぼう遠えん映えい像ぞうを映した表示枠インシヤ・コトブを差し出してくる。

　だが、滝川は笑って、北東の空を見た。

「見えてる見えてる。こっちの動きを見たってだろう。毛もう利り戦もあったから触しよく発はつされてるんだろうしね。今いま頃ごろ、気合いを入れ始めてるよ、連れん中ちゆう」

　滝川は言う。

「──ノヴゴロドから戻ってきて一週間、もうそろそろ夏休み、って時期だから、向こうも行事の消化に忙しかろうね。中ではノヴゴロドの戦せん勝しよう気分も収まってるだろうけど、結局、ここで動かなかったら、その力も意思も意味は無いんだ」

『ならば、滝川様、彼らは……』

　Shaja、と滝川は頷うなずいた。

「北ほう条じよう狙ねらいであり、毛利に恩を売りたいだろう。だから今夜、安土あづちが出る時、おそらく武蔵むさしは出てくるだろうさ。たとえば──」

　たとえば、

「安土に砲ほう撃げきを行い、毛利側への補ほ給きゆうと戦力移動を少しでも傷つけたとした上で、北条には攻こう撃げきを行わない。そうする事で、北条には敵てき意いが無いと見せ、後の天てん正しよう壬じん午ごの乱や、小お田だ原わら征せい伐ばつへの準備交こう渉しようを行いやすくする、という方法とか、ね。だが──」

『だが？』

「天正壬午の乱や小田原征伐を行うには、一つ、障しよう害がいがある。──私さ」

　滝川は苦く笑しようして、自分の聖せい譜ふ記き述じゆつを思った。

「そう、聖譜記述に拠よれば、私は御お館やかた様の暗あん殺さつを知って浮き足だったところを北条側に攻められ、関東を管理していた城を失うのさ。──神流かんな川がわの戦いと呼ばれる局きよく地ち戦でね」

　これは、幾いくつかの難しい問題を孕はらんでいる。何な故ぜなら、

「私が城を失い、関東を撤てつ退たいするのは、御館様の死後だ。だから、武蔵は、私の撤退を成立させれば、御お館やかた様の暗あん殺さつフラグを関かん東とうで立てた事になる。だが──」

『それは武蔵むさしでは無く、北ほう条じようの行う事に御ご座ざりますね』

「そう、武蔵の仕事じゃないのさ。そして、後の小お田だ原わら征せい伐ばつの主しゆ導どうは羽は柴しばだからね。迂う闊かつに北条が私を追い落とせば、北条は江え戸どの再さい来らいになる。

　だけど武蔵は今夜動かなければ、機会どころか、国としてのメンツを失う。折せつ角かく安土あづちが去って行くのに、何も出来ないのか、と。特に毛もう利り側からはいろいろ言われるだろうさ」

　難しいねえ、と滝たき川がわは笑った。

「武蔵は、北条に私達を攻こう撃げきさせなければならないし、毛利に対して恩を売りたい。

　さてどうするか。なかなか向こうも大変だよ。そして私達は──」

　今夜、こちらはどうすればいいか。

　……要は簡単さ。

「今夜で、北条には武蔵と決けつ別べつして貰もらわないと」

　そうする事で、完全に北条をこちら陣じん営えいに引き込み、自分の関東撤てつ退たいも交こう渉しようの上で安全に行うのだ。

「御館様の暗殺フラグとして残ったフラグの中では、毛利攻ぜめと、関東からの私の撤退が、勢力拡かく大だいの版はん図ととして最も大きなものさ。だけど、羽柴と私で、それを管理する。

　御館様の暗殺を、少なくとも夏休み中は護まもり、あらゆる準備の上で、夏休み後に──」

　息を吸い、滝川は言った。

「──御館様の言う、創そう世せい計画を起こす」

『────』

「いいかい？　フクちゃん？　今夜は、悠ゆう然ぜんと毛利側に出しゆつ航こうしていくんだよ？　そして北条の武蔵に対する敵てき対たいを見み届とどけて、皆に知らせておくれ。

　こんな僻へき地ちで一人でやってる滝川だけど、忘れないでおくれよ、ってね」

　滝川は、肩の力を抜いて、安土城じようを見た。

「頼むよ？」
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　有あり明あけ内部、外がい縁えんの内ない壁へきを下りるリフトの上に、正まさ純ずみは立っていた。

　……考えねばな。

　周囲、皆が、先さき程ほど見た江え戸どの光景や、他国の動きを記録したり、分ぶん析せきしている。全ぜん裸らは何もしていないが、何かすると危険だからそのままでいい。

　だが、ホライゾンが、問うてきた。

「正純様、安土城が動いた際、どうされますか？」

「可能であるならば、武蔵を出し、追つい撃げきとしての砲ほう撃げきを行いたい」

　正まさ純ずみは、敵も同じ事を考えているだろう、と自分の内ない心しんを引き締めながら、皆を見た。

　ここはやはり、

「ネシンバラ、作戦を立ててくれ。今夜、私は北ほう条じよう側がわとの確実な親しん交こうを持ちたい」

「いいのかい!?」

　ネシンバラは振り向き、両の腕を広げた。その表情など、かなり心配になる部分もあるが、まあいいだろう、と正純は判はん断だんする。

「やってくれ。こっちが抵てい抗こうから再さい起きして、世の中の舞台に上がってくれば、すぐさまに先へ先へと行って引き離そうとする連れん中ちゆうがいる。今いま更さらながらに思うが、世の中とは常の競争だ」

　自分の中で、内ない圧あつのようなものが高くなってきたのを、正純は悟さとる。

　……私は本当に、こういう荒あら事ごと好きな政治家タイプかもしれんなあ……。

　だが、他の教きよう導どう院いんは、こうなのだ。

　大たい国こくは世界をリードして動き、小国はその中で自分を出して生き延びようとする。

　誰だれも彼もが、潰つぶされまいとして動いている。

　……ノヴゴロド戦の前にあった真さな田だの襲しゆう撃げきや工こう作さくも、武蔵むさしを破は壊かいし、潰そうとするだけではなく、それが小しよう国こくなりの、この世界へのアピールだったのだろうな。

　自分達の為なす事で、小国である真田や、自分達自じ身しんの価か値ちが決まる。そういった重じゆう圧あつをもって、彼らは勝負を仕掛けてきたし、今後もそうだろう。

　他、そのような国は、ごまんとあるのだ。そして、

「──私達は、世界の大部分を手にした超ちよう大国を相手にする事を忘れてはならない。

　それをぶん殴なぐって、思い通りの動きを取らせないようにする。今日きようがその手始めだ」

「じゃあ武蔵を出そう！　勿もつ体たいぶってね！　有あり明あけも動かしてみたいな！　前には下か方ほう展開で武蔵を出したから、上じよう方ほう展開も格好かつこ良いよね！」

　この男は……、という皆の視線と雰ふん囲い気きの中、正純は頷うなずいた。

「出来るか？」

「させてみせるよ」

　ネシンバラが、口の端はを上げて腕を組んだ。

「──確実に北条と友好になる戦せん術じゆつ、任せておいてくれ」
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　午後の風の中に〝北条〟の刻こく印いんをされた航こう空くう艦かん隊がある。

　江え戸ど湾わん、そこに来た鳥とつ取とり城じようと、出港が近い安土あづち城じようを警けい備びする北条艦かん隊たいだ。

　その先せん頭とうにある戦せん闘とう艦かん〝八はち王おう子じ城じよう〟。黒のガレーの甲かん板ぱんには、白い衣い装しようの影が立っていた。

　背に〝相模さがみ・北条〟のロゴが入った白のジャージ姿すがたの女。肌はだは濃い色の、しかし白い角つのを頭の左右に持った自じ動どう人形だ。

　彼女は、空を水平に捉とらえられる位置にいた。

　海の上、ただ動かずに警けい備びと監かん視しを続ける彼女が顔を向けるのは、北西の、

『氏うじ直なお様、有あり明あけの予想存そん在ざい地点はそちら、百二十キロの位置になります』

　足あし下もとに立つ忍にん者じや装しよう束ぞくの少女型走狗マウスの言葉に、白ジャージを着た北ほう条じよう・氏直は頷うなずいた。彼女は、目を伏せた顔を、しかし確かに足下の走狗マウスに向け、

「小こ太た郎ろう。今の内から、砲ほう弾だんと、機き鳳ほう隊たいの準備を。──羽は柴しば側からの指し示じ通りに動きます」

『いいのですか？』

「何がです？」

『Ｔｅｓテスタメント．、氏直様はIZUMOにて武蔵むさし側と友ゆう好こうを結びましたし、武蔵には、氏直様の幼おさな馴な染じみがいる……。そうですよね』

　Ｔｅｓ．、と氏直は頷いた。だが、彼女は手元に表示枠サインフレームを出し、そこに羽柴からの指示を表ひよう示じ。手を当てて自分に情報を流し込むと、

「……しかし小太郎、立場は時間で変わるものです」

『立場以外のものって、ありますか』

「あります」

　氏直は、断だん言げんした。続く動きで彼女は歩き出す。前へ。甲かん板ぱんの前側、艦かん首しゆの縁へりに立つと、空の向こう、有明がある位置に顔を向けた。そして、

「しかし、人間の位置は、立場以外のものでは決まりません。感情があるからと言って、誰だれかの隣となりにいられる訳わけではないのですよ、小太郎。そして、決まった位置を示すからこそ〝立場〟と言うのです」

『その人とは、どういった関係だったんですか』

「私の味み方かたです。……私も彼の味方ですね」

『わ、私も氏直様の味方です！』

　小太郎の言葉に、氏直は小さな笑えみを口に宿した。

「離れていても、ずっと別れたままでも、敵であっても、ですよ」

　いいですか。

「我らが北条印度インド諸しよ国こく連れん合ごうの教えは、必ひつ滅めつと再さい生せいと解げ脱だつ。何もかもは必ず滅ほろび、流る転てんによって再生する。そして、その連れん鎖さを〝苦〟として、逃のがれ、浄じよう土どに行くのを解脱と言います。

　生きていく事は常の苦で、それは死んでも流転するので逃れられない、と言う訳ですね」

『キッツイですねえ……』

「だからこそ人は悟さとり、解脱せねばならない、というのが教えですね。しかし──」

　しかし、

「流転の中、誰か、永遠に自分の味方だと信じられる人がいたならば、どうでしょう」

『それは……』

「そばにいなくても、例え自分が死んでも、向こうが死んでも、尚なおも味み方かたでいてくれるだろうと、そんな事を信じられる相手がいたならば？」

『……そんな、そんな無む茶ちやな事、無む理りです』

「可能です。方法は幾いくつかありますが──」

　氏うじ直なおは甲かん板ぱん縁べりに手を乗せて言った。

「私の場合は、幼い頃の約束でした」

『幼い頃って……。氏直様、家族や親しん族ぞくすら、跡あと目め争いで裏切ったり、敵に回ったりで……』

「同じ境きよう遇ぐうだったのですよ。だから……、こう約束し合ったのです。〝何があっても〟って。

　あれは子供ながらの、安心感を得たいがための、自分にこその言い聞かせだったのかもしれませんね。そして今、私の立場には、小こ太た郎ろう、お前や、皆が味方としていてくれる。

　だから……」

　だから、

「今はかつてよりも遙かに贅ぜい沢たく。向こうも私も〝味方〟なら、何も恐れる事はないという事ですよ」

　氏直は、言いつつ、表示枠サインフレームに出ていた許可マークを押した。

　武ぶ装そう関係の補ほ給きゆう承しよう認にんだ。それを彼女は認め、小さな笑えみで頷うなずいた。

「さて、どのように世界は動いていくのでしょうね？」







[image: 第九章『改装場所の挑戦者達』]
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「おーし、急げ！　そろそろ焦こげ臭くさくなってきてんだ！　総そう員いん、砲ほう弾だんなんかも補ほ充じゆうで、いつでも出られるようにしておけ！　今度安土あづちに引っかけられても泣かせられるようにな！」

　機き関かん部長の声が、奥おく多た摩ま艦かん首しゆ甲かん板ぱん上じようで響ひびく。

「総員、夕ゆう番ばん開始!!」

「──Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　有あり明あけは、夕刻を過ぎて尚なお、動いていた。

　左さ右ゆう舷げん、貨物を積んだ一番艦かんの品しな川がわと浅あさ草くさは、夜に盛んとなる木箱コンテナ配送の準備として、まずは表ひよう層そう部ぶのデリックに明かりを灯ともす。

　そして外がい交こう館かんや商店街の多い二に番ばん艦、多た摩まと村むら山やまは、ウイング状に張り出した大だい規き模ぼ港以外は、各所を照らす程てい度どの光を落とすだけになる。

　一方で、居きよ住じゆう区くの多い三さん番ばん艦、高たか尾おと青梅おうめは、仕事から帰き宅たくした者達や、これから出て行く者達の送そう迎げいで、通りにも家か屋おくにも明かりが多かった。

　これは中央の前ぜん艦かん、武蔵むさし野のも、後こう艦かんの奥おく多た摩まも同どう様ようだ。

　学生長なが屋やが多く、役所関係も並ぶ両艦は、夜の暗さを邪じや魔ましない程てい度どで明かりが並ぶ。それは家や通りだけではなく、奥多摩後こう尾びにある教きよう導どう院いんでも同じだった。

　武蔵むさしアリアダスト教導院。

　前後二に棟とう建ての校こう舎しやは、廊下や教室にちらほらと明かりがつき、夜よる尚なお内部で人が動いていた。

　内部の改かい装そうを行っているのだ。
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「おーい、クロスユナイト、天てん井じようの配はい管かん用フックだ。投げていいんだな？　──Ｊｕｄ．。で、ナルゼ、ナイトもウルキアガも、……まだこっち向けの荷物は来るのか？」

　前側校舎三階中央。生徒会室は夜通しの作業中だった。

　内部、間ま取どり図の表示枠サインフレームと一いつ緒しよに上と下を見ながら行ったり来たりしているのは、

「正まさ純ずみ、少し落ち着きなさいよ。出しゆつ撃げき前まえに、自分達でここの整せい備びは担当しておこう、とか言ってたのにうろうろと。ジャージの尻しりくらい汚よごすつもりで座ってなさいって」

　そう言うのは窓から紙かみ包づつみを置いて行くジャージ姿の白魔女ヴアイスヘクセンだ。そして彼女は、中の皆に、

「大物は直なお政まさが下のリフトまで届けてるわ。アデーレ、あと、誰だれか、ちょっと取ってきて」

「──Ｊｕｄ．！　里さと見み生徒会長はどうします？」

「Ｊｕｄ．、ここで紐ひもを切って荷物結むすんでいてもしょうがない。行ってくる」

　待った、と声を掛けたのは新しい本ほん棚だなの梱こん包ぽうを解いていたノリキだ。

「里見生徒会長。紐の切り方と荷物のまとめ方が上う手まいのでそのままでいてくれ」

「……私にも秘めた才能があったと言う事か」

「言わなくても解わかっているからそれでいい。ああ、その瓦かわら版ばんをまとめてくれ」

　と、そんな動きの中で、アデーレが首を傾かしげた。

「で、ええと、じゃあ自分、誰だれと一いつ緒しよに行きますかねー」

「二ふた代よは上で立たち花ばな夫妻と訓くん練れんだし、……葵あおいの馬ば鹿かはいないのか？」

「フフ、朝方に番ばん屋やの釈しやく放ほう手続きしてくれた礼に、浅あさ間まパパに挨あい拶さつしに行ったわよ？」

　と言ったのは、喜き美みだ。ヘルメットを被かぶったホライゾンと一いつ緒しよに、机の引き出しを廊下から運んでた彼女は、ふとアデーレに視線を向けた。

「鈴すずは湯ゆ屋やの仕事よね。……じゃあ、アデーレ、私と一緒に行く？」

「ではホライゾンも一緒に。重じゆう力りよく制せい御ぎよが使えますので、何かの不備に対たい処しよ出来るかと」

　頼む、と正まさ純ずみが三人に言うと、喜美がアデーレの手を引いて窓から出て行った。

　すぐに、中庭と窓の間辺りの高度から、

「え!?　あ！　喜美さん！　ほあああああああ!!」

　その声を見送った形になったホライゾンが、会え釈しやく一つで窓から出て行く。すると今度は、下の方から、

「え!?　あ！　ホライゾン副ふく王おう!?　おああああああああ!!」

「ナイス！　直ちよく立りつ落おちとはナイス着ちやく地ちよホライゾン！　今度はドリル回転がいいわね！」

「初しよ速そくが大事そうですね。努力いたします」

　などと聞こえてきて、いつの間にかドアのところに立っていた大おお久く保ぼが呆ぼう然ぜんとしている。それに気付いた正純が、

「お？　どうかしたか、大久保」

「あ、いえ、今、人が……。ホライゾン副王も、ええと……」

「気にしたら負けだ。これは勝負なんだ、最さい近きん解ってきた。──あ、機き関かん部ぶからの資料か。ツキノワにスキャンさせるから、そこ、隅すみに座って待っててくれ」

　と、正純が指し示じした時だ。表示枠サインフレームが彼女の顔の横に展開した。
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　何事だ？　と正純は表示枠を見る。すると、

・金マル：『あ、セージュン、浅間神じん社じやから配管に貼はる御お札ふだ。重要だから取りに来てって』

・あさま：『戦せん闘とう時の防ぼう風ふう用です。無む理りでしたらこちらから持っていきましょうか？』

　そうだなあ、と逡しゆん巡じゆんするより先に、

「いいわ」

　と言ったのは、窓の向こうで飛び立とうとしていたナルゼだ。

　彼女は窓まど縁わくに羽はね箒ぼうきを横付けして、

「乗るのは初めてじゃないでしょ？　浅あさ間ま神じん社じやまで連れて行ってあげる」

「帰りの足はどうするんだ？」

「ちょっと待ってればウルキアガが来るわ」

・金マル：『あ、そうだね』

　どういう事だ？　と正まさ純ずみが呟つぶやくと、床下のスペースを計っていたハイディが顔を上げる。彼女は頰ほおに手を当て、

「成なる実みさんが、今日きようから巫み女こ見習いのバイトに入ってるからでしょ」

「らしくないというべきか、らしいというべきか……」

　と、正純は窓まど枠わくに足を掛け、身を外に出す。

　背後から大おお久く保ぼの、

「あの、副ふく会長？」

「ああ、ちょっと浅間神社に行ってくる。書類は置いて──、ああ、いや、持っていく。帰りの待ち時間があるだろうから。……何だその顔」

「いや、……行ってらっしゃい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は言って、ナルゼの箒ほうきのシート、その後ろ側に座った。

　外の風は有あり明あけの風だ。油と鉄の匂においがしている。

　眼がん下か。中庭ではネシンバラが垂れ幕まくを書いていた。この時期に行事を集中しているため、イベントなども重ねて行われているのだろう。

〝独どく身しん健けん全ぜん同どう好こう会かい〟とは、何の略なのかと思っていると、ナルゼが箒を傾けた。

「じゃ、行くわよ」

　言い終わるより先に、身体からだが跳ねた。

　一気に奥おく多た摩まの空に飛んだのだ。
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　魔女テクノヘクセンの飛ひ翔しようは速度でなされる。

　初しよ速そく高く、正純を乗せて尚なお、一いつ瞬しゆんで有明の天てん井じよう近くにまで至ったナルゼは、眼下に武蔵むさしの夜景を見下ろしながら、しかし、放ほう物ぶつ線せんの上に至るように、ゆっくりと箒の速度を落とした。

　風が、頰を撫なでる程てい度どの速さにしてから、

　……こんなものかしらね。

　一般人と、空と速度に慣れている者とでは、感覚が大きく違う。このくらいだったら喋しやべれる、と考えていると、大体はアウトなのだ。だからナルゼは、囁ささやき声でも通ると思えるくらいに箒の出力を弱め、

「さて、正純、とりあえず浅間神社に行くけど、その前に何か言う事ある？」

　ちょっとした気き遣づかいだ。

「アンタ、これから安土あづちと北ほう条じよう、いろいろ突っかけてくつもりでしょうけど、他にも気がかりになってる事がある。──だから私の箒ほうきに乗って来たんでしょう？　違うかしら？」

「まあ、確かに」

　と、こちらの後ろ、羽箒側に倒れ込んで半なかば埋まっていた正まさ純ずみが身体からだを起こす。

「……アンタ、そっちはスラスターだから埋まってると危ないわよ？」

「摑つかまれる場所があればいいんだがなあ」

　ともあれ、と正純がジャージの襟えりを正し、吐と息いきしながら言う。

「──気分転てん換かんがしたい、というのはあったな。そのために会議、ってのは、ありだろう」

・貧従士：『気分転換に戦争の算さん段だんって訳わけですね！　流石さすがは副ふく会長！』

・不退転：『噂うわさ通どおりなのね……』

・ウキー：『どうだ成なる実み、慣れねば危険だぞ』

・十ＺＯ：『ウッキー殿どの、正純殿も好んでそういう人間に育った訳では御ご座ざるまい……』

・〇べ屋：『でも、人生って、人間の結果だよね!!』

「誰だれか否定しろよ」

「無む理りだわきっと。──それよりアンタ、ろくに御ご飯はんも食べてないでしょ？　浅あさ間まが総そう長ちように頼んでアップルパイ届けさせたって言ってたし、ここで通信会議やってウサ晴らさないなら、すぐに向こうに行く？」

　あ、いや、と正純が表示枠サインフレームを開いた。

「やはり、今のバタバタした中では話しづらい事もある。──真さな田だのような間かん者じやは、もう入って来てないと思うが、気分的にな」

「私達の間だと安心出来るって事？」

　小さく漏もれる笑えみは苦く笑しようか自じ嘲ちようか、自分でも解わからない。が、ナルゼは、正純の、

「──でもお前ら、極きよく東とう有ゆう数すうの戦力になってきてると思うぞ。少なくとも政治上では、な」

「マルゴットと一いつ緒しよの時に言って。……大体、ノヴゴロドでは、P.A.Oda側にいる見下し魔山エーデルブロツケンのテスターに喧けん嘩か売られたのよ。ランクなんてすぐ変動するものだから、気が抜けないわ」

　あ、とナルゼは言葉を付け加える。

「アンタの言葉で不ふ機き嫌げんになった訳じゃ無いわよ」

　言うと、正純が、初めはこちらを何気なく見て、ややあってから微笑する。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　言うんじゃなかった、とナルゼは心しん底そこ後こう悔かいした。

「何その、解ってるさ、って顔」

「じゃあどうすりゃいいんだよ」

　言いつつ、しかし嫌いやみの無い笑えみの正純が、箒に座り直して息を吸う。そして、

「なあ、三年梅うめ組ぐみ、総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会役やく職しよく者しや。いいか？　朝の続きだが、ちょっと先を見み据すえた部分で、〝武蔵むさしとしての今後の方針〟を話し合いたい。

　今日きよう、これから発生するであろう、安土あづちや北ほう条じようとの戦せん闘とうとは別の事。今後の武蔵が抱えるちょっとした問題の確かく認にんだ」

　それは、

「学校行事が消しよう化か出来てないって事だ」
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「校こう則そく法ほうでは、政治や戦せん事じ行為より学業優ゆう先せんだからな。聖せい連れんから何か言われて政治的問題に発展するより先に、これをどうかしたい」

　告げる正純は、箒ほうきから下ろす足の下に、何も無い虚こ空くうを感じる。

　……随ずい分ぶんと、こういう生活に慣れたなあ。

　そんな事を思いながら、彼女は言った。

「──じゃあ、まずは現状だ」

　表示枠サインフレームに出すのは、スケジュール表だ。現在は七月の後半に入る時期だが、

・副会長：『本来なら期末テストの返へん却きやく時期だが、実のところ、うちはまだ中間テストを帰き投とう最さい中ちゆうに強ごう引いんに終えたばかりだ』

・煙草女：『ありゃ酷ひどい目に遭あったさね』

・副会長：『仕方ない。聖連側から〝教きよう導どう院いんとして動かず、戦せん争そう行為に従じゆう事じするならば罰ばつ則そくを与える〟とか、そんな校則法に睨にらまれかねない状態だったからな』

・未熟者：『それもあって、今、一学期の行事を消化しているんだよね？』

　そうだ、と正まさ純ずみは応じた。

・副会長：『春期学園祭は英国イギリスと共に行ったからいいが、安あ芸きで行う筈はずだった雅が楽がく祭さいはしていない。とりあえず今週は、校こう舎しやが使えるようになるから、三み河かわ争そう乱らんでうやむやになってた身しん体たい測定などを進めて、聖連から〝行事制せい止し〟が行われないようにする』

・ベ　ル：『ぎょーじ、せい、し？』

・賢姉様：『ぎょーじせーしー!!　フフ、ぎょうじのせーしよ！　四し股こ踏ぶみ!!　つまり教導院のぎょーじをやり切っていないなら、学生にあらず。ゆえに、ぎょーじの寸すん止どめ状況を理由に、政治、戦事、その他の国としての活動をぎょうじのせーしでストップさせるのよ！』

・約全員：『合ってるのか合ってないのか解わかりにくいな!!』

・あさま：『いえ、合ってますよ？』

・●　画：『……合ってないのって、何？』

・あさま：『──え？　い、いやあ、解りませんよーう？　本当ですよーう？』

・未熟者：『話戻もどすけど、行事制止は小しよう国こくにとって有効な防ぼう御ぎよ手段ともなる方法だね。攻こう撃げきされている間、行事を進行させないようにして、いざとなったら〝行事があるので〟と休戦する。……まあ、そんな風ふうにしてると、逆に聖せい連れんから教きよう導どう院いんとしての権けん限げんを剝はく奪だつされるんだけど』

・金マル：『大体、そうやって行事を盾たてにすると、行ぎよう事じ終了後ごに聖連が介かい入にゆうして教導院指し導どう層そうが解体されたりするよね』

・ベ　ル：『うちも、そう、なる、の？』

・副会長：『ならないように行事を消化してる』

　校こう則そく法ほうならではだな、と正まさ純ずみは思う。暫ざん定てい支配によって生まれた法律だが、学生でなければ人間にあらず、という一方で、学生は学生であらねばいけないのだ。

　大たい国こくはスケジュール管理を行って、歴史再さい現げんを着々と進めつつ、行事類るいは消化している。

　欧おう州しゆうのTsirhcツアーク系けい旧派カトリツクや関かん東とうの国家は、各期の祭りや祝いが充実しているため、管理が大変な一方で定期的な消化チェックが行える事になる。逆に改派プロテスタントは祝い事が少なく、

　……うっかり行事類を忘れたり、後回しにして大おお騒さわぎ、というのがあるらしいが……。

　適度な習しゆう慣かん性せいは必要、という事だろうか。ただ、

・副会長：『修しゆう学がく旅行が問題だ。本来のスケジュールなら、マクデブルク直後に行っておきたかったが、機会を逃のがしている。準備共とも々ども厄やつ介かいな行事だな』

・義　　：『それは流石さすがに私もどうとも出来んなあ……、三年生』

・あさま：『あ、ヨッシーちゃん知らないと思いますけど、武蔵むさしの修学旅行は武蔵で現場近ちかくまで行きますから、ヨッシーちゃんも巻き込まれますよ？』

・義　　：『何だその不安になる言い方!!』

・副会長：『まあ、ノヴゴロド戦と今夜を経たら、武蔵の再さい調ちよう整せいが必要だろう。それらを行いながらテスト航こう行こうで修学旅行、というのが得とく策さくだな』

・銀　狼：『──あ、下から物ぶつ資し運んで戻って参まいりましたわ？　会議中ですの？　智とも、出来れば記録ログを回して欲しいんですけど』

　浅あさ間ま神じん社じやにて、浅間が対応するのを表示枠サインフレームから見ながら、正純は一ひと息いきを入れる。

　行事関係はどの国もクリアや利用しつつやってきているのだ。この辺りをしっかり回していくのも政治のつとめだ。

　……国の行事、ってやつだよなー。

　金の無む駄だ遣づかいとか、空気読よめ、とかいろいろ言われたりもしているのだろうが、国が行う行事とは、国の個性であり、他国と肩を並べるためにも必要なものだ。

　他国がやっている行事を、自国がやる事は、同じ価か値ち観かんを共有しているという事。

　同どう盟めい国こくや友ゆう好こう国ならば、理解出来る風ふう習しゆうはとりいれ、消化していくのもありだ。

　……クリスマスやバレンタインなど、そういうものだよなあ。

　国際的、という言葉をふと思い、正純は言う。

・副会長：『だが、いろいろな行事の後に、最大の行事が来る』

　それは、

・副会長：『夏休みだ』
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・十ＺＯ：『厄やつ介かいで御ご座ざるな』

　点てん蔵ぞうは、生徒会室の天てん井じよう裏うらで、配はい管かんを行いながらそう言った。

・傷有り：『夏休みに、何か、難しい事が？』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、夏休み中は、教きよう導どう院いんの機き能のうがほぼ休きゆう止し状態になるで御座る。つまり、国を運営する最さい小しよう限げん単位での活動しか不可能になる訳わけで御座るな』

・●　画：『Ｊｕｄ．、だから、各かく教導院、この期間中に国内の歴史再さい現げんを進めるわけ。

　特に文化、文ぶん明めい部門での実戦や研究は、長期安あん定ていした時間が必要だから、夏休みや冬休みはそういった部分の増ぞう強きように繫つながるのね。

　──私達のイベントが夏に多いのも、単に祭り好きって訳じゃないのよ？』

・〇べ屋：『商業の方では、逆に国内需じゆ要ようが高まるから、この時期が稼かせぎどき。学生が家に戻ってくるからね』

・煙草女：『うちら機き関かん部ぶも、町に人がいる時間が多くなるし、祭が多た発はつするから、えらく忙しい時期さね。アサマチも、だろ？』

・あさま：『え？　うちはまあ、いつもの事ですから』

・約全員：『余よ裕ゆうだ……！』

・俺　　：『いや、浅あさ間まんとこ忙しいだろ。巫み女こバイトに行くと解わかるけどよ。この時期、御み輿こしの洗せん浄じようだ祭の場の整せい調ちようだとかで管理すげえし。おかげで女じよ装そうがバレなくてつまんねえの』

・ホラ子：『女装分ぶんは後で殴なぐりますので皆様御ご安あん心しん下さい。

　──しかし、確かに。先年は町の中でいろいろ見ていましたが、この時期には巫女の方々が町の各所で行ったり来たりしていた記き憶おくがあります。

　結論から言うと、浅間様の、建たて前まえと本ほん音ねの使い分けといったところでしょうか』
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　流石さすがですわねえ……、と、有あり明あけ外がい交こう港みなとの一つから奥おく多た摩まに向かう定期輸ゆ送そう艦かんの上で、ミトツダイラはしみじみ思った。

・あさま：『いや、それは、えーと……』

　多た忙ぼうに慣れて当然としている浅間としては、余裕でも正解。

　その一方で、多忙である事も確かなのだから、我が王とホライゾンも正解。

　あたふたしてる浅間を文字で追うのも微ほほ笑えましいが、今は気になる話を進めるべきだ。

　外で見てきた光景。それは、

・銀　狼：『夏を前にしているせいか、有明に伊だ達てと最上もがみの商しよう船せんが多く来てますわね』

　武蔵むさしが帰き港こうしてから、即そく座ざにやってきたのは最上もがみの船だった。すぐに伊だ達ても、最上仲ちゆう介かいによる上越露西亜スヴイエート・ルーシも来て、他、諸しよ国こくも続く形となっていた。

　今日きようは下の領りよう地ちに挨あい拶さつ回りと諸しよ処しよの伝達に向かったのだが、他国の来る水み戸との空は賑にぎやかかと思えば、有あり明あけが巨大なステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを張っているため、存ぞん外がいに綺き麗れいな晴れ間が広がっていた。

・銀　狼：『寄き港こうが多くなるために有明が動けず、降こう雨うをどうするかが問題になりつつありますわ』

・副会長：『今、欧おう州しゆう各国と設けている個別の商業会議が一いち段だん落らくついたら、ハブ港として武蔵むさしを出し、有明をフリーにしてから海側にずらすしかないな』

　乗っている輸ゆ送そう艦かんの上昇が終わった。水平に、品しな川がわ右う舷げん艦かん首しゆ側から、奥おく多た摩まの艦首甲かん板ぱんへと向かう動きだ。

　遠くの宙に正まさ純ずみがいる筈はずだが、流石さすがに視し認にんは出来ない。匂においも、油や鉄の焼けたものの方が強く、見つからない。

　……真さな田だが入って来たのに気付かなかったのは、この状況もありますわね。

　警けい戒かいを思い、ミトツダイラは、ふと、見えぬ南の方に視線を向けた。

　そちらには江え戸どがある。

　いずれ奪だつ還かんせねば、と思うミトツダイラの顔かお横おこ。正純の言葉が流れていく。

・副会長：『そろそろ夏休みも近い状況だからな。伊達も最上も、それまでに通つう商しよう航こう路ろくらいは明確にしておきたいそうだ。これが後の地上側の通商路ろの叩たたき台にもなる訳わけだから』

　彼女が言っている間に、天てん井じよう側、有明の天てん板ばんの右舷側から、重い音が響ひびいてきた。

　この音は、

・ベ　ル：『南なん部ぶ家のお船、出る、ね……』

・〇べ屋：『シロ君が相手してた奥おう州しゆう諸しよ家か連れん合ごうの船ね。とりあえずお土産みやげ提さげて、江え戸どにいる羽は柴しば側とどっちを天てん秤びんに掛けようか、ってとこだったと思うけど』

・ホラ子：『首しゆ尾びはどうだったのですか？　ハイディ様』

・〇べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、食料や鉱こう石せき類は上の人達が持っていっちゃうから、こっちは武蔵IZUMOのツテで、関東IZUMOが持ってる駆く動どう器き関係を売りに出したのね。やっぱり、奥州は住居や要よう塞さいの建けん造ぞう技術は高くても、航こう空くう艦かんなんかの技術がちょっと弱いところがあるから』

　成なる程ほど、と頷うなずいていると、奥多摩が見えてきた。明かりが多く灯ともっているのは、やはり燃料や各かく艦かんの出力関係を処しよ理り代行する中ちゆう枢すう艦かんだからだ。直なお政まさが言うには、ノヴゴロド戦で見つかった不ふ備びを幾いくら修正しても、他艦からの余よ波はが来て再さい修正を迫られ、面めん倒どうらしい。

　……修しゆう学がく旅行に行く前に、まず奥多摩の整せい備びですわね。

　と、そんな事を思っていると、ふと、嗅かぎ憶おぼえた匂いが来た。

　林檎りんごだ。

　焼いたもの。煙えん突とつを通して昇っていた匂においが、こちらに届いてくる。

　林檎りんごのパイ。これを作る事が出来るのは青雷亭ブルーサンダーの店てん主しゆか、

　……我が王。

　だけど、王の作るものはレモンの匂いが薄い。ひょっとして自分への気き遣づかいなのだろうかと、自惚うぬぼれる程ほどには信頼があるが、今嗅かげる匂いはまさしくそれだ。

・銀　狼：『我が王、御お料理してますの？』

・ホラ子：『さっき、浅あさ間ま様が頼まれたのを持っていったかと思いますが』

・あさま：『あ、はい。こっち来てました。朝の番ばん屋や対応の礼と、うちの父とうさんが、武蔵むさしの防ぼう護ご加か護ごの研究してるので、お茶用に、というのと、うち来た皆みな用ようという感じで。

　ひょっとして父さん相手にゲームしてるかもしれません。ちょっと見て来ますね？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく間に、浅間神じん社じやが見えてきた。その向こうには教きよう導どう院いんも見えている。暗い中だが、校庭や周囲の並なみ木き道みちには明かりがある。

　そして、校庭を左さ舷げん側へと斜めに横切って行く影が幾いくつか見えた。あれは、

　……あら、喜き美みにアデーレに、ホライゾン？
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　教導院の校庭。そこと外を区切る胸むね高だかの柵さくを、喜美は軽く飛び越えた。

「あ、それ、と」

　行き先は、教導院のある高台の左舷側。そこに表おもて側からの搬はん出しゆつ入にゆうエレベーターがあるのだ。横よこ町ちようブロックですら三さん分ぶん割かつすれば乗せられる程度の大型リフトは、まだここからは見えない。だが、下では直なお政まさが港から持ってきた本ほん棚だなや机が部ぶ品ひん状態で載っているのだろう。

　そこへ行くショートカットとして、喜美は校庭を囲む柵を飛び越えた。

　軽く跳ちよう躍やく。柵上を軽く爪つま先さき蹴けって身を回し、空中で後ろに振り向きを掛ける。

「ほら二人とも早くなさいな」

　まず、走ってきたアデーレが、柵を踏み台に跳ぼうとしていた。常時加か護ごとして、加か速そく術じゆつではなく、身しん体たい強化の術じゆつ式しき陣じんが首の後ろに出ている。

　越えてくるかしら、と喜美が思った時だ。

「あ、と、あれ!?」

　踏切りの足を迷ったらしい。結果として、慌あわてて踏んだ跳ちよう躍やくは強過ぎて、柵を越えるどころか、こちらを即そく座ざに抜き去る軌き道どうとなり、

「あ、そっち、高台の崖がけよ？」

「あわあとっととと!!」

　崖上うえの細い広場。そこにある桜さくら並なみ木きの太ふと枝えだを、アデーレは伸ばしたジャージの袖そでで摑つかんでグリップ。木がしなるが、折れはしない。

　アデーレが、ひあー、と息をついて揺れている間に、

「ホライゾン」

　ホライゾンが大跳ちよう躍やくをしていた。

　こちらの頭上を越えるが、飛ひ距きよ離り自体は無い、高いジャンプだ。

　彼女は空中で両腕を広げ、膝ひざを縮めた大ジャンプから、

「……！」

　砂利じやり音おとを立て、重じゆう量りよう感かんある片かた膝ひざと片手つきの着ちやく地ちを決める。

　その横にこちらも爪つま先さきから降りると、上空を荷物を担かついだウルキアガが飛んでいく。

・ウキー：『何な故ぜ、ホライゾンはいつもそう〝ズアッ〟という動きなのだ』

・ホラ子：『格好かつこいいからに決まっているではありませんか』

　ゆっくりと立ち上がり、ホライゾンが歩き出す。

　その横に並んで、喜き美みはふと思う。

　……戦せん争そう状況が発生するかもしれないってのに、いい空気ね。
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「フフ」

　……こんな時に、何を浸ひたってるのかしら。

　戦せん勝しようの気分をまだ引きずっているのかもしれない。

　横のアデーレも、水の入った給きゆう水すい竹ボトルを口に傾けながら、何事だろうという顔で、こちらを見ている。

　ただ、と喜美は心に要かなめの言葉を置いた。そして、

　……いいじゃない。

　己おのれの自由を心に与え、喜美は言う。横を歩いている姫ひめに対して、

「ホライゾン」

「何でしょう、喜美様」

　ええ、と、喜美は、今いま思いついた言葉を、口にした。

「──愚ぐ弟ていがアンタに夢みさせてやる、って言ったけど、私達も、それ、同じだと思うわ」

　いきなりだろう、と自分でも思う。

　だが、これは、歌か詞しを思いつく時のようなものだ。自分の中に満ちた時、不ふ意いに出てくるタイプの言葉。それが、

「何となく、そう思ったの」

「……ホライゾンと、共にありたいと、そう思って下さるのですか」

「どう言ったらいいか、解わからないけどね」

　だけど、喜美は言った。

「アンタと愚ぐ弟ていの夢を皆で共有出来れば、と、そんな風ふうには思うわ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「ホライゾンとトーリ様を皆でシェアリングするのですね。女も男もワッショイですな」

　アデーレが水を吹いた。

「大だい丈じよう夫ぶですかアデーレ様。貯ちよ水すいタンクが小さいんだから無む理りをしてはいけませんな」

「な、何なに言ってるんですか！　水は胸じゃなくて膀ぼう……、おっと浅あさ間まさんのようになるところでした危ない！　危なかったですアデーレ選手！」

　まあまあ、と喜き美みは止める。ホライゾンの肩に手を置き、

「えーと、流石さすがの私も、そっちの話のつもりじゃなかったというか、男はちょっとナルゼの妄もう想そうに任すというか、もうちょい穏おん便びんな方でお願いね？　いい？」

「Ｊｕｄ．、ホライゾンもその方が有り難がたいところです」

　喜美は頷き、Ｊｕｄ．、とホライゾンの肩を叩たたく。

「忘れちゃ駄だ目めよ」

　夜の照明を浴びる学校前の桜さくら並なみ木き。葉は緑色で、夏の空気に少し色いろ褪あせている。それを横に見ながら、喜美はこう言った。

「今、私達は、ケッコー幸福な空気を吸ってるの」

　と、ホライゾンが鼻を上に向けて、

「くんくんくん！　……これですか？　これですね喜美様！」

「くんくんくん！　……これなのよ？　そうよホライゾン！」

　横でアデーレが口を横に開いているが気にしない。二人の背を軽く押して、喜美はまた自分が先せん頭とうに歩き出す。

　と、空の方、上から、鈍い響ひびきが聞こえてきた。有明外がいの港から、伊だ達てや最上もがみの商しよう船せんが出しゆつ港こうする音だ。

・賢姉様：『荒っぽい話があるせいか、今日きようはまた、出港組の船が多いわね』
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　点てん蔵ぞうは、整備を終えた天てん井じようから降りつつ、喜美の言葉を見た。

　……確かに、北ほう条じようとの一件は、荒っぽい話になる可能性が高いで御ご座ざるな。

　さて、と思し案あんを走らせながら、ドアが開けっ放しとなっている生徒会室に降りる。すると、入口横よこで本ほん棚だなを組み立てているノリキがいた。

　彼は、元々が北条の重じゆう鎮ちんの家か系けいだ。主しゆ家かの跡あと取とり騒そう動どうのようなものに巻き込まれるのを避け、幼少の時に親が武蔵むさしに移住したと聞く。

　そして、後に彼の父親は、自じ害がいをしている。

　何な故ぜそんな事を、とか、迷めい惑わくではないか、とも思うが、今の時代だ。自分の父も相当に迷惑で御ご座ざるしな。ただ、ノリキの父の場合、主しゆ家かとの関係や、他の係けい累るいなどに、自分の処しよ断だんを見せる事で、何かを示す事も、守る事も出来たのかもしれない。

　それについて、何となく点てん蔵ぞうが思うのは、

　……繫つながりのある親が自じ害がいした事で、北ほう条じようと縁えんを切った、という事で御座ろうな。

　ノリキ自身も、北条・氏うじ直なおと再会した時、自分の帰き参さんを否定しているし、以後も以前も、それを起き点てんとした話をした事がない。

　こちらの人間だ。

　ならばそれをこちらが疑問に思う事も、北条方かたの話を振る事も、同等に意味が無い。

　うむ、と点蔵が、自分にだけ解わかる納なつ得とくの会え釈しやくをした時だ。

・●　画：『浅あさ間ま、そろそろそっちの神じん社じやに降りていくけど、境けい内だい空あいてる？』

・あさま：『え!?　ちょ、ちょっと正まさ純ずみ達、今、こっち来るんですか!?』

・副会長：『ん？　上から見えてるぞ。今、ナルゼが上空の防ぼう護ご結けつ界かいの入場処しよ理りを済ませたところだ』

　何事に御座る？　と点蔵が思った時。浅間の言葉が走った。

・あさま：『す、すみません！　ちょっと、皆さん気を付けて下さい！　トーリ君がいつの間にか、うちの父とうさんと遊んで、防ぼう護ご系けいの術じゆつ式しき勝かつ手てに弄いじってまして！』
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　点蔵は顔の横にいきなり浮いた文字の列に、首を傾かしげた。周囲の皆も同どう様ようにしていて、だから点蔵は皆を代表して、

・十ＺＯ：『防護術って、何で御座るか？』

・あさま：『あ、ええと、条件式しきの行為制せい限げん術じゆつです。今、武蔵むさし内部に賊ぞくが侵しん入にゆうしてもいいように、諜ちよう報ほう活動などは行為自体が行えないような制限術掛かけてるじゃないですか。

　あまりキツくすると通つう常じよう行為も制限掛かるからかなり限定したり、弱めにしてる訳わけですけど……。その辺り、武蔵の全ぜん域いき神社であるうちの管かん轄かつな訳ですね』

・金マル：『で、それが何？　ソーチョーが何かしたの？』

・あさま：『いや、その更こう新しん作業やってた父さんと意い気き投とう合ごうしちゃって、父さんも「たまには変わったコトしてみるのも訓くん練れんになるか」とか神しん道とうアバウトだから、あの、ええと』

・俺　　：『よーし、じゃあちょっと、制限術式行動下かの訓練と言う事で、一つやってみっか。皆、どいつもこいつも覚かく悟ごしておけよ!?』

「は？　あの、トーリ殿どの？」

　発はつ動どうされた。
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・制せい限げん防ぼう護ご術じゆつ式しき更こう新しん《条件変へん更こう：受じゆ理り：変更内容：ウズメ系けい〟五分間》

・制限防護術式内容《〝エロく聞こえる語を言わないと発はつ言げん出来ません〟》

・ハナミ：『五分間　無む理りに喋しやべろうとすると、エロワードが暴ぼう発はつするよ？　拍はく手しゆ──？』
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　そして武蔵むさし全域が沈ちん黙もくした。

　あらゆるところで、全ての箇か所しよで、商しよう談だんも雑ざつ談だんも説せつ教きようも何も止まり、

「……!?」

　皆、顔の横に現れた表示枠サインフレームと、そこに書かれた術じゆつ式しきの内容を見て、こう思った。

　……あの野や郎ろう……!!
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「──!!」

　浅あさ間まは本ほん殿でんの後ろから軽いステップでやってきたトーリを見つけて声をあげた。だが、

「……!!」

　制限されているので声が出ない。一方のトーリは巫み女こ服ふく女じよ装そうで首を傾かしげてこちらを見て、更さらに身体からだまで[image: ]よじった上で、下から煽あおって、

「秩ちち父ぶ山さん、──って、あれ？　浅間どうしたの？　俺おれの事怒るんじゃないの？　あれあれ？　何だかいつもの〝会いました〟も言えない状態ですかよ？」

　この、と思って、つい口を開いた瞬しゆん間かん。唇くちびるの間から、

「秘ひ書しよ──」

　変な単たん語ごが出そうになって、慌あわてて浅間は口を噤つぐんだ。

　……うわ！

　自分は神しん職しよくだ。常つね日ひ頃ごろの常じよう時じ代だい演えんには〝ヨゴレ系の言語を容易たやすく言わない〟というのも入れている。これは本来なら自覚で守れるような代演だが、

「ミルクレープ。あ、一応、〝何も考えずに喋しやべろうとするとそういう言葉が暴ぼう発はつ〟するようになってるから気を付けろよ？　コレ、姉ねえちゃんと昨夜冗じよう談だんで基き礎そ部ぶ作ったネタなんだけど、お前の父とうちゃんノリがいいよなあ。『若い子が神しん道とうに興きよう味みを持ってくれるのはいい事だよ、うん』とか言って」

　いろいろな理由で血圧が上がった事は理解した。父に対しては後で[image: ]しかる。超ちよう[image: ]る。

　だが、

・銀　狼：『……！』

・●　画：『イリとヌキ。──ああ、こういうのでいいのね？　結けつ構こう面めん倒どうねコレ』

　順じゆん応のうの遅いのと早いのがハッキリ分かれるのがうちのクラスの特とく徴ちようだろうか。

・銀　狼：『ハマチ──』


《その程度では如何いかんともしがたいです：by神》



　……神しん道とう厳きびしい……！

　改めて思うが、神道って、近きん親しんネタとか、すれ違っただけで子供産ませるような神様ばっかなんですよねー、と浅あさ間まは納なつ得とくする。

　ともあれ、と浅間は深く息を吸い、身の温度を下げてから、両の頰ほおを軽く叩たたいた。そして心を冷やし、

「────」

　浅間は、眼がん前ぜんの馬ば鹿かを、無む表情な半はん目めの見下ろしで見み据すえた。

　だが、視線の強さに馬鹿は一いつ瞬しゆん狼狽うろたえたものの、

「はちみつジュレ。──お？　お？　やんのか？　やんのか？　お、俺おれ、これでも、立ち技やってんだぞ？」

　と、視線を逸そらして虚こ空くう相手にシャドーツッパリを始めた。

　そんな馬鹿の手前、浅間は表示枠サインフレームを開いて、神道の歴史による術じゆつ式しき対たい処しよ策さくを全ぜん神じん社じや共通の情報領域データバンクから呼び出す。


『ヨゴレ辞じ書しよ呼び出し：受じゆ理り：発言内容を辞書からの引いん用ようと連れん動どう：受理』



　頭上でハナミが心配そうにうろうろしているが、気にしない。今は粛しゆく清せいの準備時間だ。

　さて、と心の中で浅間は唱となえて、

「山開き。──で、どうして欲しいんですか？　トーリ君」

「生理食しよく塩えん水すい。あれあれ？　何だかオマエ、冷静に対たい処しよしてね？　卑ひ怯きようじゃね？」

「御ご開かい帳ちよう。──神道の歴史からしてみれば、この程度の制せい限げん術式、ええ、今まで幾いく度どもあったので対処言語のリストくらい出来てるという事です。あ、ちなみに、今いま私が言ってるのは正式にIZUMO側で認可されてる対処言語なので、ここではヨゴレになりませんので」

「回転駆動器ロータリーエンジン。──え？　それちょっと面白くなくなくなくね？」

「注連しめ縄なわ。──ここで清きよ正まさショーが始まった方がいいと思う方はハイ、ボタン」


《集計：賛成98006　反対1》



「注連しめ飾かざり。──あれあれ？　私の目の前にいる人だけが反対みたいですね？」

・銀　狼：『ムニエル。──あ、あの、智とも？　さっきからもの凄すごくおっかないような……』

・副会長：『政策秘ひ書しよ。──さっきから殺さつ気き、ってやつか』

・約全員：『ええっ……』

・副会長：『公こう職しよく選せん挙きよ法ほう、──ま、待て、何で今のだけ制限無なしなんだよ!?』

・●　画：『スミ入れ。──神様も言わざるを得なかったんじゃないの？』

・銀　狼：『ノルマンディー。──可哀かわい想そうに……』
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　ふうん、と浅あさ間まは頷うなずいた。

　……一応、神様も手て加か減げんはあるんですね。

　いろいろ見直そう、と思いつつ、浅間は静かにゆっくり逃げ出そうとしている馬ば鹿かを見る。

「新にい嘗なめ祭さい。──こら、逃げないで下さい。神しん道とう代表として張り倒しますので」

「アナーニ事件。──おいおい、神道がそれでいいと思ってんのか？　って、あれ？」

「神かん嘗なめ奉ほう祝しゆく祭さい。──あ、こら、また誤ご魔ま化かそうと──」

　と、トーリの視線を万まんが一いちのためにも追った浅間は、ある光景を見た。

　社やしろの控えの方から、盆ぼんに菓か子しを載のせたメアリが笑えみでやってくるのだ。

　……しまったあ──!!

　メアリは元々旧派カトリツクだが、今は点てん蔵ぞうとの生活から、神道の方を主体に神しん奏そう中ちゆうだ。現在の彼女は神道系けいの術じゆつ式しきを拒きよ否ひ出来ない。そしてこの術式は、

　……迂う闊かつに口を開くとエロ言語が！

　喜き美みも[image: ]しかろう、と確かに思った浅間は、この後の展開を一いつ瞬しゆんで予測する。そして結果として思ったのは、

　……ここでメアリさんに変な事言わせたら、国際問題ですよねきっと！

　メアリの御家庭は妹さんがちょっと強きよう権けんなので本気でそれがあり得るし、ここで外国の王おう族ぞくに恥はじをかかせたとなると、浅間神じん社じやはもとより武蔵むさしや極きよく東とうの恥はじだ。

　だから、忠ちゆう告こくしようとして、浅間はメアリに口を開き、

「メコン川デルタ地帯──！」


《浅間神社より　契けい約やく者　浅間・智とも様：通つう告こく：今のはちょっと美お味いしいですけど無む理りがあります。代だい償しようとして、代だい演えん失しつ効こうにより、一いち拝はい気き消失しました》



　……ぬああ神道ガッデム！

　だが、こちらが制せい限げん下かの言葉を放つより先に、メアリが口を開いた。

　終わった、と浅間が思った瞬しゆん間かん。メアリが笑みで盆を掲かかげ、

「アップルパイ、切って来ましたけど……、どういたします？」

「────」

　……今のでいいの!?　いいんですか!?


《超──有り：by神》



　えええ？　と心の中で宛あて先さきのない抗こう議ぎを思っていると、メアリが盆を近くの水みず場ばの縁ふちに置く。そして彼女はこちらに皿を持ってきた。

「中なか身み、硬くて、ぬるっとしてるので割るのが少し大変でしたけど、結けつ構こう上う手まく切れました。さ、頂いて下さいな」

　その上で、皿を受け取るこちらに対し、笑えみを見せ、

「パイの中には濃のう厚こうなクリーム入り、ええ、カスタードですけど、ちょっと驚きました。英国イギリスではコンポートみたいなものが主流なので。──と、どうしたんです？」

「鎮ちん座ざ祭さい。……ええ、あの、単たん語ごじゃなくて喋しやべりでもいいんですね、って」

　はあ、と意味が解わからないながらに頷うなずいたメアリが、盆ぼんの方に行き、御茶を淹いれながら歌を口ずさむ。

　危険な行為を！　と思った浅あさ間まだが、耳みみに入ってくるのは英国民みん謡ようの、

「♪Pussy-cat pussy-cat where have you been～？」

　神しん道とう、外国語にも対応してるんですね、と感かん慨がい深く思った浅間は、はっとして前を見た。

　トーリがいない。

「真ま榊さかき。──あ、逃げた！　ど、どこ行ったんですかあの極きよく東とうの歩く危き機き！」

・貧従士：『どっちかって言うと走ったり這はったりもしませんかね総そう長ちよう。あと、浅間さん』

「天あま津つ神かみ。──え？　何です？　アデーレ」

・貧従士：『……五分経たってますから、文ぶん頭とういらないかと』

　その言葉に、浅間は、ややあってから、皿を頭上に掲かかげるようにして膝ひざをついて俯うつむいた。この騒さわぎの原因の一つである喜き美みとか、どこ行ってるんでしょうかねー、と、そんな事を思いながら。
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　相変わらず我が王おう周辺は騒さわがしいですわねえ、とミトツダイラは苦く笑しようして港に降りる。

　奥おく多た摩まの艦かん首しゆ。いつもは甲かん板ぱん広場となっている場所だ。有あり明あけ内に武蔵むさしがいる時は、改かい修しゆう時からここを港扱あつかいにしている。

　貨物は艦かん内ないに直接搬はん入にゆうされるものと左さ右ゆう舷げん側そく部ぶから搬入されるものに分けられ、前者は軽けい武ぶ神しんが引いていく大型荷に車ぐるまに、後者は小型の輸ゆ送そう艦に積み替えられ、艦側部に流されていく。

　それらの輸送音おんを聞く耳が、ふと、

　……あら？

　妙みような動きを、足あし下もとに感じた。

　下だ。

　しかし、床として踏んでいる甲板でも、武蔵でもない。

「これは……」

　大気だ。ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを通して尚なお、こちらの足下を浸ひたす寒かん気きのような空の動き。

　それは、あるものに似ている。

　……武蔵が飛び立つ時に生じるような大気の押しのけ。

　無む論ろん、武蔵むさしは飛んでいない。それなのに、このように夜空を押すものがあるとしたら、

『総そう長ちよう連れん合ごう第五特とく務むより、警けい戒かい……!!』

　通つう神しんに叫んだ瞬しゆん間かんだった。有あり明あけ内部に表示枠サインフレームが出現した。

　天てん井じように、有明艦かん首しゆ側がわ、中央、艦かん尾び側がわ、と三枚展てん開かいし、更さらに各所に移るのは細ほそ面おもての自じ動どう人形だ。

〝有明〟。彼女は一礼し、

『皆様今こん晩ばんは。有明です。……さて、良くない観測と、悪い観測の二つがありますが、どちらからにいたしましょうか。──以上』

　ミトツダイラは、手元に出た表示枠で《良くない観測》を押した。

　有明は、顔かお横よこに出た表示枠で、即そく座ざ投票の数を確かく認にんする。ふむ、と頷うなずいた彼女は、

『どちらでも良かったのですが、皆様は真ま面じ目めだと判はん断だん出来ます。さて、それでは、良くない観測から行きましょう。まずは──』

　ミトツダイラは、手元の表示枠に、

『おめでとう御ご座ざいます。抽ちゆう選せんの結果〝ミトツダイラ様〟に夏のイベント割引券をプレゼント！』

・銀　狼：『何ですのコレ』

・●　画：『あ！　半はん割わり!?　要いらないんだったら頂ちよう戴だい！　展示系けいのイベントは高いから、割が利くなら欲しいのよ』

　まあいいですけど、と思っていると、〝有明〟が言葉を続けた。

『──江え戸ど方面、灯とう火かがあります。大気の動どう勢せい、流りゆう体たい紋もんの観測から、準バハムート級航こう空くう戦せん艦かん・安土あづち城じようの出港と断だん定ていいたしました。また──』

　また、

『北ほう条じよう方かた、南南西より、航空戦艦多数出場、高度上じよう昇しよう中ちゆう。観測により、艦かん首しゆ方向は当とう艦かん。

　北条からの攻こう撃げきが──、きます。五、四、三、二、一。命めい中ちゆうです。──以上』

　有明の艦首右側から、轟ごう音おんが響ひびき、波立つように艦内の柱が震しん動どうした。

　……北条……!?

「正まさ純ずみが折せつ角かく戦争を仕掛けようとしたのに、向こうからですの!?」

・副会長：『戦争じゃなくて、毛もう利りに〝援えん護ごした〟という大たい義ぎ名めい分ぶんを与える程てい度どの砲ほう撃げきだ！』

・俺　　：『長いと逆に解わかりにくくね？』

　全くもって同感だ。

　周囲、輸ゆ送そうのための動きが止まり、皆、貨物と艦を床に固定していく。甲かん板ぱん中央をふさいでいる艦は横に移動させ、臨時の小しよう艦かん着ちやつ艦かんと、武蔵の出港に備える動きだ。

　何い時つでも、全力での出しゆつ撃げきが可能とする態勢だった。

　学生だけでは無い。武蔵の一般人も含む全員が、〝三み方かたヶ原はらの戦い〟以降、訓くん練れんしてきた動どう作さだ。

　戦える。否いな、戦うための準備を、皆が即そく座ざに行ってくれる。

　だからミトツダイラは皆に言った。

「任せますわ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．!!」

　輸ゆ送そう艦かんの乗員達たちが叫んだ。中の数名は、水み戸との出身者なのだろう、

「水戸領りよう主しゆと納なつ豆とうに勝利を！」

「水戸領主と納豆に勝利を……！」

　皆でやらんでいいですの。

　だが、続く響ひびきと警けい報ほうを聞きつつ、先さき程ほど正まさ純ずみが言っていた事をミトツダイラは思いだした。次に戦争をするならば、北ほう条じようを相手にする事になるだろう、と。だが、

「まさか……」

　ミトツダイラは、流体管かん制せいとして消しよう灯とうの入り出した奥おく多た摩ま艦かん首しゆから、浅あさ間ま神じん社じやに走り出した。加速を身に入れ、王のいる場所に向かいながら、

「北条は、正純がいずれ戦争仕し掛かけてくると読んで、先に攻こう撃げきしてきましたの!?」

・副会長：『どういう意味だあ──!!』

　先せん手て必ひつ勝しようじゃねえの？　という王のツッコミを見ながら、ミトツダイラは走った。

　次の響きが、艦かん首しゆ側がわから身を押すように届いてくる。







[image: 第十章『始まり空の応答者』]
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　関かん東とうの東側沿えん岸がん。夜の空に、霧きりが生じた。

　莫ばく大だい量の、波に似た形の霧は、山のある西から海のある東へと吹き、空の平面を洗っていく。

　風と波なみ霧ぎりによって大空に見えるものは、しかし水平より下に姿すがたを現さない。

　ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきだ。本来は薄うす広ひろい立りつ方ぽう体たいであるものを、上面部ぶ分ぶんだけ解かい除じよしている。そうする事によって、広大な角椀状じようとなったステルス防護障壁は、内部に巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつを納おさめていた。

　それは白の巨大な上面装そう甲こう。ARIAKEという文字が刻こく印いんされた天てん板ばんだ。

　その表面を、今、二つの月明かりを浴びつつ大きな影が移動する。

　重じゆう武ぶ神しんだ。それも一いつ体たいではなく、十数体の群だった。

　どれも武神用ようの狙そ撃げき砲ほうと、観かん測そくシステムとしての望ぼう遠えん鏡きようなどを背負った部ぶ隊たいだ。彼らは有あり明あけの南西天板上じように展開、伏せる事で、ステルス防護障壁と、見える空の間、ぎりぎりの位置と視し界かいを保った。

　と、砲ほう撃げきが来た。

　観測班はんが南西という方向を見切り、有明に通つう神しんで送る。

『観測２、３、４、それぞれの測そく方ほうを送る！　三点から敵てき位置を測定してくれ！』

　言っている間に、幾いくつかの砲撃が届いた。それは正確に、有明を打だ撃げきする。

　震しん動どうが走り、外部装そう甲こうの張り替えに使用されていた足あし場ばが落らつ下かした。

『有明より水み戸とへ。居きよ住じゆう関係区く域いきへと落下する物体を上空焼しよう却きやくします。──以上』

　言うなり、有明下したの空で、火が生まれた。

　足場を構こう築ちくしていた硬こう化か竹が、発はつ火かと同時に割さけ散り、落下していくのだ。数は二十一。しかし、火は落ちていく間に火ひ種だねを燃やし尽くし、

『焼却終了。──以上』

〝有明〟からの報告と同時。その巨きよ体たいが動き出した。

　有明が、海側に位置を変えていく。そして応じるように、有明後こう部ぶで新しい動きが生まれた。

　有明に着ちやつ港こうしていた奥おう州しゆうの船が、出しゆつ港こう準備を開始したのだ。有明が海に至るまで、その巨体を盾たてとして。そして有明の動きが止まったら、

『艦かん尾び側、ステルス障壁ブロー状態で展開。濃のう度ど五〇〇。──以上』

　霧きり状じようのステルス防護障壁が、艦尾側の各艦を包んでいく。それは有明よりも遙か後ろ、北側にも延び、やがて夜の大気に溶けて消えた。

　奥州の船を安全に逃のがすための、広こう範はん囲いステルスだ。

　それだけの措そ置ちを確かく保ほして、有明が海へと出て行く。

　すると、浴びる風が、下からのものとなった。

　冷えた山やま風かぜが、夜よる尚なお暖かい海に呷あおられて空に昇る。揺れる風は有あり明あけのステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを下から波なみ打うたせ、しかしその姿すがたを隠かくすように霧きりを飛ばす。だが、

『また来たぞ……！　前よりも多い！　連れん続ぞく砲ほう撃げきだ！』
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　夜を貫つらぬき、砲撃の音が来た。

『実じつ体たん弾だん！　加速加か護ごはついているけど無む追つい尾びの砲ほう弾だんだ！』

　観かん測そく班はんの方には、有明からの情報が飛んでいる。武ぶ神しん達たちの顔がん面めん素そ子しの横に出る表示枠サインフレームは、江え戸どで安土あづち城じようが浮ふ上じようを開始したと言う事と、南西から侵しん行こうしてくる北ほう条じよう艦かん体たいが徐じよ々じよに距離を詰めつつある事を伝えていた。だが、

『来たぞ!?』

　砲撃が、的確に有明を打だ撃げきした。

　それによって、表面に張ってあった足あし場ばが、また連れん鎖さして崩くずれ、白の装そう甲こう板ばんが歪ゆがみを生んだ。

　高空の風、下から届く潮しおを含んだ気流が、歪んだ装甲板に引っ搔かかれて泣き声のような音をたてる。そして、

『まただ……！』

　火ひ花ばなが激げき音おんと共に六発ぱつ来た。

　それも、ほとんど同じ場所に、だ。

　狙そ撃げき班が砲を向けるが、距離はまだ遠い。彼らは一いち様ように、

『くそ、照しよう準じゆんが正確だな！　こっちは海側へ移動してるのに、ここまで当ててくるとは！』

『印度インド諸しよ国こく連れん合ごうは算さん術じゆつの国だからな。こっちの軌き道どう計算とか位置判はん定ていとか出来てんだろう』

　七発が来た。それもまた、

『同じところだ！　角かど部分は張力寄よってるから、崩されると連れん鎖さで行くぞ！』

『おい！　誰だれか盾たてになれ！　俺おれは嫌いやだ！』

『有明の防護障壁は!?』

『ステルス中は無む理りだ。下へ手たすると防護障壁がステルスと干かん渉しようしてステルスが剝はがれる！』

『剝いで防ぼう御ぎよした方がいいだろうよコレ！』

『後ろに奥おう州しゆう艦がいるからステルスをまだ解けん！』

『……じゃあ見ているだけなのか!?』

　否いな、と一人が言った。

『貧ひん従じゆう士しさんを呼ぼうぜ！』

　そうだな！　と皆が頷うなずいて五発が直ちよく撃げきした。

　わあ、と言ってる間に激げき音おんが響ひびき、装甲板が遂ついに一枚落おちた。風を切る、悲鳴にも似た音を立て、白い装甲、二十メートル四し方ほうの平面が海へと切り込むように落ちていく。

『──一次装そう甲こう剝はく離り！　南西部、連れん鎖さ的に剝離可か能のう性せい有あり！』

　剝はがれた箇か所しよから、風が鳴った。

　下にある二次装甲は、衝しよう撃げきを分ぶん散さんさせるもので、直ちよく撃げきには弱い。

　だが、そこに向かって、音が来た。加か速そくを術じゆつ式しき管理された実じつ体たい弾だんによる低てい速そく砲ほう撃げきだ。

　当たる。その直前に、

「戻れ！」

　女の声が響くと同時。皆の間を突っ走って、一発の砲ほう弾だんが飛んだ。

　術式弾だんだ。
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　有あり明あけ上じよう面めんにいる皆は、自分達の間を穿うがって敵へと向かった一いち撃げきを、視線で追った。

　狙ねらいは明確。それは一いつ直線に、北ほう条じよう側の艦かん群ぐんに行く。

　無む論ろん、届く距離では無い。しかし放たれた一撃が、向こうから来る連れん射しや砲撃と激げき突とつし、

『お……!?』

　空に、防ぼう護ご障しよう壁へきの花が咲いた。

　有明の防護障壁ではない。浅あさ間ま神じん社じやの刻こく印いんが為なされた術式陣じんの展開だった。

　術式弾に仕込み、射しや撃げきによって展開したのだ。

　それは一つの展開で、飛ひ来らいする六発を受け、砕くだけた。

　夜空に散るのは、火花と、術式陣を作っていた流りゆう体たいの欠片かけらだ。その正しよう体たいは、

「ステルス防護支し援えん型がた、重じゆう力りよく防護障壁弾〝垣かき根ね椿つばき〟。──この距離の撃うち合いなら効果あるもんだろうさ」

　告げる女の声は、重量ある足音と共に、天てん板ばんの南西側に近づいてきていた。

　長ちよう銃じゆうを提さげた赤と黒の雌めす型がた重じゆう武ぶ神しん。地じ摺ずり朱雀すざくの肩かた上うえにいるのは、

『直なお政まさの姐あね御ご！』

「第六特とく務む、って今は呼びな」

　言う彼女の背後、軽けい武神数すう体たいが、木箱コンテナに並べた術式弾をカーゴに載のせて運んでくる。

　それを指で示した直政が、皆に言う。

「狙そ撃げき班はんは急ぎ弾たま込ごめして備えな！　今、本部の方が今回の北条側の動きや、羽は柴しばの動きを検けん討とうしてるさね。方針が決まるまで──」

　北条方かたのいる空から、赤の光が生じた。

　発はつ砲ぽうだ。

　応じる動きで地摺朱雀が右膝ひざを落とし、狙撃銃じゆうを構えた。

　応おう撃げきを行いながら、直政が言う。

「総そう員いん、迎げい撃げきを放て……！」
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「北ほう条じようが攻こう撃げきとは、……一体どういう事なんですか？」

　有あり明あけの宙の中、眉まゆ尻じりを下げたメアリの問い掛けに、正まさ純ずみは腕を組んだ。

「幾いくつかの政治的判はん断だんがあったのだと思う。安土あづち城じようの呼こ応おうがその証しよう拠こだ」

　今、浅あさ間ま神じん社じやの境けい内だいから、自分とメアリはウルキアガの背に乗って移動中ちゆうだった。

　行き先は教きよう導どう院いん。自分達と同じように、女じよ装そうがナルゼの箒ほうきで先せん行こうして運ばれている。

　時とき折おり、馬ば鹿かが箒の柄えに足を絡めて振り子のようにぶら下がって回ったり戻ったりして、それを見るウルキアガが、

・ウキー：『ナルゼ、落としていいぞ』

・●　画：『撃うっていいわ』

・ウキー：『じゃあそうするか』

　え？　とこちらが思う視し界かいの中、ウルキアガが、ぶら下がった馬鹿の背に対し、腕から空くう砲ほうのようなものを撃ち込んだ。

　あ、とメアリが眉まゆを上げ、

「小こ型がたの竜りゆう砲ほうですか？」

「圧あつ縮しゆく大気砲ほうだ。コレの応用を、成なる実みの告こく白はくに使用してな」

「まあ」

「おいちょっとそれ実じつ戦せん用ようのもの撃ったかー!?」

　だが圧縮大気の揺らぎが馬鹿に当たる瞬しゆん間かん。馬鹿が横にスライドした。ナルゼが箒を尻しりで押し込み、右方向に滑らせたのだ。

・ナルゼ：『はン、──ヘタクソ』

・ウキー：『貴き様さま、どちらの味み方かただ』

・副会長：『お前もだよ!!』

・ナルゼ：『あハ、……しかし昔を思い出すわね。こんな訓くん練れん、よくやったものだわ』

・ウキー：『あの頃から、その羽はね箒、平たいから横よこ軸じく移動が素早くて面めん倒どうだな』

・〇べ屋：『おやおや、成実氏？　こういう話、もっと知りたいならお金で解決出来るよ？』

・不退転：『──別に。昔の後こう悔かいは、全部祓はらって貰もらったし。私にはそれ以後が大事だから』

・女　衆：『おおう……』

　だが、ナルゼが逆に尻を突いて素早く軌き道どうを戻した瞬間。

「お？」

　教導院手て前まえの宙で、反動に負けた馬鹿が、脚あしのクラッチを滑らせ、落らつ下かした。

　落ちていく。

　それを見た正まさ純ずみは、表示枠サインフレームを開き、余よ計けいな事は考えないようにしようと思いながら、

「じゃあ、現状の確かく認にんと行くか」
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　教きよう導どう院いん前、喜き美みはホライゾンとアデーレ、そしてペルソナ君と四人で、リフトから搬はん入にゆうしていた荷物をまとめていた。

　本来なら入口側がわ、立りつ橋きよう前の柵さくを外して、大型台だい車しやごと校庭に持ち込むつもりだったが、そのような事をしている時間は無い。砲ほう撃げき音おんを聞きつつ、台車を柵にロープで止めて、

「アデーレ、持ち場があるんだろうから行ってきなさいよ。さっきから上で砲撃食らってる連れん中ちゆうがアンタの事リクエストしてるわよ？」

「何だかえらい不ふ吉きつな気がしますが。──と、こっち固定したので、行ってきます！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく顔の横、表示枠サインフレームが来た。正純からのものだ。その内容は、

・副会長：『ちょっと現状について言いたい事がある』

・ホラ子：『申し訳わけ御ご座ざいません正純様、今、荷物の整理中ちゆうで』

　と、ホライゾンがものを掲かかげるジェスチャーを表示枠に見せた瞬しゆん間かんだ。

　ホライゾンの両腕に女じよ装そうが落らつ下かした。

　あらお帰り、と喜美が言う視し界かいの中。ホライゾンが四し股こを踏んで堪こらえ、

「ぬ……！　いややっぱやめましょう。関かん節せつに無む理りが生じます」

　両腕を肩から外した結果、勢いの残っていた女装が地面に激げき突とつした。

　酷ひどい音がして、

「いてえ──!!　フ、フツー、今のタイミングと推すい移いでは受け止めね!?　テンゾーだってコニタンだってやる時ゃやったぜ！　ぺーやん！　代わりに！　代わりに俺おれを姫ひめだっこ、姫だっこして！」

　ペルソナ君が慌あわてて首と手を横に振るのを横に、喜美はホライゾンの両腕を拾う。

　……あ、ケッコー重いわね。

　両手で持った方が爪つめが張らない。そんな重量だ。温かみがまだ有り、しばらくは自じ律りつ状態が続くのだと理解出来る。

　ホライゾンのやや乱れたジャージの上うわ着ぎ、襟えりを開けようと思ったが、こちらの両手はホライゾンの腕で埋まっている。

　と、抱えた腕、その肘ひじからが曲がって、手て先さきが本ほん体たいの襟を開ける。

「フフ、器き用ようねえ」

「日ひ々び練習してますので。──目標としては、自分は寝たままで朝食を作る事です。本を読んでる時に御茶を淹いれたり菓か子し壺つぼを持ってきたりは出来るのですが。もうちょっと便利になればいいと思し案あん中で」

・あさま：『……流石さすがというか何というか』

・銀　狼：『……自分に対して〝便利〟という表現は初めて聞いた気がしますの』

　ともあれ接続とチューニングの音を聞いている間に、前まえ側がわ校舎の屋上に影が降りた。

・副会長：『じゃあ、指し示じをする』

　喜き美みがホライゾンと見る表示枠サインフレームに、正まさ純ずみからの言葉が映った。

・副会長：『まず現状、迎げい撃げき部ぶ隊たいは、確実に交こう戦せんを狙ねらえ。──今回の北ほう条じようからの攻こう撃げき。向こうからの威い嚇かくではなく、こちらの応おう撃げきを届かせる事で〝交こう戦せん〟とする。それが今の至し上じようだ』
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「軽く言ってくれるさ」

　夜空の中、地じ摺ずり朱雀すざくからの砲ほう撃げきを行いながら、直なお政まさが声を作った。

「現在、北条艦かん群ぐんは南なん南なん西せい二十キロ地点で接せつ近きん速度を緩めた！　江え戸ど方面では安土あづち城じようの姿すがたが視し認にん出来る状態さね！　一体、どうなってんだい、これ」

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、P.A.Odaは、毛もう利りと北条に私達を近づかせる気は無いと言う事だ』

　通つう神しん内ない。皆が沈ちん黙もくしたのを確かめてから、正純は言う。

・副会長：『今回、羽は柴しば勢は鳥とつ取とり城じようを本ほん拠きよの琵び琶わ湖こ安土で止めるかと思えば、江戸にまで持ち込んだ。安土城を毛利戦せんに投とう入にゆうし、毛利戦を短期決けつ戦せんで終えるためだ』

・貧従士：『それと、北条がこちらに攻撃をしてくる事と、関係あるんですか？』

・あずま：『え？　安土城が毛利に向かうのを、武蔵むさしに阻そ止しされるとマズいからでしょ？　だから北条に攻撃させてるんじゃないの？』

・未熟者：『惜おしい、惜しいね東あずま君くん！　それはつまり』

・武蔵王：『残念ですが東君、別に安土城は武蔵がいるこちらに向かわず、同どう盟めいしている印度インド諸しよ国こく連れん合ごう側のある西側航こう路ろを通れば、武蔵と交戦せずに悠ゆう々ゆうと毛利勢せい力りよく圏けんに達する事が出来るのですぞ。実際、今、安土はそういう航路を通っていますしな』

・眼　鏡：『言われてやんの』

・未熟者：『う、うるさいな！　──でも、だったら尚なお更さら疑問だろう？　どうして、こちらが安土に届く筈はずも無いのに、北条がわざわざ動いてきたのかって。それはつまり』

　長くなりそうだったので正純は自分から言葉を作った。

・副会長：『私達と北条の縁えんを切らせるようにP.A.Odaが画かく策さくしたんだ。武蔵が北条と裏で手を取り合い、神流かんな川がわの戦いを起こさずに済むように。

　そして、そうさせる事で、武蔵の安土への接近すら許さないようにした。何な故ぜなら、届かずとも、安土城への攻撃意い思しを見せ、行動する事は、一つの意味を示す事になるからだ』

　それは、

・副会長：『──武蔵が、毛利に荷か担たんするという意思表ひよう明めいだ』
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「なかなか面白い状況が、東では展開してんじゃねえか」

　夜の草原。広く、しかし遠く森に囲まれた土地に、白い建けん造ぞう物が存在していた。

　風によって草の散る原、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの刻こく印いんが為なされた一キロ超ちようのそれは、航こう空くう戦せん艦かんだった。

〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟。

　その甲かん板ぱん上じようで、東の夜空を仰いだ女の声が響ひびく。

「うちがくれてやった鳥とつ取とり城じようと安土あづち城じようの入れ替えを、今日きようソッコでやる、か」

『なかなか、羽は柴しばも朕ちん達たちを警けい戒かいしているようだね』

　彼女の手元に現れた表示枠シーニヤカドル内では、夜の塔とうの上、光る青年の姿すがたがある。

「服着きろよエクシヴ」

『フ、君が掛けてくれるならね』

「避けるじゃねえか」

『君が本気ではないからだよ。輝てる元もと。朕にもそのくらいの判はん断だんは許して欲しい』

　そーかい、と輝元は太陽王ロワ・ソレイユに告げる。

「羽は柴しばが恐れてるのは、まず、武蔵むさしとあたし達による東西からの挟きよう撃げきだ。

　そしてもう一つは、あたし達と武蔵が友ゆう好こうを深める事。

　武蔵が羽柴をこのタイミングで攻こう撃げきする事は、あたし達にとって大きな借りになるからな。

　何しろこの後、毛もう利りが敗はい北ぼくしたならば、あたし達は羽柴傘さん下かだ。

　逆に言えば、この時期が、武蔵にとっては最後の点てん数すう稼かせぎだ」

『Ｔｅｓテスタメント．、だからこそ、羽柴は万ばん難なんを排はいしにいった、という訳わけだ。何な故ぜなら、同どう盟めい先の北ほう条じようをけしかけに行ったのだから』

「とはいえ北条にさせるのは本気の戦争じゃねえ。威い嚇かくか強きよう襲しゆうってとこだろうな」

　輝元が言う眼がん下か、その野原に影が集つどいだした。それは、

「我ら侍じ女じよ式しき自じ動どう人形部ぶ隊たい、姫ひめ様さま付きの者を揃そろえております」

　横にいつの間にか立ったMouri-01の声に、輝元は頷うなずいた。そして彼女が差し出す長ちようラン型の夏服シャツを着込みながら、

「北条は、信のぶ長ながの死後から滅ほろびるまでの間に、松まつ平だいらと一戦を構える歴史再さい現げんがある」

「天てん正しよう壬じん午ごの乱、ですね？」

　Ｔｅｓ．、と輝元は言った。

「信長が暗あん殺さつされた直後、本ほん拠きよからその仇あだ討うちに向かう松平の動きに乗じて、北条は織お田だから派は遣けんされていた滝たき川がわ・一いち益ますを退しりぞける。そして戻って来た松平と戦せん闘とう状態に入り、長期化が見えた段階で講こう和わを結ぶんだ」

　だから、

「今回の強きよう襲しゆうは北ほう条じようから仕掛けたんだ。前提として北条が関かん東とうから滝たき川がわを追い出す神流かんな川がわの戦いが必要でも、武蔵むさしにとっては、〝交こう戦せん〟を確かく定ていすれば、これは自動的に〝天てん正しよう壬じん午ごの乱〟とする事も出来る。つまり、〝神流川越ごえ〟をやって、信のぶ長なが死後の状況の前まえ倒だおしを成立する事が出来るんだ。更さらには──」

『毛もう利り家けは、天正壬午の乱の前に羽は柴しばに敗はい北ぼくする。そうだね？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝てる元もとは頷うなずき、眼がん下かで侍じ女じよ隊たいを整せい列れつさせているMouri-02と03に視線を送る。03が気付いて手を振るのに、会え釈しやくで返し、

「……うちは、信長の暗あん殺さつ前から羽は柴しばと交戦していたが、信長暗殺の報を聞いた羽柴は、急ぎうちとの講こう和わを結ぶ。──仇あだ討うちにとって返すためにな。

　うちを潰つぶすためにとっていた方法は水みず攻ぜめ。建築の得意な羽柴らしい方法だな。

　やがて羽柴は、北条を滅ぼす時、うちでは叶かなえられなかった水攻めでそれを果たすし」

　だから、

「信長暗殺後に発生するはずの天正壬午の乱を、もしここで成せい立りつ出来るなら、羽柴の毛利攻ぜめは実じつ効こう性せいが弱くなる。途と中ちゆうで手を打つ、って事も出来る訳わけだ。

　武蔵がうちに借りを与えるとしたら、これが一番大きいだろう」

『ならば武蔵の打つ手は、北条への攻こう撃げきによる〝交戦の確かく定てい〟か』

「基本はそうだろうな。だが、戦せん国ごく時代ももう終しゆう盤ばん。ここまで残った各かく勢力の、生き延びようとするセンスは半はん端ぱねえ。裏を搔かきまくりにくる。──武蔵もそれは、同どう様ようだ」

　言って、輝元は右の手を挙げた。

　すると、応じる動きが、眼下で揃そろった。

　侍女式しき自じ動どう人形、総そう勢ぜい一いつ千せん体たいが、踵きびすを揃えて声を作ったのだ。

「押おｓす．!!」

「いい子だお前ら」

　右横よこ、Mouri-01が膝ひざをついて掲かかげてくるものがある。

　木ぼく刀とうだ。浅あさ黒ぐろい色の一本を取り、肩に担かついだ彼女は、眉まゆを立てた笑えみで言う。

「いいかお前ら。これからあたし達が行くのは最さい前ぜん線せんだ。うちの全ぜん裸らが後ご詰づめするが、今回は毛利の戦いだしな。あたしらが先せん頭とう切って全部シメる」

「押ｓ．……！」

　いい声だ。

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマも大罪武装ロイズモイ・オプロも持って楽しいお出かけだ。人狼女王レーネ・デ・ガルウも後で合流するから、いいお出迎えが出来るようにしてやんねえとな。東で武蔵が動き出しているようだが、連れん中ちゆうに借りを作っちゃなんねえぜ。何しろ、こっちは欧おう州しゆう覇は王おうがバックにいるからよ」

　だから、と輝元は木刀を立てた。胸を張り、

「行くぞ最前線。女を見せるいい場所だ!!」
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『〝有あり明あけ〟より報告です。海上、十一キロに到達。艦かん尾びより奥おう州しゆう艦かん離り脱だつします。──以上』

　その報告と同時に、砲ほう撃げきを受ける有明に震しん動どうが生じた。

　艦尾の港から、奥州の輸ゆ送そう艦かんや商しよう艦かんが出しゆつ港こうし始めたのだ。

　彼らが戦せん闘とう危険区く域いきから離れるまで、有明はステルス状態を保たねばならない。だが、

『北ほう条じよう側、こちらに接近しません！　等とう距きよ離りをとって下がっていきます！』

　北条側の艦かん群ぐんが、有明に砲撃が届く距離を理解し、それを保ち出したのだ。

　今や北条艦隊は南西に下がり、横よこ列れつを形けい成せいして絶え間ない砲撃を作りつつある。

　こちらの迎げい撃げきは、防ぼう護ご障しよう壁へき弾だんによる応おう撃げきだが、

「数はあるが、銃じゆうが足りないさね！」

　直なお政まさが叫んだ直後だ。

　空に、笛ふえのような音ねが響ひびいた。

「これは──」

『〝有明〟より報告。南なん南なん西せいより敵てつ機き十二機高こう速そくで接近。二十一秒後に有明上じよう空くう六百メートルを北ほく北ほく東とうに通過。内容は──』

　来た。やや下からの上昇軌き道どうで、風の先せん端たんが十二個分ぶん、突っ込んでくる。それは、

『機き鳳ほうです。〝金雀ガルーダ四六式しき〟、爆ばく装そうで接せつ触しよく。──以上』

　言うなり、有明の上空を北へと、高い音が突っ走った。直後。

「退たい避ひ──!!」

　直政の声と重なるように、有明の天てん面めんが光を放った。

　莫ばく大だい量りようの光こう爆ばくが、有明上じよう部ぶを打だ撃げきし、削けずり取ったのだ。
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「何で御ご座ざるか！　この光は！」

　メアリと共に、先行して有明天面に出た点てん蔵ぞうが見たのは、光だった。

　落らつ下かした白の光が、幾いくつも、南から北への十数本の列となって有明上部を照らしている。

　だが、それは単なる照明ではない。何な故ぜならば、

「点蔵様！　光が装そう甲こう板ばんを破は壊かいしています！」

　……破壊!?

　点蔵は、周囲を飾る白の光を確かく認にんした。

　そしてメアリが指さす先、一つの光こう源げんの周りで起きている事を、点蔵は見た。

「──光を、融ゆう解かいしている!?」

　緩やかな、光の破壊だ。

　熱は無い。ただ、光の当たる場所、白く反射した箇か所しよが、流りゆう体たいと化して消えていく。

　光こう化か、ともいうべきか。

　否いな、点てん蔵ぞうは聞いた事がある。光と化して消えていく現げん象しよう。これは、

・十ＺＯ：『解げ脱だつ！　解脱に御ご座ざるよ！』

・ウキー：『また隠いん語ごか。戦せん闘とう中ちゆうに何をエロい事してるのだ貴き様さま』

・俺　　：『しかも報告したぜコイツ……！』

・●　画：『サイテー』

・十ＺＯ：『そうじゃないで御座るよー？』

　横、表示枠サインフレームを見ていたメアリが首を傾かしげた。

・傷有り：『解かい説せつが、淫みだらな事になるんですか？』

・十ＺＯ：『解説プレイなどもあるので言いにくいで御座るが　字がちょっと違うで御座る』

　はあ、と微び妙みような得とく心しんをした彼女の向こう。鈍い音がした。

　落ちた光の内、塊かたまりとして大きいものが天てん板ばんの一次装そう甲こうを貫かん通つうしたのだ。二次装甲との間に大気が流れ込み、溶よう接せつ部が外れ、

「……！」

　足あし下もとで、留め金が勢いよく外れるような震しん動どうが、生まれた。それも一つでは無い。断だん続ぞく的に幾いくつも、だ。

　……止めねば！

　だが、と点蔵は思った。この光を、どうやって止めるのだ、と。

・十ＺＯ：『対策をお願い申すで御座る！　敵の使用した投とう下か弾だんは光の融ゆう和わ型！　光こう源げんとなっている弾だん体たいの光を反射した箇か所しよが、そのまま流体に融ゆう解かいするで御座る！』

・あさま：『──解わかりました！　こちらで結けつ界かいの準備をしようと思います！』

・賢姉様：『流石さすがね浅あさ間ま！　じゃあ、その準備って、どうするの!?』

・あさま：『はい。──点蔵君、まずはその光に飛び込んでみて下さい。実じつ地ちで調査した方が早いので』

・十ＺＯ：『人じん体たい実験来きたで御座るよ──!?』

　点蔵が言った直後だ。南西側で、砲ほう撃げきに向かって防ぼう護ご障しよう壁へき弾を撃うっていた直なお政まさが叫んだ。

「二に波は来るさね……!!」
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　有あり明あけ側がわでは、爆ばく撃げき位置の予測が出来ていた。

　それを示すために、有明の正面側から上に向かって、幾いくつもの表示枠が現れる。

　機き鳳ほうの進路と、投下物の落らつ下か軌き道どうと落下地ち点てん、それぞれの予測表ひよう示じだ。

　だが、機鳳の軌道が解っても、こちらの対応が出来ない。何しろ、武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいの長ちよう銃じゆうは、全て北ほう条じようの砲ほう撃げきを防ぐ方に回されているのだ。

　ならば今いま出来るのは、〝有あり明あけ〟の声と共に展開される、

『上じよう面めん防ぼう護ご障しよう壁へき、出します。──以上』

　有明上じよう部ぶに莫ばく大だい量の重じゆう力りよく障しよう壁へきが発生した。

　それらは正確に、有明に降ってきた光弾丸を受け止めようとする。

　出来なかった。

『貫かん通つう!?　──以上』

　光弾が重力障壁型がたの防護障壁を突き抜けた。光の枝し垂だれは、空に広がった三み桁けた以上を超える障壁を、まるで何も無いかのように、枝を伸ばして落ちていく。そして、

「……！」

　着ちやく弾だんによって、有明上面が光に満ちた。







[image: 第十一章『ステージ上のお互い』]
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　有あり明あけの被こうむっている被ひ害がいは、空から確かく認にん出来ていた。

　水み戸と上空、約二キロの位置に、水平に広がる光の山がそれだ。

　機き鳳ほう隊たいが落とした光こう爆ばくが、有明の上面装そう甲こうを融ゆう解かいしている光景だった。

　その光が、有明の下部と側面を消すステルス防ぼう護ご障しよう壁へきの向こうで、

『見る角度ゆえ、縁ふち部分だけが、随ずい分ぶんと明るく見えてます、氏うじ直なお様』

「私の知ち覚かくでも、それが解わかりますよ、小こ太た郎ろう」

　有明から南なん南なん西せいに二十キロ。北ほう条じよう艦かん隊たいと、それを率ひきいる印度インド諸しよ国こく連れん合ごうの戦せん艦かん群は、自分達の攻こう撃げき成果を夜空に確かく認にんしていた。

　白のジャージ姿すがたの氏直は、さて、と肩に息を入れ、

「北条、というより印度式しきの昇しよう華か弾だん。専門対たい処しよがあれば処しよ理りも出来ましょうが、聖せい連れん関係の欧おう州しゆう付づき合いが長い武蔵むさしには、少々扱あつかいにくいものでしょうね」

『あれは単純に流りゆう体たい光こうですからねえ……』

　と言うのは、氏直の足あし下もとにいる、忍にん者じや走狗マウスの少女だ。彼女は氏直を見上げ、

『重じゆう力りよく式しきの防護障壁は、重力によって力や物を弾はじく一方で、流体を検けん知ちして止めます。

　私達の昇華弾は力の無い、単なる光。ただ、ものを照らすと、照らされたものの方から反応する術じゆつ式しきを組み込んであります』

　内部から外に効果を持つ術式ではなく、中はそのままで、それを受け止めた外に自らの変へん位いを与える術式。それは、

「感かん化か術式。──武蔵の総そう長ちようが使用する伝でん播ぱ術式は、中から外へ効果を与える指導者の術式として最たるものですが、印度では、指導者の側からではなく、その言げん動どうを受け止めて感化され、目覚めた者達を示す術式が出来ているのですよ」

　だからこそ、

「偉い大だいな指導者が死んで尚なお、多た民みん族ぞく国家であろうとも、他国の支配を受けようとも続く教きよう譜ふ。ダンハイの教えは、神を感じ、自らを変えていくもの。それは他の教譜でも同じかとは思いますが、我らの術式は、神の影えい響きようとしてそれを行うのです』

　第三波ぱが行った。

　空が鳴り、光爆が空に波を撒まいた。氏直は頰ほおに手を当てて、ほう、と息をつき、

「ノリキ様……」

『氏直様！　氏直様！　ちょっとその反応解わからないです！』
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　点てん蔵ぞうは、メアリを抱いて光爆の軌き道どうから逃のがれていた。

　意い外がいにも熱も風もなく、ただ光が散っていくだけだった。だが、時とき折おりに床を伝わって聞こえる鈍い音は、一次装そう甲こうが食われ、剝はく離りしていく証しよう拠こだ。

　……いかん！

　武蔵むさしは、北ほう条じようと〝交こう〟戦せんを出来ていない。

　一方的な強きよう襲しゆうだ。

　これでは、こちらがこの戦せん闘とうに何か意味を与えようとしても、北条側から「単なる威い力りよく偵てい察さつ」と言われて終わる。

・ホラ子：『正まさ純ずみ様が心しん底そこ望んだ戦争に持ち込むにはどうしたら……！』

・副会長：『合ってるようだけどニュアンスが大事だぞ──!!』

　しかし現状、どうすればいい。

　……防ぼう護ご出来ぬのが難なん点てんで御ご座ざる！

　艦かん尾び側の奥おう州しゆう艦かん群ぐんが危険区く域いきから離り脱だつするまで、まだ時間がある。

　だが、時間が必要な一方で、この光こう爆ばく弾だんは防ぎようが無い。

　南西側から相変わらず来る砲ほう撃だんも、狙ねらいが正確で、応おう撃げきの手が占しめられている。

・３４７：『一応、光は収まっていく傾向にあるね。一発では三次装そう甲こうまで食えないと思う！』

・粘着王：『問題は、敵てつ機きがまだ来る、という事実であるな……！』

　確かに、と点てん蔵ぞうはメアリを下ろしながら、内ない心しんで頷うなずいた。敵の機き鳳ほうはまだ順じゆん次じ来る。こちらの迎げい撃げき、もしくはその準備と見えるものが確かく認にん出来るまでは攻こう撃げきの手を緩めないだろう。

　……どうすれば！

　と点蔵が思った瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに、近くに光が生じた。

　……新しい光こう弾だんの投とう下かに御ご座ざるか!?

　慌あわててそちらに振り向くと、違った。

　メアリだ。

　巫み女こ服ふくの白。その内でも、遮しや蔽へい無なく下からの光を反射する胸の下面の布ぬの地じが光に溶けて、

「点蔵様？　どうされました？」

　彼女の胸むね下したの肌はだが露あらわになっていくが、そこはメアリの死し角かくだ。見えていない。

　……く！

　？　と首を傾かしげてくる彼女に、見えている状況を言うべきか。それとも黙だまって男の観かん察さつ記録を続けるべきか、点蔵は一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんした。だが、

　……いかん！

　こんな淫みだらな忍にん者じやはメアリ殿どのの好むものでは御座らぬ、と点蔵は内心で自分の精神的チンコに打だ撃げきを入れた。

　スイッチが切れた、と忍者は確かく信しんした。だから点蔵は、メアリに、死角が丸まる見みえになりつつあると言おうとして、

「メアリ殿どの！」

「な、何です？」

　びっくりした顔も素す敵てきで御ご座ざるよ？　と、つい言いかけた。

　だが、慌あわてて点てん蔵ぞうは、そうではない、と思い、別の言葉を発しようとして、

「み、淫みだらな忍にん者じやは好きで御座るか!?」

「ふふ、──点蔵様だったら構いませんよ？」

　スイッチが入った、と忍者は確かく信しんした。腕に手を添えられて言われれば尚なお更さらだ。

　……も、もはや凝ぎよう視ししかないのであろうか……。

　と、深く黙もつ考こう仕掛けた時だ。メアリが、あ、と気付いた声を上げた。

「点蔵様。ズボンが」

「え？」

　見れば、穿はいていたズボンが、腰こし下した辺りまで光と散って、腰ミノ状態になっている。

「……な、何で御座るかコレ！」

「ええと、これ、確か、黒い物の反射率りつが高いと、そういう事なんでしょうか」

　情なさけない話だが、撤てつ退たいだ。学生用の衣い装しようや巫み女こ服ふくには防ぼう護ご効果があるというのに、それを崩くずされては文字通り戦せん場じように裸はだかで出るようなものだ。自分はいいとしても、

「メアリ殿！」

[image: ]

「え？　──あ、はい、Ｊｕｄジヤツジ．！」

　笑えみで伸ばされる彼女の手を取り、点てん蔵ぞうは背後のハッチから一時退たい避ひをしようとした。

　その時だった。後ろのハッチから、

「おーい、テンゾー、メアリと何やってんだオメエ」

　馬ば鹿かがやってきた。その声と、続く人数の響ひびきに、点蔵はメアリを見て、

　……胸むね見せちゃ駄だ目め──！

　咄とつ嗟さの動きで、点蔵は、メアリの胸を両手で押さえた。
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　防ぼう護ご系けい、反射系の術じゆつ式しきを浅あさ間ま神じん社じやの情報領域データバンクにストックした浅間は、その管理と組み合わせを構こう築ちくしながら、トーリ達と一いつ緒しよに有あり明あけ上面に出場した。

　そして見た光景は、

「……え？」

　下か半はん身しんを露ろ出しゆつした忍にん者じやが、巫み女こ服ふく姿すがたの英国イギリス王おう女じよの胸を正面から両手で揉もんでいる。

　自分の周囲、トーリも喜き美みも、ミトツダイラもホライゾンも、ナルゼ達も動きを止めていた。

　皆、動く事無く、ただ、声として、

「…………」

　無む言ごんの流れに、忍者が振り向いた。彼は、はっとして、

「皆の衆しゆう！　ここは危険に御ご座ざる！」

「サイテー」

　言いつつ素そ描びようを開始しているナルゼに、点蔵が、現状を悟さとった。

「ま、待った！　これには理由があるので御座る！」

「フフ、〝ついムラっときた〟って理由？　そう？　そうよね？」

「それは理由じゃなくて言い訳わけに御座るよー!?」
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　いかん！　と点蔵は思った。

　この状況は危険だ。どう危険かと言えば、手を離せば確実にメアリの胸が見える。見えるのはいいが他人に見せてはいかんと思うのは自分の独どく占せん欲で御座ろうか。

　ただ、自分にやましいところなど一いつ切さい無い。そう、これは清せい純じゆんな心の行いで、

「点蔵君が本当にそういう人だとは思いませんでした」

「ソレって結けつ構こうそうだと思ってたって事で御座るよ浅間殿どの!!」

　と、メアリが、はっとした表情を顔に宿した。こちらと自分、そして周囲の反応から、自分達がどう見えているかを理解したのだろう。

　彼女は慌あわてて、首で外げ道どう共どもに振り向き、

「あ、あの」

　胸が揺れて、点てん蔵ぞうはホールドの角度と強さを変える。

　リアルタイムの一いつ発ぱつ勝負だ。ただ、メアリが、ん、と息を詰め口に片手を当て、

「あっ、点蔵様、乱らん暴ぼうにされると……」

　皆が真顔になった。浅あさ間まが何な故ぜか弓を手の中で変へん形けい展開させて、ミトツダイラが銀ぎん鎖さを二本引き出したが、

「対たい北ほう条じよう用の準備で御ご座ざるよね？」

「え？　どうしてそう見えますの？」

「そ、その返答の仕方!!」

　ただ、メアリが先さき程ほどの言葉を続けた。彼女はわずかに眉まゆを立て、こちらの両手を自分の腕で抱えるようにして、

「違います。皆様、誤ご解かいがあります」

　天の救たすけ……！　と点蔵はメアリを見る。

「メアリ殿どの……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですよね点蔵様。皆様はきっと誤解しています」

「Ｊｕｄ．！　確かに！」

「ええ、──だって先程、点蔵様が〝淫みだらな忍にん者じやは好き？〟と聞いてきたので、私が〝点蔵様〟なら、と応えたのです」

　だから、

「これは無む理り強じいなどではなく、同どう意いの上の行為です」

　点蔵は、皆が、深く息を吸う音を聞いた。
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・ウキー：『戦せん場じようでの緊きん張ちようのあまり、嫁よめに乳ちち揉もみを迫るとは……』

・あさま：『メアリが点蔵君の頼みを断れないのを、上う手まく利用した犯はん行こうですね……』

・金マル：『議ぎ論ろんはいいから、どうしよっか』

・ホラ子：『そうですね。まずは処しよ理りの話ですね？』

・十ＺＯ：『何か早い！　早いペースで進行してるで御座るよ！』

・煙草女：『四よん波ぱが来るさねコラ──!!』
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　音と光が来たのを、ミトツダイラは見た。

　敵てつ機きの軌き道どうと、光こう弾だんの落らつ下か軌道は表示枠サインフレームで見えている。自分達がいる位置はそのラインの一つだ。だからミトツダイラは急ぎ銀ぎん鎖さで総そう長ちようとホライゾンを拾い、

「安全な位置に退たい避ひしますわ！」

　銀鎖が上空を行く敵てつ機きに向かって総長を振り回して威い嚇かくするが、流石さすがに届かない。

　……銀鎖ったら、以前の上越露西亜スヴイエート・ルーシ行きで悪い遊びを憶おぼえましたわねー……。





●






『氏うじ直なお様！　敵が総長を振り回して威嚇を行っているそうです！』

「……小こ太た郎ろう。報告は内容を正確にしなさいとあれ程ほど」

　す、すみません！　と小太郎が背を向け、通つう神しん用ようの表示枠を展開する。彼女は表示枠サインフレームの向こうとやりとりし、しばらく幾いく度どか頷うなずいていた。

　そして、小太郎は、やがて眉まゆを立てた顔で振り向き、

『氏直様！　──敵が総長を振り回して威嚇を行っているそうです！』

「小太郎、言っている意味が解わかりません」

『正確に言ってるんですよ！　信じて下さいよ！』

「では小太郎、絵で示してみましょう」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と小太郎は表示枠に指で〝大〟の字に紐ひもがついて空を振り回されている絵を描いた。解りやすいようにと、金雀ガルーダも〝土〟みたいな形で描いた。

『氏直様！　これ！　これ!!』

　氏直の頭とう部ぶ横に表示枠が展開。目を伏せたままの氏直は、右のこめかみの辺りに手を当てて、ふんふん、と情報を自分に転てん送そうし、

「……ぷ」

　一度、小太郎から視線を逸そらして二秒。

　その後で、氏直は、いつもの静かな表情で振り返り、

「小太郎、お前は本当に可愛かわいいですね　この絵はリビングに飾っておきましょう」

『や、やめて下さい！　あと、天てん守しゆ閣かく最上階をリビングって言わないで下さい！』

「今いま風ふうですよ、小太郎」

『何でそうマイペースなんですか氏直様！　おか……、おおう、落ち着き過ぎですよ！』

「仕方ないではありませんか。水みず攻ぜめにいつ遭あってもいいようにリビングや寝室……、ふふ、はしたない」

『氏直様！　氏直様！　帰ってきて下さい！　ちょっと自じ動どう人形の計算速そく度ど使用して突っ走り過ぎです！　そんなにこの強きよう襲しゆう、羽は柴しば勢の命めい令れい通りに動くのが嫌いやですか!?』

　小太郎が言った瞬しゆん間かんだった。

　空に異い変へんが生じた。

　光だ。有あり明あけの空に平たく見えていた下した無なしの光こう波はが、

『消えた……!?』

「──正確に報告しなさい、小こ太た郎ろう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と小太郎は頷うなずき、こう叫んだ。

『我が北ほう条じようの光こう臨りん弾だんが、──その感かん化か範はん囲いごと消えました！』
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　直なお政まさは、それを見ていた。

　有あり明あけの天てん面めんから今まで自分達を照らし、削けずろうとしていた光の消失を、だ。

　機会は、四よん波ぱ目めの敵てつ機き群が来た時だった。

　光こう弾だんの投とう下かに合わせ、行われたのは、

「ステルス防ぼう護ご障しよう壁へき……？」

〝有明〟の指し示じによるものだ。

　現在、有明上じよう面めんには、光ではなく、薄い霧きりが立っている。それは、本来ならば奥おう州しゆう艦かん群ぐんを北に離り脱だつさせるためのものだが、

「こっちにまで伸ばしたっていうのかい」

「ええ。ヨッシーちゃんの指示があったので」

　浅あさ間まが言って視線を飛ばした眼がん下か。ステルスの薄い霧の下では、自分達の足あし下もとも薄うす霧ぎりの向こうで夜空に溶けていく。

「どういう仕掛けだい、これは」

・義　　：『簡単な話だ。その光爆弾、里さと見みでは以前に試験された残ざん滓しを収しゆう集しゆうした時があってな。推すい論ろんではあったが、──光を止めれば、光こう化かの感化は止まる、と見当はついていた』

・未熟者：『つまり、光を反射するものが溶けていくなら、光自じ体たいを消してしまえばいい訳わけだね。だが、光こう源げんとして自ら光を発する物を消すのは、不ふ可能に近い』

　だから、

・義　　：『ステルスの霧で光を〝見えなくする〟んだ。そうすれば、光は〝見えなくなる〟から、力を失う。そんな仕掛けだ。光臨弾、だったか？　これの効果時間は三分程ほどだ。

　それだけのステルスを保てば効果は消える』

・傷有り：『これ、水でも似た事が出来ますよね？』

・義　　：『里見ではそう対たい処しよしようと思っていた。だが、気を付けておけよ？』

・いんび：『はは、何を気を付けるんだい!?』

・銀　狼：『ステルス防護障壁を張る事が出来る有明に、ステルス防護障壁で無む効こう化かされる光こう弾だんを落とす意味、ですわ』

・俺　　：『……実はツンデレで、無効化して欲しかったんじゃねえの？』

・ホラ子：『はい消えたあ。次の方、どうぞ』

・不退転：『戦せん術じゆつとして考えたら、有あり明あけにステルスの蓋ふたをさせたい、というところでしょう。

　何な故ぜなら、ステルス状態の有明は、外に防ぼう護ご障しよう壁へきを出せないし、大きな機き動どうがとれないわ』

　皆の表示枠サインフレームの中、成なる実みの言葉が続いた。

・不退転：『羽は柴しばの、北ほう条じよう側がわへの指し示じは、恐らく〝交こう戦せん〟状況になるのを避けさせつつ、戦せん闘とうを長期化かね。そうやってこちらが北条に手て間ま取どっている間、安土あづち城じようを出しゆつ港こうさせて行く事で〝武蔵むさし側は安土に何もしなかった〟と示す』

　直なお政まさが見れば、ステルスの霧きりの向こう、来る砲ほう撃げきの彼方かなたに、江え戸どの光がある。

　江戸には幾いく度どか降りた事がある。魚の美う味まい港と商店街がい、そして水すい路ろと川と、そんなイメージしかないが、今、その上空に巨大な艦かん影えいが存在していた。

　……あれが、安土か。

　出来れば逃がしたくない、と直政は思う。

　何しろ、関かん東とうに到達した三み方かたケ原はらの決けつ戦せんの際、あの安土城に武蔵は追い立てられ、反はん撃げきらしい事は何も出来なかったのだ。

　一人、里さと見み・義よし頼よりが自分を果たしていったが、それ以外の彼の全てはこちらに託された。

　同い年の武ぶ神しん乗のり。里見総そう長ちよう。元々自分は関かん東とうの土地に住んでいた事もあり、朱雀すざくの情報なども絡め、話してみたい事は多かった。しかし、

・煙草女：『──あれだけの事をしでかして、逃げるってかい、安土は』

　迎げい撃げきの連れん射しやを行い、狙そ撃げき銃じゆうの焼けた銃じゆう身しんを地じ摺ずり朱雀に取り替えさせながら、直政は言う。

・煙草女：『……相変わらず、こっちは何も出来ないんさね』

・礼賛者：『こうなったら、武蔵を出して突とつ撃げきというのは？』

・未熟者：『有明から降こう下かする際、北条方かたに撃うたれ放ほう題だいだよ。今、武蔵はノヴゴロド破は壊かいと柴しば田た勢ぜいを退しりぞけたという戦せん果かと、勝者のイメージを他国に対して持っている。

　ここでそれを損じるような事はなるべく避けたい』

・ウキー：『しかし、有明をステルスで包んでも、北条に逃げられれば、こちらは丸損か』

・不退転：『そういう事。──どうにかしてここで利り益えきを獲かく得とくするのが武蔵の課題よ』

・義　　：『その通りだ』

　言葉が来るなり、有明の屋上に、下のリフトから青の機き体たいが来た。

　里見の重じゆう武ぶ神しん〝義ぎ〟だ。

〝義〟は、腰の一いつ刀とうを抜き、

『──北条の砲撃、半分は私が担当する。だが……』

〝義〟が、天てん面めん中央に立っている皆の内、馬ば鹿かの方に振り向いた。

『武蔵総長、正直に言えば、私は、安土に一いち撃げきを与えに行きたいとも、そう思う』
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　ホライゾンは、馬ば鹿かを見た。

　青の武ぶ神しんと向き合う、巫み女こ服ふく姿すがたの女じよ装そうだ。

　女装は下から自分のフェイク胸を持ち上げ、下ろし、

「俺おれに答えを求めるって意味、解わかってんのか？」

『今の変な動きがなかったら何も疑問に思わなかったがな!!』

「馬鹿野や郎ろう、オメエにねえもんがあるって教えてんだ。少し感謝しとけ。──後な？」

　馬鹿が、南を親おや指ゆびで示す。振り向きはしない。

　……見る価か値ちも無い、という事だと判はん断だんします。

　解り切った事。それを告げるために、馬鹿が口を開いた。

「──ペタ子」

　ホライゾンは女装の後こう頭とう部ぶに一発平ひら手てを入れた。ツッコミだ。だが、

「む……？」

　打った手て応ごたえは金きん属ぞくの響ひびきだ。

　宙に波なみ打うった女装用金きん髪ぱつの向こうで、馬鹿がフと笑う。

「残念だったなホライゾン。今回の俺は美び容よう神しんキューティクク、クク、クル、嚙かんだよ！　まあとりあえずそんな神から頂いたパツキンメットで防ぼう護ごを固めているんだぜ……！」

「ヨッシー様、この馬鹿無む視ししてもう行っていいですよ」

『え？　おお？』

「待てー！　オメエら俺の大事な話をスルーしないで下さいお願いします！」

　はあ、とホライゾンは鼻から息を通し、耳に手を当てた。

「ハ、何でしょうか」

「く、くそ、今度は負けねえ……！　つーかペタ子」

『──平へい然ぜんと受け答えを望むな馬鹿者もの。で、面めん倒どうだから聞くが、何だ？』

　付き合いがいい……、と言う周囲の言葉に頷うなずきながら、ホライゾンは馬鹿の言葉を聞いた。

「オメエじゃ安土あづち討うちはまだ無む理りだ」
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　義よし康やすは、〝義ぎ〟の中で良かったと、そう思った。

　仮か想そう表現された操そう縦じゆう室しつ内部。自分は畳たたみ四よ畳じようの茶ちや室しつで正せい座ざをしているが、

『そう思うか』

「Ｊｕｄジヤツジ．、だってオメエ、安土を討ちに行く目的がねえもん」

『前ぜん総そう長ちようの仇あだ討うちだ』

「馬ばァ鹿か。それは理由だ。目的じゃねえ」

　馬鹿は、笑えみ顔でこちらを見上げて言った。

「理由は過去だ。目的は未来だ。俺おれにだってそのくらいは解わかってんだぜ」

『安土あづちを討うちに行く目的など、あると言うのか？』

　相手を倒す。ただそれだけの事に、理由はあったとしても、目的があるというのか。

　義よし康やすは疑問を作り、馬鹿に投げかけようとして、

　……あ。

　あった。

　否いな、今の自分にはやはり無い。だが、

　……義よし頼よりには、あったのだな。

　それは、

『自分達のような生き方をせずに済む国が、未来に生まれる。……それを守るという事か』
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　え？　とアデーレは思った。

　リフトで〝奔ほん獣じゆう〟による出しゆつ撃げき中ちゆうだ。浅あさ間ま経けい由ゆの通つう神しんで里さと見み生徒会長と総そう長ちようの遣やり取りを聞いてはいたが、今の二人の会話の流れには、通じないところがある。

　しかし、リフトのハッチが開き、霧きりがかった夜空が見え、砲ほう撃げき音が響ひびいてくる中で、確かに自分達の総長はこう言った。

「じきに、オメエにもそういうのが出来る」

『……どういう意味だ』

「オメエが二年なのに生徒会長になれたって事だよ、ペタ子」

　信じろよ、と言う女じよ装そうが、皆の背の向こうに見えた。

　女装の向こうに、青の武ぶ神しんが立っていた。

　女装は、何な故ぜか右手にハンマーを下げたホライゾンを横に置きながら、〝義ぎ〟に言う。

「オメエに〝出来る〟と思ったから、義頼も、他の連れん中ちゆうも、オメエみてえなペタいのを生徒会長にしたんだぜ、きっと」

『私の実力を見み下くだすのか？』

「じゃあオメエ、うちのセージュンより上か？　セージュン強つええぞ？　衆しゆう人じん環かん視しでパンツ見られても立ち直ったし、何でも戦争にするし、貧ひん乳にゆうパワーでもオメエより上だ」

『あれはまともかと思ったら特とく殊しゆなのでノーカンだ』

・副会長：『何だ──！　何が勝かつ手てに始まって終わってる!?』

・いんび：『尊そん敬けいされているんだよ本ほん多だ君！』

・粘着王：『畏い怖ふとも言うな……！　見事であるぞ正まさ純ずみ』

　大変ですねー、と他人ひと事ごとのように思うが、しかし、〝義ぎ〟は吐と息いきをするように肩を落とした。

『買いかぶりだ』

「義よし頼よりに言えよ」

『死ねと言うのか？』

　そうじゃねえ、と総そう長ちようが、下を、有あり明あけの中にある武蔵むさしの方を指さした。

「いつか乗れ」
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　義よし康やすは、馬ば鹿かのジェスチャーの意味が、一いつ瞬しゆん解わからなかった。

　だが、ややあってから、悟さとった。

　解るのではなく、自分の中にある当然を引き戻すかのように、義康はその意味を受け入れた。

　目が覚めた、というのも生やさしい。頭をいきなり殴なぐられたような思し考こうの醒さめだ。

　だから、

『Ｊｕｄジヤツジ．、そうだな』

　言った。義康は馬鹿に背を向け、一いつ刀とうを提さげ、自分の今すべき仕事を為なすために行く。

　今の目的は、武蔵の未来を守る事だ。理由もそれに等しい。

　理由と目的が合がつ致ちしたならば、それが自分の〝義〟だ。

　ゆえに義康は、安土あづち城じようから視線を外した。

『今はまだ、我が未み熟じゆく故ゆえに、私の負けだ。手が届かぬ事を認めよう』

　だが、

『いずれ必ず、──私と八やつ房ふさが貴き様さまを地に墜おとす』
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「よかろ」

　有あり明あけの北西、最上もがみと白しら河かわの暫ざん定てい国こつ境きよう上じように展開していた最上艦かん隊たいがいる。

　有明から戻ってくる奥おう州しゆうの商船群ぐん。それらを迎える山やま形がた城じようの天てん守しゆ閣かく上で、九きゆう尾びの女が、手にしていた大扇せん子すを一本閉とじた。

　彼女の正面。宙には巨大な表示枠サインフレームがある。そこには望ぼう遠えん術じゆつ式しきと、夜間用増ぞう幅ふく処理で荒れた有明上じよう面めんが映っていた。

　と、九尾の横に浮いていた鮭しやけ型がたの走狗マウスが、

『義よし光あき様！　何がよかろうですモン！　鮭しやけ延のべ、ちょっとナゾナゾ苦にが手てですモン！』

「鮭延がいると浸ひたらずに済むのう」

　クク、と義光は喉のどで笑った。

　そして彼女は、〝義〟が翼つばさで有明の宙に飛びだしたのを見た。青の武ぶ神しんはそのまま、夜の中で砲ほう撃げきに向かい合い、

『……！』

　来る砲ほう弾だんの半はん数すうを火ひ花ばなに変えていく。

　激げき音おんは、表示枠サインフレームからではなく、遠く南東の方から来る。空を回り落ちてくるような、高く響ひびく音ね色いろとして、だ。その音を聞き、義よし光あきは数すう度ど頷うなずいた。

「迷いは無いようであるの。そして、以前よりも前を向いたかえ」

『どういう事ですモン義光様！』

「あの子は、臆おく病びような犬になるか、闘とう犬けんになるかを迷っておるのよ」

　いいぞえ？

「あの子の境きよう遇ぐうなら、臆病な犬で、ただ餌えさを貰もらって可愛かわいがって貰うだけでも誰だれも文もん句くは言わぬぞえ？　だからただ、自分が小さく力なく、他人が大きく力ある事を知るためにうろうろと回っても、誰も咎とがめぬだろうよの」

　言って、義光は口くち元もとに扇せん子すを当てた。

「──闘犬とて、同じ。自分を知り、相手を知って、嚙かみつくのは一いつ瞬しゆんぞえ？　その一瞬のためにうろうろと回り、探り、油ゆ断だんを誘いもするし、虚きよ勢せいも張るものぞえ？　だが──」

『だが？　何ですモン？』

　問われ、義光の口の端はが、上がる。それを止めずに、義光は言う。

「だが、の」

　もう一度そう言って、義光は遠くより響く戦いの音に耳を澄すませた。

「闘犬の求めるは、最後の己おのれの行き場所。安あん堵どの場所。

　最も自分の中に抱えていなければいけない場所に辿たどり着く事こそが、最たる遠えん距離の旅となるタイプの犬は、恐ろしい事に、戦う方法を得ても、相手を倒そうとも、はたまたかりそめの宿を得たとしても、孤こ独どくを感じるものぞ」

『……義光様、そういう犬を知ってるモン？』

「里さと見みの前ぜん総そう長ちようがそうだったともよ」

　ああ、

「同じように行くかえ義よし康やす。全ての準備を終え、経過を終え、始し末まつを終え、そうやってなお、自分が休む事を許せる闘犬の道は果て無く遠い。そして──」

　クク、と義光は苦く笑しようした。

「私は、自分のすべき事をしてから遊びに行く子が好きぞ」
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『有あり明あけ、微び速そく前進を開始しました！　軌き道どうとしてこちら、北ほう条じよう艦かん体たいに向かっています！』

　小こ太た郎ろうの声に、氏うじ直なおは顎あごに手を当て考えた。

「こちらも後こう退たい。距離を更さらに二キロ空あけた上で、以後は保って江え戸ど方面に後退。──安土あづちを後ろに通します。二キロ空けておけば、〝義ぎ〟がこちらや安土に向かっても迎げい撃げき可能でしょう」

　Ｔｅｓテスタメント．、と小こ太た郎ろうが艦かん隊たいに指し示じを飛ばす。その間に、氏うじ直なおは自分の周囲に幾いくつかの表示枠サインフレームを展開した。そこには羽は柴しば側からの指示が並んでおり、

「……指示書の製作者は、羽柴十じつ本ぽん槍やりの九番、竹たけ中なか・半はん兵べ衛え。随ずい分ぶんとまた、しつこいと言うか、絡からめて外さぬ手を掛けて来る」

　氏直は、髪かみを搔かき上げ、空を見上げた。

「こちらとしても、本ほん心しん、というものがあるのですけどね」

『……氏直様？』

「小太郎、精せい度どが高い長ちよう距きよ離り砲ほうを使用します。もはや機き鳳ほうによる光こう臨りん弾だんの爆ばく撃げき機会は失われました。有あり明あけの上面を削けずりに行くと、羽柴側にそう伝えなさい」

　さあ、と氏直は、両の手て指ゆびを絡めて有明の空を見た。

「──私からのプレゼント、受け取って頂けると有り難がたいのですが」







[image: 第十二章『夜天上の疾走選手』]
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「安土あづちがこちらを通りに来るかもしれん、だと？」

　夜の町がある。東を川に面した南北に長い町だった。

　市し壁へきに囲まれた町。作り直されている南みなみ門もんの上にはマクデブルクの名があった。

　その内側、南の丘上に、マクデブルク補ほ修しゆうの状況を管理確かく認にんしていた鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの女がいる。彼女はしばらく東の夜空を見渡していたが、やがて霊れい属ぞくとしての透すけた脚あしを軽く回した。そして見るのは、そのまま東から南、西へという方角で、

「……ゲーリケ、もし安土が来るなら、恐らく、あのラインを通過する。だが、本当に安土は、P.A.Oda内で補ほ給きゆうや艦かんを変えず、そのまま毛もう利り方に攻め込むというのか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、巴ともえ御ご前ぜん、武蔵むさし側から来ている観かん測そく情報では、貨物の搭とう載さい量りようと固定から、積み替えを行うものではない、と。それを行うと、多量の艦かん群ぐんを動かす事になりますから」

　成なる程ほどな、と言う巴御前は、肩から力を抜く。

　彼女は、後ろに立つ男、鉄てつ半はん球きゆうを両手装そう備びした髭ひげの姿すがたに対し、振り向く事なく言った。

「準バハムート級の輸ゆ送そう艦かんに対応する艦群を用意するなら、そのまま毛利方かたに行った方が有利と言う事だな。解わかった。ゆえに大体、今後の羽は柴しばの動どう向こうも推すい測そく出来る」

「巴御前、……羽柴は今後、どのような動きを？」

「教えない」

　口を縦たてに開いたゲーリケを無む視しして、巴御前は問う。

「南の鉄てつ塔とうの確かく保ほは出来てるか？」

「Ｔｅｓ．、巴御前、近きん隣りん市街の住人達は〝変へん態たいが伝う染つる〟と避けてましたので、洗せん浄じようと、不要な階を鉱こう物ぶつリサイクルして供きよう出しゆつ、というので手を打ちました」

「ルドルフ二に世せいとも、もう少し話をしてみたいと思ったが」

　まあいい、と巴御前は腕を組む。

「安土の通つう過か時じの記録をとっておくといい。安土は一時間後ごには通過する」

「そんなに早く……？」

「関かん東とうまで鳥とつ取とり城じようで大おお返がえしの試験をした連れん中ちゆうだ。関東からは安土のような高速戦せん艦かんでその逆を試すだろうよ」

　いいか、と巴御前は言った。

「柴しば田た達たちが南東に来ているのは、単なる陽よう動どうだ。攻め込まれたとしても無む視しして鉄塔からの監かん視しを進めろ。

　西側、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと連れん絡らくを自由にとれるのもしばらく不ふ可能になる。向こうとは臨りん時じの連絡手段を確かく保ほだ。いいな？　あと──」

「何か？」

「武蔵むさし側との連れん絡らくをIZUMO経けい由ゆのみとしろ。恐らく、近いうちにP.A.Odaは完全な外部通つう神しん規き制せいに入る」

「神しん道とうのインフラに、そのような大だい規き模ぼ規制を掛けられるものなのですか……？」

「P.A.Odaの主しゆ社しやは劔つるぎ神じん社じや。千四百年の歴史を持ち、祭さい神じんにはスサノオと皇こう族ぞくが入り、更さらには御ご神しん体たいが剣という戦せん事じ用よう神社だ。別べつ名めいは織お田だ明みよう神じんと言って織田家けはその神しん官かんの子し孫そんだ。

　──意味が解わかるか？　教えないがな」

　ゲーリケが半はん目めになったが巴ともえは無む視しした。だが、

「──劔神社は地域の二等。位としては一等の氣け比ひ神じん宮ぐうに譲ゆずるが、それゆえに神道側がわには融ゆう通ずうが利く。一等に責任を取らせず、劔側で責任をとると言って動く事で、一時的な無む茶ちやを行いながら、神道の当とう地ち一等は守れるからであるな。

　スサノオを抱いだく神社は無む縫ほう。平和主義の他た神社にとっては脅きよう威いであり、他戦せん闘とう系けいの神社よりも優ゆう位いだ。武蔵むさしにとっては厄やつ介かいな相手となろう」

　さて、と彼女はゲーリケに振り向いた。

「武蔵は、〝勝てる〟事をノヴゴロドで示した。しかし、大事なのは、勝てるだけではなく、どう勝つか、という事だな。今回、遅ち速そくは未来を貶おとしめる。武蔵は北ほう条じようとやり合っているようだが、ここで何の成果も出せないようならば、今後の流れに乗り遅れるぞ」

「既すでに羽は柴しばは毛もう利り攻ぜめを開始。P.A.Odaは信のぶ長なが暗あん殺さつに対する動きを取り始めてますからな」

「それだけではない」

　と、巴はポケットから収しゆう穫かくしたばかりの林檎りんごを取り出してゲーリケに投げた。ややコントロール不確かなそれを、ゲーリケは手首の半はん球きゆうで吸い寄せてキャッチ。

「……掠りやく奪だつを無ぶ事じに過ごした林檎ですな」

「Ｔｅｓテスタメント．、ストレスを掛けた果くだ物ものや野や菜さいは、絞しぼられる一方で味が強くなる。だが、それを市いち場ばに宣せん伝でんしたとしても、売り場に出せず、タイミングを逃のがせば意味が無い。

　そして、既に毛利もP.A.Odaも、遙か先の市場を見ている」

「遙か先……？」

「教えない」

　フ、と笑って巴はゲーリケに背を向けた。表示枠レルネンフイグーアを開き、

「私は、ここの植しよく樹じゆをもう少しやっておく。お前は、……そうだな、これから起きる事を記録にとっておくといい。恐らく、これからどの教きよう導どう院いんも始める夏休みを含み、大きな動きが発生する筈はずだ。ただ──」

　ただ、

「夏休みの宿題を〝信長暗殺〟に出来るかどうかは、武蔵次し第だいだな。

　──天てん正しよう壬じん午ごの乱でなくても構わない。何らかの成果、それも、毛利や北条を巻き込むものを意い地じでも獲かく得とくしろよ。それが世界を早く回す鍵かぎだ」
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『北ほう条じよう艦かん隊たい、等とう速そくで南なん下か。距離二十二キロを保ちます。──以上』

　オペレーター役の自じ動どう人形から送られてきた通つう神しんに、ネシンバラは腕を組んだ。

　腕を組む意味は無い。外から見て軍ぐん師しっぽくて格好かつこいいからそうしているだけだ。顎あごに手を当てるのもなかなかいいし、眼鏡めがねをクイっと上げるのもそれっぽい。

　だが、何も考えていなければ、馬ば鹿かだ。考える事は考えなければならない。

　……今の流れだと、どうやって、北条艦かん群ぐんに接近するか、だろうね。

　こちらが速度を上げればいい、という事は解わかる。だが、そのためにはこちらのステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを解かい除じよしなければならない。

　解除すれば、先さき程ほどの光こう弾だんが来る。それも、

「〝有あり明あけ〟君、南面側がわのステルス防護障壁を解除出来るかい？　一いつ瞬しゆんでいい」

『Ｊｕｄジヤツジ．、七秒単たん位いでの解除ならば可能です。──以上』

　頼む、と言って、一ひと息いきをついた直後。有明の艦かん首しゆ側、南面のステルス防護障壁が解除された。大気干かん渉しようがあるため、艦かん首しゆ側に開いた大きなステルスの口周辺で、白の霧きりが発生した。

　内部と外部の温度差さによるものだ。だが、

「来た！」

　敵の砲ほう撃げきが、即そく座ざに艦首側の全面に数十単位で飛んできた。それも、

「光弾だ！　やはり爆ばく撃げきだけじゃなく、砲ほう弾だん用ようも作っていたか！」

　着ちやく弾だん前まえにステルス防護障壁が戻った。だが、

『〝有明〟より報告。今の敵てき弾だん頭とうは付ふ着ちやく型がたです。接せつ触しよく面めんに三分程ほどはとどまるものかと判はん断だん出来ます。──以上』

　つまり、今の光弾を付着された以上、三分以い内ないにステルス防護障壁を開けてはならない。もしそれを行えば、

　……有明の前面が光こう化かしていく事になるのか……！

・銀　狼：『あの、書しよ記き？　ちょっといいですの？』

・未熟者：『え？　何だい一体』

・銀　狼：『ひょっとして今、もの凄すごい戦せん術じゆつミスをしでかしませんでした？』

・貧従士：『……ですよね？　だって、ステルス開けないと速度上あげられないのに』

・副会長：『おいおいおい、冗じよう談だんやめてくれ、有明が南下出来るのも、江え戸どと水み戸と領りよう地ちの境きよう界かい線せんまでだぞ？』

・〇べ屋：『それって、あと四十キロも無いと思うんだけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

・未熟者：『だ、大丈夫だよ！　策はあるよ！　安心してくれ皆！』

・煙草女：『──どんな策さね』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、丁ちよう度どいいのがあったんだけどね、今の敵の反応を見たら、もう少し手を入れた方がいいと解わかった。次はちゃんと見られるものとなるよ、絶対』

・●　画：『それ、永遠に作品アップしないヘタレの言い訳わけなんだけど』

・貧従士：『み、皆さん、自分の事は棚たなに上げて言いますが、書しよ記きの事少しは信じましょうよ！　──ここで責任とれるの書記しかいないんですから！』

・未熟者：『かなり酷ひどい話になってきたね！』

　と、ネシンバラがそこまで言った瞬しゆん間かんだった。

　視し界かいの中に見えていたアデーレの奔ほん獣じゆうが、いきなり消えた。

　え？　と皆が呟つぶやいたと同時。艦かん尾び側で鉄の転がる音が聞こえ、

『あいたあ──!!』
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　ミトツダイラは、奔獣を穿うがったものが夜空に跳ね上がったのを確かく認にんした。

　銀ぎん鎖さを素す早ばやく宙に走らせてキャッチしたのは、まだ陽かげ炎ろうを揺るがしている、

「実じつ弾だん……!?　北ほう条じよう艦かん隊たいが砲ほう撃げきを散らして来ましたの!?」

　問うたなり、風が来た。艦かん首しゆ側から〝義ぎ〟が下がって来たのだ。その理由は、

『上じよう面めん側、重要地ち点てんに飛ひ来らいする砲ほう弾だんに専せん念ねんする！』

　重要地点。つまり搬はん出しゆつ入にゆうリフトのハッチや、入出用シャッター、装そう甲こう層そうの下にある伝でん導どう管かんを、北条側から狙ねらわれているという事だ。

　そして砲弾の飛来する音が来た。音には実弾がついており、

「来ましたわ！」

　水平に近い空に、幾いくつもの着ちやく弾だん予測と軌道を示す表示枠サインフレームが出た。更さらには防ぼう護ご障しよう壁へきが展開し、

「──！」

　鋼はがねの雨あま音おとが、ほぼ真まっ正しよう面めんから有あり明あけを打だ撃げきした。

　空に表示枠が割れ、防護障壁が散って跳ねた。まるで、水の塊かたまりを叩たたきつけられたような音だ。こちらには防護障壁の壁があるが、

　……耳が……。

　人狼ルウガルウの聴ちよう覚かくが一いつ瞬しゆんで震え、音を失った。

　だが、視し覚かくはそれを見た。前方、浅い頭上に多た重じゆう展開していた防護障壁を抜けて、何発かの砲弾が抜けてくるのを、だ。

「武蔵むさし……！」

・武　蔵：『申し訳わけ御ご座ざいません。そちらは有明管かん轄かつです。こちらで処しよ理り関係の補ほ助じよを行っておりますが、一国の艦隊分ぶんからなる砲撃を捌さばき切る行為には、完全となる事を努力するとしか言いようがありません。──以上』

　正まさしくその通りだ。実際、アルマダの時も、小しよう規き模ぼな被ひ弾だんは受けている。有あり明あけとて、出力の限界もあり、死し角かくや連続した砲ほう弾だんに対しては、即そく座ざの展開をする事は至し難なんなのだ。

　ゆえに今、全ての結果として、直ちよく撃げきの着ちやく弾だんがあった。それが現実だ。

　ステルスの霧きりの下、天てん面めんの床ゆか上うえにて激げき突とつ音と擦さつ過かの反射が連続していく。

　だが、とミトツダイラは思った。敵の弾だん道どうが浅過ぎる、と。これならば、

・銀　狼：『有明の天面は平らですもの。ほぼ水平に飛んできて着弾した砲弾は、水面を跳ねていく石のように滑り、跳ちよう弾だんしていく筈はずですわ！』

・賢姉様：『つまり貧ひん乳にゆう防ぼう御ぎよと同じね！』

　やかましい。だが、不ふ意いの音と衝しよう撃げきが、ミトツダイラの言葉を否定した。

　有明天面に、敵てき弾だんが滑らなかったのだ。聞こえた音は、跳弾すらせずに、

「直撃!?　何な故ぜですの!?」

　激げき音おんと震しん動どうがミトツダイラの疑問を消す。
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　……ど、どういう事なんです!?

　転がって伏せた奔ほん獣じゆうの中で、ふらつく頭を左右に振りながらアデーレは復ふつ帰きした。

　と、立ち上がる自分の横を、高速で突っ走っていったものがある。

　砲弾だ。実じつ体たい弾だん。下に位置する北ほう条じよう側から放ほう物ぶつ線せん軌き道どうで撃うたれたものが、有明の天面でバウンドして滑ってきたのだ。

「あぶな……！」

　高速で水平に突っ込んでくる砲弾は、上から降ってくるものよりタチが悪い。上から降ってくるなら打だ撃げきは〝点〟でしかないが、水平軌道では〝線〟になるからだ。

　更さらにそれは、通り過ぎたこちらの背後で、

「直撃!?」

　滑かつ走そうの砲弾が、いきなり高い音を上げて、有明天面に激げき突とつした。

　……滑ってた筈なのに！　何かの術じゆつ式しきですか!?

　違う。更に数発の激音が響ひびくが、

「位置が近い……」

　呟つぶやき、アデーレは理解した。

「この砲弾、滑ってません！　ほぼ水平に飛んできたと思ったら、さっきの光こう弾だんの穴に引っかかって〝直撃〟しているんです！　光が開けた穴を、更に破は壊かいしているんです……！」
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・義　　：『くそ、……すまぬ！』

・●　画：『汚い言葉を使ってないで説明しなさいよ。あ、長いのは無しね』

・未熟者：『長いんじゃないよ！　煽あおるんだよ！　いいかいナルゼ君、まずは──』

・立花嫁：『うるさいです』

・未熟者：『ひっ』

・立花嫁：『では端たん的てきに、私が説明しましょう、宗むね茂しげ様さま』

・立花夫：『ええ、つまり誾ぎんさん、この北ほう条じようの戦せん術じゆつは、二種の砲ほう弾だんを使い分ける事によって破は壊かいを拡大するのですね？』

・立花嫁：『解わかっていらっしゃいますか。流石さすがは宗茂様。では解説不ふ要ようですね』

・●　画：『完……!!』

・義　　：『完じゃないぞ！　完じゃ！』





●






『義よし光あき様！　顔背そむけて何してるですモン!?　何かウケてるモン!?』

「いや、何よのう。──あの子も、いい現場にいるものだと、そう思ったのよの」
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　つまり、だ、と義よし康やすは来る砲ほう撃げきに対し、空中に仮か想そうの足置き位置を設定しながら言う。

・義　　：『北条は、光こう弾だんと実じつ体たい弾を順番に使い分ける事で、新しん戦術を得たのだ。

　先にどちらを叩たたき込むか、という、それだけの事だが、重要な戦術だ』

　解るか？

・義　　：『今回のように、先に光弾を叩き込めば、その傷が実体弾のフックになる。ステルスが掛けられて盲もう管かん砲撃となっても、こちらに砲弾を呼び込む傷がついてれば、確実に被ひ害がいは拡大出来る訳わけだ』

・ホラ子：『逆に、先に実体弾を撃うち込んだ場合は、ソレによる破は壊かい跡に光弾を重ねて撃つ事で、一気に対たい象しようの深部まで破壊を至らせる訳わけですね？』

・義　　：『実際は、交こう互ごに使用する事で両方の利点が連れん鎖さし続ける事になる。──悔くやしいが、本来ならば里さと見みに向けて使用されるものだった筈はずだ、これは。

　精せい査さ不足だったとはいえ、そこまでの予測が出来ず、すまん』

　安土あづちどころではなかったな、と、義康は自分を戒いましめる。

　……あの女じよ装そうの言う通りか。

　腹立たしい、と思う一方で、まだ自分が未み熟じゆくである事を自じ覚かく出来て、変な安あん堵どもある。まだ自分は姉や、義よし頼よりに背を叩かれているような存在なのだと。

　だが、そこに甘んじている意味も無い。今すべきは、

・義　　：『砲弾の迎げい撃げきに入る！　背後は頼む！』
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　義ぎの動きに、ネシンバラは頷うなずいた。そして現状の敵の位置や高度を測はかりつつ、こう思う。

　……厄やつ介かいだ。

　無む論ろん、こちらも、手を打っている。

　北ほう条じよう側に対し、単なる接近ではなく、海側がわから山側に押し込むようにしているのだ。

　方角からすれば、単純に南に追うのではなく、南西に追い込む形だ。

　そうやって斜めに移動する事で移動距きよ離りを伸ばし、暫ざん定てい国こつ境きようまでの時間を稼かせぐのだ。

　だが、そのように斜め軌き道どうで動こうとすれば、

「向こうの砲ほう撃げきが、こちらの角かどに集中する……」

　ステルス解かい除じよをすれば光こう弾だん。そうでなければ実じつ体たい弾の雨だ。今も自分の頭上では防ぼう護ご障しよう壁へきの光が散り、横を砲ほう弾だんが抜けていく。

　砲弾の軌道は表示枠サインフレームで見えるため、

「……と」

　身を半はん歩ぽ横にズラして背を向けると、そこを威い力りよくの塊かたまりが飛んでいった。

　……今の僕、格好かつこ良かったよなあ。

「見た!?　皆！」

・ウキー：『おい、そっちの装そう甲こう板ばんは剝はがせ！　拙せつ僧そうパワーで手伝ってやらん事もないぞ』

・金マル：『破は片へん当たった人は表示枠上げてくれる？　黒魔女シユヴアルツヘクセン隊たいが行くから！』

・〇べ屋：『はいはい戦せん闘とう費ひ用ようは山やま積づみ山積み、と……』

・ホラ子：『……おや、ネシンバラ様、どうしたのですか右手を前に突き出して』

・未熟者：『くじけないぞ！　そう、くじけないのはヒーローの絶ぜつ対たい条件だ……！』

・煙草女：『つーか立りつ案あんしなよコラ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは言った。

・未熟者：『〝武蔵むさし〟君、向こうの情報、とれているね？　先さき程ほど頼んでおいたものを出して欲しい。それで相手の動きを見み極きわめられるし、一気に形けい勢せいを変えられるかもしれない』

　言うなり、〝武蔵〟から新しい表示枠が来た。その内容は、

「敵の弾だん道どうパターンと、機き鳳ほうの軌き道どうから解わかった機き動どう力の推すい測そく。──よくやってくれた」

　来た砲弾を、くるりと回って避けながら、ネシンバラは手を走らせた。防護障壁の展開パターンなどをまとめ、皆に送って、

「停てい滞たいを破は壊かいして、北ほう条じようと毛もう利りと、──P.A.Odaに恩を売ってやろうじゃないか」
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「──光こう臨りん弾だんの意味が、向こうにも理解出来たようですね」

　遠く有あり明あけ上じようの布ふ陣じんが変わり始めた事を、氏うじ直なおは知ち覚かくした。

　小こ太た郎ろうが頷うなずき、こちらに言葉を送ってくる。

『有明上じよう面めんステルス解かい除じよ！　正面側がわに防ぼう護ご障しよう壁へきが並びました！　壁を形けい成せいします！』

「間違いの解答です」

　言うなり、こちらの横を後ろから前に突き抜けていった音と風がある。

　機き鳳ほう隊たいだ。光こう臨りん弾だんがステルスによって防がれて以来、出しゆつ撃げき許可を出していなかったが、

「これが正解です」

　十二機編へん隊たいが、二隊。合計二十四の加か速そく音は、腹にあるものを提さげていた。

　全長三十メートルは超える、先せん端たん斜め落としの強化石いし杭ぐいだ。

「墓標ストウーパが立つか、対たい処しよするか、見せて頂きましょう」
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　機鳳隊の面めん々めんは、一いつ直線の軌き道どうを好まなかった。

　高度としては下から上への浅い上昇。だが、全機フェイント付きの弧こを描いた軌道であっても、武蔵むさし側がわには自じ動どう人形が多くついている。軌道は読まれているだろう。

　だが、それは北ほう条じよう印度インド諸しよ国こく連れん合ごうも同どう様ようだ。古くから神しん像ぞう文化が発達し、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいとして定着、拡大したために、北条では歴史再さい現げんの解かい釈しやくとして自動人形の開発を行えたのだから。

　自動人形の計算力りよくは、北条艦かん隊たいや機鳳隊の機き動どう、運うん用よう管理に欠かせないものとなっているし、

『──こちら機鳳隊より本部へ。各員に更さらなる安全軌道の提てい示じを』

　隊長の要よう請せいによって、狭い機鳳の操そう縦じゆう室しつに、表示枠サインフレームが幾いくつか展開した。それは操縦視し覚かく用ようの外部を映す表示枠に重なり、幾いくつかの線せん軌道を示してくれる。

　どれも単純なラインでは無い、交こう叉さも平へい然ぜんと要求する上じよう昇しよう軌道だ。

　だが、自動人形の担当官かんが告げた。

『これが敵自動人形側の計算を超える意味で、安全と判はん断だん出来ます。──御ご無ぶ事じを』

　最後の一言に対し、返答は一つだ。

『Dhanyawaad』

　感謝を、しかしこの運命を与えた神々に告げ、皆は行く。

　狙ねらいは有明上面。既すでに光臨弾と実じつ体たい弾だんで破は砕さいの跡を入れた場所に、硬こう化か石せき材ざいの杭を叩たたき込むのだ。

『敵は砲ほう撃げきに対して防護障壁を前に出した。──防護にはいいが、あれでは防護障壁が邪じや魔まになって、狙そ撃げき砲による迎げい撃げきは不ふ可能だ。恐らくこちらの動きを読み、壁の向こうでは対たい空くう砲ほう火かがあるだろう。だが……』

　背後からの、北条艦隊による砲撃が、こちらの道を空あけるために先行した。

　それは、有明上面に構えられた防護障壁の壁を砕くだいていく。

　自じ動どう人形の管かん制せいによる砲ほう撃げきは正確だ。連れん続ぞく砲撃によって、防ぼう護ご障しよう壁へきの壁に穴が開きつつある。

　そこに、加か速そくした十二機が行った。

『まずは先せん行こう隊が行け！　そして後こう続ぞく隊たいは……』

　後続となった十二機は、しかし有あり明あけ上じよう面めんを狙ねらわなかった。

　正面。ステルスで見えぬ夜空となっている有明の艦かん首しゆに対し、

『もはや位置確かく定ていは出来てるんだよ……』

　上下、二段の超ちよう高速石いし槌づちが、有明に向かって放たれた。
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　有明上面にいる者達は、正面に向かって重ねた防護障壁に、穴が開けられたのを見た。

　北ほう条じよう艦かん隊たいから放たれた正確な砲撃の重じゆう連れんが、障壁を列で砕くだいたのだ。

　それは、障壁の奥で防護を固めていた者達を外れ、

「──やべえ！」

　ハッチやダクトなど、要よう所しよの正面で皆は更さらなる防護を固めていた。だが、北条側の砲撃は、彼らのいる位置を狙わず、開いた場所を的てき確かくに狙ってきた。

　光が散って穴が開く。

　その穴を抜けて、十二発の石いし杭くいが来た。

　浅い放ほう物ぶつ線せんで行く直線の力は、有明上じように開いた光こう弾だんの破は砕さい痕こんを狙っている。もし天てん面めん上を滑かつ走そうする事になっても、多くの破砕痕があるのだ。滑り切る前にどれかに当たって、その破は壊かいを一気に拡大する。

　左右を高速の石杭に抜けられた学生の内、幾いく人にんかが叫んだ。

「防護障壁の追加は……！」

　無い。有明が用よう意い出来る余よ剰じようの防護障壁は、

『正面防ぼう御ぎよに回します。──以上』

　有明の艦首側。そこに、機き鳳ほう隊たいの後続から撃うち込まれた十二発が直ちよく撃げきコースで行く。

　対するのはまず、

『北条相手なら、先せん頭とうは私だろう！』

〝義ぎ〟だ。
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　義よし康やすは、四つ砕く事を己おのれの課題とした。

　一発一発の距離は広い。五十メートル以上は空あいている。だが、

　……やれる……！

　動いた。青の機き体たいは、右回りの縁ふちを描くように宙を大きく前に出て、

『……！』

　行きで二つを砕くだいた。

　残り、戻りの半はん円えんで、バックハンドにした一いつ刀とうを用い、義よし康やすは背後打うちに飛んだ。

『く……』

　方向転てん換かんの動きが入るため、全身のフレームが軋きしむ。わずかに左半身がついてこないが、それが理解出来ているならば、

　……前に、最上もがみに行く時、機き関かん部ぶの者達が言っていたな。

　この〝義ぎ〟は、自分が無む理りな動きをかけても安全なように、フレームを強化してある、と。

　それを行ったのは、今は無い里さと見みの教きよう導どう院いん、そこにいた仲間達たちだった。

　ひょっとして、彼らが生きていて、今、自分を見ているかもしれないと、そう考えるのは、枷かせでは無く、おそらく甘えだろう。

　……自分は……。

　そのような、思い込みの期待が無くとも、為なすべきをせねばならないのだ。だから、

「──っ」

　行った。

　風を背面から抜いた、と思った直後。水の中に飛び込んだような緩い感かん触しよくが全身を包み、

「く」

　全身が、白の霧きりを一いつ瞬しゆん纏まとった。その直後、一刀の届く位置に石いし杭くいが見えた。

　無む造ぞう作さに砕く。そしてもう一発も、

「おお……！」
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　正面の四発が破は砕さいされた。

　力を振るった〝義〟は、己おのれの勢いを消すために身をねじり、

『任せた……！』

　一ひと言ことを告げて、真ま下したに落ちた。全身で風を受け、強ごう引いんな失しつ速そくを狙ねらう動きだ。そうする事によって有あり明あけへの激げき突とつを避けた〝義〟の頭上、破は壊かいを逃のがれた八発が有明の正面に届く。

　その直前だ。

『正面ステルス防ぼう護ご障しよう壁へき一時解かい除じよ、正しよう面めん防護障壁展てん開かい。──以上』

　有明が、己の前面を露あらわにし、防護障壁を展開した。

　寸すん前ぜんの壁が、石を石として砕く。

　破壊する。

　だが、拒きよ絶ぜつの壁も、無ぶ事じでは無い。杭を砕き削けずり縮めるために、莫ばく大だい量の流りゆう体たい光こうが散った。

　瓦が解かいの音が、空に抱かれ、石いし塊くれと夜に割れた。

　音が響ひびき、しかし防ぼう護ごの内側で光が灯ともる。先に撃うち込まれた光こう弾だんがステルス解かい除じよによってまた威い力りよくを復ふつ帰きしたのだ。

　周辺で水を使った除じよ去きよ作業を行っていた御お広ひろ敷しき達たちが、防ぼう護ご障しよう壁へきを石いし杭くいが食ってくるのを見て、

「うわあ──！　こっちにモロ来ますよ!!」

・賢姉様：『結けつ構こういい音するのねえ。音、採さい取しゆしておこうかしら』

・俺　　：『あ、俺おれにも後でくんね？　吹っ飛ばされる時のSEにしたい』

・ホラ子：『これはホライゾンも頑がん張ばって打だ撃げきせねば……』

・あさま：『はいはい三人とも、こっちに退たい避ひですよ！』

　だが、正面の破は砕さい十二発はつは、ぎりぎりで押しとどめられた。残った防護障壁はどれも二、三枚。追い打ちの砲ほう弾だんがそれを砕くだき、正面装そう甲こうに激げき突とつするが、正面は高空にいる有あり明あけにとって最も装甲の厚い部分だ。着ちやく弾だんの火ひ花ばなが散って御広敷達がロープにスイングされるだけで済む。

　しかし、

「上面……！」

　滑かつ空くう状態にあった石杭十二発が、有明中央部付ふ近きんで失しつ速そくし、突き刺ささる傾きを見せた。

　先せん端たん部ぶを斜めにカットされた石杭だった。それは、有明上じよう面めんを削けずるように、前のめりで転ぶように己おのれを傾け、

「……刺さるぞ！」

　その叫びに、カウンターで応じる叫びがあった。それは、

「結べ、──蜻蛉とんぼ切ぎり」
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　誾ぎんは、右う舷げん端はしに来た二発を、二ふた代よが割かつ断だんしたのを見た。

　流石さすがだ。が、自分達にとってはこれからが本ほん番ばんだ。何しろ残りの十発の内、

「左さ舷げん四発はこちらで対応します！」

　誾は即そく座ざに十字砲火アルカブス・クルスを左右に展開。翼つばさのように広げながら砲ほう門もんを連れん射しやし、左さ舷げん端ですれ違った二発を横から穿うがった。

　音は間に合わない。ただ見えるのは火ひ花ばなと粉ふん塵じんの白で、

　……砕くだきました！

　石杭が半なかばから折れ、仰のけ反ぞるように空を向いた。

　破砕箇か所しよには大気が激げき突とつし、破は壊かいを一気に加速する。石は爪つめに引っかけられたかのように破は片へんを零こぼして後ろに折れていく。

　だが、その屈くつ折せつが終わるより先に、石の全体が有明の天てん面めんに落ち、触れて、

「────」

　堪こらえられなかった。

　既すでに杭くいの形を保っていた外がい殻かく全体には亀き裂れつが入り、風ですら砕くだく事が出来たのだ。石いし杭くいはただ、己おのれの中なか身みをぶちまけるように有あり明あけ天てん面めんに砂利じやりをまき散らし、無くなっていく。

　そして散った二発の横、こちらに視線を寄よ越こし、行く姿すがたがあった。

　宗むね茂しげだ。

　加か速そく術じゆつ式しき〝駆かけ爪づめ〟使用で、まるで有明の上じよう面めん、薄うす霧きりを昇っていくような姿し勢せいで彼は行く。

　確実に、先行する石杭に対して距離を詰め、

「……！」

　準じゆん神しん格かく武ぶ装そう・瓶かめ貫ぬき。追つい尾び型がたの加速を発はつ揮きする剣にも似た槍やりは、その振るう先にて、彼の速度と方向を正しく導いた。

「一つ……！」

　砕いた。

　お見事です、と誾ぎんが思った瞬しゆん間かんだった。

　もう一つを砕きに行く宗茂が、あるものを見せたのだ。

　……あれは……！

　空中を、疾しつ駆くしたのだ。
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　右う舷げん側がわにいた二ふた代よは、半はん竜りゆうと成なる実みが連れん携けいで三発を砕くだいていくのを見ながら、左さ舷げん側の動きを確かく認にんしていた。

　宗むね茂しげだ。

　……空中を、走って御ご座ざるか？

　否いな、正確には、先に破は壊かいした杭くいの破は片へんだ。

　宗茂は、一発目の石いし杭くいを、ただ砕くのではなく、前に向かって貫つらぬき割ったのだ。

　後は加か速そく術じゆつでその破片を足あし場ばにし、もう一本の杭までの架かけ橋とした。

　見事、と二代は思った。自分には恐らく出来ない技に御座る、とも。

　自分の体たい軸じく管理は、どちらかと言えば自分から与えるもの。

　相手の動きを与えられて、合わせて行くのは、宗茂の得え手てだ。だから、

「…………」

　羨うらやましい、とも、ちょっとやってみて御座ろうか、などとも心が動く。そして、

　……いかんで御座る。

　二代は実感した。

「拙せつ者しや、楽しんで御座るな」

　マクデブルクからこちら、ノヴゴロドでは、そうだったろうか。

　相手となった福ふく島しまや、自分の目を覚まさせてくれた喜き美みに、今いま更さらながらと思いながら感謝を感じつつ、二代は走り出した。

　もう一本は砕けるだろうと、思いながら、

「拙者、この程てい度どで喜ぶとは、まだまだ未み熟じゆく……！」
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　二代が、追加の一本を割かつ段だんした。

　これで上じよう面めんに来た杭に対し、破は壊かいの数は合ごう計けい十回。

　だが、残りの二本が、

「生きてるぞ!!」

　有明上面。誰だれもが正面ではなく、後ろを、石杭の行き先を見ていた。

　そんな彼らの視線に応えるように、しかしまず響ひびいたのは、鋭い重じゆう音おんだった。

　石杭の二発。それらが、

「……弾はじかれた!?」

　一切の間違いなく、石で出来た二つの直線が夜や天てんに跳ね上げられていた。

　その仕掛けは、たった一つだ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきだった。

　有あり明あけ上じよう面めん、無む数すうに、しかし薄く重ねられた防護障壁の跡がある。

　砕くだけて光と散った障壁。有明が間に合わぬそれらの使用者は、

『こちら有明内、武蔵むさし。防護障壁の効果を確かく認にん。有明への援えん護ごが成ったものと判はん断だんします。──以上』
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「危ないところでした〝武蔵〟様。──以上」

　と言う声が響ひびくのは、白い広こう大だいな空間。武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようにある艦橋室しつの中だった。

　皆がコンソールとしての表示枠サインフレームを開き、先さき程ほどの防護障壁の展開処しよ理りを後々のためにも記録している。その中央、ホール状の艦橋下か部ぶでは、一つの影が動いていた。

　鈴すずだ。彼女は武蔵と、それを包む有明の模も造ぞうを作っており、皆に振り向くと、

「……だいじょぶ、だ、た？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お見事でした。鈴様。──以上」

　と言って、鈴に茶を運んでいくのは〝武蔵野〟だ。

「有明の管かん轄かつがあるため、武蔵から遠えん隔かくで防護障壁を展開援護しようとしても、許可申しん請せいや受じゆ理り、有明外がい部ぶの情報確かく認にんなどが必要になり、更さらには今回、ステルスまで掛かっているとなると、それに対する不ふ備びの可能性もあるため──」

　鈴が、口を横に開いているのを〝武蔵野〟は確認した。失しつ敬けい、と頭を下げ、

「ぶっちゃけ、鈴様が〝臨りん時じの越えつ権けん行こう為い〟として、防護障壁を展開、制せい御ぎよして下さって、有明も武蔵も救たすかった。そういう事です。──以上」

「う、うん。だと、いい、けど。……でも、こ、れ」

　鈴は御茶の湯ゆ飲のみに手を伸ばし、触れる前に指で温度を確認。大だい丈じよう夫ぶだと理解してから手に取り、口くち元もとに寄せる。

「いただきます」

　Ｊｕｄ．、と一いち礼れいする〝武蔵野〟に、鈴は湯飲みに一ひと口くちをつけてから言った。

「でも、ネシンバラ君、情じよう、ほ、う、……当たった、ね」
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・未熟者：『どうだ!?　どうだ君達！　僕を見直したに違いないよね!?』

・十ＺＯ：『着替えて出直して来たで御ご座ざるよ？　ええと、現状は？』

・傷有り：『あら、アデーレ様、今日きようは丸いのですね。IZUMO以来ですよね』

・貧従士：『Ｊｕｄ．！　これが実は自分の正式装そう備びなんですよ！』

・未熟者：『人の話を聞けえええええええええ!!』
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　ネシンバラは内ない心しんで悪あく態たいをつきながら、両手を振った。

　既すでに正面の空、高い位置に敵てつ機きの群が散さん開かいしている。が、ネシンバラは声を上げた。

「有あり明あけ上じよう昇しよう──!!」
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　落下軌き道どうから失しつ速そくの姿し勢せいを経た〝義ぎ〟は、有明の高度に戻る上昇を掛けていた。

　下から見る有明は、しかしステルスによって見える事は無い。だが、

『お……』

　空が歪ゆがんだ。

　有明という大だい体たい積せきが動いたのだ。それも、急きゆう速そく上昇という行為をもって、だ。

　有明のステルス防ぼう護ご障しよう壁へきは、確かに頭上の夜空を見せている。しかし、有明が動いて歪め流した大気の厚みが、空を揺らす。

　まるで夏の星が揺らめくように、空の一部が四角く震しん動どうした。

　同時に、圧あつが乱れた。有明から落ちてくる風と、その動きで生まれた空白による吸い込みが同時に発生し、〝義〟を包む広こう域いきに霧きりが生じた。

　薄い、染そめるような雨が降る。

　その中を、しかし〝義〟は上昇した。

　遅れる訳わけにはいかない。何な故ぜなら、〝義〟の顔かお横よこに表示枠サインフレームが出ているのだ。そこに示された内容は、先さき程ほど武蔵むさしの書しよ記きが言っていた通りの、

「北ほう条じよう次し第だいではあるが、……ここから先の流れは、毛もう利りと北条、そしてP.A.Odaに恩を売る事になるかもしれんな！」
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『有明、上昇止やめません！　高度六、──七キロを超えます！　そろそろ武蔵を押さえている下部ハッチに限界が来るはずです！』

　小こ太た郎ろうの、疑問の色を含んだ声に、氏うじ直なおは頷うなずいた。

　有明が行っている事は解わかる。だが、

　……何故、ここで上昇を？

　こちらを追うならば、上昇している余よ裕ゆうは無い筈はずだ。

　もし、この上昇に理由があるとすれば、

「こちらの砲ほう撃げきを、上じよう面めんに受けたくないというところでしょうか」

『機き鳳ほう隊たいも、あの高度に上がられると安全軌き道どうの確かく保ほが難しいです！』

　確かに、と氏うじ直なおは頷うなずいた。

　この戦せん場じようにおいて、北ほう条じよう側にて全面バックアップをしている自じ動どう人形達も、小こ太た郎ろうと同じ事をこちらに推すい測そく情報として寄よ越こしている。

　……有あり明あけは、防ぼう護ご手段として上昇した、と。

　それは恐らく間違いでは無い。だが、その一方で、引っかかりが心の中にある。何な故ぜなら、

「このままでは、武蔵むさしは、私達との〝天てん正しよう壬じん午ごの乱〟を起こせません」

『毛もう利り側への恩を、放ほう棄きしたという事でしょうか』

　既すでにこちらの背後。南の空を安土あづちは通つう過かしていく。

　もはや武蔵側が、毛利側に荷か担たんしたと、そう示す材料は無いのだ。ならば、

「こちらも全速で下がり、この戦せん場じようを終わりに──」

　しましょう、と言いかけた時だった。

　氏直の顔かお横よこに、表示枠サインフレームが来た。通つう神しんの自じ動どう人形からだ。

『氏直様。武蔵側から通神が入っております。武蔵副ふく会長を名乗る者からです』
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「……!?」

　何事ですか、と氏直は思った。

　だが、これが通信を利用した与よ害がい行為ならば、既に自動人形の監かん査さが入っている筈はずだ。

　だから氏直はこう言った。

「繫つないで下さい」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる声と共に、表示枠から聞こえる音おん声せいが変化した。

　警けい報ほうと、急ぐ足音などの響ひびく現げん場ば。

　武蔵だ。

　有明内にて、警報が反はん響きようしている。そんな遠鳴りをバックにおいて、声が来た。

『北条印度インド諸しよ国こく連れん合ごう、小お田だ原わら教きよう導どう院いん、総そう長ちよう兼けん生徒会長、北条・氏直に、──武蔵アリアダスト教導院、副ふく会長、本ほん多だ・正まさ純ずみが進しん言げんする！』

　それは、

『我が武蔵は、貴き教導院との友ゆう好こうを結びたい』

　馬ば鹿かな、と氏直は思った。このタイミングでそれを言うのは、

　……上昇し、安全と解わかった一方で、こちらを追うのが不ふ可能と、そう判はん断だんしたのですか？

　下げ策さくだ。立たち場ば的にはこちらが圧あつ倒とう的に有利なのだ。だから氏直は、こう言おうとした。

　無む理りです、と。

　だが、氏直は、ふと思った。

　有明の上昇も、この副会長の言葉も、全ては無む駄だなのだとしたら、

　……それが解わかっていない武蔵むさし勢だと、思いますか？

　疑問は、確かな自問となった。そして生まれた答えは、

「────」

　氏うじ直なおは、はっとして表示枠サインフレームを閉じた。

　拒きよ絶ぜつではない。武蔵側の発言を知りながら、応答をしない。

　これこそが、

「正解です……！」
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　氏直は、正しい解答を確信した直後に、それを知覚した。

　それとは、光だ、と、知覚はそう教えてくれた。

　北ほう条じよう艦かん隊たいの艦それぞれが持つ知ち覚かく素そ子しが送ってくる映えい像ぞうは、確かに光を示していた。

　一いつ直線の光。有あり明あけ上面から放たれる一発は、だが、

『え……!?　こちらにではありません。有明から西南西の高い空、そこに──』

　小こ太た郎ろうが叫んだ。

　彼女の告げた方位は、自分達からだと有明の左上になる。

　しかし、何も無い夜空へと、

『浅あさ間ま神じん社じや代表が、巫み女こ砲ほう撃げきをぶち込みました!!』







[image: 第十三章『天上の権利者達』]
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「会わせます……！」

　浅あさ間まは、射しや撃げき用装備とした巫み女こ服ふくで、全身を使用していた。

　……急がないと。

　撃うつべきものがある。

　有あり明あけと武蔵むさしの両方に対して害のあるものだ。

　それを今、撃ち、露あらわに出来るのは、

　……私の出来る事です……！

　浅間は動いた。

　左腕に接続した長ちよう弓きゆう、片かた梅うめと片かた椿つばきを展開させ、一本の大長弓〝梅うめ椿つばき〟として成立。天に起こして矢を番つがえる間に、

『拍はく手しゆ──』

　バインダースカートが爪つめ指ゆびのように持ち上がり、宙に表ひよう示じされた空間固定用の術じゆつ式しき陣じんを貫つらぬいた。更さらには自分の周囲に方位固定用の術式陣が鳥とり居い型に強く立ち上がり、視線に合わせて旋せん回かいを始める。

　音が連続し、楽器のようですね、と浅間は思う。

　後は、靴くつの左右から床面にピックを打ち込んで身体からだを固定。腰後ろのテールバインダーが有明経けい由ゆで流れ込んでくる浅間神じん社じやからの流体供きよう給きゆうに排はい気きの風を吹けば、

　……行きます。

　義ぎ眼がん〝木葉このは〟を梅椿と連動状態で発動。照しよう準じゆんは出るが、しかし基本は両目で相手を捉とらえての射撃だ。

　空には何も無い。だが、

　……そこ、ですよね。

　問うように、狙ねらいを定めようとした時だ。

・俺　　：『浅間、得意のを一いつ丁ちよう頼むわ』

　表示枠サインフレームに、ちらりと見えたトーリの声に、ふと浅間は鼓こ動どうを高くした。

　……え、ええと？

　集中しているから話しかけないで、というのが実際だろう。だが、

・ホラ子：『浅間様、ひょっとして出力が足りないなら、電池から供給させますが』

・あさま：『え!?　い、いや、いいですよ！　大おお家やが店たな子こに迷めい惑わく掛けられませんって！』

・銀　狼：『でも、大だい丈じよう夫ぶですの？　今回のは大物ですけど』

・賢姉様：『フフ、無む理りして失敗、というのは無しにするのよ？　ねえ、愚ぐ弟てい？』

・俺　　：『いや、浅間だったら、この程度は余よ裕ゆうだろ。だよな？　そうですよね？　ね？』

「──あ、当たり前じゃないですか！」

　つい、音声入力も飛ぶくらいの通る声で言ってしまったが、皆の心配を吹き飛ばすためならいいだろう。

　……全く。

　吐と息いきをするより先に、こちらの意思を悟さとったハナミが表示枠サインフレームで操そう作さを始める。

「心配する必要は、ありませんから」

　以前、泰やす衡ひら公こうとの会談では、彼に自分の事を心配された。だが、あれとこれは違う。あれはこちらの立場や性格を考こう慮りよされたもので、今回は単に実力や浅あさ間ま神じん社じやの力についてだ。

　逆に言えば、あの件があったからこそ、彼がこちらを本当に信用してるのも解わかる。

　だから、今、ここで彼に言うべきは、

「力を尽くせ、って事ですね？」

「ああ。浅間、武蔵むさしの神しん道とう代表だしな。余よ裕ゆうだろ」

「ええ、それに私、本式の射しや撃げきで役目を果たさなかった事ってありませんから。今回だって同じ事です」

　ええ。

「でもまあ、皆がそんなに期待しているんだったら、ちょっと出力を上げておきますね？」

「智とも！　智！　そっち行くんですの!?」

　だって期待したじゃないですかあ。

　じゃあハナミ、出力上げて下さいね？　三割増し？　んー、もうちょっと行ける？　三・五割増し？　いやいや、もっともっと、──四割？　んー、五割行っちゃいましょう。ええ、そのくらい切りのいい数字じゃないと皆が納なつ得とくしませんからね。そうそうそう、調整入れれば充分大だい丈じよう夫ぶですから。ええ。

　あ、でも、これって、トーリ君が言ってた私の〝余よ裕ゆう〟というのとは逆ですよね……。ああ、どうしよう、トーリ君を逆に心配させたら駄だ目めですよね。私がトーリ君を心配しなきゃいけない立場なのに。戻せ……、戻せない？　今いま更さら駄目？　ハナミも流石さすがに無む理り？

　んー、じゃあどうしましょう……。

「お、浅間、何か余裕だなやっぱ！」

「えっ」

　ええと、トーリ君も、私がこういう風ふうに出力上げる事含みで〝余裕〟って言ってたって事ですよ、ね？　それって。ええ、うん、そう。そうですよね。そうですよねー。

　だったらハナミ、大丈夫大丈夫。五割増しでいいですよー。

　ふふ、大丈夫ですよトーリ君。ホライゾンも喜き美みもミトも、トーリ君見習って安心して下さい。いいですか？

「智！　智！　何ですのその充実の笑顔！」

　やだなあ、仕事ですよ仕事。仕事が趣しゆ味みですけど。

「会いましたあ!!」
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　一いつ直線の光が、減速も降こう下かもなく、夜を斜めに走った。

　閃せん光こうは夜天に行き、有あり明あけからは星のように見え、

「……おい」

　誰だれかが、何かに気付いて言った直後だ。

　一いつ瞬しゆん。空に線が幾いくつも走った。それも、確かな光の亀き裂れつとして、だ。

　放ほう射しや状に走ったいびつなラインの中央は、空を行った星の位置だった。そして、

「あれは……」

　いきなり、空が砕くだけた。

　硝子ガラスのように割れた。それは、

「ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきか!!」

　その通りのものが、割れて分かれた。

　夜の破は片へんが倒れて回り、莫ばく大だい範囲の夜が、内側にある白い霧きりのような殻からを落とす。

　落下の破片は大きく七つ、小さきにおいては数える事も不可能な量だ。

　空は、今こそ、見えなくしていたものを出現させる。

　青黒い夜空の中、悠ゆう然ぜんと高い位置に存在しているのは、

「白の三さん胴どう艦かん……！」

　その名も形も、皆は知っていた。随ずい伴はんの四艦もつけて、しかし前に出てこちらを見下ろしている白の巨きよ大だい艦は、

「羽は柴しばの、白しら鷺さぎ城じようか！」
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「成なる程ほど」

　南の空にある、二つの白い立体を、見る姿すがたがあった。

　伊達だて家けの紋もん章しようをつけた半武ぶ神しん空くう母ぼ型の航こう空くう戦せん艦かん〝青あお葉ば城じよう〟だ。

　その甲かん板ぱん上、青いジャージを着込んだ有ゆう角かくの少女が、飛び縄なわを束ねながら、肩に掛けたタオルに頰ほおを押しつけていた。

　彼女は、南西に視線を向けた。奥おう州しゆうの商しよう船せん群を迎える最上もがみ艦隊に軽く会え釈しやくして、

「北条の監かん視し役として、P.A.Odaの滝たき川がわがついているのは解わかっていたが、まさかこの戦せん闘とうでも、上空から監視していたとはな。随伴艦付きの戦時仕し様ようとは、忍にん者じやらしいいい心構えだ」

・片倉君：『甘いですね政まさ宗むね君！　本当に甘い！　甘過ぎる！　スイーツ政宗！　そんな事だと舐なめまくられですよ政まさ宗むね君！　さあ、可哀かわい想そうな政宗君は、僕を舐めまくっていいですよ！　ほら、舐めて御ご覧らん、僕の仙せん台だい牛ぎゆう……』

・独眼竜：『ちゃんと血抜きの上で薄切りにして塩しお揉もみ込んだのか？』

・片倉君：『な、何を恐ろしい事をいきなり！　言うね!?　言いましたね？　じゃあ僕も君にキツイ事言いますよ!?　意い外がいとウエストが横にあるとか』

・独眼竜：『面めん倒どうだから母かあさん呼んでいいか？』

・片倉君：『総そう長ちよう兼けん生徒会長が保護者呼ぶ教きよう導どう院いんが何ど処こにあるんだよ！　ここか！　ここですね？　ここが世界初の保護者による処しよ刑けいがなされる教導院か！　流石さすが仙台城じよう、千せん代だい重ねた学長せんせ……、え？　何です義よし姫ひめ学長。まだ十歳さい？　お見事！　じゃあよしひめちゃんじゅっさいに免めんじて話をしよう！』

　いいかい、と片かた倉くらが言った。

・片倉君：『おそらく、下からの砲ほう撃げきが正確無む比ひである事から、武蔵むさしの書しよ記きが〝上空からの監かん視し〟に気付いたんだろう。北ほう条じよう方かたが、下がる時に艦かん隊たいを上下に振らなかったのも、真相に至る要因だね。確信に至ったのは、先さき程ほどの遣やり取りだ。

　分ぶ厚あつく張った防ぼう護ご障しよう壁へきの裏側。防ぼう御ぎよ陣じんを固めていた武蔵側に対し、──北条側は、要所を外した砲ほう撃げきを入れた」

　それは、

・片倉君：『要所の前には防護が固められていて、そこに石いし杭くいが飛んだら弾はじかれただろう。だから砲撃はその座ざ標ひようを避けた。だが、要所前の防護は、有あり明あけの外がい縁えんではない。内側だ』

「上から見ていなければ解わからない、という事か。だから──」

　政宗は、甲かん板ぱん上で眉まゆを浅く立てた。

「素晴らしい。だから、武蔵副ふく会長は、こう言ったのだな？　北条と友好を結びたい、と」

・片倉君：『お手本のような嫌いや味みな外がい交こうだろう？』

　さあ、と表示枠サインフレームの中で片かた倉くらは両腕を広げた。

・片倉君：『もはや、北条もP.A.Odaも武蔵を無視出来なくなる。──戦せん場じようが動くよ政宗君』





●






『氏うじ直なお様！　白しら鷺さぎ城じようを援えん護ごしましょう！　私達も上昇して有明に攻こう撃げきを！』

　小こ太た郎ろうの言葉に、氏直は一つの反応を返した。

　無言だ。

　何も言わず、眉を立て、氏直はただ、

「…………」

　彼女は手元に表示枠を展開した。そこに映るのは白鷺城から送られてくる視し覚かく素そ子し映えい像ぞうだ。今まで白鷺城が送ってくる視覚映像は全て白の防護障壁に囲まれていたが、

　……違う。

　触れた手を通じて届いてくるのは、夜空と、下に見える有あり明あけの上面だ。

　白の色は、しかし装そう甲こうではなく、霧きりだった。薄い霧の上に、多くの学生や、武ぶ神しんの姿すがたがある。

　先さき程ほどまで、それらの座ざ標ひようを白しら鷺さぎ城じようは送ってきていた。その情報を、艦かん内ないの自じ動どう人形達が本国の仲間達と遣やり取りして、座標情報から相手の姿すがたを再構築。そして出来上がる敵てき陣じん図ずに、自分達は攻こう撃げきを叩たたき込んでいたのだ。

　だから氏うじ直なおは、今、初めて、相手の戦せん場じようを構築する者達を実じつ物ぶつとして知覚した。

　彼はいない。

　無む論ろん、彼は学生でも、役やく職しよく無なしの一般市民だ。率そつ先せんして戦場に出る身ではない。

　だが、安あん堵どと残念を同時に感じる自分に、氏直は自じ嘲ちようの笑えみを自覚した。すると小こ太た郎ろうが、

『氏直様！　P.A.Odaに、ここで恩を売っておくべきです！』

　叫んだ。

　だが、小太郎の言葉に応える訳わけにはいかない。何な故ぜなら、既すでに、自分の知覚には見えているのだ。

　武蔵むさしの、今、とるべき行動。

　関かん東とうの一いち沿岸都市に存在する武蔵が、北ほう条じようと、P.A.Oda、そして毛もう利りにまで影えい響きようを与える事の出来る一いち撃げき。それは、

　……私達との友好を結びたいと、そう言ったがゆえに強ごう引いんな成立を迫れる一発……！

　氏直は、白鷺城の視し覚かく素そ子しで知覚した。

　眼がん下かに浮かぶ長方形の霧雲の上。そこから白鷺城に、攻撃を放つ者がいるのだ。

　距きよ離り約二キロ。

　そこに到達するのは、武神の砲ほう撃げきではない。

　魔女テクノヘクセンの箒ほうきによる一発でもなければ、ハンターシャーマンの閃せん撃げきでもない。今、ここで、世界を動かすために送る攻撃は、

「水み戸と領りよう主しゆ、ネイト・ミトツダイラが放ちますか……！」

　銀の鎖くさりと膂りよ力りよくで、超高速に振り上げられ、振り回されるもの。

　銀ぎん狼ろうが放たれるのは、

「我らの石いし杭くい……！」
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　ミトツダイラは、全身を加速させた。

　両腕で握った銀ぎん鎖さを加速させつつ、銀鎖自体にも加速を命令する。

　己おのれの身体からだを瞬しゆん発ぱつさせ、半はん径けい三十センチ内で連続加速した。

　振り回される自分の髪かみを追っているような構図に、

　……尻尾しつぽを追って遊ぶ犬みたいですわね……！

　だが、そこから来るのは可お笑かしみだ。

　こんな、子供の遊びのような動きの果てが、世界に歴史を刻むのだという確信。その手て応ごたえが手の中にあると実感出来る事が、可笑しい。

　……だって。

　世界を回すというのは、意い外がいと気楽な事かもしれませんのね。

「る」

　視し界かいが加速のたびに飛ぶように回る。その向こうにあるのは銀ぎん鎖さが摑つかんだ北ほう条じようの石いし杭くいだ。〝武蔵むさし〟が防ぼう護ご障しよう壁へきで弾はじいた一発をキャッチして、

「るる、る」

　唄うたうように吠ほえながら、ミトツダイラは、自分の軸じくをズラした。

　踵かかとを傾け、己おのれの王達が見ている前を通り過ぎ、しかしスカートを翻ひるがえし、全身を見せびらかすように腕や脚あしを宙に伸ばして、

「が」

　最後の加速をぶち込んだ。

　髪かみも身体からだも服も、風を貫つらぬき、大気を割って、

「る……！」

　投げた。

　瞬しゆん間かん。放たれた石杭の先せん端たんに水すい蒸じよう気き爆ばく発はつが生じ、轟ごう音おんが裂さけた。

　高空の霧きりの中。ミトツダイラは、スピンした身を右踵一つの着ちやく地ちで立たせ、

「どうですの!?」
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　白しら鷺さぎ城じよう、艦かん橋きよう部ぶでは、艦かん長ちよう代理の滝たき川がわ・一いち益ますが決断を迫られていた。

「滝川様！」

　無人に見える艦橋内。隠おん密みつ状態の忍にん者じや部隊が制せい御ぎよする現場では、何羽ものガルーダやジン達が走り回って表示枠インシヤ・コトブを届けたり、術じゆつを行使しては消えていく。

　だが、滝川は艦橋後部で腕を組み、

「さて……」

　即そく座ざの判はん断だんを、どうするか。

　判断は二つだ。

　敵の攻こう撃げきを防ぐか、受けるか、だ。

　一応、判断素そ材ざいとして聞いておく事がある。それは、

「防護障壁であの石杭を防ぐ事は可能かなあ!?」

「Shaja！　可能です！」

　そうか、と思い、滝たき川がわは手元に表示枠インシヤ・コトブを出した。

　近きん畿き側のP.A.Oda主力配置が示された極きよく東とう概がい要よう図ずだ。表ひよう示じされるのは、柴しば田たや羽は柴しば、明あけ智ちや、佐々さつさや前まえ田だ達もいて、自分もいる。

　多くは、近畿周辺に位置を構えている。特に柴田は上越露西亜スヴイエート・ルーシへの侵しん攻こうから退ひき、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側に戻っているのが見える。

　自分はしかし、関かん東とうだ。

　関東側にいる内、役やく職しよく者しやクラスは、現在、自分しかいない。だから、

　……ここを死守すべきかねえ。

　思案は、した。だが決断は一いつ瞬しゆんだ。

　滝たき川がわは右手を挙げ、自分の指し示じを飛ばした。
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　氏うじ直なおは、滝川の決断と、全ての結果と始まりを知覚した。

　白しら鷺さぎ城じように、石いし杭くいが直ちよく撃げきしたのだ。

　雷かみなりのような響ひびきが鳴り、後から、巨大な鉄の建造物を打つ、咆ほう吼こうにも似た音が来た。

　白鷺城にとってのダメージは、

　……中央艦かん、左さ舷げん前下部に直撃。

　外がい殻かくを貫かん通つうした。が、内ない殻かくに届いてはいない筈はずだ。白鷺城クラスの戦せん闘とう艦なら、貫通狙ねらいの物理砲ほう弾だんでも、外殻と内殻の間で衝しよう撃げき処理する機き構こうが仕込まれている。

　だが、航こう空くう艦にとって、外殻破は損そんは厄やつ介かいなものだ。少なくとも、何かの対たい処しよをしなければ、今後、白鷺城は高速航こう行こうも超ちよう高度到達性能も発はつ揮き出来ない。

　そして、

『氏直様！　二発目が……！』

　氏直に送られてきていた白鷺城からの視し覚かく素そ子し情報が、黒に染まった。

　先さき程ほど、武蔵側が空に跳ね上げた石杭は二本。

　その二本目が白鷺城にぶち込まれたのだ。
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　滝川は、息を吸った。

　現在、白鷺城の艦かん橋きよう内、そして中央艦の内部は警けい報ほう音に満ちている。

　……私の判はん断だんだね。

　防ぼう護ご障しよう壁へきを掛けず、敢あえて受けた。

「うん」

　上げていた右手を下げる事なく、滝たき川がわは前を見る。

　前方には夜空。だが、艦かん橋きよう前部天てん井じよう側にある表示枠インシヤ・コトブは、眼がん下かの有あり明あけを映していた。

　武蔵むさし勢だ。

　彼らを見下ろす事なく、真まっ直すぐに視線を向けて、滝川は言った。

「状況は？」

「Shaja、左さ舷げん前側下部が二カ所被ひ弾だん。緩かん衝しよう術じゆつ式しき処理で準じゆん最高速度、準最高度航こう行こうは可能です。

　破は損そん部完全復ふつ旧きゆうは二時間後となります」

「そんなに待ってられないねえ」

　滝川は笑った。そして、

「主しゆ砲ほう、各艦かん砲ぽう、照しよう準じゆんを北ほう条じようから有明に」

「滝川様……!?」

　あがる疑問の声に、滝川は、上げていた右手を前にひらひら動かした。

「御ご免めんねえ、皆」

　はは、と笑い声を続けてから、滝川は言う。

「私にも、まだ、欲ってものがあってね。皆と一いつ緒しよにいたいし、御お館やかた様の最期には関われればなあ、とも思うんだよ」

　だけど、

「恩を着せられるんだったら、それがどういう意味を持つか、武蔵むさしには返してやらないとね」

「滝川様……」

　一つの、老いた声が、艦かん橋きよう中央に立った。そして、はっきりとこう言った。

「御お供ともいたします」

　応じるように、幾いくつかの足音や気け配はいが、艦橋中央に並ぶ。彼らは皆、お互いを見えぬままに整列をして、

「御ご随ずい意いに……！」

「Shaja」

　滝川は頷うなずいた。そして彼女は、今こそ右手を挙げ、こう叫んだ。

「これより当艦は戦せん闘とう状況に入る！　敵は有明、武蔵勢。戦闘理由は、彼らが北条勢の代理として攻こう撃げきを仕掛けてきたためである。つまり──」

　つまり、

「我、滝川・一いち益ますとその麾き下かは、これより神流かんな川がわの戦いの歴史再さい現げんに入る！　この戦いを終えた後、P.A.Odaに帰き還かん、御館様の守しゆ護ごに就つくものである!!」
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　砲ほう撃げきの音が走った。

　空高くにいる白の三さん胴どう艦かんから、その数倍はある白い霧きりの地平に向かって連れん射しやが行く。

　空は音が鳴る場所と化し、霧の地平は防ぼう護ごの壁と、それが砕くだける光の庭となった。

　高度は、三胴艦の方が高い。

　だが、大きさでは、遙かに白の地平が勝っていた。

　そして彼らを見る視線の一つ。北西の空では、山やま形がた城じようと名付けられた三胴艦の上で、九きゆう尾びの狐きつねがいた。彼女は打だ撃げきの推すい移いを眺ながめつつ

「双そう方ほう見事な覚かく悟ごぞえ……！」

『義よし光あき様！　どういう事だモン!?』

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵むさしが未来を天てん秤びんに掛けて見せたのよのう」

　ココ、と義光は喉のどを鳴らした。

　……やりおるわ！

「北ほう条じようと松まつ平だいらの戦せん闘とうとなる天てん井しよう壬じん午ごの乱には、前ぜん哨しよう戦せんがある。それが、北条が、織お田だからの監かん査さ役として受け入れていた滝たき川がわ・一いち益ますを追い払う、神流かんな川がわの戦いぞ。

　だから、滝川の白しら鷺さぎ城じようが自分達を監かん視しし、北条に情報を流していると悟さとった時、武蔵勢は、こう判はん断だんしたのだろうよ。──北条を追いかけて天正壬午の乱を起こそうとしても、滝川・一益がいては、成立しない可能性がある、と」

　だが、北条は滝川を追い払えない。何な故ぜなら現在、北条とP.A.Odaは同どう盟めい中であり、

　……江え戸どに、P.A.Odaの、それも羽は柴しば勢がいるとなると、北条からは動けまい。

　同盟を裏切ったのだから、どのような報ほう復ふくがあろうとも文もん句くは言えない。

「羽柴も、そのあたりを考こう慮りよしておったのだろうよ。わざわざ安土あづちを南側ルートで毛もう利り攻めに向かわせ、通過地点となる北条に睨にらみをきかせてのう……」

『だから北条からは、滝川に攻こう撃げき出来ないモン？』

「出来るとしたら、羽柴が望むタイミングであろうの。江戸から北条を押さえ込んでる間に、まず毛利を敗北させたら、時期を見て信のぶ長ながの暗あん殺さつぞえ？

　その後で、北条に滝川を倒す許可を与える事で──」

　義光は、目を細めて南の空を見た。

「──実質、それまで、松平を関かん東とうに封じられた筈はずよのう」

　だが、今、滝川は武蔵勢と交こう戦せん状態に入った。

　戦せん闘とうが始まったのは、たった一言だ。武蔵副ふく会長の、

「北条との友好を結びたい、か。随ずい分ぶんと、意味を広くとれる言葉じゃのう」

『確かに』

　と、声が響ひびいた。

　表示枠サインフレームだ。傍かたわらに展開したのは、伊だ達てからのもの。

「政まさ宗むねか、義よし姫ひめは元気かえ？」

『御お陰かげ様さまで。しかし、今、展開している神流かんな川がわの戦いは──』

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかっておるであろ？　──言葉は千せん金きんどころか万ばん金きん、億おく金きんにも該がい当とうするぞえ？」

　武蔵むさし副ふく会長は、北ほう条じようが滝たき川がわを攻こう撃げき出来ないと判はん断だんし、おそらくこう考えたのだ。

「……ならば、自分達が北条側に〝荷か担たん〟し、別べつ働どう隊たいとして滝川を攻撃しようと」
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　曖あい昧まいだ、と政まさ宗むねは思った。

　武蔵副会長の言った〝北条との友好を結びたい〟という言葉。これは、希望であり、実行力を持たないがゆえに、聞いたものはどうとでも捉とらえる事が出来るタイプの台詞せりふだ。

　武蔵側も、その曖昧さを利用して滝川に攻撃を加えた。きっと彼らの言い分は、

　……北条との友好の証あかしとして、滝川・一いち益ますを追い払う役を担になう、か。

　そのために、彼らはあるものを使用した。

　北条の石いし杭くいだ。

　北条との友好を謳うたい、北条の武ぶ器きを代理で使用する事で、北条が滝川を追い払う役を担おうとする。

　これは、まず、二つの意味を持つ。

　一つは、

・片倉君：『武蔵は、北条が自分達に友好の意思をもっているかどうかと、彼らがP.A.Odaを追い払いたいと思ってるかどうかを計る事が出来た訳わけさ！

　更さらにはここで滝川が戦せん闘とうを仕掛けてきたら、それを一手に引き受ける事で武蔵は北条に恩を着せられる！　いいねえ、無言の理解！　何も言わずに態度で示す。いいと思いませんか政宗君！　政宗君も、僕の事を好きだといいませんけど、態度で示していいんですよ！　ほら、ほらほら、バッチコォ──イ!!　……何な故ぜ来ない!?　ホワイ!?』

「もう一つの理由は、──滝川の真意を探れる、という事か」

　成なる実みと鬼おに庭にわがいないと、対応率が上がって面めん倒どうだな、と思いつつ、政宗は言った。

「滝川が、逡しゆん巡じゆんしたな」

『P.A.Odaは、いい国ぞ。きっとな』

　通つう神しんから来る義よし光あきの言葉に、政宗は頷うなずいた。何故なら、

　……滝川は、あの石杭を受けなくても良かったはずだ。

　だが、その攻撃を全て受けた。そして食らった上で、

「砲ほう撃げきまでの、間があった」

　逡巡したのだ。自分が武蔵側に攻撃をすれば、神流川の戦いが成立しかねない、と。

　……それが武蔵からの言いがかりに過ぎないとしても、火ひ種だねを生むのは確かだ。

　関かん東とうにいる以上、関東や奥おう州しゆうの勢力は、武蔵の攻撃が〝神流川の戦いかどうか〟を、滝川や江え戸どの羽は柴しば勢に対しての交こう渉しようカードとする。

　自分だって、するだろう。

　それは、信のぶ長なが暗あん殺さつ後の戦いとしては小さなカードだが、〝神流かんな川がわの戦いだと認める勢力〟が増えたならば別だ。

　武蔵むさしを関かん東とうに押さえる役目の滝たき川がわとしては、迷ったところだろう。

「武蔵副ふく会長の言げんの、曖あい昧まいさが面めん倒どうだ。これが断定的な〝友好を結ぶ〟だったら、滝川はそれを強ごう引いんな武蔵側の介かい入にゆうとして断ち切れたろうに」

　だが、そうではなかった。

　ゆえに滝川は判はん断だんした。神流川の戦いを起こすと。しかしこれは、

「叔お母ば様の言う通り、P.A.Odaは、いい国なのだろう」

『オバって、誰だれぞえ？』

「うちの母ははの付き合い上の姉です。まあ、うちの母は十歳さいらしいので、叔母も若いのでしょう」

『正直者は好きぞえ？』

　ココ、と苦く笑しようが聞こえた。そして、

『──滝川は、P.A.Odaに戻ろうと、そう決意したのであろうよのう』

「……ですが叔母様、滝川は」

『Ｔｅｓテスタメント．、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、滝川は神流川の戦いで敗はい北ぼくし、本国に戻った後、柴しば田た勢に加わって賤しずヶ岳たけの戦いにも出るが、やはり敗北。羽柴に冷れい遇ぐうされ、小こ牧まき長なが久く手ての戦いに参加するが、補ほ給きゆうを得られぬ籠ろう城じようで敗北。後は何も無いまま、その生しよう涯がいを終えるのだぞえ？』

　それでも、滝川は、P.A.Odaに戻る事を望んだ。

　ならば、

『歴史再さい現げんに拠よれば、これが神流川の戦いとなる。滝川の終わりを始める一戦。

　それが解わかっているならば、本国に戻る意思があろうとも、それは敗北ではなく、凱がい旋せんのつもりであろうよ。油ゆ断だんをすると、取って食われるぞ武蔵勢。

　何しろ滝川の字名アーバンネームは、監かん査さ役としての〝鬼おに公く方ぼう〟であるしのう』
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　滝川は、砲ほう撃げき音の雨の中、突き刺さった石いし杭くいの固定を機き関かん部ぶ作業班はんに命じた。今からだと、抜いて補ほ修しゆうをするよりも、突き刺さった部分を固めて固定した方が強度が保つ、という判断だ。

　艦内書しよ記きにこれからの作戦を告げ、その成せい文ぶん化かと、初期の順次実行を急がせる。

　自分の方からも直接指し示じで人員配置を行いながら、滝川はこう思った。

　……これであたしの楽しい現げん役えき時代は終了に向かう、か。

　P.A.Odaに戻ったとしても、敗戦ばかりだ。現場にいる、という事を理由に、強ごう引いんに他の戦局に関わる事は出来るかもしれないが、皆、自分の戦力を抱えているのだ。だから、

「あたしの抱える戦せん場じようは、ここだね」

　指し揮き壇だんに手をつき、指し示じを飛ばしながら滝たき川がわは言った。

「総員、随ずい伴はん四艦かんも含め、攻こう撃げき構え。──敵は眼がん下かの有あり明あけ、武蔵むさしだ。両りよう艦かんを撃げき沈ちんする事を至し上じよう。P.A.Odaへは〝敗はい北ぼくの凱がい旋せん〟を行う事を目標とする」

　いいか。

「手を抜くな。──自分に、だよ？　いいね？」







[image: 第十四章『分断の気掛かり屋』]











●






「はあ？　滝たき川がわ先せん輩ぱいが神流かんな川がわの戦いだあ!?」

　月色の調度が為なされた広い部屋で、声があがった。

　場所は、長いテーブルと、椅い子すの並んだ部屋。食堂だ。窓からは、並んで着ちやく陸りくしたガレー艦かんの影と、月が見えていた。

　テーブルを蹴ける音がする。夕食の時間は過ぎた頃ころ合あいだ。人は少ないため、木を打った響ひびきは強く届く。

　少ない視線が自分に集中する事も構わず、浅黒い肌はだの男が、勢いよくテーブルに手をついた。

「どういう事だトシ！」

「どうもこうも、状況がそうなって滝川先輩が対たい処しよに入ったとしか言えないよ、ナっちゃん」

『おちつけー』

「落ち着けるか！　滝川先輩の節ふし目めになる戦せん闘とうだぞ!!」

「だから落ち着きなさいって前まえ田だは言ってるのよ、佐々さつさ」

『ちーがーう──　まつ──』

　両の手を握って言うまつに、横の席に座って、ナンにチーズを塗っていた眼鏡めがねの女が振り返る。月色のセパレートに下はジャージという姿すがたの彼女は、ああ、とややあってから気付き、

「〝前田〟じゃなくて、まつが言ったんだよね。御ご免めん」

『ゆるすー』

「ははは、まっちゃんは可愛かわいいなあ」

「一生やってろ馬ば鹿か野や郎ろう。不ふ破わも悠ゆう長ちようにメシ食ってんなよ」

「ここは食堂だしー」

　ケ、と成なり政まさが息を吐く。だが、身体からだから力を抜いた彼に、不破が言う。

「これから柴しば田た勢は夏休み前の大掃そう除じに入るんだから、現場を荒らすのは無しにしてよね」

「不破、おめえだって、滝川先輩の世話になってるだろ？」

「じゃあどうするの？」

　チーズを一口分だけ、角が立つように擦こすりつけた不破が、佐々に視線を合わせる。

「ここから走って行く？　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 だよ？　羽柴の大返し並なみの事やっても、到着は一時間以上掛かるよ？」

　不破の問いかけは、更さらに言葉を換えた。

「佐々が言いたいのは〝どうすればいい〟じゃなく、〝どうしてこうなった〟でしょ？　それを保持してくれたら話は出来るわ」

　でもまあ、と彼女はチーズをナイフに切り取って言う。

「佐々は、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、もう滝川先輩と同じ側で戦う事はないもんね」

「────」

　ほら、とテーブルに肘ひじをついた彼女は、幾いくつかの地図と年表を表示枠インシヤ・コトブに出す。

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、関かん東とうから戻ってきた滝たき川がわ先せん輩ぱいは、御お館やかた様の暗あん殺さつ後、織お田だ家の勢力を手しゆ中ちゆうにしようとした羽は柴しばに反発。柴しば田た勢として、反羽柴の決戦となる賤しずヶ岳たけの戦いに参戦するわ」

「Shaja、そして柴田・勝かつ家いえは自じ刃じん。滝川・一いち益ますは隠いん居きよとなる」

　だけど、

「柴田勢である佐々さつさは、上うえ杉すぎ側への対応に忙しく、賤ヶ岳の戦いには手て兵へいを少数出す事しか出来なかった。……佐々はその後、滝川・一益と同じ旗はたの下で戦う機会は得なかったのよね」
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　御館様の暗殺と、その後の織田家か臣しん群のまとまりのなさは本当に残念だと、不ふ破わは思う。

　……元々、バラバラの出しゆつ自じだものねー。

　自分などは地元からの出だが、佐々はムラサイ勢力側としてのP.A.Odaから、織田家側に入って来た人間だ。

　異い人じんである彼は、実力主義の織田家では分け隔へだて無く重ちよう用ようされたが、幾いくら受け入れ側が緩くても、入っていく側の心の用意や、間合いの取り方がある。

　その中で、気楽に相手をしてくれて、尚なおも先輩気っ風ふうを崩くずさない滝川や、初めから上から目線で世話は見てくれる柴田というのは、

　……佐々みたいな、自分を外から抑えて欲しい人にはいいんだろうなー。

　短気だが、育ちがいいのか話せば解わかるタイプ。もう少し、自己の求ぐ道どう的な部分が上じよう昇しよう志向に結びついてくれれば、とも思うけど、

「佐々、馬ば鹿かだから」

「どういう意味だこの野や郎ろう」

「目の前のものに反応し過ぎなんだわ、佐々。……大体、滝川先輩と同じ戦せん場じようを構える事が無いなんて、もうとっくに解ってた事だし、今、カっとなってるのも、これが先輩の凋ちよう落らくの始まりだから、って事だけど、それ、お節せつ介かいだから。

　別に佐々と滝川先輩、人生共有してる訳わけじゃないし。滝川先輩にとっては一後こう輩はいだし。佐々は昔世話になった恩義だろうけど、感情移入し過ぎで大事件に発展しちゃってるしー」

「こ、この野郎、ムカツク語ご尾びを……」

　気にしない。向こうが腹立ってるなら尚なお更さらだ、

「滝川先輩だって、覚かく悟ごの上で関かん東とう行ったしー。……そこに苦労を感じるのはいいけどさ、救おうってのは傲ごう慢まんだわ。滝川先輩の人生掛けた決断を奪うばう訳だし」

「本ほん音ねは嫌いやで、その現場に向かってたらどーすんだ」

「滝川先輩の人生に責任とれるの？　それやったら、滝川先輩が関東行っていろいろやるための歴史再さい現げんにえっらい尽じん力りよくした全てを敵に回すけどさ。うち、聖せい連れん側なのよね、今」

　言いつつ、不ふ破わはある事を思い出した。

　……ああ、そっか。

　武蔵むさしは、これをやっているのだ。三み河かわで姫ひめを救った時も、英国イギリスでメアリ・スチュアートを救った時も。全てを敵に回す覚かく悟ごでやってきた。

　……そっか──。

　佐々さつさは、どっちかっていうと、武蔵側の精神性なんだろうなあ、と不破は思う。

　後に、彼は小こ牧まき長なが久く手てで松まつ平だいら側と手を結ぶが、

「うーん……」

　意い外がいと、こっちにいるより素す直なおになるかも、と、そんな事を思って内ない心しんで不破は唸うなる。

　情の部分の割り切りが悪い男なのだ。

　だから、言っておく。

「大体さ、滝たき川がわ・一いち益ますは織お田だ四し天てん王のうに数えられたくらいの人だから、羽は柴しばにまた採用されて、羽柴と松平の直接対決となった小牧長久手の戦いに参戦するのよね？

　だけどそこで、滝川・一益は松平側に敗はい北ぼく。後の人生は不ふ遇ぐうを過ごすわ。……実際、神流かんな川がわの戦いで敗北して以降、滝川・一益に勝利はないの」

　しかし、

「それは聖せい譜ふ記き述じゆつ。解かい釈しやく次第でどうとでもなるわ。佐々はその時敵だけど、滝川先輩と相あい対たいした時、手を抜く？」

「……いや」

「だったらそういう事よ。お互いにそーいうこ・と」

　それに、

「佐々だって、あまり他人の事みてる余よ裕ゆうは無いんだよ？」
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　問い掛けに、一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくが通った。

　だが、それを厄やつ介かいだとでも祓はらうように、成なり政まさが言った。

「何がだ」

　解わかってるくせに、と不破は鼻で息をつく。そして彼女は、ナイフの先に表示枠インシヤ・コトブを改めて振り出した。そこに映るのは、まず九きゆう州しゆうの概がい要よう図ずだ。

「まあいいや、佐々は客観を見てくれる？　いい？」

　関かん東とうの方の戦局は動いているが、今は目の前の問題が自分にとっては大事。

　……私も短期視点派だわー。

　そんな事を思いながら、不破は表ひよう示じを操そう作さする。

「これ、九きゆう州しゆうの現状ね」

　九州の概がい要よう図ずが、一いつ瞬しゆんで黒に埋まった。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 のマークがそこに載のる。

「──これが羽は柴しばの制圧率りつ。羽柴はK.P.A.Italia攻こう略りやくより先に、九州側との同どう盟めいを基礎とした九州平へい定てい〝九州の役えき〟を進めたの。それはほとんど完了してるわ。佐々さつさ達だって、M. H. R. R.からそっちに参加してたでしょ？」

　そうだね、と頷うなずいたのは前まえ田だだ。

「九州平定は、九州を足場とした文ぶん禄ろくの役えきなどを起こすためのフラグだ。

　今、関かん東とうに羽柴勢が侵しん攻こう出来てるのは、羽柴の九州の役を、分ぶん割かつしながら皆で再現してきた事による。だから──」

　だから、

「ナっちゃん、滝たき川がわ先せん輩ぱいが関東で活動出来たのは、僕達が九州平定を行い、江え戸ど侵攻の足場を作ったからでもあるんだよ？　僕達は滝川先輩に何も出来なかった訳わけじゃない」

「解わかってるよ、うるせえな」

「そうそう、解ってるからいいの」

　不ふ破わは頷いた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで、正面から佐々を見ると、

「佐々の話だしね」

　いい？

「九州の役が済んでるっていう事は、佐々、──歴史再さい現げんにおける佐々の晩年。九州の役での戦果は前倒しでもう終わっているの。だから佐々の現げん役えき最後は……」

「Shaja」

　成なり政まさが手を伸ばして、こちらの表示枠インシヤ・コトブを操そう作さした。

　そこに映るのは、関東と近きん畿きの間。北ほく陸りくの下だ。

「──九州の役より前、羽柴と松まつ平だいらが直接対決した小こ牧まき長なが久く手ての戦いと、そこから続く末すえ森もり城じようの戦いだ。そこで俺おれは、羽柴勢と敵対して松平側と結び、羽柴の手先となったトシと戦って負ける。──聖せい譜ふ記き述じゆつ上の俺は、九州の役の後、与えられた肥ひ後ごで失敗して自じ害がいを命じられるが、今の俺のラストは、実質、そこだ」

　だが、と彼がサングラスの下で鋭い視線を向けてきた。

「それが、どうした？　俺の余よ裕ゆうが無いなんて、俺自身がよく解ってる。

　俺の戦せん闘とうを考えた場合、御お館やかた様の暗あん殺さつ後、可能なら柴田先輩と賤しずヶ岳たけの戦いで羽柴に反はん旗きを翻ひるがえし、あとは小牧長久手の戦いで末森城だ。……それがどうしたってんだ？　ああ？」

「女の子に凄すごむ馬ば鹿かがどこにいんのよ」

『ばーか！　ば──か！』

「うるせえな。クセなんだよ！」

「ちゃんと説明するナっちゃんを皆は大好きだよ」

　佐々さつさが肩を怒らせた歩きでテーブルを回って利とし家いえに近付こうとして、利家は腰を落とした蟹かに歩きで佐々と等とう距離を保って逃げる。

　一周して、佐々が足を止めて、

「一体何が言いたい、不ふ破わ」

「佐々が滝たき川がわ先せん輩ぱいに気を遣つかう理由、何となく解わかるんだけどさ」

　それって、

「〝小こ牧まき長なが久く手ての戦い〟が、聖せい譜ふ記き述じゆつ上、最後の戦いになる滝川先輩と。

　九きゆう州しゆうの役えきが終わってるせいで、〝小牧長久手の戦い〟で起きる〝末すえ森もり城じようの戦い〟が最後になる佐々と……。ほぼ同じ時期に、現げん役えきが終わるんだわ」
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　ナっちゃんらしいなあ、と利とし家いえは思った。

　否いな、これはひょっとして、滝川先輩らしいのかもしれない、とも。

　昔、P.A.M.に編へん入にゆうしてきた成政は、相当に尖とがっていたが、それを叩たたき伏せたのは柴しば田ただし、先輩面づらを一切崩くずさず世話を見たのは滝川だ。

　だが、この二人の先輩は、続けて現役を退しりぞく身だ。

　初めは誰だれしも、自分達が〝卒業〟していく事など考えない。上の偉い大だいな存在は、自分達を支えて、導いてくれるものだと思っている。

　だが歴史は進む。解かい釈しやくによる解決も多いが、基本は聖譜記述に準ずるのだ。特に、人材が豊富な国で、歴史の主舞台に立つもの程ほど、その傾向がある。

　成政も、そういった事は頭で理解していて、過ごしていただろう。だが、

　……九州の役、僕達の役目は、終わったもんなあ。

　上うえ杉すぎ攻めがあるために、自分達の仕事は早い段階で終わった。それが第三次出場の際だ、関わった皆と、これからも残って戦ったり交こう渉しようしたりという連れん中ちゆうとで打ち上げをやって、こんな風ふうに思ったのだ。

　もう、二度と会わない人もいるのだ、と。

「…………」

　恐らく、成なり政まさは、そこで理解した。自分は、〝二度と会わない人〟達といて、自分もまた〝二度と会わない〟人になっていくのだと。そしてそれは、

　……柴田先輩の後、滝川先輩と一いつ緒しよのタイミング、だね。

　だから、

「ナっちゃんさあ、最後は、僕との戦せん闘とうになるんだからさ。ここで滝川先輩の事を気き遣づかう事もだけど、僕にもちゃんと下した手てに出ないと駄だ目めだよ？」

「お前は金が大事だからなあ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と利とし家いえは呟つぶやいた。

「僕達は、失っていく事を前提の者達だけど、やっぱ、なるべくなら失いたくないねえ」

「武蔵むさしの連れん中ちゆうみたいな事言うな」

　と成なり政まさが椅い子すに座った。

　同じように、食堂にいる皆が、ほ、と安あん堵どの息をつく。彼らの反応は、成政の事を恐れているというのもあろうが、

　……僕達含みで、心配してくれてるんだろうなあ。

　と、思った時だ。成政が腕を頭の後ろで組んで、こう言った。

「俺おれは、妹の分で、もう、〝失ったもの〟についての執しゆう着ちやくは埋まってんだ。他の連中が失われても、妹以上のそれはねえから、どうでもいい、ってな。だけど──」

　だけど、

「失われそうになるものがあるなら、それについては、ぎりぎりまで、どうにかなんねえのかな、って、そう思うんだ。──終わり」

「……佐々さつさって」

「終わりだ馬ばぁ鹿か。──トシは何なに笑ってんだよ」

「いや、ナっちゃん、一番ずるいタイプだよそれ」

　苦く笑しようが漏もれる。ただ、ふと思うのは、自分達の事とは別に、

「だけど、……武蔵総そう長ちようなんかは、どうなんだろうね」

「あいつら駄だ目めだろ。ヘラヘラして緊きん張ちよう感かんねえし。……戦せん場じようで漫まん才ざいやるような連中だぜ？」

「でも負けたじゃない、ノヴゴロドで」

　ありゃ撤てつ退たいだ、という成政の言葉を聞きつつ、利家は思った。

　……言われてみれば、そうだね。

　おそらく、と前置きつきで思うのは、今、表示枠レルネン・フイグーアで確かく認にん出来る戦場の中でも、武蔵の連中は賑にぎやかにやっているという事だ。

　自分達もかなり賑やかだが、向こうには、自分達には有るものが、無い。

　……滅びを重要視しし、ともすれば焦あせりや憤いきどおりに浸ひたる雰ふん囲い気きだ。
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　利家は、こう思う。歴史再さい現げんで滅び行く者や負け行く者がいて、襲しゆう名めい者しやは確実にその焦りや憤りを得るんだよね、と。

　だが、武蔵勢にはそれが無い。今、その場その場を馬鹿のように過ごし、笑っているような気がする。三み方かたヶ原はらの戦いで、彼らはいろいろなものを失っただろうに。しかし、

　……真さな田だから流される情報では、彼らは不安を抱えつつもいつも通りに徹していた、と。

　強がりだ。

　だから彼らは、本当の馬ば鹿かではない。辛つらい事があっても、明るく努めていれば、未来があると、そう信じている者達だ。それが習慣づいているのだろうし、何よりも、

「総そう長ちようが、いい見本なんだろうね、武蔵むさしでは、さ」

　暫ざん定てい支配を受けてから、権利も、国としての形も奪うばわれた武蔵は、だからこそ、各国のあぶれ者達の集まる場でもある。

　言い換えるなら、後の無い連れん中ちゆうの吹きだまりだ。

　その崖がけっぷちの国を治める総長と生徒会長には、歴れき代だい、無能が選ばれる。

　初期の頃には傀かい儡らいとしての無能が選ばれていたはずだが、段々と、芸げい人にんじみた無能が選ばれるようになっていって、今の総長兼けん生徒会長だ。

　後が無い故ゆえに、強がってなければやってられない国を、笑う馬鹿が治める。

　言い換えるなら、

「真剣にやっても上う手まくいかない時があるなら、本気で、しかし重く考えず、気楽にやろうぜ、ってとこかな」

　それが、武蔵の風ふう土どだ。

　本気ではない訳わけではない。ただ、そうなる事を重要してないのだ。そして、

「本気でやっているんだったら、負ける時は、笑って負けて強がってもいいだろう、って事なんだろうなあ」

　……ひねくれ者だ。

　だが、これが、後が無い者のプライドだ。負けた時に何もかも失ったとしても、本気でやったし、自分の魂たましいはタフで、負けなかったと、笑う。

　いつそうなっても、後こう悔かいが無いように、真剣の顔を裏に隠かくしながら、馬鹿をやる。

　……これって……。

　似た話や、思し想そうを、自分は聞いた事がある。不ふ破わも聞いた事があるだろう。

　それは、

「────」
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「どうした、トシ」

　成なり政まさは、不意に黙だまって視線を下に向けた同期に、声を掛けた。

　すると利とし家いえが、ややあってから、

「あ、いや」

　と、彼が、不破が掲かかげている表示枠インシヤ・コトブを己おのれに向けた。

　そして、えーと、と額ひたいに手を当て、

「後悔が無いように生きていくって、どういう事だと思う？」

「柴しば田た先せん輩ぱいに言えよ」

　いつも言われてる事を今いま更さら、と思い、成なり政まさは言った。

「毎日楽しく全開で生きてらっしゃるぜ、あの馬ば鹿か」

　だよねえ、と、いつもの調子で返答が来る。

　その筈はずだった。だが利とし家いえは、そう言わなかった。彼はただ表示枠インシヤ・コトブをこちらに向け、

「……見よう」

　と、席を立ち、利家がこちらと向かいの不ふ破わの中央となるよう、テーブルの下しも座ざにつく。

　そして彼は、静かにこう言った。

「何だろうね、一体。……滝たき川がわ先輩が戻って来たら、話を聞きたいもんだ」

　画面の向こう。砲ほう火かの光が見えている。

　それを透すかすように、利家が視線を向け、

「僕達は、覚かく悟ごはあっても、受け入れが足りないのかもしれない」
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　関かん東とうの空は、光に満ちていた。

　光が生まれる理り屈くつは簡単だ。まず、高速艦かんである白しら鷺さぎ城じようが、加速の流りゆう体たい光こうを散らしながら有あり明あけの周囲を旋せん回かい。その状態で内側にある有明に砲ほう撃げきを行えば、受ける有明側も防ぼう護ご障しよう壁へきを多数展開し、それを砕くだきながらの防ぼう御ぎよ態勢に入ったのだ。

　空を大きく回る光の帯と、そこからの攻こう撃げきを受ける天面の飛沫しぶき光。

　有明はステルス防護障壁を解除していた。それによって防護障壁の最大展開を行い、白鷺城の攻撃を防御する。

　だが、白鷺城の攻撃は厚く、とどまらない。

　随ずい伴はんしていた攻撃艦四艦を攻撃ローテーションに組み込み、三さん胴どう艦かんは、左さ舷げん艦、中央艦、右う舷げん艦、そして随伴艦、と攻撃を順次行い、有明に光を砕いていく。しかし、

「行けるか!?」

　有明上で、声が生まれた。

　同時に、有明上に整列したものがある。

　有明産の防護障壁だ。

　白鷺城の砲撃を、完全に受け切る枚数とパターン。その能を揃そろえた整列が、有明の天上面を囲むような列を形成したのだ。
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「ようやくさね……！」

　有明南西側の角かどにおいて、破は壊かいされた角かど地ちの装そう甲こうを守っていた武ぶ神しん射しや撃げき隊たいは、連れん射しや火ひ縄なわ銃じゆうの先込め機き構こうに取り付けていた弾だん倉そうを付け替えた。

　今までの防ぼう御ご障しよう壁へき型から、対艦砲ほう撃げき用に変へん更こうする。

　彼らの指し揮きを執とる直なお政まさは、

「測そつ距きよとれてるヤツから撃うて！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　応じる声で、射しや撃げきが始まる。

　直政も、地じ摺ずり朱雀すざくの視し覚かく素そ子しと同期した表示枠サインフレームを出し、照しよう準じゆんを絞しぼり、

「撃て……！」

　射撃を入れる。

　それらは、向こうの砲撃数には量で遙かに劣るものだ。だが、

・未熟者：『焦あせらず頼む。向こうの砲撃を防いでいるって事は、向こうの射しや線せんに正面から応えて砲ほう塔とうを狙ねらえない、って事だ。

　並へい差さ射撃に慣れてないなら、艦かん橋きよう基部を狙うようにしてくれ。艦側面はなるべく狙わないように、そこは、向こうも撃たれる覚かく悟ごの場所だからね』

・眼　鏡：『それ、本で読んだ知識？』

・未熟者：『わ、悪いか!?　悪いかよ!?　そういう知識をひけちらかして役に立てる場所なんだよ！　解わかったら、黙だまってくれ！』

・眼　鏡：『あはは、──私に対してそんな言い方するんだトゥーサン』

・約全員：『ひいいぃっ』

　とはいえ、こちらの射撃精度も完かん璧ぺきでは無い。いくら大たい艦かんとはいえ、高速で移動されると厄やつ介かいでしかない。

「後ろに回られた時は無視しろ！　西南西と、南南東の範囲を通過する時に、三発叩たたき込む！　それをノルマでやるさね！」

・あさま：『すみません。私の木葉このは準じゆん拠きよの照準制御情報プログラムは、試験的なものなので、マサのものにしかまだ入れてませんから……』

・煙草女：『ああ、そこらへんは考こう慮りよの上さ。フィードバックは送ってるから、早めに揃そろえてくれ。こっちは一般系けいで何とか凌しのぐとするさ』

　だが、先さき程ほどの指し示じに対し、武ぶ神しん射撃隊たいの皆は撃ちながら顔を見合わせ、

『え、ええと、南西西というと……』

『ほら、あっちだよ！　あの、天に輝く星の見える方、そう、それは確かな光……』

『お前はケプラー式天文部〝助走付きケプラーだ〟の部長……！』

『というかどっちだよ！』

　基準がバラバラらしい。

　仕方ないので、直政は浅あさ間まに要よう請せいして、有明各所に方ほう位いを記した表示枠を立てて貰もらう。角かど地ちからは見にくいが、まあ自分達以外にも有用出来るだろう。

　だが、それによる攻こう撃げきと応おう撃げきを行いつつ、ふと、直なお政まさは思った。

　……停てい滞たいしてる？

　敵の砲ほう撃げきに、パターンがある、と、そんな事を感じたのだ。
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・煙草女：『誰だれか、この戦せん闘とうにおける滝たき川がわの目的は？』

・銀　狼：『は、はい！　急ぎなので答えますわ！　ええと、滝川の目的は武蔵むさし、有あり明あけの破は壊かいの筈はずですの。何な故ぜなら、神流かんな川がわの戦いは、信のぶ長なが暗あん殺さつ直後の事ですの。これを行えば、関かん東とう側でも信長暗殺のフラグが立つ事になりますわ。

　だから滝川としては、始めた以上、武蔵と有明を無む傷きずでおく訳わけにはいきませんの』

・賢姉様：『つまり、うちとしてはコレに勝っちゃえば、気持ちいいのよ──！』

・あさま：『念のために聞いておきますけど、どんな意義です？』

・賢姉様：『エクスタるしテンション上がるし上じよう機き嫌げんになるし笑いが止まらなくなるし褒ほめて貰もらえてミトツダイラが嬉うれション状態になるし浅あさ間まも内ない心しんくねくね状態だしホライゾンもサムアップで賢けん姉ねえ様は常時フルカウントフィーバータイムよ！　おいちい！』

・銀　狼：『何の説明にもなってないし、変な事言われましたのよ──!?』

・ホラ子：『ミトツダイラ様も、するんですか？』

・銀　狼：『えっ。い、いや、そんなの試した事、ありませんもの』
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「あっ、やあ。あなた、いつも私の攻こう撃げきにさらされて防ほう御ぎよ力も回かい避ひ力もマイナス補正入ってるからって、いきなりそんな撫なで撫でスキルとか、駄だ目めですのよ？　あまりされると嬉しさ振り切れてはしたない事になっちゃいますから、あ、や、駄目、やーめーちゃ駄目っ、ですわ。そこ、そこ、そうそうそう、ええ、もう全部行けますの！　お返しもたくさんですからね？」
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・銀　狼：『多分……、だ、大だい丈じよう夫ぶだと思いますわ、そういうの』

・●　画：『ネームが進むわ！』

・貧従士：『は、早くないですか？』

・金マル：『ガっちゃん、一応戦せん闘とう中だから、口にはしない方がいいんじゃないかな？』

・●　画：『何言ってるのマルゴット。同どう人じん誌し作って盛り上がりながら戦争するのと、何もないで淡たん々たんと戦争するんだったら、前者の方がいいでしょ!?』

・金マル：『いや、口で言っちゃうと、逃げられるかもしれないし、ソーチョーとか、意識して不自然な動きを始めるかもしれないし』

　皆が見ると、馬ば鹿かが左右に身体からだを振って戻して腰を捻ひねっている。

・●　画：『駄だ目めよマルゴット……。これは勝負なの。盗ぬすみ描きはいけないわ。不自然な動作をされても、そこから真の動作を読み解くのが描き手の仕事よ』

・ウキー：『見事だな』

・不退転：『それで済むから武蔵むさしは怖こわいのよ……』

・未熟者：『ただここで──、話戻すよ？　うん。ここで滝たき川がわが武蔵を止めるのは、不利な話だ。だって、一度P.A.Odaに戻って、援えん護ごを受けて、態勢を立て直した方が得策だからね』

・いんび：『何な故ぜそれをしないんだい？　一人で迎げい撃げきなんて、寂しいじゃないか……！』

・粘着王：『そうだな！　我ら寂しい子供達の仲間！　加か勢せいに行くか！』

・ベ　ル：『む、むこ、う。大人おとな？　たし、か』

・いんび：『そうなのかい？　じゃあ、大人だったら一人でも頑がん張ばろう……！』

・粘着王：『辛つらかったら言う勇気も忘れずにな！』

・副会長：『何だこの人生相談……。おい、ネシンバラ、何か言う事あるか？』

・未熟者：『ああ、うん、Ｊｕｄジヤツジ．、……滝川がさ、武蔵を止めるのはさ、要するにあれだ、ええと、何だろうなあ、つまり、P.A.Odaの本ほん拠きよでは対毛もう利りシフトが行われていて、自分の方で迷めい惑わく掛けられないというのがあるんだよね。そしてまた、僕達を消しよう耗もうさせる事で、対毛利を行っている羽は柴しば側へ介かい入にゆうさせる力を与えない、というのもある』
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　はー、と息をついて、ネシンバラは言った。

・未熟者：『だから滝川は、僕達が次の動きをとれない程度に消耗させないと駄だ目めだ。

　逆に、僕達もここで滝川を消耗させておく事で、毛利側に恩を売れる。

　滝川が退たい却きやくした際、毛利側に残ざん存ぞん戦力を供きよう出しゆつするのは目に見えてるからね。

　僕達と滝川の利害は、そういう意味で一致している』

・煙草女：『じゃあ、この停てい滞たいしてるような現状はどうするのさね』

・未熟者：『堪たえてるだけでも、向こうの弾だん丸がんや燃料は消費してるし、僕達が無事であれば、僕達の名前は売れる一方で、P.A.Odaの威い光こうは翳かげる。それでも充分さ』

　だが、

「そんな生やさしい事にはならないだろうけどね……！」

　言った瞬しゆん間かんだった。

　いきなり、空に異い変へんが生じた。

　白しら鷺さぎ城じようが、二つになったのだ。
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「分ぶん身しん……!?」

　直なお政まさは、視し覚かく素そ子し連動の表示枠サインフレームから見える映えい像ぞうに眉まゆをひそめた。

　白しら鷺さき城じようが、二つになった。だがそれは、魔術テクノマギでも何でも無い。ただ、

「艦かんを分ぶん隊たいしたさね[image: ]」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と観かん測そく役の学生が叫んだ。

『白鷺の艦かん隊たいが二つに分かれ、距離を空あけていきます！」

　その声を証明するように、中央艦と随ずい伴はん四艦、左さ右ゆう舷かん艦の二艦隊に、白鷺城が分隊した。

　そして中央艦隊が加速し、有あり明あけを挟んだ左右艦隊と対たい称しよう位置に着いた。

　回る速度は衰おとろえない。砲ほう撃げきも変わらない。そうやって生まれるのは、

『〝有明〟より要よう請せい。──上面より退たい避ひを！　防ぼう護ご障しよう壁へき対応数を上回ります！　──以上』

　砲撃の数が変わった。

　今までは三艦と一艦群による四隊ローテーションだったのが、今は完全に二艦ごとのダブルローテーションだ。更さらにはそれが高速で対称位置につき、円えん弧こを描いて、

『砲ほう撃げき来ます……！　──以上』







[image: 第十五章『ステージ上の追われ馬鹿』]
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　挟きよう撃げきと言うには、細く速い連打が円を描いて有あり明あけを襲おそった。

　防ぼう護ご障しよう壁へきはパターンを組んでいた分だけ対応が遅れ、更さらには、

「白しら鷺さぎ城じようが、パターンを崩くずしてやがる……！」

　先さき程ほどまでの規則的な動きは無い。

　乱らん打だというべき攻こう撃げきが、しかし狙ねらいを定めたスポット射しや撃げきの疾しつ走そうとして、有明上を突っ走る。それは二艦かんの描く円えん弧こに応じ、有明上面を基本的には回りながら、

「挟まれるなよ！　そうなったら逃げ切れないぞ……！」

　交こう叉さし、追いかけ合い、そして眺ながめ合うように回っては距離を取る。

　そのたびに、後追いで出る防護障壁が砕くだかれ、上面装そう甲こうが破は片へんを散らした。

　破は壊かいの音が一方的なものとなったのは、武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいも退たい避ひに入ったからだ。

　空を撃うてる者は、今、いない。

「ホライゾン！」

　ミトツダイラが資材置き場から銀ぎん鎖さで装甲板ばんを掲かかげ、護まもりとしながら言う。

「悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシは使えませんの!?」

「駄だ目めだ！」

　ネシンバラが、砲ほう撃げきの着ちやく弾だん連れん射しやの中で、走りながら叫ぶ。

「有効射しや程てい三キロ！　もっと寄せなければ白鷺城の全体を食えない！　向こうもそれは解わかってるし、大体、アリアダスト君はああいう動どう体たいへの射撃訓練をしていない！」

「確かにそうですね。ホライゾン、浅あさ間ま様のように夢む中ちゆうの射撃訓練をしていません」

「いや、別に、私は……」

　まあまあ、と背後を砲撃の着弾列が突っ走るのに構わず、ホライゾンが言う。

「大体、外してしまっては元も子もありません。宗むね茂しげ砲は、防がれるから宗茂砲なのです。外してしまったらホライゾンのミスではありませんか」

「宗茂様！　宗茂様！」

　と、向こうから女じよ装そうがやってきた。

「おいおいおい、ちょっとオメエら。〝有明〟が退避しろってんだから、退避しねえの？」

「あ、そうですね。ちょっと相手にいいようにされてますから──」

　という浅間の言葉が途と中ちゆうで止まった。

　皆が見る視線の先、女装の後ろから砲撃の連打が走ってくるのだ。

　皆は、それを見て、

「馬ば鹿か──！　後ろ！　後ろ！」
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　皆の声に、馬ば鹿かは首を傾かしげた。

「はあ？　別に俺おれは余よじゃねえんだからよ、半はん透とう明めい幼よう女じよがついてくるとかねえよ」

　ははは、と笑いながら走ってくる馬鹿の後ろ、砲ほう撃げきの破は片へんは、確実に馬鹿を〝捉とらえた〟動きを見せた。迷っていたような動きが、真まっ直すぐな追つい跡せきとなるが、それは皆にとって、自分達への直ちよく撃げきも示す。だからまず、ホライゾンが、

「トーリ様」

「え？　ホライゾン!?　何だ一体！　寂しいのか!?」

　問い掛けに、ホライゾンが何かを堪こらえる汗あせを流しながら、皆に振り向いた。

「ええと、皆様、今、あの男を〝憤怒の閃撃マスカ・オルジイ〟でぶちぬいてやりたくなりましたが、宜よろしいですよね？　有りかオッケーか、二択たくで」

「同じですのよー！」

　銀ぎん鎖さでホライゾンを引っさらって走り出すミトツダイラに続き、皆が、わあ、と天面の上を走り出す。まずは浅あさ間まが、ミトツダイラに向かって、

「ナイスですミト！　で、これからどこに退たい避ひするんです!?」

「ええ!?　し、知りませんのよ!?　私、上面に上がったの二度目ですし！」

「あ、僕知ってる！　このあたりにダクトがあるんだよ！」

　言うなり、ネシンバラがダクトの穴に転げ落ち、結果として一人避ひ難なんした。

　ナルゼが眉まゆを立て、

「卑ひ怯きような男ね……！　って、何テンゾー、メアリ抱き上げて、描いて欲しいの？」

「い、いや、そ、それは……！」

「ふふ、こんな時ですけど、ナルゼ様なら大だい丈じよう夫ぶですね。私達の方が慌あわてて乱れてしまうかもしれませんが、お願いします」

　メーやん凄すごいわー……、とナイトが呟つぶやく横で、宗むね茂しげが誾ぎんを見た。

「誾さん、負ふ担たんがあったら言って下さい」

「あります」

　即そく答とうであった。

「あるのですか」

「あるのです」

「では失しつ敬けいを」

　宗茂が、誾の身体からだを軽く抱き上げる。そしてそのまま、

「……先に行きます！」

・女　衆：『おおう……』

　先頭を走り、宗むね茂しげが皆を先導する。その背中越しに、彼に抱き上げられた誾ぎんが周囲を確かく認にん。浅あさ間まへと、白しら鷺さぎ城じようの動きや、砲ほう撃げきの追走ラインを情報で送ってくる。

　と、遙か背後で、馬ば鹿かの声がした。

「おいおいちょっと待てよ！　何で俺おれから逃げるんだよ！」

　皆が振り向くと、砲撃の距離が迫っていた。それは馬鹿が距離を詰めていると言う事だ。皆は一度ダッシュを入れるが、素そ描びようをしていたナルゼが、

「来るんじゃないわよ！　来たら撃うつわよ！」

「キヨナリ、それって、いいの？」

「不ふ思し議ぎな事にこのくらいの言い合いは普通でな」

「落ち着いて武蔵むさしのルール紹しよう介かいしてる場合ですのー!?」

「仕方ないわね！」

　と、皆の中で両手を振って、場を作った者がいる。

　喜き美みだ。彼女は白ジャージの前を開けながら、弟の背後方向を指で差す。

「愚ぐ弟てい！　ちょっとでいいから後ろ見るのよ!?」

「え？　何々、姉ねえちゃん！」

　馬鹿は右から振り向いた。だが、現在、皆は左にコーナーリング中で、馬鹿の見た方向はアウトコーナー。砲撃の列はインコーナー側なので、

「おいおい、何もねえよ姉ちゃん！」

「喜美！　喜美！　ちゃんと真実をトーリ君に教えてあげて下さい！　ホライゾンが我が慢まん出来なくて変な汗あせ搔かいてるんですよ！」

　解わかったわ、と喜美は言って、満まん面めんの笑顔を弟に向けた。そして、

「フフ、──引っかかったわね愚弟！　今は皆で鬼おにごっこ中よ!?　パイ鬼おに！　パイ鬼よ！　さっきまで私が鬼だったから、ええと、ひ・ん・にゅ・う！　ハイ貧ひん乳にゆう揉もまないと鬼が替わらなくなったわ──！」

「ひねくれ気質だからってこんな時に噓うそ教えなくていいんですのよー！」

「ミト！　ミト！　ちょっとトーリ君に揉ませて代わりに砲撃に追われて下さい！　ホライゾンが我慢出来なくて変な汗搔いてるんですよ！」

『さ、先に言っておきますけど、自分、奔ほん獣じゆうの中だから揉まれませんよ！　セーフ！』

・ベ　ル：『じゃ、じゃあ、わ、わた、し……？』

　鈴すずの声に、皆はミトツダイラを見た。

「……ミト、鈴さんが、こんな事まで言ってるんですよ？」

「フフ、鈴も、やる時ゃやるつもりなのね……」

「そうね、私もカースト範囲だけど、鈴がこう言ってるなら、ミトツダイラ、アンタ頼むわ」

「言ってる意味が解わかりませんし、何でパイ鬼ルールになってますのー!?」

「つーかオメエら、何で俺おれから逃げるんだＹＯ──！」

　と、馬鹿が言った瞬しゆん間かんだった。

　砲ほう撃げきの速度が上がり、空に金の色が散った。

　馬鹿のウイッグの端はしが、食われたのだ。

「へ？」

　馬鹿は気付き、正まさしく背後に振り返った。そして、

「おうわあ──!!」

　馬鹿が全力でこちらに走ってきた。皆も一いつ瞬しゆん身をのけぞらせてから、

「うわあ──！」

　ダッシュで有あり明あけ上を走り出した。
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「滝たき川がわ様！　第二分ぶん隊たいの方から、武蔵むさし総そう長ちようを確かく認にんしたと！」

「有明上にいるんだね？」

　Shaja！　という声が、無人に見える艦かん橋きようから響ひびいた。通つう神しんの航こう法ほう役が、

「我々の捕ほ捉そくから逃のがれるために、女じよ装そうしているそうで！　補ほ足そく情報来ます！」

「成なる程ほどねえ……、術じゆつ式しきに頼らない変へん装そうかい。確かに、昨今の何でも術式に頼る変装なんかじゃあ一発バレする」

　滝川は、うんうん、と頷うなずき、

「だけど、変へん装そうだったら忍にん者じやのこっちがプロさ。向こうも芸げい人にんだろうけど、喧けん嘩かを売る相手が悪かったね。──ハマり過ぎないように砲撃許可。もし武蔵総長を倒せば、戦争状況も、P.A.Odaの負ふ担たんも一気に軽減されるからね」

　だから、

「仕し留とめるなら、踊らされるんじゃないよ？」
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　わああ、と皆で走りながら、ナイトは思った。

　……ナイちゃん付き合いいいなあ。

　皆と一いつ緒しよに走る意味はあまり無い。何しろ背に翼つばさがあるのだ。だが、いざとなったら、

　……逃げ遅れた人を救いたいよねー。

　だが、現在、後ろでは馬ば鹿かが真実に気付き、

「おおおおお！　こら！　いいかオメエら！　どうにかして下さい！」

「あははは！　マルゴット見て見て！　本気で狼狽うろたえてるわ！」

「ガっちゃん今夜テンション高いねー」

　だが、女じよ装そうがかなり追い詰められているのも確かだ。だからと言うように、喜き美みがまた、軽く先行してから女装に振り向いた。

「いい、愚ぐ弟てい！　敵はね？　アンタが武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長だから、砲ほう撃げきで追ってるの！」

「あ、そーなのか！　バレてるのか俺おれの女装が。いやあん」

「ホ、ホライゾン様……。拙せつ者しや、割かつ断だんしてよう御ご座ざろうか……」

「トーリ君！　トーリ君！　変な挑ちよう発はつするのやめて下さい！　我が慢まん堪こらえて変な汗あせ流してるのが二人になっちゃったじゃないですか！」

　いいから！　と喜美が言った。

「いい!?　愚弟！　とりあえず現状を変える方法が一つあるわ！」

「あんの？　喜美ちゃん」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　愚弟！　アンタの正体がバレてるのは、アンタの女装が見破られているからよ！　だからもっと、〝私、総長じゃなくて女の子なのよん〟って動きしなさい！」

　馬ば鹿かはくねくねした。猛もう烈れつな女走りで、

「いやああああん。もう生なま子こ駄だ目めえええええん」
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　白しら鷺さぎ城じようの艦かん内ないでは、操そう舵だと砲撃管かん制せいの情報が飛び交っていた。

[image: ]

「滝たき川がわ様──！　第二分ぶん隊たいから〝赦ゆるしちゃおけねえ〟だそうです!!」

「あまり気を取られるんじゃないよ！」

　Shaja！　という返答と共に、砲ほう火かの音が眼がん下かの馬ば鹿かを追った。





●






「らめええええええ」

　砲ほう撃げきに追われながらの内うち股また走りに、ナイトはこう思った。

　……芸げい人にんだー……。

　見事というか、よく考えたら武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長は無能であるべきな風ふう潮ちようだが、

　……それ、別に法律で決まってないし、芸人じゃなくてもいいような。

　ただ、想そう像ぞうすれば解わかるが、

・●　画：『単なる大人おとなしい無能と、この馬鹿比べてみたら、武蔵にとって害悪なのはどっちか解るわよね』

・あさま：『ちょ、ちょっとナルゼ、酷ひどい事言わないで下さい。うちが術じゆつ式しきの供給とかしてますし、トーリ君だって、戦せん場じようでは好きであそこまでやってる訳わけじゃ……』

・俺　　：『あっ、やべえ、走り過ぎて俺おれのダミーオパイ（巨きよ乳にゆう）がずれてきた！　浅あさ間ま！　テープか何か持ってねえ!?』

・あさま：『好きでやってますよね!?　そうですよね!?　──あ、テープはないですけど、荷物設置用の固定術式ありますので、それで代用して下さい』

・女　衆：『こいつも駄だ目めだな……』

　だが、胸を直した馬鹿は、スキップ動作まで入れて、ダミーを揺らし始めた。

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　こう!?　こうか!?」

「ククク！　愚ぐ弟てい！　いいわそれ！　可愛かわいいわあ──。ナイス！　ナイスよ！」

「あっ、ミトまで！　我が慢まん！　我慢ですよ！」

　あははは、と姉と一いつ緒しよに馬鹿が笑う。

　本気で凄すごい、とナイトは改めて思った。他国だったら間違いなく処しよ刑けいクラスの不ふ謹きん慎しんじゃないかなコレ、とも。だが、馬鹿が後ろを見て、

「お!?　わああああああ！」

　馬鹿の背後で追っていた砲ほう撃げきが、一気に速度を上げた。

　向こうも我慢出来なくなったのだろう。

　その瞬しゆん間かん。

　……Ｊｕｄジヤツジ．！

　ナイトは空に箒ほうきを構え、一発を放った。

　それは光学色しき彩さいの術式を乗せた硬こう貨か信号弾だん。敵を狙ねらう訳では無く、号ごう令れいとして、

「──マサやん！　砲ほう撃げき頼むよ!!」
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「任せておけってさ！」

　直なお政まさは、武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいの全員で、白しら鷺さぎ城じようの第二分ぶん隊たいを狙ねらった。

　有あり明あけを回ってきた白鷺城の左さ右ゆう舷げん艦かん。その射しや撃げきが、馬ば鹿かを見つけて追った今が機会だ。何な故ぜなら皆が、

　……馬鹿を誘ゆう導どうする事で、敵の射しや線せんを一つに固めたのさ！

　外から見るとただ単に仲間割れしながらぎゃあぎゃあ走ってるように見えるから怖こわい。ついでに言うと、囮おとりとしての馬鹿が、自分の役目をマジに知らないのも危険だ。

・未熟者：『囮はナチュラルな方が敵もひっかかるからね!!』

　総そう長ちよう兼けん生徒会長を囮にする教きよう導どう院いんが何ど処こにある。

　……ここさね──。

　内ない心しんで現実から目をそらしたくなるが、仕方ない。

　皆が行っている、有明上をぐるりと内側に回るようなコーナーリング。先行する馬鹿を狙ねらった白鷺城第二分隊の砲撃は、有明の角かどから見れば、

「余よ所そ見みしてるようにしか見えんさね……！」

　無む論ろん、敵は馬鹿ではない。馬鹿を追って留る守すになる主しゆ砲ほう群の援えん護ごとして、副ふく砲ほうの射撃はこちらにも来ている。しかし、

『有明、防ぼう護ご障しよう壁へき回します！　──以上』

　馬鹿を追った射線を、有明は敢あえて防護しない。装そう甲こうが削けずられるのを覚かく悟ごで無視し、その分の防護障壁をこちらに回した。

　ならばこちらは、その陰から、白鷺城の左右舷艦を狙う。

・煙草女：『アサマチ……！』

・あさま：『そっちの皆さんには既すでに送ってます！　マサが使用している照しよう準じゆん術じゆつ式しきに、マサからのフィードバック入れたものです！　急ぎなので、対たい白鷺城仕し様ようですけど──』

　周囲の武ぶ神しん達が、何も言わず頷うなずいた。彼らの視し覚かく素そ子しの前には、浅あさ間ま神じん社じやのロゴが入った表示枠サインフレームが有り、既に〝会有り〟の字が出ている。

　だから直政は、浅間への返答として叫んだ。

「ほらズド──ン!!」

　砲ほう撃げきした。
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「言わんこっちゃない……！」

　白しら鷺さぎ城じようの艦かん橋きよう内ないで、滝たき川がわは叫んだ。

「第二分ぶん隊たい回かい避ひ！　面おも舵かじ一いつ杯ぱいにとるんだよ！」

　通つう神しんは、声そのままで通った。

　艦橋から見える向こう正面の空、有あり明あけを挟はさんだ位置に、白い姿すがたが二つ見える。

　白鷺城の左さ右ゆう舷げん艦だ。今、両艦は、ともに有明から急ぎ離れる回避軌き道どうをとっていた。それはこちらの号ごう令れいよりも速い動き。独自の判はん断だんで危険を察知し、判断したのだろう。

　……敵の砲ほう弾だんくらい、かわせるさ……！

　白鷺城は高速艦だ。だが、状況に応じて推すい力りよく分布を変え、高機動の操そう舵だも行えるようになっている。

　第二分隊の二艦は、それを行っていた。準速で機き動どう中だというのに、強ごう引いんな軌き道どう変化を行い、全身から白の霧きりを後ろに引く。

　風を、大だい規き模ぼな体積が叩たたく音がした。夜空に一いつ瞬しゆんだけ薄白い壁のような風が走った。

　そして、有明の向こうで白の霧が再度爆ばく発はつする。

　退たい避ひ軌道に左右舷艦が飛び込んだのだ。

　Shaja！　と艦橋内の誰だれかが叫んだ。だが、滝川は見た。

　有明の向こう、霧にまみれた左右舷艦。その内、手前側に位置する左舷艦に色がついたのだ。

　朱あけの色。

　光を帯び、黒の煙を纏まとうのは、

「遅かっただと……！」

　爆ばく発はつが、左舷艦の左舷中央上部、艦橋下で発生した。
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『やった……！』

　北ほう条じよう艦隊の上、小こ太た郎ろうがついあげた叫びに、氏うじ直なおが苦く笑しようした。

　自分の発言内容に、慌あわてて小太郎が口に手を当て、

『い、今のは、白鷺城が被ひ弾だん破は損そんした事によるものじゃないですよ？　え、ええと、実は今、神肖テレビ特とく撮さつドラマの〝荒あら法ぼう師しシュゲンジャー〟で、敵の公く家げ怪かい人じんが倒されまして』

「おやおや、戦せん闘とう中なのに小太郎は余よ裕ゆうですね」

　氏直は言う。彼女は、北東の空に顔を向け、

「武蔵側、全員砲ほう撃げきではなく、一部側そく位いに使ったので白鷺城を上回りましたね。有明の士し気きは上がったでしょう。白鷺城も、第二分隊が戦列から少々離れる事となり、砲ほう撃げき量が三割七分程ほど落ちます。──しかし実際は、有明の方が、遙かに分ぶが悪いです」

『そうなんですか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、砲ほう門もんの数が違う上に、先さき程ほどの総そう長ちようを使った誘ゆう導どうによって、上面装そう甲こうを砕くだかれました。私達の光こう臨りん弾だんとその後の攻こう撃げきによって三次装そう甲こうまで届いた箇か所しよもありますから、おそらくここから先は、有あり明あけも装甲下の機き密みつ区画でどこまで防げるか、という話になります。

　この状況、有明が最も取るべきは、どんな方法か、解わかりますか？」

『それは──』

「上昇です」

　先に言うなんてずるい！　という小こ太た郎ろうに笑えみを向けて、氏うじ直なおが言う。

「忘れたのですか小太郎。武蔵むさしを抱えた有明は、あれ以上、上昇出来ませんよ？」

『あ！　そうでした！　じゃ、これから有明が取る戦せん術じゆつは──』

「ステルスを使用して身を隠かくし、移動か旋せん回かい。現在視し認にんされている上面装甲の破は損そん位置を、ステルスで隠しながら移動し、偶ぐう然ぜん以外では装甲を貫つらぬかれないようにする」

　またずるい！　という小太郎に笑みを向けて、氏直が言った。

「私はずるいのです」

『言い訳わけにも説明にもなってませんよ氏直様……』

　ただ、と小太郎は言った。

『ステルスを使用しようとしても、今からだと、……滝たき川がわ様なら、それを防ぐ手て筈はずを持っていますね』

「──小太郎、その答えが聞きたかったのですよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と小太郎が言った時だ。旋回攻こう撃げきを続ける白しら鷺さぎ城じよう中央艦かん、それに付ふ随ずいしていた随ずい伴はん艦四よん隻せきの内、一隻が、有明を越えて左さ右ゆう舷げん艦の方に移動したのだ。

　破損した二に分ぶん隊たい側、左舷艦の補助に回る。そう見える動きだが、

『あれは違います。補助も兼ねてますが、単純なステルス封じを行ったんです』

　見てて下さい、と小太郎は言った。

『滝川様とっては艦群を編成し直す調整時間かもしれませんが、恐らく、有明上の現場の人達にとっては、大事な一戦となります』
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　砲ほう撃げきが続いていた。

　だが、降りしきり駆かけていく鉄の雨の数は、白鷺城の第一分隊からだけのものとなっていた。

　今の雨は、やまず、しかし弱いものだ。

・未熟者：『本来なら、ここでステルス掛けて次の動きに行きたいところだけど……』

・蜻蛉切：『無む理りで御ご座ざろうな』

　ホライゾンを背後に置くように、腕を軽く広げて二ふた代よが言う。

　彼女の視線の先には、三つの影があった。それは、

「先さき程ほどの随伴艦から飛び降りてきた敵に御座る」

　彼らに、二ふた代よは問うた。

「──誰だれで御ご座ざるか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と長身の細身が頷うなずいた。彼は手首に巻いていた火ひ縄なわを口で嚙かみ切り、口にくわえた分に火をつける。そして、

「真さな田だ教きよう導どう院いん。──要いらずの十番、筧かけい・十じゆう蔵ぞう」

　同じく、と頷いたのは、扇せん子す型の剣を左右の手に携たずさえた女だ。彼女は隈くま取どりの目め端はしを緩め、

「七番。──海野うんの・六ろく郎ろう」

　続くのは、海野の横にいる影だった。フード付きの白い長ちよう衣いを外して名乗るのは、

「九番。──望もち月づき・幸ゆき忠ただ」

　極きよく東とうの夏服を崩くずし着込んだ、侍じ女じよ式自じ動どう人形だった。

　三人。その代表というように、筧が言った。

「俺おれと海野はIZUMO以来だな。今回はまあ、ちょっとした仇あだ討うちって訳わけだ。うちの伊い佐さの、さ」

　ホライゾンが早はや撃うちで憤怒の閃撃マスカ・オルジイをぶち込んだ。







[image: 第十六章『ステージ上の段上者』]
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　憤怒の閃撃マスカ・オルジイによるいきなりの不ふ意い打うち。

　きゃあああ！　という驚きの悲鳴や、うおおおお!?　という疑問の声が発生した有あり明あけ上部にて、宗むね茂しげは敵の推すい移いを見ていた。反はん射しや的に口を突いて出た疑問は、

「当たりましたか!?」

「宗茂様、期待値が低いのは何な故ぜですか」

「誾ぎんさん、大罪武装ロイズモイ・オプロは、──当てるのが難しいのです」

・金マル：『ユニバーサル級の新解かい釈しやく？』

・副会長：『私もそのくらい精神的にタフだったらなあ……』

・義　　：『私は貴き様さまを見てよくそう思うぞ……』

　よくは解わからないが、自分がいつの間にか三年梅うめ組ぐみの精神カーストの上位にいるのは間違いないようだ。アモーレ。

　だが、気になるのは大罪武装の発はつ射しや結果だ。

「誾さん、憤怒の閃撃の効果は──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、仲間に当たらず、敵に当たります」

　解りやすくて素晴らしい。だから宗茂は、誾の判はん断だんを聞くために、こう問うた。

「誾さん、目の前の状況は、どうですか？」

　Ｊｕｄ．、と誾が首を縦たてに振った。そして彼女は、

「倒れています」

「……そうですか」

　宗茂は思った。当たってしまうと、それはそれで、少し寂しいものなのですね、と。

　出来の悪い子供の方が、愛情深く見ていられると、そういう事なのだろうか。ただ、

「宗茂様」

　誾が言った。

「あれは──、先日見た人形と同じです！」
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　誾の叫びが走った瞬しゆん間かん。

　最初に気付いたのは点てん蔵ぞうだった。

　……これは──。

　一いつ瞬しゆん遅れてナルゼが気付いたのも、自分の経験があるからだろう。

　背後。そちら方向にて、

「伊い佐さが残してくれたものでね。整備しようがないから大放出、ってやつさ。だけど、これからしばらく使うだけはあってね」

　筧かけいの声が聞こえた瞬しゆん間かん。

『どうぞ』

　機械の声が響ひびいた。続くものは、筧の得意とする銃じゆう弾だんではなく、

「く……！」

　爆ばく発はつが、至し近きんで発生した。
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　爆ばく炎えんが夜に弾はじける。

　空からは砲ほう撃げきがあり、空に浮かんだ床からは爆発の火か煙えんが上がった。

　だが、武蔵むさしの主力を襲おそうように投げかけられた爆ばく砕さいの火は、

「空に……！」

　ラケットで打ち上げられたかのように、炎ほのおと煙が宙を舞っていた。

　夜空にて焼け、弾ける音の全ては、まるで篝かかり火びのように夜空を照らす。

　爆発は皆、打ち返されたのだ。そして、それを行ったのは、

「成なる実み」

　ウルキアガの声が行く先にいるのは、伊だ達て・成実だ。彼女は四し肢し義ぎ体たいの黒こく緑りよくジャージの両手に、顎あご剣けんを抜いていた。そうして前を、そこにいる望もち月づきを見み据すえた彼女の頭上、敵の放った爆炎を空に打ち上げたものが落ちてくる。

　数十を超える顎剣だ。

　成実が空間より射しや出しゆつし、一いつ瞬しゆんで叩たたき込み、ぶち上げたものばかり。

　それらは有あり明あけの上面に落ちるより早く消えていき、成実は、

「──向こうからこっちに来てくれるなら有り難がたいわね。出しゆつ奔ぽん中でも相手が出来るから」

「成実」

　ウルキアガが言った。

「その剣、不ふ転てん百足むかで無しでも抜けたのか」

「……よく考えたら、自己紹しよう介かいがまだだったようね」

「……貴き様さまは何な故ぜそう、拙せつ僧そうに対して皮肉で返す。聖せい職しよく者しやに対してその態度はいかんぞ？　聖職者に反はん抗こうすると地じ獄ごくに落ちると知らぬのか」

「そうなったら聖職者に救って貰もらうわ」

「手間の掛かる女だ」

　ウルキアガはそう言って、前を見た。

　自じ動どう人形の望月がいる。そして半はん竜りゆうは成実に視線を向け、

「手伝うか？」

「そこまで手間の掛かる女じゃないわ」

「そうか」

　ウルキアガは、ふう、と一ひと息いきついた。ジャージ姿すがたの成なる実みを見て、

「拙せつ僧そう、体操服ふくジャンルの姉エロゲをプレイ中なのだが」

「凄すごい褒ほめる言い訳わけもあったものね」

　否いな、とウルキアガは言った。

「それがまた、全然ピンと来なくてな。ただ──」

　ウルキアガは、成実の肩を後ろから軽く叩たたいた。

「──たまにはいいものだと、今、思った」

「不ふ転てん百足むかでは青せい竜りゆう戦で関かん節せつ焼いて改修中だから、当分はこの格かつ好こうか、制服よ」

「ならば制服ジャンルも買わねばな」

　成実は吐と息いきで、身を前に倒した。そして、

「服を増やせなくなりそうね」

　言うなり、成実は疾しつ走そうした。





●






　戦せん端たんは爆ばく発はつによって開かれ、剣けん戟げきによって続いた。

　武蔵むさし主力の内、女じよ装そうを中心としたグループはミトツダイラと誾ぎん、宗むね茂しげを防ぼう護ご役に回し、

「こっちさね！」

　彼らは皆、直なお政まさの狙そ撃げき武ぶ神しん隊たいの方へと急いだ。武神の持った装そう甲こう板ばんの盾たてと、狙撃用に構えられた防護障しよう壁へきの下に退たい避ひして行ったのだ。

　だが、主力の内、幾いく人にんかの人員は、中央側での戦せん闘とうを選んだ。

　その一人が、二ふた代よだった。

　……爆ばく砕さい術じゆつ式しきが厄やつ介かいに御ご座ざるな！

　二代は、爆ばく炎えんが幾つもの壁のように立つ有あり明あけ上面にて、身構えた。

　直後。

「……！」

　二代は、不意の気け配はいに頭半個分、右に振った。髪かみ留どめにしている鹿しか角づの型のセンサーが不意に揺れて、接近物を知らせたからだ。

　すると先さき程ほどまで左耳のあった位置を、

　……風!?

　風圧と打ち鳴らし。その一いつ直線がいきなり発生し、抜けていった。

　飛んできたのではない。突とつ如じよ生じた快音が、宙を割ったのだ。

「これは……！」

　二ふた代よは言った。

「ラップ現げん象しよう……！」

「忍にん術じゆつによる射しや撃げきだよ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　右の爆ばく炎えんの向こうに、細身の長身がいる。距離七メートル。正せい対たいだ。

　真さな田だの十じゆう勇ゆう士し、と二代は認にん識しきした。

　……名みよう字じの書きにくい御ご仁じんで御ご座ざったな。

　確か、数字が名前に付いていた気がする。間違ったらすまぬで御座る。

　と、向こうが声を掛けてきた。

「ちと相手して貰もらうわ、本ほん多だ・二代。

　お前さんとだと、俺おれの方、相あい性しようがいいだろうしな」

　そうで御座るか、と二代は頷うなずいた。

「つまり、拙せつ者しやと、相性のいいセックスをしたいので御座るな」
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「東あずま、こら、何ど処こに逃げようとしてるの？」

「え？　あ、い、いや、御茶を補充してくるだけだよ。だけ。あ、ははは」

「ぱぱ、いまさっきおもいきりふいてたー」
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　戦せん場じようの動きが、止まっていた。

　上空からの砲ほう撃げきも自動制せい御ぎよのもの以外は止まり、ただあるのは脂あぶら汗あせを流して動けなくなっている筧かけいと、その正面に立つ二代の言葉だけだ。

「拙者も未み熟じゆくで御座るが、やはり秀ひいでた者とやり合うのが、お互いの手を重ね、全てを出し尽くすようで充実に御座る」

「……発はつ禁きんだろう」

「確かに、血など出て御座るからな」

　ただ、と満足げな顔で、二代が言った。

「それによって自分が高みに昇った実感を得るのもまた至し極ごく。拙者の場合、思い切り汗を搔かいて、一種のスポーツ的なところもあるに御座るな」

「充実か」

「左さ様よう。最近では、喜き美み殿どのとのセックスが大変よう御座った。そうで御座るな？　喜美殿」
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「喜美！　喜美！　ナルゼも正まさ純ずみも豪ごう快かいに失敗した道ですけど、いつもの所しよ行ぎようを帳ちよう消けしにするつもりでいきましょう！　ね!?　ね!?」

「フフ、浅あさ間まも私とセックスしてるものね!?　愚ぐ弟ていもホライゾンもミトツダイラも一いつ緒しよで！　よくうちにきて、愚弟の振る舞うものを〝や、やだ、熱っ。熱いですよトーリ君〟〝あの、私、もっと大きいお肉欲しいんですの〟とかやってセックスしてるものね！」

「こらあ──!!　全国放送で何て事を！　何て事を！」

　浅間が喜き美みのジャージの襟えり首くびを摑つかんで揺らすが、馬ば鹿か姉は気にしない。赤面と啞あ然ぜんを同居させたミトツダイラを横に置き、彼女は二ふた代よに言う。

「皆が臨りん時じ生徒総会やってる間、ここでセックスしてたのよねえ、二代」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と女侍ざむらいが、蜻蛉とんぼ切ぎりを軽く掲かかげた。

「拙せつ者しや、あのセックスで生まれ変わったので御ご座ざる。それもあってか、先日のノヴゴロドでは、最終的に福ふく島しま・正まさ則のり殿どのと致した時も、お互いの位置を入れ替えあって、それぞれの槍やりを交換したりと充実のセックスに御座った」
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・巨　正：『……福島様、何やってたんですか、あの現場で』

・しとお：『それがまた、記き憶おくに無いので御座りますが……。ひょっとして、最後、壁に叩たたきつけられた時に拙者の記憶が飛んだので御座りましょうか……』
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　筧かけいは、背後と遠くで、海野うんのと望もち月づきの声を聞いた。

　二人は距離を離しながら、忍にん術じゆつとしての話法で、

「筧、ああ見えてエロいから」

『ビーストに御座りますね？』

「訳わけ解わかんねえし俺おれ発のネタじゃねえよ！」

　だが、筧は、帽ぼう子しの下で眉まゆをひそめながら、問うてみた。

「興きよう味み本位に聞くが、……俺と、どうするつもりだ」

　相手、武蔵むさし副ふく長ちようはこちらの問いに対して深く頷うなずいた。そして、

「結べ、──蜻蛉とんぼ切ぎり」
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　二代は、眼前の煙と大気、その向こうにあった影が割かつ断だんされたのを知覚した。

　目で見たのでは無い。手て応ごたえとも言える、ある筈はずの無い、命めい中ちゆうへの確信だ。

　だが、二代は更さらに動いていた。自分の背後へと大きく振り返るように、

　……回り込む……！

　と、そこに細身の影があった。

　敵だ。

　忍にん者じやが、既すでにこちらの背後に回り込んでいたのだ。

　いつの間にか、という意味も無い。この敵は忍者だ。敵の知覚外からの攻こう撃げきを至し上じようの戦せん術じゆつとする連れん中ちゆうだ。

　……無む論ろん、それは、正せい対たいが危険な相手に対してと聞く。

　ならば自分は、彼らにとって少しは危険という事か。だとすれば、

　……もっと危険にならねば……！
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　筧かけいは、武蔵むさし副ふく長ちようの背後をとった。

　……こいつは、速度はあるが──。

　高速域での身しん体たい制せい御ぎよは、甘かった。そう思い、

「……は!?」

　眼前で、武蔵副長が身を回していた。

　遅い動きに見える。が、速い。自分でもどう知覚しているか解わからないが、今、相手がとっている動きは、少なくともIZUMOで自分が見ていた彼女とは違う。

　……おいおい。

　解るのは、彼女の全身各部に加速術じゆつ式しきの光があるという事だ。

　そのどれもが砕くだけず、今、彼女を確実に先導している。

　遅い。手を伸ばせば先に届きそうな、そんな動きに見える。

　しかし、的てき確かくだ。

　筧は相手を見る。何な故ぜなら、己おのれの忍にん術じゆつは射しや撃げき系けいなのだ。射撃とは、敵と自分との線を結ぶ事であり、だからこそ、

　……こいつの動きを、俺は理解出来る……！

　見た。そして得た結論は、

「──!!」
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「筧……！」

　海野うんのは、筧が高速の右スライドステップで武蔵副長から位置を逸そらしたのを見た。

　距離は空あけない。それが忍者のプライドだ。だが、

　……何だい、あれ。

　筧かけいが避けた先、海野うんのは、あるものを見た。

　舞まいだ。

　武蔵むさし副ふく長ちようが舞っている。

　芸げい能のう神しんを神しん奏そうする自分から見て、荒あら削けずりな、初しよ心しん者しやが踏むような足あし捌さばきと、体たい捌さばきだ。

　だが、それは、確実に筧を追っている。

　的てき確かくだ。

　そんな彼女の作る動線を見て、海野はこう思った。舞の初心者が、中級者に移る時、こんな動きになる筈はずだ、と。

　舞という動きで何かが表現出来るという、その意味を理解したばかりの喜び。それを摑つかんで、手や足、肘ひじや膝ひざ、腰の振りや身の逸そらしに乗せる事を解わかった者の歓かん喜きが、武蔵副長にある。

　荒削りだ。

　でも、だからこそ、本質が剝むき出しだ。

　戦せん闘とうの本質。

　敵を倒し、自分を生かすという、ただそれだけの舞だ。

「筧！　甘く見るなよ！」

　無む論ろん、そんな事はしていないだろう。

　だからこその、位置逸そらしだ。

　筧は射しや撃げきのセンスがある。同じ射撃系けいの根ね津づの指導を担当するのもそのせいだ。そんな彼から見て、武蔵副長の動きは〝自分を撃うつ〟ように見えたのだろう。

　だから彼は位置を逸らした。

　そして、一発目の相手の射撃を避けたなら、

　……ここからは攻こう撃げきだよ！

　筧が、身構えた。

　両の手をズボンのポケットに突っ込み直し、

「──すまんね」

　言葉とともに銃じゆう声せいが走った。
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　ミトツダイラは、二ふた代よの身体からだが吹っ飛ぶのを見た。

　撃たれた、とそう見える動作だった。背後にいるホライゾンも、

「……！」

　眉まゆを立て、こちらの横から前に出ようとする。

　その反応に、ミトツダイラは一いつ瞬しゆんの驚きを得て、

　……あら。

　ホライゾンに、怒りの感情がある。

　二ふた代よがやられたと、そう判はん断だんした時の、反射的な感情だ。思いを言葉にするよりも先に身体からだを動かす衝しよう動どう。それをホライゾンは今、持っている。

　素晴らしいですわ、と、そんな事をミトツダイラは思った。

　何な故ぜなら、

　……ホライゾンは、仲間がやられた時、嘆なげかず、泣かず、哀かなしみませんのね。

　悲しみの感情もあるだろうに。

　きっと、先にあるのは、仲間と共にいたいという強ごう欲よくだ。欲としてみれば、他た愛あいない小さな、それでいて得る事が難しい贅ぜい沢たく。その欲が破られた時、ホライゾンは怒った。

　おそらく、怒った後で、ホライゾンは哀しむのだろう。

　だから、ミトツダイラは言った。

「ホライゾン。大だい丈じよう夫ぶですわ」

　前を見るように、顎あごで二代の方を示す。

　すると、吹っ飛んだ二代が、身を回していた。

「彼女の身体の各部にある翔しよう翼よくが、砕くだけていませんもの。二代はまだ戦せん闘とう中ですのよ？」
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　二代は、筧かけいの攻こう撃げきに対し、即そく座ざの動きを放っていた。

　まず、防ぼう御ぎよとして行ったのは自分の右耳ぎりぎりに、蜻蛉とんぼスペアの刃やいばを立てた事だ。

　だが、そこには、何も来なかった。

　来たのは、刃と耳の間だ。わずか二、三センチの位置に、

「……！」

　それは、音ではない。音より速い、空気の余よ震しんともいえる静けさだ。

　危険を感じた。だから二代は、頭部から全身を捻ひねった。

　首から上の重みを頼りに、跳ちよう躍やくする。

　結果として己おのれの動きは仰のけ反ぞるものとなったが、まだ足りない。静かな余震は、頰ほお辺りを大きく食うように広がっている。だから、

「伸しん縮しゆく機き構こう……！」

　蜻蛉スペアの石いし突づきを地面に発はつ射しやして、二代は己を加速した。

　身体の仰け反りを強く回し、コンパクトに空中で一回転。

　回った。

　すると、身体が空を仰いだ直後に、顎あご先さきを横に抜けていったものがある。

　銃じゆう弾だんだ。夜よ目めに確かでは無いが、一いつ瞬しゆんだけ砲ほう火かの光を反射した弾だん丸こうが見えた。

　ならば、と二ふた代よは思った。この相手の忍にん術じゆつとは、つまり、

　……よく解わからん……！

　どうやったら立てた蜻蛉とんぼスペアと顔の間に弾だん丸がんを叩たたき込めるのか。

　便利過ぎるでは御ご座ざらぬか。

　そんな便利な方法があるなら教えて欲しいものだ。大体、この忍術があれば、随ずい分ぶんと戦いが楽になるような気がする。

　だから二代は考えた。この御ご仁じんに、今の技を教えて貰もらえないかと。

　……やはり土ど下げ座ざだろうか。

　今、空中で後こう方ほう一回転をしているから、着ちやく地ち姿勢を土下座にする事は可能だ。

　そうすれば、相手はビックリするのではないだろうか。

　しかし、ビックリさせて意味があるのだろうか。

「む」

　どうすればいいで御座ろうか、と二代が思った時だった。

　敵が動く気け配はいを見せた。二発目が来るのだ。

　待つで御座る、と二代は思った。

　まだその忍術を拙せつ者しやは教えて貰って御座らぬ、と。だから二代は叫んだ。

「卑ひ怯きようなり……!!」
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　筧かけいは、二代の言葉に一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどった。

　……え？　──卑怯？

　否いな、と筧は思った。忍術とはそういうものではないかと。何しろ、忍にん者じやとは、元々が多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの戦いを強いられたり、敵の領りよう地ちから情報を盗ぬすみ取って生せい還かんするのが仕事だ。

　侍さむらい達を多た数すう相手にする個人として、どれだけ卑怯があったものか。

　だが、よく考えると、今、相手は一人だ。

　理論的に考えると、これは確かに卑怯かもしれない。何しろ、多勢に無勢としての忍術を、個人に対して使っているからだ。

　だけどよ、と筧は自分に対して言い訳わけするようにこう思い直した。

　お前、副ふく長ちようじゃねえか。

　こっちは要いらずで、レベルとしては特とく務む……、いや特務よりちょっと上、ちょっと、ちょっとだけど確かに上！　そんな感じの存在だ。だからそれが副長相手にするとなったら、

「全然卑怯じゃねーな」

　筧は二発目を狙ねらった。

　撃うつのは、一回転して着ちやく地ちしようとする相手の下か腹ふく部。女の腹を狙ねらうのは気が引けるが、腹部への銃じゆう創そうは内ない臓ぞうを貫つらぬく事もあり、止血が難しいものだ。頭部を破は砕さいされるより、失血死の方が綺き麗れいだし気持ちいいだろう、と筧かけいは結論し、

「……！」

　射しや撃げきした。
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「二ふた代よ！」

　ミトツダイラは、二代の動きを見た。

　何な故ぜか先さき程ほどから、空中で正せい座ざしようかどうか迷っていた彼女だった。そこに今、筧が下腹狙いの一発を撃ち込んだ。

　どういう理り屈くつかは解わからないが、筧の攻こう撃げきは超至し近きんに発生する。

　二代の反射速度と翔しよう翼よくの持続展開ならば、回かい避ひは可能だが、

　……着ちやく地ち姿勢が崩くずれてますのよ！

　着地から回避に入ろうとしても、今のままだとタイムラグが生じる。そして、ここで生じるラグは致ち命めい的だ。

　ミトツダイラは介かい入にゆうの手を考える。だが、筧の位置が悪い。二代を僅わずかに盾たてとして、こちらに隠かくれた位置を取っているのだ。

　忍にん者じやのセンスというものだろう。

　ならば、とミトツダイラは思った。二代が着地した瞬しゆん間かん。その身体からだを銀ぎん鎖さで吹っ飛ばそうと。

　しかし、

「え？」

　ミトツダイラの視線の先で、ある事が起きた。

　二代が、お？　という顔で下を見たのだ。

　無む論ろん。彼女の視線の下には、有あり明あけの天てん板ばんがある。当然の事だ。

　だが、二代の表情は、何な故ぜ、こんなところに床があるのか、という顔だ。

　……まさか、気を散らしてましたの!?

　思うなり、筧の銃じゆう声せいが飛んだ。

　同時に二代が着地した。しかし、それは着地ではなかった。

　膝ひざと手から落ちた二代の身体の下。有明の上面と彼女の身体の間で、光が爆ばく発はつした。

　……あれは……！

　翔翼だ。

　着地から次の動きに繫つながらず、加か速そく術じゆつが暴ぼう発はつしたのだ。その結果として、

「……っ」

　下向きに撃うち込まれた弾だん丸がんを飛び越えるように、二ふた代よが空高くに吹っ飛んだ。
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　有あり明あけの中、武蔵むさしの上。

　ハイディは、武蔵表ひよう層そう部ぶにある〇べ屋武蔵むさし野の店地下にいた。

　ここは、武蔵が崩ほう壊かいしたとしても残るような頑がん丈じようなブロックで作られている場所だ。証しよう書しよや印いん章しようなどもここに保管してあり、ハイディとしては、

　……戦せん闘とう中でもここは安全な御仕事場～。

　無む論ろん、皆にはここの事は言っていない。知っているのは武蔵内の管理をしている浅あさ間まくらいだろうが、改造は内ない々ないなので、地下室くらいにしか思われてない筈はずだ。

　そう、バレて無い筈はず、多分。きっと。バレてないといいんじゃないかなあ……？

　ともあれ、戦闘中でも仕事出来る環かん境きようがあるのはいい事だ。今、シロジロが上での戦闘に用いられる消費物資の取引を派は手でにやっている。そんな彼を、自分はここから補助しているが、

『ハイディ！　上の映えい像ぞうを見たか！』

「え!?　シロ君！　誰だれか死んだ!?　保険金掛けてない人いないよね!?」

『そうじゃない！　見ろ、これを！』

　と、見えたのは、五秒遅れで送られてきた録ろく画が映像だ。

　それは、宙に二代が吹っ飛ばされた動画だった。元は崩くずれた着ちやく地ちだったようだが、下から、何らかの力で跳ね上げられた事によって姿勢が整っている。それは、

『商人土ど下げ座ざ十六選の一つ、……発はつ射しや土下座!!』
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　筧かけいは、空を見上げた。

　土下座が夜天を飛んでいく。

　……何だこれは……！

　訳わけが解わからん、と筧は素直に感想した。俺おれはここに戦せん闘とうをしに来たはずだが、不ふ思し議ぎな事ばかりが起きている気がする、と。

　ああ、そうだ。出しゆつ撃げき前に穴あな山やまから、武蔵は危険な場所だと聞いていたが、確かにそうだ。

　これはおかしい。

　だが、向こう、武蔵主力の中で、派は手でな髪かみをした踊り子が呟つぶやいた。

「あれって、身体からだの軸じくがしっかりするようになったから、吹っ飛ぶ時も姿勢が正されてるのよね。昔だったら派手に回転してってると思うんだけど。──フフ、今いま頃ごろハイディ達、ビビってるんじゃないかしら」

　そして、踊り子はこちらを見た。

　片目を閉じ、彼女は指ゆび鉄でつ砲ぽうを作ると、

「ばぁん、とか言ってみちゃったりしたりしてして……！」

　何がだ、と、筧かけいは思わなかった。

　下らない、とも思わなかった。

　意味が無い事を、とも思わなかった。

　……大体、解わかってきたわ、俺おれ。

　IZUMOで一度この艦かんに乗り込んだ事がある。その時はどちらかといえば客として、だった。だから、中にいながら、外から見ているかのように「賑にぎやかな場所だ」くらいにしか思っていなかった。だが、

「そういう事か」

　呟つぶやき、筧は身を右にターンスライドさせた。

　高速の旋せん回かいだ。夏服、シャツの裾すそが振り回される勢いで、

「そうだな」

　先さき程ほどまで頭のあった場所を、槍やりの穂ほ先さきが飛んでいった。

　蜻蛉とんぼスペアだ。

　背後から、武蔵むさし副ふく長ちようが先程の発はつ射しや土ど下げ座ざから着ちやく地ちし、攻こう撃げきしてきたのだ。
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　筧は、槍の穂先を右に回かい避ひする。

　身を回しつつ、後ろの敵を肩越しに見れば、やはり武蔵副長だ。

　ならば、今の流れは、先程の踊り子がこちらの気を引き、その間に武蔵副長が後ろから攻撃した、という事になる。しかし、

　……そうじゃねーわ、コレ。

　アドリブだ。

　今の、踊り子の囮おとり行為と、武蔵副長の攻撃は、連れん携けいとなっていた。だが、実際には違う。これは恐らく、武蔵副長の攻撃に気付いたか、先読みした踊り子が、勝かつ手てにこちらの気を引きに掛かったのだ。

　結果として連携となっただけの、その場で思いついたアドリブのアシストだ。

　これが他の教きよう導どう院いんならば、気を引くような馬ば鹿かをするのではなく、射しや撃げきなどを用いる。

「だけどお前ら、武ぶ器き持ってねえもんな」

　極きよく東とうは非武ぶ装そうが前提。

　そういう時、どう戦うか、忍にん者じやの自分にはよく解る。

　まず、遮しや蔽へい物ぶつの多い、森や、地元の集落という、自分達の有利な戦せん場じように敵を誘い込むのだ。

　そこで、囮おとりや罠わな、仕掛けで敵を攪かく乱らんし、一歩も前に進ませないようにしつつ、有利な攻こう撃げき地点をとる。

　その上で、攻撃出来る手段を持った者が仕し留とめに行くが、それもまた、他の皆のアシストの上、というのが自分達だ。

　こいつらも同じだ。

　自分達には、有利な戦せん場じようとして、森や、地元がある。

　こいつらには、代わりというように、

　……一人一人が、森の木のようなもんだ。

　誰だれも彼も、無能ではない。

　無能はトップにいる。

　その無能を生かす戦場として、全員が森を作り、攪乱し、時に一いち撃げきを撃うってくる。

　馬ば鹿かをやっているように見えるのは、トップの個性もあるが、

　……そういう森だ。

　武ぶ器きを持てず、何もかも奪うばわれた極きよく東とう。そこで全て連れん携けいし、戦場に行くとなった時、きっとこいつらは、こう思ったに違いない。

　しょうがねーな。

　戦いに関しては不慣れどころか門もん外がい漢かんの連れん中ちゆうもいるだろうに、それが、お互いの出来る事を、出来るやりかたで全力出して介かい入にゆうしてきている。

　それを支えるのが神しん道とう。代だい演えんの力であり、それぞれの技術だろう。

　だから、無む駄だも多いが、嚙かみ合った時が恐ろしい。戦せん闘とうとして見れば、あるまじき流れが高いレベルで発生するからだ。

　これは何だ、と筧かけいは思った。

　自分達のような〝森〟ではない。P.A.Odaの連中のような〝戦場〟でもない。

　わかんね。

　だから筧は動いた。今は敵地なのだと思い、敵の作った有利な場所にいるのだと考え、

「────」

　回る視し界かいの隅すみ、左に光が来た。

　蜻蛉とんぼスペアだ。走る穂ほ先さきに捻ひねりが入り、こちらの左横よこ顔がおを映した。その直後に、

「結べ！　蜻蛉スペア……！」
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　二ふた代よは、不発を悟さとった。

　視界の中、筧が動いているのだ。それも先さき程ほどの旋せん回かいによる回り込みを続けた状態だ。

　彼は、こちらの背後に来ようとしている。

　……外したで御ご座ざるか!?

　否いな、蜻蛉とんぼスペアの割かつ断だんは発されている。しかし、

「銃じゆう弾だん!?」

　蜻蛉スペアの穂ほ先さき、その左面に、銃弾が激げき突とつしていた。

　柄つかを伝ってくる手て応ごたえは五発分。一度に撃うち込まれたものではなく、時間差を微かすかに入れ、弾だん丸がん軌き道どうの角度を全て変えた五発だった。

　それが、割断能力の判定直前に激突し、刃やいばを揺らしたのだ。

　結果として、割断の際のロックオンが乱れ、

『要よう努力──』

　割断が、砕くだけた形で遂すい行こうされた。だから、

「無事って訳わけにゃあいかねーか」

　視し界かいの右みぎ端はし、足をスライドして回り込んでくる筧かけいの帽ぼう子しや、顔、頰ほおなどには傷が生じている。

　だが、それだけだ。

　そしてこちらの背後に身を飛び込ませながら、筧がこう言った。

「相あい性しようがいいと、言ったろう？」

　……確かに！

　二ふた代よは振り返ろうとした。だが、

「すまんね」

　蜻蛉スペアの穂先に、また、弾丸が零ゼロ距離から叩たたき込まれた。

　穂先を戻すのが遅れ、

「……く！」

　二代は、左の背後に危険を感じた。それは筧が飛び込んできたのとは逆の方向。そちらに、また弾丸の気け配はいがあり、

　……これは──。

　二代は即そく座ざの回かい避ひを身体からだに入れながら、叫んだ。

「結局よく解わからんで御座る……！」
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　筧は、武蔵むさし副ふく長ちようがこちらの弾丸を回避したのを、弾丸の通過音から悟さとった。

　……すげーな。

　だが、今度はこちらが危険だ。

　何な故ぜならここは、敵の戦場アウエイだ。敵は勝かつ手てにアドリブで連れん携けいする。

　そしてこれは、相あい対たい戦ではないのだ。こちらの強きよう襲しゆうに、向こうが応おう激げきする構図だ。

　今、武蔵副長がこちらの攻こう撃げきを回避した。

　彼女が次にこっちに攻こう撃げきを行うまで、短い隙すき間まが生じるだろう。

　普通なら、それはそのまま放置される。しかし、

「お前ら、違うよな」

　背後、聞き慣れた、馴な染じんだ音がしている。幾いく多たの長ちよう銃じゆうがこちらに向いた響ひびきだ。有あり明あけ上部に自分達が来た事に対し、対人戦せん闘とうの布ふ陣じんが揃そろったのだ。

　音からするに極きよく東とうのIZUMO製先さき込ごめ火ひ縄なわ銃じゆうFMG-0071〝楓かえで撃うち〟が二十七丁ちよう。持ち手は十一人が素しろ人うとだ。こちらに当たる射しや線せんをしっかり構えている人数は、

　……ま、どうにかなるか。

　思った瞬しゆん間かん。後ろで発はつ射しや術じゆつ式しきの展開する音が聞こえた。

　直後に、

「そうこなくちゃあ、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの忍にん者じやじゃねーな」

　多勢の銃じゆう声せいが、背中に向けて発された。
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　浅あさ間まは、敵が結果を作ったのを確かく認にんした。

　射しや撃げき系けいのセンスは自分にもある。ええ、そこそこです。あまり無いです。

　そんな自分から見て、武蔵むさしの射撃隊たいはかなり精度が高い射撃力を持っていると言える。武蔵IZUMOが警けい護ご隊に用意する長銃はバレルが長めだが、それは精度向上に役立っているし、命めい中ちゆう率の高さは少ない弾だん丸がんなどを節せつ約やくするのにも役立つのだ。

　加か護ご供給の関係から、射撃用の照しよう準じゆん術式や一部機き構こうの制せい御ぎよには浅間神じん社じやも力を貸している。だから、二十七の弾丸の内、少なくとも十九は三十メートル程ほど向こうの筧かけいの背に飛んだ。

　それは、確かだった。

　だが、そこからが違った。

　背を向けた筧の背に、火ひ花ばなが散ったのだ。

　それも一つではない。数は正確に、

「……十九!?」

　筧は無む傷きずだ。

　何が起きたかは解わかる。筧が己おのれの銃じゆう撃げきで弾はじいたのだ。

　……これは……。

　浅間は悟さとった。この忍にん者じやにとって、銃弾の発はつ射しやは単発の攻撃ではないのだ、と。

　一人で当とう千せん。だからこその忍者と、そう言いたげな背中が、戦せん場じようの中に立っている。

「フフ、先日の、あの、伊い佐さってのもそうだったわ。──〝要いらず〟と言う割に、随ずい分ぶんとやってくれたもんだしね」

「……そんな人達が、私達の敵になる訳わけですね」

「もう、なってますのよ？」

　ミトツダイラの言葉に頷うなずいた時だ。

　……あ。

　筧かけいの背が、消えていた。

　動いたのだ。既すでに二ふた代よも姿勢を変えており、

「……参まいる！」

　捉とらえられない速度の戦いに、二代が復帰した。

　自分の目では、地上戦の動きは読みにくい。左目の〝木葉このは〟が捕ほ捉そく情報を送ってくるが、その先には何も見えない。彼らの動きが速く、また、トリッキーなので、いるべき位置にいてくれないからだ。

　だが、それは一つの事を示す。

　……二代が、相手と同等の動きをしているんですね……！
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　二代が選択したのは、自己による攪かく乱らんだった。

　やる事は簡単だ。自分の身を高速で振り、相手に狙ねらいをつけさせないようにする。

　それは、回かい避ひに、フェイントをも含めたランダム性を入れるという事だ。

　……つまり──。

「テキトーに動くと言う事……！」

　叫びに、筧の声が応じた。

「言う馬ば鹿かが何ど処こにいるんだっつーの」

「──拙せつ者しや、卑ひ怯きようはせぬで御ご座ざる！」

「……ハ、だったら来いよ正せい道どう者しや」

「言われずとも……！」

　行った。

　父はこれが得意だった。戦せん闘とう中に、不意に横を見て「あ！」と言ってこちらの気を散らしたり、いきなり右足ステップを二度踏んで「間違えた」とか、平気でやった。

　鹿か角づのは父のこれを見破るのが得意だったので、試し技ぎの際、父がそんな事をするたびに槍やりの柄つかによるマジ殴なぐりを半はん目めで入れていた気がする。

　懐なつかしい。

　あの懐かしいものを、これからは自分がやらねばならない。何な故ぜなら、

　……拙者、忠ただ勝かつの名を襲しゆう名めいする事を目標とする者に御座る！

　だから行く。翔しよう翼よくを使い、

「忍にん者じやの御ご仁じん……！」

　追う。

　自分の背後に回り込もうとする相手。否いな、正確に言えば、

　……こちらの戦せん闘とう的死角に御ご座ざるな！

　腕の回らぬ範囲。槍やりの届かぬ角度。こちらの視し界かいの外ではなくても、攻こう撃げきの至らぬ場所、追われぬ場所へと向こうは回り込んでくる。

　ならば、と二ふた代よは思った。侍さむらいの為なすべきは、敵を討うつ事に御座る、と。

　ならば、と二代は重ねて思った。討たれないように立ち回る敵を討つには、どうしたらいいで御座ろうかと。

　ならば、と二代は三度こう思った。

　……全域で討ちに行ける場所を作ればいいので御座る!!

　二代は加速した。敵を死角に入れさせぬため、

「おお……!!」

　二代は、背後に回ろうとする筧かけいの気け配はいに対し、

「外……！」

　背後ではない。

　彼の外に回る、大たい弧こを自ら描いて突っ走ったのだ。







[image: 第十七章『多重スクリーン上の三者三様』]
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　戦せん場じようを風と銃じゆう撃げきと剣けん戟げきが駆かけ抜けた。

　それは二つの動きだ。二ふた代よと筧かけいの両者が、長大なＳの字を繫つなげた動きで、幾いく度ども交こう叉さし、お互いを追つい尾びするように回る。

　二代が速度で回り込めば、筧はそれを最短のターンスライドで返し。

　筧が背に回ろうとすれば、二代はそれをインコーナーとしてアウト側に大きく回る。

　流れとしては、筧の動きはイン側に入れられる事が多く、二代が外からの追走を連続する形だ。

　筧は二代に全力でついていき、二代は全力で筧に外を取らせないようにする。

　お互いは銃撃と剣戟を交叉し、火ひ花ばなと回かい避ひが常に隣りん接せつした。

　その行き来は戦場を抜け、降る砲ほう撃げきの間を越え、ただ、

「……!!」

　お互い、一つミスをすれば全て失う行為を、しかし正解一つをとり続ける事で続行する。

　行く。

　そんな彼らの動きに沿うように、一つの戦場がまた生まれていた。

　海野うんのと、彼女に向き合って剣を交叉する点てん蔵ぞう、メアリの二人が作る戦場だ。

　両手に扇せん子す剣を振って踊るように戦う海野が、武蔵むさしの二人を相手に、

「余よ所そ見みしてると、いいとこ見み逃のがすよ、アンタ達……！」

　両の手に、海野は色を振った。そして、

「さあ、万ばん来らい、万来……！」

　追加を出す。

　二本だ。

　扇子剣を四枚。全開にして両の手と肩、上げた膝ひざを回し、

「一つ、地元近きん圏けんならではの芸げいを見せてやるよ」
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　点蔵は、海野が表示枠サインフレームを立ち上げたのを見た。

　……あれは、真さな田だの土地に縁ゆかりある山やま家が神じん社じやのもの……！

　それは海野の後ろ、左右に、姿すがた見みのように三枚ずつ立つ。そこに写るのは、彼女の動きだ。が、背にある表示枠には、踊り扇子を振るう背が写っていない。

　そこにあるのは、海野の表おもてを写したものだ。

　だが、これから何が起きるかを確かめる必要は無い。敵は危険なのだ。だから、

「点蔵様！」

　メアリも、危険を察したらしい。だから点てん蔵ぞうは、海野うんのへの距離を一気に詰めた。

　身を低く、頭上からの攻こう撃げきは背に担かついだ王賜剣エクスカリバーの柄つかで受けるつもりで、

「出掛かりを潰つぶすに御ご座ざる……！」

　だが、点蔵は、不意の姿勢不ふ制せい御ぎよを得た。

　……!?

　浮いた、と思った。

　全身ではない。こちらの右足が、掬すくわれるのではなく、いきなり浮いた。

　それも、高速の浮ふ上じようではない。泥どろに足を突っ込んだ時に得る、一度沈んでからの、反発として来るような鈍い浮ふ力りよくだ。

　だが、点蔵は、その上向きの力に逆らわず、

「……っ」

　浮いた右足をかち上げるように、左に側転した。

　海野への突とつ撃げき軌き道どうがずれたが、構わない。今の一いつ瞬しゆんには、確かな危険を感じたのだ。これに食われるとやばいというような、正しい弱気だ。

　点蔵は着ちやく地ちを決めて、背後からこちらに付いてきたメアリと合流。すぐに身体からだを左に倒し、メアリの手を引きながら海野の側面に回る動きを取った。

　無む論ろん、今、自分が受けた妙みような攻撃については、メアリに文字情報として送っておく。

　そしてただ、点蔵は前に出た。

　しかし、海野はこちらを視線から外していない。距離を淡あわく取るようなバックステップで身を回しながら、

「いい勘かんしてるねえ……！」

　それは、先さき程ほどの浮力が、彼女の忍にん術じゆつだという事だ。

　そして、

「点蔵様、あれを……！」

　メアリの声は、しかしこちらを向いていなかった。

　彼女の叫びが行ったのは、海野の背後だ。

　並ぶ表示枠サインフレームの中、実体に合わせて踊る海野の姿すがたと背景が、全て変わっていく。写る彼女の全身が黒く煙のように変わり、炎えん色しよくの口を残し、背景も闇やみのような、暗い淀よどみになっていく。

　更さらに、左右三枚ずつの表示枠が動いた。

　三枚ずつ重なったそれは、海野の両肩後ろに整列し、彼女の背後に光の鏡かがみを作った。

　茅かやの葉に似た光を組んで作られた鏡かがみ枠わく。その向こうにあるのは、

「深しん淵えん、ってやつだよ、ハハ……！　解わかるかい？　これが──」

　口の端はを吊つり上げて扇せん子すの踊り子が笑う。

「黄よ泉みってやつだ!!」

　海野うんのが言った瞬しゆん間かんだ。

・あさま：『気を付けて下さい点てん蔵ぞう君！　メアリ！　深しん淵えん系けいの術じゆつです！』

・未熟者：『あ、僕、知ってるよそれ！』

　点蔵はネシンバラを非ひ表ひよう示じにした。

　……危ないところで御ご座ざった。

　代わりというように、こちらと距離を取るステップを作る海野を前に、浅あさ間まの言葉が来た。

・あさま：『真さな田だ教きよう導どう院いんの主しゆ社しや、山やま家が神じん社じやの祭さい神じんはイザナミとククリヒメ。その神しん術じゆつは、両者の神しん話わに由ゆ来らいする筈はずです。──つまり、死んだイザナミを取り戻そうとした夫イザナギが、黄よ泉みの国で死者となっていた彼女から逃げたという、あの話に』

・傷有り：『それは、昨日きのうお借りした神かみ産うみの神話ですね……？』

・あさま：『はい。その最後、逃げた夫を嘆なげき恨うらみ、イザナミは史上初のマジ鬼おに嫁よめとしてイザナギを死者の国から追いかけるんです。超ダッシュで。でもよく考えると無む茶ちや苦く茶ちやなのはイザナミなんですけど、ルックスで判はん断だんしたイザナギも悪いですよね』

・●　画：『何で神しん道とうってアバウトなの』

　何な故ぜで御ご座ざろうか……、と思うが、風ふう土どとしか言いようがない気もする。ただ、

・あさま：『ククリヒメは、イザナギが逃げ切り救われるのに関かん与よした神で、この事から山家神社は、黄よ泉みを開き、そして無事に塞ふさぎ扱う術すべを持ちます』

「──酒飲み恋愛の浅あさ間ま神社が、アドバイスかい？」

　言った海野が、そのまま笑う。

「別に、あたしゃ山家神社の者じゃない。元々は別の出で、〝要いらず〟としてこちらに来ただけだからね。だけどまあ、憶おぼえがいいのか、深しん淵えんは呼べてね。だから──」

　と、海野が四枚の扇せん子すを水平に構えた瞬間だった。

「メアリ殿どの！」

　点蔵はメアリと共に突とつ撃げきを掛けた。

　メアリは左に、自分は右、しかし海野に対しては真っ正面近くへの軌き道どうで、

「……っ！」

　一いつ直線の攻こう撃げきを敢かん行こうする。
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　誾ぎんは、十字砲火アルカブス・クルスを空から来る砲ほう弾だんへの対たい空くう砲ほう壁へきとして発はつ射しやしながら、有あり明あけ上に生まれた戦せん場じようの一つを見ていた。

　海野・六ろく郎ろう。

　正直言えば、知らない人物だ。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、真田の土地の生まれ。歌か舞ぶ伎き好きが高じて、舞台に参加して踊ったところ、その技術を感かん嘆たんした真田・信のぶ繁しげに認められる。以後は、

　……信のぶ繁しげ公こうの影かげ武む者しやとして働き、大おお坂さか夏なつの陣じんで東とう軍ぐんを攪かく乱らんし、戦死という説がある、と。

　だが、今の海野うんの達は、その出しゆつ自じを違たがえている。

　元々の十じゆう勇ゆう士しが、真さな田だ家を支えるために早くから襲しゆう名めいし、その二代目を継ぐ形で彼らや彼女達は、〝要いらず〟の十勇士となったのだと、そう聞いている。

　特とく殊しゆな襲名であるが、あり得ない事ではない。

　自分達、特に立たち花ばな・宗むね茂しげの襲名は現在解かい除じよされているが、誰だれか別の人材が代わりにそれを継ぐとすれば、その人はやはり出自を違える事になるのだ。

　二代目は、一代目の引き継ぎを行い、新しい時代を刻んでいく。ならば、

　……あの方達は、私達よりも〝上〟なのですね。

　襲名で人の上下が決まる訳わけではないが、自分達にとってそれは最大の目標なのだ。だが、

「それでいて、〝要らず〟と名乗るのは……、何な故ぜでしょう」

　こちらの右隣どなり、腰を浅く落として身構えている宗茂が言う。

「私は、少し、彼らの事を誤ご解かいしていました」

「え？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝要らず〟というのは、前の襲名の方が優位であり、今のものは低位であると、だからそんな襲名は要らないと、そんな事なのかと思っていたのですが」

　違いますね。

「彼らは十勇士として、見事に自分達を高め、果たしています。武蔵むさし上を駆かけ抜けた伊い佐さ氏も、多くの手て数かずをもってようやく止められた程ほどだったのですから」

「そうさね」

　背後、牽けん制せいとして白しら鷺さぎ城じようの第一分ぶん隊たいに狙そ撃げき砲ほうを放っている地じ摺ずり朱雀すざくがいる。その肩かた上うえにいる武蔵の第六特とく務む。彼女が、空を見上げたまま、こう言った。

「あいつらの〝要らず〟ってのは、今のあいつらの意地と直結してるんだろうさ。自分が存在している意義ってか、あたしゃ難しい事解わからないし、言いたくもないけどさ。だけど──」

　肩を軽く落とし、溜ため息いきのように彼女は言った。

「自分達が〝要る〟んだ、って言うなら、その暑苦しい根性、あたし達以外に向けてくれないもんかねえ」

「無む理りでしょう、第六特務。──真田十勇士は、関せきヶ原はらに続く大おお坂さかの役えきで、松まつ平だいらの敵に回ります。そして、主しゆ君くん、真田・信繁共とも々ども、彼らの大半は討うち死にとなるのです」

　死の決まった襲名。既すでに十勇士の一人、伊佐入にゆう道どうは去り、戻らぬ人となった筈はずだ。

　……しかし──。

　当時の通つう神しんや、後の状況、そして何よりも潜せん入にゆう工作をしていた彼女と付き合いを持っていた武蔵住人の話を聞くからに、解る事がある。それは、

　……彼女、伊佐は、よく笑っていて、その最後の時も、自分を果たしたと……。

　完結した人物像ぞうを、残された者達が計るのは、悪い事だろうか。

　彼女は、自分を全て尽くしたのだと、そう思うのは勝者の傲ごう慢まんだろうか。

　だが、武蔵むさしに破は壊かい工作を仕込み、あれだけの戦せん闘とうをこなし、自分の身体からだを破壊してまで全てを出し尽くすなど、

「──人間とは、どれだけ、自分の位置証明に己おのれを費やせば、気が済むのでしょうね」

　誾ぎんは言った。

　この戦せん場じよう、空にはP.A.Odaの今後を見み据すえて自分の歴史再さい現げんを果たそうとする滝たき川がわがおり、目の前には自分達の〝要いる〟事を自己証明するために戦う十じゆう勇ゆう士しがいる。

　更さらには、

　……忠ただ勝かつ公こうの襲しゆう名めいを目め指ざす本ほん多だ・二ふた代よや、英国イギリスの未来を担になうメアリ・スチュアートに、伊だ達て家を出しゆつ奔ぽんした伊達・成なる実みがいる……。

「こちらで防ぼう御ぎよ役に就ついたのは失敗だったかもしれませんね、宗むね茂しげ様」

「参戦の燻くすぶりと、先せん達だつの意気を見るのも大事ですよ、誾さん」

　確かに、と誾は頷うなずいた。そして、正面、遠くに、メアリと忍にん者じやが海野うんのへと疾しつ走そうするのを見ながら、

「……？」

　誾は、それに気付いた。

　……十字砲火アルカブス・クルスの照しよう準じゆんが揺らいでいる？





●






　そのブレは、微かすかなものだが、確かにあった。

　十字砲火が放つ防ぼう護ご障しよう壁へき弾だんが、空から来る白しら鷺さぎ城じようの砲ほう火かに対し、その障壁の中心で受けられなくなっているのだ。

　たった数度の角度のズレだ。しかし長距離砲ほう撃げきの射しや線せんではそれが多大な差さ異いに拡大する。

　どういう事だと、誾は思い、頭上に見える味み方かた側の砲撃射線を確かく認にんした。しかし、

　……第六特とく務む達の狙そ撃げき砲には、照準の揺れがない!?

　武ぶ神しんが構え撃うつ砲撃は、正確に白鷺城を狙ねらい、その砲火に向かって飛んでいる。

　何な故ぜ自分のものだけ、という疑問に対する答えは、可能性として、整備不備や使用中の故こ障しようという言葉が浮かぶ。が、それらには即そく座ざの否定を送る事が出来た。何故なら十字砲火の揺らぎは左右両方に生じているもので、その原因は、

「浮ふ力りよく……？」

　宙に浮かせた状態の十字砲火に、何か見えぬ手のような影えい響きようが与えられている。

　そして誾は、思い至った。

　今、発生しつつある状況が、何を原因として、何を呼ぶのかを、だ。それは、

「メアリ・スチュアートと、ええと、忍にん者じや!?　気を付けて下さい！」

　酷ひどい言い方だ！　と周囲の皆が言うが、気にしない。誾ぎんは十字砲火アルカブス・クルスの空中固定力を高める設定を表示枠サインフレームに呼び出しながら、言葉を重ねた。

「そちらの広域に、黄よ泉みが来ます！」
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　点てん蔵ぞうは、海野うんのへの距離を詰めながら、それを感じた。

　それとは、浮ふ力りよくだ。先さき程ほど自分の足が感じた、泥どろのようなものに踏み込んだような、そんな薄うす気き味みの悪い浮ふ遊ゆう感が、

　……全身に……!?

　思うなり、点蔵は深みに嵌はまった。

　五体が、いきなり水に沈み込んだのだ。
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　メアリは、点蔵の身が何かに抱き留められたのを見た。

　直後に、自分にもそれが来た。

　全身が、緩い制動に抱かれ、浮力を得たのだ。

　……水!?

　先程、点蔵が足先にこれを受けたのは理解している。走りながら、彼から何が起きたのかを通つう神しんで教えられていたからだ。

　だから、用意をしていた。

　水中での呼吸を可能とするための術じゆつ式しき。精せい霊れい使いのメアリにとっては、水の中にいる水すい精せいに視線を送れば出来る、そんな簡単な技だった。

　しかし、通用しなかった。

「これは……」

　水ではない。

　喋しやべる言葉は、水すい泡ほうに食われるように弾はじけていくのに、これは、違うものだ。

　確かに、視し界かいの周囲に水面や水の揺らぎはなく、

　……武蔵むさしが纏まとうような仮か想そう海でもないのですね……!?

　思った瞬しゆん間かん。

「……！」

　息が来なくなった。

　酸さん素そが無いのだ。自分の周りには、ここを水として捉とらえる要素は見えないというのに。

　溺おぼれる。

　メアリにして、初めての経験だ。息を失う事も、水の中で自由が利かなくなる事も、今までの人生で一度たりとも無かったのだ。それがここで、敵に回る。

　そして全身が水に取られた。足が緩く宙を空回りして、転んだようになる。髪かみの下、頭皮を冷たいものがこするように浸ひたってきて、全身がそれに満ちた。

　重い、とメアリは思った。水にしては重過ぎます、と。

　……ならばこれは──。

　沈み、気を失いかける瞬しゆん間かんに、メアリはこの術じゆつの正体を悟さとった。そして、己おのれの理解を届けるために、大事な人の名を呼んだ。だが、

「────」

　この〝水〟は、音をも拒こばんだ。

　そしてメアリは、〝水〟に沈んだ。
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　踊りながら、海野うんのは己おのれの術じゆつの結果を見ていた。

　今、眼前で二つの影が〝水〟に沈んでいく。

　だが、これは、単純な〝水〟ではない。

　……黄よ泉みってヤツさ。

　全てに停てい滞たいの深しん淵えんを与える術じゆつ式しき。

　真さな田だの山やま家が神じん社じやの祭さい神じん、イザナミに由ゆ来らいする術式だ。

「この術式の範囲では、弾だん丸がんも攻こう撃げきも、何もかもが停滞する。全ては水底に沈んで落ちて動けなくなる。そして──」

　視線の先、二つの影がゆっくりと床に沈んだ。

　武蔵むさしの第一特とく務むと、その補佐である英国イギリス王おう女じよだ。

「残念だねえ英国王女。この〝水〟は〝水〟じゃないんだ。だから思い人と共に、そこで停滞していておくれ。無む論ろん、停滞していれば、じきに全てが止まり、死ぬ事になるがね」

　怖こわい術だ、と海野は思う。

　地元と、近きん圏けんだけの発動が可能な術というだけあって、手て加か減げんが無い。

　何しろ、展開さえすれば、範囲内の者を不動の死に追いやるのだ。背後の鏡きよう門もんの場所さえ確保出来るなら、壁越しの暗あん殺さつも可能だ。

　無論、この術は、昔から使えた訳わけではない。

　……こっち来てから、だね。

　山家神社で、毎朝の練習をしていたら、ある時、足をとられた。

　怪かい異いか何かか、と思ったのは、自分の体たい捌さばきに自信があり、己おのれのミスではないと即そく断だんしたからだ。

　だが、古い社やしろ舞台の下を覗のぞいても、何も無かった。その代わりというように、

　……鈴すずが鳴ったねえ。

　古びた本ほん殿でんの鈴が、何かに引っ張られた動きで、鳴った。

　乾いた、小さな音ねには、微かすかな霧きりがついていた。そして、見たのだ。境けい内だいの中央にある茅かやの巨大な輪に、水みず鏡かがみの門が出来ているのを。

　それはすぐに消えたが、先生達に話すとすぐに祭になった。

「ほうら見たか筧かけい。もう、余よ所そ者ものなんて言い訳わけきかねえぞ」

　酒さか瓶びん投げて言った先、彼はそれを受け取って、ただ笑っていた。

　筧の忍にん術じゆつの由ゆ来らいを知らない自分ではない。彼の術は特とく殊しゆで、神様の遊びによるものなのだ。

　彼は、その遊びの意味が解わからないから、自分についてくれる神様の機き嫌げんを損そこねられない。だから、筧は、

　……あいつは氏うじ子こ登録しなかったんだよな。

　だが、酒を飲んで、佐さ助すけと相撲すもうだか踊りだか解らない位置の取り合い合がつ戦せんをして、先生達もよく笑った。

　そうさ。

「この術は、黄よ泉みの術、死の門に関する術、全てを沈めてしまう術じゆつ式しきだ。だけど──」

　だけど、

「私にとっては、居い場所の術なのさ」
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　……マズい状況という事なのかしら、これって。

　成なる実みは、周囲の戦せん闘とう状況を見ながら、顎あご剣けんを連続していた。

　今、自分達は実質上、五隊に分かれている。

　武蔵むさし総そう長ちよう達を護まもって固まった主力と武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいの一隊。

　退たい避ひ可能な中央ハッチを護る射しや撃げき隊と防ぼう御ご隊の一隊。

　そして武蔵副ふく長ちよう、第一特とく務むと補佐、自分、の一隊ずつで五隊だ。この五隊は、どれも空からの砲ほう撃げきに対しての回かい避ひが出来、この戦せん場じようにて自分達の役目を明確にしている。他にも大おお勢ぜいの人員が居るが、大体は前二隊の補助役だ。

　撤てつ退たいの判はん断だんは、この五隊の内の、二隊が潰つぶされる事だと、成実はそう考えている。

　過半数の三隊が潰されたら、ではない、

　三隊が潰されたら、敗はい北ぼくだ。

　二隊ならば、撤退で済む。

　大たい破はと中ちゆう破はの違いみたいなものね、と成実は思う。だが、

　……副長は戦せん闘とう中で、第一特務達は危険、か。

　顎あご剣けんを抜く際、微び妙みようなブレが先さき程ほどから生まれている。海野うんのが使っている忍にん術じゆつのせいだろう。引き抜く顎剣の先を、誰だれかが指で軽くつまんでいるような感覚がある。

　停てい滞たいだ。

　これがもし、身体からだ全体にきたならば、と考えると、

「厄やつ介かいね」

　可能ならば第一特務達の方を援えん護ごに行きたいが、目の前の敵がそれを赦ゆるさない。

　望もち月づき・幸ゆき忠ただ。

　自じ動どう人形であり、その戦せん闘とう法は重力制せい御ぎよを使用した爆ばく砕さい術じゆつ式しきの投とう擲てきや制御だ。

　今も、投じられた手の先から、僅わずかなタイムラグで火が生じた。

　一発ではない。一度に片手て指ゆびの数、五発が飛んできて、

　……え？

　ふと、成なる実みは、危険の最中にあるものを感じた。

　微び量りよう、というレベルの察さつ知ちだ。だが、それは、自分が知っていて、しかし、

　……何？

　憶おぼえていない。知っているが、身近という訳わけではないのだ。

　ただ、それが、こちらに投じられた火から、微かすかながらも知ち覚かくに届き、

「……！」

　放たれた爆ばく発はつを、成実は空間射しや出しゆつした顎剣で受けた。
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　爆発は連続する。音が重なり大気を打つ。その連音の中を、深しん緑りよくのジャージ姿すがたが顎あご型がたの剣を最低二本振りで駆かけ抜けていく。

　爆発音は、もはや残ざん響きようある空くう震しんを生んでいない。

　飛んだ赤せき焰えんを、剣が受け、砕くだき打ち上げていくからだ。

　成実はそうやって前に出つつも、

　……何かしら、今の知覚。

　何か、知っているものが、あの爆砕に関かん与よしている。

　火か薬やくの仕掛けか、または別のものか。ただ、解わからないならば、

　……今は、戦闘ね。

　防ぼう御ぎよ主体で、成実は行く。

　時とき折おりに、近付いた相手に対して攻こう撃げきの一発を送るが、爆砕で弾はじかれる。

　起きる熱風と炎ほのお明あかりの手前、成実は顎剣を顔の前で左右に構え、その隙すき間まから敵を見る。

　爆発の炎は、今や停滞し、相手の姿すがたを逆ぎやつ光こうの影とする。

　見える。

　細身の、黒くろ髪かみを首の後ろで束ねた姿すがた。極きよく東とうの夏服と、侍じ女じよ服ふくの装そう甲こう性を上げたものを、コンパクトに着込んでいる。

　その腕や脚あしを覆おおうタイツの色には、明らかな人工関かん節せつの窪くぼみがあった。そして、

「厄やつ介かいだわ」

　望もち月づきが接近してくる。

　走るのではない。脚の関節を外し、最大限まで前に投げ、踵かかとを床に差す。次のタイミングで、膝ひざを前に突き出し、先に差した踵へ身体からだを寄せていく。

　蜘く蛛ものような動きだ。

　片足を前に出して、そこに身体を寄せていくため、動きは遅い。交こう互ごに足を出す走りとは違い、速度は半分近くにまで落ちている。

　だが、望月のこの動きには意味がある。

　片足を前に出し、それに身を寄せて半歩ずつ移動する事で、身体の揺れを無くし、爆ばく砕さいの投とう擲てき精度を上げるのだ。そして生まれる爆ばく風ふうに対しては、即そく座ざに身体を後ろに戻し、ショックを減少出来る。

　格かく闘とうを行うように、爆砕を敵に放ち、即座に身を戻す。

　下へ手たに間合いを詰めるなら、カウンターで爆砕だ。

　そして身を離すなら、周囲の破は壊かいに爆ばく発はつをまき散らす。

　面めん倒どうな相手だ。

　更さらに、と成なる実みは思った。この連れん中ちゆう、死角を連れん携けいし合っている、と。

　彼らは、武蔵むさしの射しや撃げき隊たいや主力が攻こう撃げき介かい入にゆうをして来ないように位置を変え、こちらの位置を盾たてにしているのだ。

　一人では難しい事だが、三人であれば、背と左右の死角を重ねる事で、任せていく事が出来る。

　彼らの戦せん術じゆつの中で、最も動けないのは海野うんのだ。だから彼女を中心に、一番遠くを筧かけいが回って円えん弧こを描き、内側では望月が、

『どうです？』

　接近しながら、爆砕を投擲してくる。

　黒の防火手て袋ぶくろを重ねた手て指ゆびの先、タイムラグの後で火か炎えんがこちらに飛ぶ。

『火ひ種だねです』

　火は初めの内は指先程ほどで、しかしこちらの近くでいきなり拡大する。だからこちらはそれを顎あご剣けんで払い、打ち上げる。

　上でなければ駄だ目めだ。

　何な故ぜなら、

　……爆ばく煙えんが邪じや魔まだわ……。

　有あり明あけ上に落ちた爆ばく発はつの残ざん滓しが、煙となって立ち上り、こちらの視し界かいを塞ふさぐのだ。

　だが、更さらなる厄やつ介かいが生じている。

　海野うんのの忍にん術じゆつが広域に生んだ妙みような〝水〟が、こちらの顎あご剣けんの軌き道どうを乱すのだ。

　無む論ろん、この程度の干かん渉しようで自分を乱すのでは副ふく長ちようなどやっていられない。見たところ、武蔵むさし副長はこれに全く気付かずハシャいで走り回っているが、

・不退転：『あれ、いつの間にか立ち位置の取り合いに夢む中ちゆうになってない？』

・ウキー：『体力余ってるんだろう。飽あきたらやめるから放っておけ』

　凄すごい戦せん術じゆつもあったものだ。

　だが、この〝水〟は厄介だ。自分達には意味の無い〝水〟だが、これは危険だ。

　成なる実みは思う。早めの対たい処しよをしなければ、有明が制圧されかねない、と。

　何な故ぜなら、

　……こちらの一いつ隊たいが、潰つぶされるわね。

　今、気付いたのだ。この〝水〟は、単純な地形要因の変化ではない、と。これは、

　……連れん鎖さする不利の具ぐ現げん……！

　思うなり、銃じゆう声せいが連れん射しやで走った。

　中央ハッチを護まもっている武蔵むさしの射しや撃げき隊たいが、大円軌き道どうで武蔵副長と位置の取り合いを行っている筧かけいに対し、再度の射撃を行ったのだ。
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　筧に対しては、背後からの一いつ斉せい射撃だった。

　背を向けてターンスライドを行った筧に、射撃隊は引き金を絞しぼる。

　並ぶ長ちよう銃じゆうから放たれる銃声は二十七発だった。

　しかし、以前と違った事がある。以前の射撃は、筧の背の間ま際ぎわで、彼の射撃に撃うち落とされたのだ。

　だが今回は、その撃げき墜ついが生じなかった。

　筧は迎げい撃げきとして、撃たなかったのだ。

　応おう撃げきしないという、その判はん断だんに、何故という言葉を掛ける意味は無い。

　一いつ瞬しゆんの後、弾だん丸がんが到達する瞬しゆん間かんを過ぎて尚なお、筧が無む傷きずだったからだ。

　無事だ。

　弾丸は全て外れたのだ。

　照しよう準じゆんをつけておきながら、

「何故……!?」
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「黄よ泉みだって言ってるだろ……!?」

　海野うんのは笑った。

　自分が忍にん術じゆつで作る〝水〟が、有あり明あけ上に影えい響きようを与えつつある。それは〝水〟として、近きん圏けんにおいては全てを包み浮かせ、尚なお且かつ沈めていくものだが、

　……遠えん圏けんにおいては、その浮ふ力りよくのみが付加される。

　砲ほう弾だんや、実力者の剣などは、これを無関係とするだろう。大体、遠圏では身体からだの動きを阻そ害がい出来る程ほどの浮力を与えられない。だが、

「銃じゆう弾だんなんかの、軽いものには多大な影響さ」

　筧かけいを狙ねらって放たれた武蔵むさし射しや撃げき隊たいの弾だん丸がんは、どれもが浮き、本来の軌き道どうから逸それた。

　それは筧に当たらず、彼が追っていた相手に向かう。

　武蔵副ふく長ちようだ。

　無む論ろん、流れ弾だまの予測をしていない筈はずもあるまい。だが、予想外の、本当の〝流れ弾〟となると別だろう。

　武蔵の連れん中ちゆうは、連れん携けいを独自に行う。

　だからこそ、自分達が狙っていない行動をとった時、連携の相手は、

「乱れる……！」

　筧に対し一いち撃げきを見舞おうとしていた武蔵副長が、吹っ飛んだ。
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　筧は動いた。

　それまで、ともすれば回かい避ひ主導。射撃もほぼ零ゼロ距離から回避する速度の化ばけ物もの相手に、

　……待った甲か斐いがあったねえ……。

　副長相手とか、心底勘かん弁べんしてくれ。

　表おもて見みからは、涼しい顔でやっているように見えるだろうが、こっちは全力だ。

　近きん接せつ射撃術じゆつ。それが自分の忍にん術じゆつだが、射撃術である以上、射撃速度と弾丸速度には限界が生じる。

　そして今、こちらの相手をしている速度馬ば鹿かは、その両方を上回るのだ。

　こちらは、手が出ないと言っていい。

　だから、いい位置をとるための足回りが大事だ。牽けん制せいの射撃を含め、回避専念で粘ねばる。この手の体たい捌さばきは忍にん者じやの基礎で、有利な位置を取るための歩ほ法ほうも体たい術じゆつも数多くあるのだ。

　そのほとんどを使う事になるとは思わなかった。

　あまりにそれらを使い過ぎたために、自分が戦っている感覚すら希き薄はくになる。

「……ったく」

　この敵は、しかしその領りよう域いきに住む化ばけ物ものだ。

　恐らく、〝速度が自分〟になっていて、下へ手たをすると日常の自分の方が偽にせ物ものに感じているんじゃねえのか。

　速度の住人だ。

　……ついてけねえ。

　否いな、ついてくのは出来る。俺おれも忍にん者じやだ。侍さむらいに動きでついてけねえ忍者がいる訳わけねー。

　それに、こっちだって〝住人となれるその世界〟を持っている。

　射しや撃げきだ。

「ああ」

　筧かけいは息を入れ、ターンスライドを一度放ち、敵の射撃隊たいの射しや線せんから完全に逃のがれる。

「鉄てつ弾だんでいいよな？」
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　筧のターンは、射撃隊の方を向く体たい捌さばきとなった。そして筧は帽ぼう子しを取って頭を下げながら、右肩の方、吹っ飛んでいる武蔵むさし副ふく長ちようの方へと、

「ありがとよ。──俺達は海野うんのの忍にん術じゆつの影えい響きよう外がいでな」

　額ひたいや顔に滂ぼう沱だの汗あせを流しながら、彼は武蔵副長に射撃を放った。

　十発。

　口にくわえた火ひ縄なわを赤く光らせながら、筧が武蔵副長に銃じゆう弾だんをぶち込む。
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　……しまった……。

　成なる実みは、戦せん場じようの傾きを悟さとった。

　視し界かいの隅すみ、立つ爆ばく煙えんの向こうで十と重え射撃の火ひ花ばなが確かに見えた。そして、海野に突とつ撃げきを掛けていた筈はずの第一特とく務むの忍にん者じやと、その補ほ佐さも、海野の近きん圏けんにて、

「……！」

　完全に〝水〟に囚とらわれた。

　補佐の身体からだも忍者の身も、宙で転んだようになって、沈んでいく。

　……死んだ……？

　否、そうではない。あれは、水死したというよりも、

「……保存ね」

　成実が呟つぶやいた瞬しゆん間かんだ。望もち月づきが来た。

　足を伸ばして半はん身しんを引き寄せ、手を伸ばし、こちらに炎ほのおを小さく投げてくる。

　爆ばく砕さいの光が鳴り、音が散って爆ばく炎えんが空に昇る。

　それを成なる実みが顎あご剣けんで受けた時だ。不意に、成実は声を聞いた。各所に展開した表示枠サインフレームから、武蔵むさし副ふく会長の言葉が聞こえてくるのだ。
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　有あり明あけの中、上面部分に上がる大型リフトの上で、正まさ純ずみは吐と息いきをした。

　と、周囲、護ご衛えい役として来ている柳生やぎゆう・宗むね矩のりが、

「何か、御ご用ようで？」

「え？」

　振り向くが、いない。天てん井じようからの、砲ほう撃げきによる被ひ弾だんの響ひびきがあり、ただ声が、

「あ、いえ、失しつ敬けいしました……！」

　彼の反応に、ああ、と正純は思った。吐息をした事は、お付きの者として〝不備〟があったのではないかと、そう思ったのだろう、と。

「気にしなくていい。うちの連れん中ちゆうと付き合ってると安あん堵どや呆あきれや呆ぼう然ぜんが多くて、吐息は大安売りだ。何か欲しかったら言うが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ジュース類なら平均一分二秒で何ど処こからでも調達します」

「ははは、いい成績だ。うちのクロスユナイトは平均三十三秒だからな」

「…………」

「どうした？」

「武蔵ではターレス式が基本なので、カップにジュースを注つぐ最低必要時間というものがあるのですが」

「それが？」

「二十二秒です」

　ふうん、と頷うなずき、考えてみるが、凄すごいのかどうなのかよく解わからない。基準がクロスユナイトしかいないからなー、と思い、

「まあ、君も頑がん張ばれ」

　膝ひざをつく音が何処からか聞こえた気がする。

　だが、と正純は手元の表示枠サインフレームを見る。先さき程ほどのホライゾンと真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの言げん質ちが、浅あさ間まによってまとめられてきたからだ。その内容を見直して、正純は思う。

　……天然かどうか解らないが、ホライゾンの判はん断だんも随ずい分ぶんと私達基準になったものだ。

　武蔵の基準。

　それは、と思いながら、正純は口を開いた。ツキノワに、表示枠を通つう神しん用とさせ、

『Ｊｕｄ．、──武蔵副会長、本ほん多だ・正純が、関かん東とう、また極きよく東とう全土の諸しよ侯こうに告げる』

　一ひと息いき。

『いいだろうか』
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『現在、武蔵むさしはP.A.Odaの滝たき川がわ・一いち益ます、および、真さな田だの攻こう撃げきを受け、戦せん闘とう中だ』

　正まさ純ずみは、言う。

『現状、相あい対たいしている我々に援えん護ごは無し。向こうは滝川隊たいが純じゆん粋すいなP.A.Odaだ。

　ゆえに今回我々は、奥おう州しゆう諸しよ国こくへの〝武蔵の戦力的価か値ちの再確かく認にん〟と、世界各国に対しての戦力アピールとして、真田と滝川隊の撃げき破はを約束する。これは──』

　これは、

『毛もう利り、欧おう州しゆう諸国にも届くものと思っている』





●






　上越露西亜スヴイエート・ルーシ、石の大ホールで、玉ぎよく座ざに座る上うえ杉すぎ・景かげ勝かつは、その言葉を聞いた。

　ほう、と言ったのは、玉座の横、敷いた絨じゆう毯たんに脚あしを崩くずして座るマルファだ。彼女は片かた膝ひざを抱き、口の端はを上げて、

『大たい義ぎ名めい分ぶんを寄よ越こすか武蔵の人類代表』

　表示枠サンクト・アクノーの中、武蔵副ふく会長が振り向いた。彼女は自分の表示枠のラインをこちら向けに合わせるため、肩のアリクイに指し示じを飛ばす。そして、

『そもさん！　汝なんじ、心しん中ちゆうに抱く疑念の──、ツキノワ殿どの！　恐きよう々きようしつつ申せば翻ほん訳やく状態が〝説せつ法ぽう〟になりてしかば──、あ、そうそう、そっち、いいかマルファ？　気にするな』

『そんな言葉から始まる国家間談だん話わがあるか!!』

『走狗マウスが不慣れで可愛かわいくてな』

　景勝は小さく笑った。

「フ、小しよう動物を愛めでるとは余よ裕ゆうだな武蔵副会長よ……」

　言って、景勝は思った。

　……あ、今、我は自分の事を褒ほめてる？

　あまりそれはよくない。それにベタ可愛がりも駄だ目めなのだ。だから景勝は言った。

「愛でるのも、そこそこにしておかねばな。甘やかすと……、そう、病気になってしまうぞ。それは哀かなしい事だろう？　フフ、ハハ……！　お互い、いい距離感が大事だな……！」
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・貧従士：『な、何かいきなり不ふ機き嫌げんですよ上越露西亜総そう長ちよう！」

・義　　：『そりゃ厳げん格かく重視の仏ぶつ教きよう大好き上越露西亜相手に説法翻訳から入ったんだ。挑ちよう発はつ的行為だろう……』

・●　画：『〝……〟で終わる内容としては凄すさまじいわね……』

・俺　　：『つーかオメエら、いいか？　ああいうのが実際はハムスターとかの世話が一番うめえんだって』

・約全員：『ないないそれはない!!』

・ベ　ル：『え？　い、意い外がいと、そ、そう、だよ？』

・約全員：『あるあるそれはある!!』

・俺　　：『くそお──！　何だこの差は──！』
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　ハムスターの餌えさの時間がそろそろなので、生活委員に指し示じを飛ばしながら、景かげ勝かつは言う。

『つまり、前回のノヴゴロドで我々との連れん携けいを示し、今回で単体戦力としてのアピールか』

『Ｊｕｄジヤツジ．、そう見て貰もらって構わない。機会は有効に使いたいからな』

　表示枠サンクト・アクノーの中で、武蔵むさし副ふく会長が、近くに現れる通つう神しん用の表示枠を連打で割っているのが見える。と、こちらの隣となりにいるマルファが苦く笑しようした。

『相変わらず賑にぎやかだな人類。死ねば楽になるぞ？』

『死んでも生きても忙しい事には変わりないだろう、ノヴゴロド市長』

　確かに、と景勝は深く厳おごそかに頷うなずいた。

　……ノヴゴロドの引っ越しが文字通り山積みだもんね……！

　先日は、つい勢いでノヴゴロドを沈めてしまったが、ノヴゴロドが無ければ無いで歴史再さい現げんに抵てい触しよくするのだ。よって新しいノヴゴロドを作らねばならないのだが、流石さすがにあれだけの浮ふ上じよう都市は難しい。マルファもマルファで、

「破は壊かい許可出した大おお元もとはお前だ景勝。責任はとれ」

「フ、我に任せると、人々が見た事が無い、堕だ落らくに満ちた、獣けだものだらけの、人々が奴ど隷れいのように従って日を過ごす、そんな都市が出来上がるぞ、いいのだな？」

「それもまた面白そうだな」

　などと言う始し末まつだ。

　……素す敵てきだ！

　都市一個、好きに作っていいなら花一いつ杯ぱいの自然公園や、遊園地や、動物園作っちゃうよ！

　……さあ皆よ！　極ごつ寒かんの地で見た事が無いような花に心躍おどらせ、仕事など忘れて遊び、小動物と戯たわむれながら動物園の順路に従い一日を楽しむといい……！

　一晩で全部引いた図面を見たマルファは「テーマパーク……」などと視線を逸そらして言っていたが、ややあってから、いつもの表情を取り戻した。そして彼女は、

「景勝、人々を奴隷のように導くための、ケダモノの仮か装そうをした従じゆう者しやが必要だな」

「フ、いい発案だマルファ、……獣じゆう面めん人身のものだな。生あい憎にく、上うえ杉すぎ家けは仏ぶつ教きようという事もあり、六りく道どうを示すのも面白い。武蔵むさし由ゆ来らいのミッキョーマウスなど、参考もよかろう」

「クク、……集団で、定期的にサバトの踊りをさせねばな」

　フハハ、と笑い合って進む楽しい計画を、今度武蔵総そう長ちようにも教えてやりたいが、出来上がってからの方が面白いだろう。

「待っておれよ武蔵総長……！」

　こちらは彼らのおかげでP.A.Odaの攻こう撃げきもしのぎ、安定の時間を手に入れた。だが、その一方で、彼らはまだ戦せん闘とう状況を続行している。

　景かげ勝かつは、通つう神しんの送そう神しん操そう作さを一時切って、周囲に問うた。

「──ここで、武蔵側への援えん護ごを提てい唱しようする意味はあると思うか？」

　手を挙げたのは、斉さい藤とうだった。彼は着流し状にした夏服の下、包ほう帯たい巻きの姿すがたで、

「不要です。恐らく、武蔵側もそれを望んでいないでしょう。何な故ぜならここから先の彼らの相手は、P.A.Odaそのものです。私達と組んで戦ったノヴゴロド戦とは違います」

　お解わかりでしょうが、と彼は表示枠サンクト・アクノーを出す。

　そこに映るのは、関かん東とうの概がい要よう図ずと、

「北ほう条じよう、真さな田だ、そして滝たき川がわ。──関東と近きん隣りんで、武蔵の敵となる勢力です。真田に関しては、立場的にP.A.Odaと北条間での揺らぎがありますが、北条、滝川は現P.A.Oda側。そしてその中でも滝川は北条と関東を監かん視しするP.A.Odaの重じゆう鎮ちんです。

　今回の戦闘をもって、滝川を追い除のける事が出来るかどうか。それをもって、私達や各国は、武蔵の戦力的意味を理解します」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた姿がある。正面の石段の下、そこに立つ本ほん庄じよう・重しげ長ながだ。彼女は新調したサングラスを鼻の上に持ち上げ直し、

「だが、滝川・一いち益ますもだが、まず、真田の連れん中ちゆうが課題である。あいつら、律儀りちぎに上越露西亜スヴイエート・ルーシにも幾いく度どとなくちょっかいを出してくるのだ。まずはそれで、手て並なみを確かく認にん、だな」

　成なる程ほど、と景勝は頷いた。彼は通神の操作を戻し、画面の向こうにいる武蔵の副ふく会長に告げた。

『──いい結果を見せて貰もらおう、武蔵副会長』

『期待値は高めで頼む』

『いいのか？　現状、真田の連中に追い詰められているようだが』

　ああ、と武蔵副会長が、ひらひらと手を振った。

『気にするな。──駄だ目めでもこっちで何とかするから』

　本気か？　と思うこちらの横、マルファが爆ばく笑しようして、脚あしをばたばたと跳ねさせた。

　直後、表示枠の向こうから、音がした。

　爆ばく発はつ音だというのは、すぐに判はん断だん出来た。そしてマルファが脚を止め、ふふ、と笑う。彼女は顎あごに手を当て、ひどく静かにこう言った。

『向こうは元気で何よりだな。羨うらやましいぞ……！』
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　有あり明あけ上じよう、通つう神しんから聞こえた言葉に、戦せん場じようの息を肺はいへと入れ直した者がいる。

　成なる実みだ。

　彼女は改めて身構えながら、こう思った。

　……これは、居い候そうろうなどと言って甘えてられないわね。

　眼前、望もち月づきが爆ばく砕さいを投じて来る。

　だがこちらは、受けなかった。身を横に傾けるだけで回かい避ひとし、火ひ種だねとすれ違い、

　……ああ。

　解わかった事がある。否いな、思い出したのだ。望月の爆砕に知覚する、何かの正体を。それは、

「奥の手、というところかしら。貴女あなたはまだまだ、──追い詰まってないのね」

　成実は顎あご剣けんを前に構えた。背後、先さき程ほど横を抜けていった爆砕が、爆ばく発はつを生むに任せ、

「その爆発も、拡大するまでのタイミングも、貴女の足の踏み込みも、大体見切れてるわ。もっと完全にしてから行こうと思ったけど、大おお家やの一人は急ぎの結果をお求めね」

　だから、

「次に、──当てる一いち撃げき。それだけで倒すわ」







[image: 第十八章『視線処の熱源学生』]
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『次に当てる一いち撃げきで、私を倒すと？』

　望もち月づきは、伊だ達て・成なる実みの言葉に問い返しながら、人工頭ず脳のうの中で頷うなずいた。

　……成なる程ほど。見切ったと、そう言いましたね。

　自分の身体からだは機き械かいだ。機械である以上、関かん節せつの駆く動どう系けいには可動限界範はん囲いがある。例え重力制せい御ぎよ型の無関節自じ動どう人形であっても、重力制御の限界範囲は存在するのだ。

　その範囲の中で行動するならば、的てき確かくなパターンは必然的に生じる。

　つまり、効率のいい動き、というものだ。

　確かに、敵に対するならば、無む作さく為いではなく、効率的な動きが来ると思って対たい処しよした方が安全だ。敵にとってベストな攻こう撃げき方法こそが、こちらも防ぼう御ぎよを想そう定ていしやすい方法なのだから。

　とはいえ、自分は、忍にん者じやだ。

　自動人形だが、だからこそ、忍者というものに徹している。

　伊達・成実クラスの相手ならば、こちらのパターンを読む事くらいは想そう定ていの上だ。

　ゆえに、この戦場において、己おのれの動きは同じパターンがほぼ存在しないように、管理と経験蓄ちく積せきをしている。それだというのに、

『私にパターンがある、と？』

　顎あご剣けん一本を前に構え、浅く腰を落とした伊達・成実は、頷かない。ただ彼女は、右の足を後ろに引いただけだ。

　そして、伊達家け副ふく長ちようであった女がこう言った。

「次に当てる一撃。それだけで倒すわ」

　先さき程ほどと同じ言葉だった。

　直後に、伊達・成実が、こちらに跳び込んできた。
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　遅い、と望月は判はん断だんした。

　自動人形の思し考こう速度は人間のそれを遙かに凌りよう駕がしている。人間の思考速度を一とした時、自動人形のそれは、数千から、最大で百万近くにまで達するのだ。

　今、こちらの高速化された視し界かいの中を、成実が走ってくる。彼女は身体を前に倒し、

　……随ずい分ぶんと、倒れますね。

　顎を床面につけるような前傾だ。腰を上に反そらせての疾しつ走そうは、義ぎ脚きやくの力あってこそだろう。

　髪かみを後ろに靡なびかせて、前に構えた剣を掲かかげた彼女は、

「……っ！」

　掲げた剣を、こちらが前に出していた左脚あしにぶつけてきた。

　片かた脚あしを断つ攻こう撃げき。だが、望もち月づきは、疑問を思った。

　……何な故ぜ？

　左足を断つこの動きは、今回初めて取るものだったのだ。ならば、

『──パターンなど、未だ無い動きですが』

　それを何な故ぜ、と思いながら、望月は左足を引いた。

　かわす。

　下がる。そのタイミングで望月は爆ばく砕さいを投とう擲てきする。

　すると伊だ達て・成なる実みが速度を上げながら身を起こした。こちらが投じた爆砕の火ひ種だねは彼女の顔横を抜け、後ろに行った。

　そして爆ばく発はつ。走る伊達・成実に爆ばく風ふうが追いつき、髪かみが乱れる。が、その乱れを直すように彼女はこちらを追って来た。

　伊達・成実の剣は右手にあった。彼女は、もう一度こちらの左脚あしを狙ねらう。左膝ひざだ。先さき程ほど引いて、完全に戻していない、上がったままの左膝を伊達・成実は狙っているのだ。

　だからこちらは、左脚を急ぎ戻す。

　高速の処理速度故ゆえ、相手の動きは見えている。どのくらいのタイミングで動けば安全かも、思し考こう速度が教えてくれる。

　だからそうした。

　下がるため、左足を後ろに引いていた右足の踵かかとに揃そろえ、続ける動きで、右足を先に引く。

　そして爆砕を投じる。するとこれは、伊達・成実が身を低くしてかわした。

　追ってくる。そして、更さらに相手が、

「──こう」

　腕があり得ない回転をしていた。否いな、彼女は義ぎ腕わんだ。機き械かいの右腕が、身を低くしていく動きとは別で、こちらの胴どうを狙ってくる。

　だが、見えているのだ。かわすタイミングも測れている。ゆえに、

　……無む駄だを。

　思いつつ、望月は下がり、回かい避ひ。

　と、そこに伊達・成実が、また攻撃を入れてきた。先さき程ほどよりも高速の、しかし連続するタイミングで、だ。だから、

『…………』

　望月は、回避した。
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　義ぎ脚きやく義腕の女が、追った。

　自じ動どう人形の女が、追われた。

　顎あご剣けんの一いち撃げきが回かい避ひされる。

　爆ばく砕さいの連発が抜けられた。

　一いつ瞬しゆんが繰り返され、重なり、嚙かみ合わない。

　追う側が幾いく度ども嚙みつこうとしても、追われる側はぎりぎりで引く。

　追われる側が幾度も叩たたこうとしても、追う側は間ま際ぎわで抜けていった。

　だが、その流れを見ていた者達の間から、声が生じた。

「当たらねえな……」

　ああ、とか、Ｊｕｄジヤツジ．、という声がする。しかし、急ぎで諸しよ処しよの術じゆつ式しき展開管理を構築していく浅あさ間まの横、防ぼう御ぎよ役に回っていたウルキアガが、こう言った。

「成なる実み。踊る時、相手に合わせにくいと思ったら、素直に〝手を取って〟と、そう言えばいいのだ。それなのに──」

　それなのに、と、彼は吐と息いき付きで、言葉を繫つなげた。

「お前、どうしていつも、相手の動きを見覚えようとする」
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　……見覚える……？

　望月は、既すでに三さん桁けたになろうとする回避で下がりながら、疑問した。

　現状で、何を見覚えるというのか。だが、

「馬ば鹿かね。──敵に対して、こっちの手の内勝かつ手てにさらさないで」

　そう言って、伊だ達て・成実が前に出てきた。

　こちらに対し、剣を振ってくる。しかし、その攻こう撃げきは見切れているのだ。だから、

　……回避。

　タイミングを読み、こちらは回避する。

　結果として、伊達・成実の攻撃は当たらない。

　動きを見覚えているのはこちらです、と望月が思った時だ。

　伊達・成実が、言葉を作った。

「見覚えたわ。貴女あなたの回避パターンの最適」

『────』

　望月は、一瞬だけ自じ動どう人形としての判はん断だんを失った。

　見覚え、パターンを読むのは、普通ならば防御側の行為だ。攻撃側の動きを読み、自分の無事に繫げる。そういうものだ。だが、

　……回避パターンを読む……？

　意味が解わからない。

　回避パターンを読んだところで、当たりはしない。否いな、当たらないからこその回避パターンなのだ。ならば今、目の前にいるこの相手は、自分の攻こう撃げきが当たらないパターンを延えん々えんと見覚えていた事になる。

　どれ程ほど無む駄だな行為か。

　それなのに、

「じゃあ」

　相手が言った。

「言った通り、当てに行くわ」

　言うなり、相手が前に出てきた。
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　望もち月づきは、伊だ達て・成なる実みの接近を見た。

　だが、彼女が取っているのは前ぜん傾けい姿勢でも何でもない。ただ単に、軽い足取りの歩きだ。

　更さらには、

「……さて、と」

　伊達・成実が、自分の武ぶ器きを宙に放った。

　置く、という動きに近い放ほう棄きだ。顎あご型がたの剣は、そのまま有あり明あけ天面に落ちて転がる。

　そして伊達・成実が、来る。こちらの右をすれ違う形だ。

　接近される。

　望月は、判はん断だんを迷った。

　伊達・成実。元もと伊達教きよう導どう院いん副ふく長ちよう。今は敵だ。それが無む手てで、歩いてくる。

　今、彼女に戦せん闘とう能力はない。武器を放棄したからだ。これが、何かの策だったとしても、自分の処理速度なら、彼女の武器が空間射しや出しゆつされた段階で即そく座ざの把は握あくが出来る。

　だから今、伊達・成実の行動には、何の危険もない。

　安全だ、と、そう判断し、望月は気付いた。

　見切られた事を、だ。

　……自じ動どう人形の最善判断……！

　無害な相手は敵ではない。敵てき対たい行為も取っていなければ、尚なお更さら、敵ではない。接せつ触しよくもしなければ、障しよう害がいでもない。

　何も出来ない。

　だが、望月にとって、ここまでの判断は刹せつ那なの事だった。

　自動人形の処理能力は最大で人間の百万倍に達する。だから、今、伊達・成実の行動は、こちらに向かっての一歩を踏んだばかりだ。高速処理される視覚の中では、彼女の動きは酷ひどく遅く、こちらの対たい処しよにはまだまだ充分な時間的余よ裕ゆうがある。

　だから望月は、考えた。

　この相手を、敵にするにはどうしたらいいだろうかと。

　否いな、先に結論をたてて、そこに計算式を合わせて行くのはパズルとしては面白いが、現実から乖かい離りする。

　現実を重ねて、そこから結果を導けばいい。

　……さて。

　望もち月づきは考えた。


『伊だ達て・成なる実みとは戦せん闘とう中であり、彼女の行動は策さく略りやくである可能性が高い』



　……だから伊達・成実は敵である可能性が高い。


『伊達・成実は先さき程ほどまでこちらを倒す行動をとっていた』



　……だから伊達・成実は敵である可能性が高い。


『作戦行動として、現状、武蔵むさしは敵である』



　……だから武蔵側にいる伊達・成実は敵だ。


『〝要いらず〟の一員として、伊い佐さを失わせた武蔵側は敵である』



　……だから武蔵側にいる伊達・成実は敵だ。


『自分の攻こう撃げき行為を、筧かけいも海野うんのも支持する』



　……だから伊達・成実は敵だ。


『武蔵側とは、将来、大おお坂さかの役えきにて敵となる関係だ』



　……だから武蔵側にいる伊達・成実は敵だ。

　……成なる程ほど。

　と考える視し界かいの中で、伊達・成実が、二歩目を踏もうとした。

　彼女は接近してくる。

　無防備だ。だから危険は無く、こちらの防ぼう御ぎよ行動も生じない。

　だが、と望月は心の中に前置した。今までの事実並へい列れつにより、武蔵は高確率で自分達の敵であると判はん断だん出来る、と。

　しかし、問題が一つある。今のこちらの思し考こうは、武蔵側を敵とする事に有利な、恣し意い的なものではないだろうかと。

　だから望月は考えた。


『武蔵側がこちらの味み方かたである条件とは？』



　……大坂の役以後が、最低条件と判断します。

　ならば、と望月は思った。大坂の役以前である現状、武蔵側は敵で確定だ、と。

　ゆえに、

「────」

　望月は、武ぶ器きを持たない伊達・成実に攻こう撃げきを放った。

　無む手てで歩いてくる彼女に対し、爆ばく砕さいの火ひ種だねを、下がりながら投じたのだ。
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　成なる実みは、下がる相手を追った。

　そこに、火ひ種だねが来て、拡大し、

「成なる程ほどね」

　笑えみを含んだ成実の声と共に、爆ばく発はつした。
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　……派は手で好きが多くて困るぜ。

　筧かけいは、望もち月づきの動きを視し界かいの隅すみに見ながら、その中央で信じられないものを確かく認にんしていた。

「おいおい……」

　自分は先さき程ほど、超至し近きんで武蔵むさし副ふく長ちように十発の弾だん丸がんを放ったのだ。そして彼女は吹っ飛んだ。

　だが、それで尚なお、

「空中で強ごう引いんに防ぼう御ぎよするかよ!?」

　武蔵副長が、宙を舞っていた。

　だが、それは被ひ弾だんではない。否いな、正確には被弾していたのだが、

　……槍やりで受けに来やがった！
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　二ふた代よが最初に選択したのは、槍だった。

　自分の身体からだに至近から飛来してくる弾丸に、槍を立て、押しつけるように打ち込んだのだ。

　押しつけた分だけ、槍は、身体よりも先に弾丸に当たる。

　槍が被弾し、自分の方に返ってくる瞬しゆん間かん。二代は、

「……翔しよう翼よく！」

　足先と膝ひざに翔翼を展開。そして、弾丸が届くより先に、跳ねた槍を爪つま先さきで蹴けり、

「……っ！」

　跳んだ。
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　喜き美みが口くち笛ぶえを小さく吹いた時、浅あさ間まは、二代を見失った。

　……え？

　被弾した、と思った直後だ。だが、不意に横から喜美の手が来て、

「こっち」

　こちらの顎あごをつまんで左に向ける。すると二代がそこにいた。

　跳んでいた。空中を仰のけ反ぞるような姿勢で、しかし、

「……!!」

　硬こう音おんが響ひびいた。

　数は一つ、二つ、三つと来て、そのたびに宙を左に飛ぶ二ふた代よの身体からだが仰け反って行く。その姿勢の原因は、

　……弾だん丸がんを、蹴けってる!?

　受けた槍やりを足場として、弾丸の飛ひ翔しよう方向に跳ちよう躍やくする。それも翔しよう翼よくを使った、

「八はつ艘そう跳とび……!?」

「翔翼が足りてないし、飛び方が違うわ。──いずれ、もっと別のものになるものよ。でもまあ、きっとそうなっても」

　喜き美みが言った。

「あぶなっかしい軌き道どうは直りそうにないわね。二代のバランス感だと」

　だが、音は響いた。追う弾丸に足先からの軸じく線せんを合わせ、二代が宙を横に昇っていく。

　身は仰け反り、音は七を数え、

「最後一発は、それだけ反ってりゃ当たらないわよ」

　二代の髪かみが弧こを描いた。

　回かい避ひし、有あり明あけの上面に着ちやく地ちしたのだ。そして、

「────」

　二代の掲かかげた手に、跳び込んできたものがある。

　最初の足場とした蜻蛉とんぼスペアだ。

　彼女はそれを手に取り、立ち上がる。

　足には先さき程ほどからの翔翼がある。

　壊こわれていない。そして浅あさ間まは見た。二代が、右方向、筧かけいの方へと一いつ瞬しゆんで跳んだのを、だ。

「うわ、スゴ、……ってホライゾン、見えてます見えてます！　顔挟んで振り向かせなくていいですから！」
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　筧は、振り向かなかった。

　振り向かずとも敵が来るのは解わかっている。だから、

「来いよ速セカ歩セカ者!!」

　射しや撃げきした。だが、それは自分から敵に向かってではない。

　……右側面！

　敵の右から、走っている最中への零ゼロ距離射撃を叩たたき込む。

　撃うった。

　直後に筧かけいは音を聞いた。

　金属の堅けん音おん。跳ちよう弾だんの音だ。それは背後から正まさしく聞こえ、

「畜ちく生しよう……」

　振り向かない。

　そんな事をする意味は無いのだ。何な故ぜなら、今の音の正体は充分に解わかっている。

「槍やりで受けやがったか！」

　左に、風が飛んだ。

　武蔵むさし副ふく長ちようだ。

　先に左に跳んで、宙に身がある内に槍で受けたのだ。

　彼女が作る風は、こちらを狙ねらっている。だから筧は、

「構わねーよ」

　汗あせが、帽ぼう子しと肌はだの間を下るのに任せ、彼は口に新しい火ひ縄なわをくわえた。

「解わかってんだろ？　こっちの手の内。だけど最後まで相手してくれよ」

　言いつつ、彼は足を止めた。そして、

「──撃うち合おーぜ」







[image: 第十九章『詰まり場所の壁の作り手』]
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　海野うんのは、戦せん場じようの淡あわい支配を確定した。

　射しや撃げきは来るが、届かない。空からの砲ほう撃げきですらも、近きん隣りんではその威い力りよくを緩める。

　何な故ぜかという疑問には答える意味も無い。

　黄よ泉みの力が働いている。

　元は、山やま家が神じん社じやのローカル神しん術じゆつだ。死者を沈めて保存する〝水〟を生む、祖先を祭るための術じゆつ式しきだった。

　恐らく、遙かな昔、土地の有力者はそうやって先祖の遺い体たいを保存し、〝神の代理〟や、権力を子し孫そんへ継続していたのだろう。

　それを、自分の舞まいによって発動させる事で、アレンジする。

　そして出来たのが、広がる〝保存〟だ。停てい滞たいと、沈下。この〝水〟に近きん圏けんで沈んだ者は、初めはゆっくりと、冬とう眠みんに近い状態となるが、やがて全ては止まって、死に至る。

　しかし、大事なのは、殺すための近圏ではない。

　全ての動きを揺るがす遠えん圏けんまでの力だ。

　これによって、彼らの射撃部ぶ隊たいは、こちらに攻こう撃げきを仕掛けられない。

　撃うったとしても、銃じゆう弾だんはまともに飛ばない。

　そして敵の相あい対たい者も、微かすかながらに動きに不備を得ている筈はずだ。

　無む論ろん、筧は動く事で敵の狙ねらいがこちらに向かぬように攪かく乱らんしてくれているし、望もち月づきは爆ばく砕さいと煙で自分達が狙われないようにしている。

　筧かけいが山家の氏うじ子こではないため、山家の効果解かい除じよ手続きが少々厄やつ介かいだ。が、それも今年に入って自分も限定解除をとったので、負ふ担たんは軽けい減げんされている。

　彼の事は仮登録で済ませ、後は、

「こっちはこっちで、仕事に専念行こうか」

　踊りながら、海野は扇せん子す剣けんを手に構えた。

　目の前、十二メートルの位置に武蔵むさし第一特とく務むとその補ほ佐さが倒れ沈んでいる。

　彼らは、現状、沈み止まった状態だ。今は仮か死し状態とはいえ、このままでは生きている。

「殺すか、五体をどうにかした方が、真さな田だとしての箔はくはつくだろうねえ」
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　浅あさ間まは、横に来た馬ば鹿かが点てん蔵ぞうの方を指さすのを見た。

　何です？　と視線を向ける先、女じよ装そうが眉まゆをひそめて言う。

「おいおい、浅間、あれ、点蔵とメアリ、やべえんじゃねえの？」

「メアリは点蔵君が何とかしたと思います。そして点蔵君の方は、──大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　そーなの？　と問い掛けてくる彼の顔に、浅あさ間まは、

　……やっぱり、心配なものは心配なんですね。

　事態が事態なのに、と思いつつ、彼の感情を見られた事と、その救いを頼られているようで、浅間はすぐに解答を見せようと思った。

「これです。ほら」

　表示枠サインフレームだ。

　そこにあるのは、数文字の言葉だった。

・十ＺＯ：『ぶじ　ござる』

　女じよ装そうはそれを見て、こちらを見て、ホライゾン、ミト、姉、他、と見渡した。

「ぶじ、よりも、ござる、の方が文字数多いとか、何か間違ってね？」

「ま、まあまあ、点てん蔵ぞう君が今の状況を切り抜けようと頑がん張ばってる訳わけです。私の方も、向こうの術じゆつ式しきを解かい析せきしてますから、何とか」

「あ、でも、アサマチ」

　ナイトが現場を指さした。ナルゼが続いて、

「向こうの踊り子忍にん者じや、沈んで動かないテンゾーに扇せん子す剣けんぶん投げて当てるつもりよ、アレ」

「ああ、じゃあ、大だい丈じよう夫ぶじゃないかもですね」

「浅間様、いきなり諦あきらめモードですね」

「い、いや、でも扇子剣云うん々ぬんは私の範はん疇ちゆう外がいですよ！」

　仕方ねえ、と言ったのは、女装だ。

「俺おれ達がここから応おう援えんするしかないな！」

「それやったら点蔵君が無事なのバレますって！　点蔵君を信じましょうよ！」

「ウッキー、テンゾー信じられる？」

「──すまん、成なる実みを見ててな」

　うわお、と女おんな衆しゆう総そう勢ぜいで驚いた上で、浅間は直なお政まさの吐と息いきを聞いた。

「点蔵のヤツ、機き関かん部ぶに来てれば、こき使ってやったのにさあ……」

『第六特とく務む、ケッコー言いますよねー』

「ま、待って下さいな」

　ミトツダイラが、皆を諭さとすように手を広げ、こう言った。

「メアリがいます！　大丈夫ですわ」

　皆は、顔を見合わせ、笑えみになった。

「そうだな!!　メアリがいるもんな！」





●






　点蔵は、倒れて息を詰めたまま、遙か遠くの外げ道どう共の会話を、床の震しん動どうを通して聞いていた。

　……あの連れん中ちゆう……。

　一応、最後はメアリでまとまってくれたからよしとすべきだろうか。

　だが、浅あさ間まに通じている通り、自分は今、生きているし、停てい滞たいもしていない。

　海野うんのの術じゆつ式しきを察さつ知ちして、対たい処しよを行ったからだ。それは、ごく単純に、

　……息を詰め、全てを外に漏もらさぬようにするので御ご座ざる……！

　一応、帽ぼう子しの鍔つばの下、非ひ発光設定の表示枠サインフレームがある。そこには、浅間からの指し示じがある。怪かい異いや、術式に対する定てい番ばん対処だ。

・あさま：『息を止め、〝気〟が体内に入らないようにして下さい。邪じや気きではないのですが、そうやって遮しや断だんする意思を持って息を止める事で、流体としての〝気〟が身体からだに入らず、相手の術式が体内から効果を発はつ揮きする事を防ぎます。

　これはつまり──』

　そのまま解説が始まって、初めの大事なところがすぐに流れて行ってしまったが、ちゃんとそこを確かく認にんしておいてよかった。最後の方は神しん道とう神話のヤマトタケルが女じよ装そうで云うん々ぬんなど入っていたから、浅間殿どのも相当の神道オタクに御座ろう。

　ただ、敵の術式が不明だ。

　一度、足を取られた時の感覚から、海野の使用する術は水に関するものだと理解出来ていた。だから突とつ撃げきした際、当初は水中行動系けいの忍にん術じゆつで凌しのぐつもりだったのだ。

　メアリも、水の精せい霊れいとはコンタクトがとれる。仮か想そうの水だとしても、彼女ならば大だい丈じよう夫ぶと、そんな見当もあった。だが、

　……メアリ殿が、沈むとは。

　あり得ない、と思う心は働かなかった。メアリが溺おぼれたのは現実だ。自分が判はん断だんを誤ったとしか言いようがない。だから点てん蔵ぞうは、メアリにあるだけの手て筈はずを送り、自分は純じゆん粋すいに体たい術じゆつによる〝潜せん水すい〟に入った。

　今、メアリに意識があるかどうかは解わからない。

　これについては浅間からの通つう神しん待ちとなるが、戦力としては考こう慮りよしない方が得策だろう。

　何しろ、この〝水〟は危険だ。

　沈んで気付いたのは、この〝水〟が、冷たく、しかし快い事だった。

　身体を洗われ、透すき通るような冷たさが上から下に浸ひたされてくる感覚がある。

　だが、点蔵はすぐに悟さとった。この冷たさは、危険に御座る、と。

　足首、手首、脇わきや腰、首くび筋すじの要点。そこに冷たさが集中し、自分がひどく眠くなっていくのが解った。

　冷たさの来る位置は、鼓こ動どうの大きくとれる場所。脈みやくの場所だ。ならば、

　……この〝水〟は、動きや音を察さつ知ちし、そこから停滞を行うので御座ろう。

　息を止め、脈を隠かくすのは、忍にん者じやの隠おん密みつ技術としては基本行為だ。

・あさま：『あ、点てん蔵ぞう君達の隠おん密みつ技術の〝動きを止める〟のは、基本、神しん道とうの〝気〟を止める事からの派は生せいですね。動かず、その場の流体を身に入れない事で自分達の存在を無いものとするんです。この場合、逆探式で検けん知ちすると一発アウトなんですが、昔はそういう術じゆつ式しきが無かったので暗あん殺さつでスパスパとクリティカルヒットやられてたみたいですね』

　解説がノリノリで御座るな！　と思うが、流石さすがにちょっとヤバくなってきた。

　海野うんのが、舞いながら扇せん子す剣けんを強く振り回し始めたのだ。

　こちらを狙ねらっている。それも、扇子剣を投じて、遠えん隔かくのまま斬ざん撃げきを入れるつもりだろう。

　まずい。

　正直、身体からだは停てい滞たいに沈み、重い。水というよりも、泥どろの底にいるのと同じ状態なのだ。

　無む論ろん、ここから動く事は出来る。

　だが、自分が保つのは初速の数歩くらいだろう。それ以上は〝水〟の抵てい抗こうにやられ、全ての速度を失う。

　そうなったら、終わりだ。だから、

・未熟者：『敵を近づけなければ駄だ目めだね！　これは忍にん者じやモノではよくある、死んだ振りして敵が近付くのを待つ側と、本当に死んだかどうかを確かめる敵の争いだよ！』

・煙草女：『大体どっちが勝つんさね』

　……直なお政まさ殿どの、ストレートに聞き過ぎで御座るよ！

・俺　　：『おいおい馬ば鹿か言うなよ。テンゾーは漫まん画がの主人公こうとは違うぞ。──どっちかっていうとモブだから、漫画に重ねると負け確定だろうが』

　あの男は、生せい還かん出来たら超[image: ]しかるで御座るよ？

　だが、こういう場合、

・ウキー：『常じよう道どうならば、点蔵ではなく、メアリを襲おそうであろう』

　確かにそうだ。

　メアリを襲えば、自分がメアリに反応するかどうかと、メアリが動けるかどうかを同時に測る事が出来るのだ。

・●　画：『でも、何で逆にしないの？　忍者がグサァやられてもメアリの心が動かないと思ってるのかしら？　確かに現実感無いかもしれないけど。でも確かにそういうものかもね』

　……疑問しておいて、自分で結論出したで御座るよ！

　いかん。これでは敵の行動云うん々ぬんよりツッコミスキルが精神的にファンブルして何か言いたくなってしまう。

　だが、海野が動いている。彼女は舞い、その中で全身を振ると、

「────」

　こちらに扇子剣を投じた。

　その直前。砲ほう撃げき音が響ひびいた。

　馬ば鹿かを言っていた武蔵むさし主力の中からだ。

　術じゆつ式しきによる反発加速の砲ほう弾だん発はつ射しやは、空を破は裂れつさせるような音を保つ。

　高鳴りの砲ほう撃げき音には、声もついていた。

「Herrlich……！」

　ナイトだった。

　座らせた女じよ装そうの肩を支えとして、黒魔女シユヴアルツヘクセンが海野うんのに向けて棒ぼう金がねを撃うったのだ。

　流体の加か速そく光こうを引いた棒金は、扇せん子す剣けんを投じた海野の残ざん身しんを狙ねらったもの。

　海野が身体からだを戻すよりも先に、それは彼女の間ま際ぎわに達し、

「──！」

　炸さく裂れつした。





●






　ナイトは見た。破裂した棒金弾だんが、百枚の誘ゆう導どう弾として海野に向かうのを、だ。だが、

「沈む……!?」

　魔術テクノマギとしての加か護ごが掛かっている弾だん丸がんだ。本来ならば敵の防ぼう護ご術じゆつ式しきや結けつ界かいを減げん衰すい効果によって撃ち抜くものが、しかし今、明らかに速度を落とし、沈んでいく。

　阻はばまれたのだ。

　……こいつは強力だなあ……！

　一いつ瞬しゆん思い出したのは、三征西班牙トレス・エスパニアの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝身堅き節制クルース・テンペランテイア・新代ノウム〟だ。あれは広域にわたって、能力を使用回数分だけ分減するというものだったが、こちらはそれの狭きよう域いき版、速度限定のようなものだ。

　もっと、そういった術式を撃うち抜ける研究をした方がいい、とナイトは思い、

「ガっちゃん……！」

「もう撃ってるわよ、マルゴット」

　視線を向けるのは後ろ。馬ば鹿かの背後に隠かくれるように、その頭を機殻箒シヤーレベーゼンの支えとしているナルゼだった。

　白魔女ヴアイスヘクセンの相あい方かたは、しかし視線をこちらに向けていない。

　彼女が見ているのは、空だ。

　夜空。敵の砲撃が、上空を大きく旋せん回かいする白しら鷺さぎ城じようの第一分ぶん隊たいから送られてくる。だが、それを仰ぐように飛んでいるものがある。

　ナルゼの誘導弾だ。

　こちらの砲撃を囮おとりに、影から撃たせた四発だった。

　……ナイちゃんの砲撃だと、やっぱり水平方向が一番威い力りよくあるもんね。

　だが、横からだと、沈み、敵に到達するかどうかに不安点が残る。

　だが、敵の真上からならば、確実だ。

　ならば、こちらの砲ほう撃げきに気を取られている間に、

「沈む、ってんなら、直上からの誘ゆう導どう弾だんはどうなのよ極きよく東とうシャーマン」

　高速の硬こう貨か弾だんが四発。それは高い天に上がり、しかし急速の弧こを描いて真下に行った。

　天上側から、海野うんのと、彼女が投じた扇せん子す剣けんに四発の硬貨が行く。

　直ちよく撃げき軌き道どうだ。
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　点てん蔵ぞうは、帽ぼう子しの鍔つばの陰から、ナルゼの弾だん丸がんの行方ゆくえを見ていた。

　……どうなるで御ご座ざるか!?

　こちらに真上から高速で飛び込んで来る硬貨弾は、二発が海野に向かい、一発が投じられた扇子剣に向かい、もう一発が、間違いなく倒れているこちらの脚あしの間。股こ間かんすれすれに着ちやく弾だんする御予定だ。

　動くな、という事だろうか。それとも、動け、という事だろうか。

　ただ、敵の狙ねらいはメアリだ。もしナルゼの弾丸が扇子剣を落とせなかった場合、自分には選択肢しが生じる事になる。

　メアリを救うか、救わないか、だ。

　メアリを救えば、海野はこちらが動けると気付く一方で、

　……自分は、沈んで速度を失うで御座ろうな。

　それでもいい、とは思いもする。だが、とも点蔵は思う。何な故ぜなら、

　……それをメアリ殿どのは喜ぶかもしれぬが、望まぬで御座ろう……！

　思った瞬しゆん間かんだった。

　点蔵は、音を聞いた。

　空から振る高速誘導弾の四発。その着弾音が、

「────」

　起きなかった。

　ただ生じたのは、鈍い、籠こもった音が四つ。

　上空にも広がっている〝水〟に、ナルゼの誘導弾が食われたのだ。
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　……落下速度を考こう慮りよしない!?

　ナルゼは、結果に対して眉まゆをひそめた。

「何アレ、水や泥どろかと思ったら、あれ、純じゆん粋すいに〝停てい滞たい〟の空間って事!?」

　沈むのも、一いつ瞬しゆん浮いたようになるのも、〝水〟を基礎としたからではない。

　……〝停てい滞たい〟を、水のように変化させてるのね……！

　厄やつ介かいだわ、とナルゼが思う視線の先、光が散った。

　停滞の舞まいの上と正面。自分とマルゴットの硬こう貨か弾だんが、周囲の砲ほう撃げきや爆ばく砕さいの色に照らされながら、ゆっくり下に落ちていく。

　散り落ちる、まるで落ち葉のように落下する硬貨の向こうには、海野うんのがいた。

　残ざん身しんから舞へと身をまた移行させながら、彼女はこちらを見ていた。

　笑えみだった。口が動き、確かにこう言った。

「お捻ひねりだねえ」

　舞の担にない手。外からのものは全て観客だというのか。ならば、

「メアリ！」

　投げ放たれた扇せん子す剣けんが、メアリに到達する。
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　快音が響ひびき、火ひ花ばなが散った。

　そして堅い床に、鋼はがねの音が二つ転がるのを、点てん蔵ぞうは確かに聞いた。

　……やったで御ご座ざるか！

　視し界かいを動かさずに、ただ見るだけで確かく認にんする先、倒れたメアリは動いていない。

　それは、彼女に何も無かったと言う事だ。

　その代わりというように、先の一いつ瞬しゆんで扇子剣を食らったものが、床の上で転がるのをやめ、小さな金属音を告げた。

　王賜剣エクスカリバーだ。

　自分が持っていた一型の片方。それを、離さずにいた事が功こうを奏そうした。

　扇子剣が来るタイミングを呼吸で読み、柄つか頭がしらを傾け床に押しつける事で、剣を立ち上げた。柄頭の縁ふちだけを利用して、てこの原理で王賜剣を持ち上げるのは至し難なんかと思えば、

　……王賜剣の方も、停滞が絡んでいるが、意思は封じられてないように御座るな。

　いつものような浮ふ上じよう能力は使えないが、メアリを護まもるために立ち上がってくれた。

　結果が、今だ。

　自分は武ぶ器きを失ったが、これでいい。

　今ので、敵は、王賜剣が勝かつ手てに動いてメアリを護ったのか、自分が手を下したのか、判はん断だんをつけねばならなくなったからだ。

　そうであるならば、もはやメアリが狙ねらわれる事は無い。

・俺　　：『テンゾー、今の、テンゾーがやったの？　それとも剣が勝手に動いたのか？　どっちよ一体。テンゾー答えてくれねえし。呼び出し掛けるか？』

　……危険な事しちゃ、め──！

　と、表示枠サインフレームに言葉が来た。

・あさま：『な、何言ってるんですかトーリ君、やめて下さい。危険です！』

　そう、そうそう、危険で御ご座ざる！

・あさま：『大体、今、メアリを救ったのは点てん蔵ぞう君の愛ですよ愛！　点蔵君がメアリを護まもろうとした愛に反応して王賜剣エクスカリバーが立ち上がったんで──、ってうわあ熱！　自分で言っててこれは熱いですよ！』

・銀　狼：『いえ、あの、何を茶ちや化かしてるんですの智とも。そんな事でヒートアップしてたら駄だ目めですわ？　今のは第一特とく務むがメアリを狙ねらわせないように、自分が危険となるのも構わぬと言う愛の決意を持って──、甘！　激甘ですわ！　うちのクラスもスイーツ入りましたのね！』

　女子連れん中ちゆうはこういうネタに敏びん感かんで御座るなあ、と思った時だ。

　海野うんのが、散り落ちる硬こう貨かと流りゆう体たい光こうの向こうから、あるものを投じようとしていた。

　二本目の扇せん子す剣けんだ。

　舞まいの動きから予測するに、軌き道どうは正確に自分の方。望んだ通りだ。だから、それが投じられようとする瞬しゆん間かんに、

　……く。

　行くしかない、と点蔵は決めた。身体からだを起こし、敵に対して、

「────」

　行った。
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　点蔵は、敵の方に向け、身を起こした。

　一歩目から高速のダッシュを入れる。

　だが、身体は重く、

　……引っ張られる……!?

　停てい滞たいの力が、下に引き、そして前に出ようとする身にしがみついてくる。しかし、

「く……！」

　全力で、点蔵は自分の身に加速を入れた。

　そして何とか、いつもに近い勢いを身に宿した瞬間。

「きゃ」

　声と共に、目の前に白いものが見えた。

　……何!?

　疑問に思った瞬間。点蔵は、顔面からそれに飛び込み、転んだ。

　スタートダッシュに躓つまずき、失敗したのだ。
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　海野うんのは、扇せん子すを投じようとした先で、それを見た。

　……やはり忍にん者じやは動けたか！

　忍者がやってくれた、という事に、敵てき味み方かたの区分け無く嬉うれしく思うのはどうかしている。だが、だからこそ、

「手を抜かないよ！」

　敵が転んでいようと関係ない。

　扇せん子す剣けんを振り抜き、投じる。が、その時に海野は気付いた。

　忍者がいきなり転んだ原因。それは、

　……英国王おう女じよ!?







[image: 第二十章『停滞ステージの転換者』]
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　点てん蔵ぞうは、身を慌あわてて起こした。

　……え、ええと、何が一体!?

　走ろうとして、何かに食い込んだのは憶おぼえている。だが、それはこちらの身体からだに絡んで、一いつ緒しよに転んだのだ。

　反はん射しや的に、下した敷じきになる向こうにダメージが無いように抱きかかえてはいたが、

「…………」

　下を見る。すると、巨きよ乳にゆうがあった。

　白と青のジャージ。急いで着替えたものか、恐らくノーブラ。しかし、寝ていて型かた崩くずれないとは余よ程ほどの精しよう進じん。更さらには金きん髪ぱつ。

　つまりはメアリだ。

　今、髪かみのほつれた彼女が、眉まゆを下げた笑えみでこちらを見上げている。彼女は涙を目め尻じりから顔の左右にこぼしながら、

「────」

　いきなり、下からしがみついてきた。

　……何な故ぜ!?　ハイ、もっともっと!!

　思わず優先すべき疑問と本心が一緒になってしまう点蔵だったが、異は確かに感じた。

　……これは、死する瞬しゆん間かんに見ている幻げん影えいでは!?

　違う。そうではない。

　何しろ巨乳が本物だ。髪の感かん触しよくも体熱も、匂においも、全て本物だ。リアル乳ちち。ニューリアル。

　だが、おかしい。

　自分は今、停てい滞たいしている。彼女を抱きしめ返そうと思う腕も遅く、どちらかというとされるがままの状態だ。しかしメアリは、髪の揺らぎにも動作にも停滞が無く、

「点蔵様？」

　声が、頰ほおの位置で聞こえた。そして、

「私の方から、お返しします」

　青い瞳ひとみが見えた、と思った瞬間だった。

　口元を覆おおうスカーフを下げられ、唇くちびるを重ねられた。
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・女　衆：『お』


《確認：ナイト様が録画に入られました》

《確認：ナルゼ様が専用情報封フオルダ〝アリ・象（13）〟を作られました》



・〇べ屋：『え!?　何!?　何が起きてるの!?　下にいると見えないんだけど！』

・貧従士：『ああ、勿もつ体たいないですねえ……』

・〇べ屋：『ぅあくっそチキショ──！』

・銀　狼：『何でそんな本気なんですの……』
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　海野うんのは、思わず舞まいを緩めながら声を作っていた。

「お」

　だが、いろいろな不ふ可か解かいがある。

　何な故ぜ、英国王おう女じよがそんなところにいるのか。

　何故、英国王女はこの術じゆつ式しきの影えい響きようを受けていないのか。

　何故、英国王女はキスなぞしているのか。

　解わかるのは、ただ目の前で起きている事に対し、

「何してんだ！　くっそ!!」

　海野は、舞を壊こわさぬ限界まで全力込めて扇せん子す剣けんをぶん投げた。

　だが、扇子剣の飛んだ先で、

「……何!?」

　忍にん者じやと英国王女とこちらの間で、即そく座ざの色が花開いた。

　扇子剣がカウンターで砕くだかれ、扇おうぎを広げて散ったのだ。
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　英国王女を抱きかかえた忍者の手前、まるで広げた傘かさのように扇が散った。

　そして海野は見た。忍者が、英国王女を抱く左手とは別に、右に握っているのは、

　……英国王女の王賜剣一型ＥＸ．コールブランド！

　だが、忍者は今まで、〝水〟に沈んでいた筈はずでは無かったのか。

　それが何故か、今、忍者の身動きも、彼が身に着けたスカーフの動きさえも、ただ大気に触れているのと同じだ。

　忍者が立ち上がり、英国王女を床に立たせる。そして、彼は一つ頷うなずき、

「行ってくるで御ご座ざる」

「行ってらっしゃいで御座る」

　二人の遣やり取りにぞくぞくするようなものを感じるのは、自分が大人おとなげ無いからだろうか。遠く、武蔵むさしの射しや撃げき隊たいや他の一般隊も、表示枠サインフレームを開いて通神帯ネツトに何か激しく書き込んでいるようだが、今、自分と武蔵は一体感を得たと考えていいのだろうか。ただ、

「来るかい」

　送った言葉に応じるまでもなく、忍にん者じやが来た。

　速い、と海野うんのは思った。だが、舞まいを止める訳わけにはいかない。筧かけいと望もち月づきはこちらの援えん護ごを支えに戦せん闘とうしているのだ。ならば、

「付き合って貰もらおうか……！」
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「なあ」

　浅あさ間まは、女じよ装そうがこちらに顔を向けたのを悟さとる。彼が言いたい事は解わかっているつもりだ。

「メアリと点てん蔵ぞう君が、動けるようになった理由ですか？」

「うん。何アレ？　英国人には効かないとか、キスがパワーとか、そんな感じ？」

「ちょっと近いですけど、ちょっと教えられません」

　言うと、女子勢の大半には意味が通じたらしい。皆、成なる程ほど、と頷うなずいた。

　……ですよねー。

　ホライゾンには後で説明が必要だと思うが、喜き美み任せでもいいだろうか。要は、

　……愛、ってヤツです。

「向こうの忍者が使っていた山やま家がの術じゆつ式しきは、黄よ泉みの具ぐ現げん化かです。黄泉って、解りますか？」

　ああ、と女装が言った。

「触しよく手しゆの生産地だな。エロゲで勉強したから知ってるぜ」
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「おっと森もり君！　いきなりクシャミとは大だい丈じよう夫ぶかい？　まだこっちは寒い時期だから、防寒着に身を包んでおいた方が倫りん理り的にもいいよ！」

　食堂に入ってくるなりクシャミで粘ねん液えきを吐いた森に、周囲のパニックも気にせず利とし家いえが話しかける。すると快活な触手は持ってきていた木箱入りティッシュで床を拭ふきつつ、

『え？　だ、大丈夫ですよ利家様！　た、多分、誰だれかが僕の事を噂うわさしていたんだと思うんです。ありますよね、そういうのって！』

「はあ？　誰がお前の事を噂するんだよ？」

『や、やだなあ、佐々さつさ様、そ、それは、あのう、あの人だといいな、……って、ああまた僕はそんな想そう像ぞうを！　想像を！　くそお──』

　壁に自分を太ふと鞭むちのように叩たたきつけ始めた森は、しかしすぐにそれを止めた。

『く、だ、駄だ目めです！　この方法だと、裏側に適度な刺し激げきが入ってビキビキィってしちゃいます！　な、何て不ふ都つ合ごうな生き物なんだ僕は……！』

　不ふ破わが湯ゆ飲のみを口につけながら、空あいた手で香こう辛しん料りようの瓶びんを持ち上げた。

「塩擦すり込んで反省したら？」

『そ、そんな事したら血けつ行こうよくなってフルタイムストロングですよ！　一回やったら『くわわっ』って収まりつかなくなって外の雪の上を転げ回って鎮しずめたんですから！　不ふ破わ様は触しよく手しゆの事を理解して親しん身みになって下さい！』

「親身ないわー」

『ひ、酷ひどい先せん輩ぱいだ！　いいですよ、今も何ど処こかで触手の事を大切に話してくれる誰だれかが、この夜空の下にいるんですから！』
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「んで、触手の生産地が何だって？」

「そーじゃなくてですね……。いや、あの手のネタは、毒どく味みしてて根本的に修正必要だと思ったんですが、黄よ泉みっていうのは、死者の住むあの世の事でもあるんですが、元々は地下にある泉いずみ、という意味でもあるんです」

『地底湖ですか？　欧おう州しゆうにも結けつ構こうありますけど』

　奔ほん獣じゆうから聞こえるアデーレの声に、浅あさ間まは頷うなずいた。

「地下にある、底も見えない泉。潜もぐっていこうものなら水の冷たさに引きずり込まれて上がって来る事が出来ないし、そこで死んだ者は、水底に死んだ時の姿すがたで保管される場所……。

　そういったイメージが、あの世、という黄泉に繫つながったのではないかとも言われます。

　そして、真さな田だの用いる山やま家が神じん社じやの術じゆつ式しきは、その黄泉の応用のようですね」

　神しん道とうの神話で、黄泉がクローズアップされるのは神かみ産うみの時代の事。

　……死んだ妻イザナミを、夫イザナギが呼び戻しに、黄泉へと行くんです。しかし──。

「イザナミは死んでいて、腐くさった姿すがたでした。帰り道に振り返るなと言われ、振り返らなければ禊祓みそぎのルールでイザナミの穢けがれは祓はらわれたものを、イザナギは誘ゆう惑わくからつい振り返り、妻の変わり果てた姿をみて、逃げ出します」

「嫁よめは？」

「フフ、知りたいの？　それはね？　死者の軍ぐん勢ぜいで超追いかけ──」

　自分で言いながら想そう像ぞうした喜き美みが、気を失って床にＳの字で倒れた。自じ給きゆう自足、と言う言葉が何な故ぜか脳のう裏りに浮かんだが、あながち間違いでは無いだろう。ただ、

「死者は腐り果てるものなのに、その泉に納めた死者は引き揚げると生前の姿。昔の人にとっては、死者の世界から引き揚げられた際、冷たい水で禊祓されたのだと思えたでしょうね。

　だけど、神話と重ねて見ると、黄泉にはある性質が存在します」

　と浅間は、一つの表示枠サインフレームを手元に置いた。

　メアリ宛あてのもの。点てん蔵ぞうに送っていた表示枠とは別で、見えているかどうかは定かでは無く、しかし援えん護ごとして手配したものだ。そこにある内容は、

「生せい者しやが行く事も帰る事も出来ないはずの、引き込まれたら戻れない停てい滞たいの黄泉。そこにイザナギが行って、戻って来られた理由。それは──」

　それは、

「黄よ泉みが、感情に支配された場所である、という事です」
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　メアリは、浅あさ間まから送られてきた表示枠サインフレームを、浅く胸に抱いていた。

　口を開く。そして紡つむがれるのは、

「ああ」

　吐と息いきだ。熱のある。幸いの吐息。

　……浅間様の仰おつしやる通りでした。

　武蔵むさしに来てから、神しん道とうについては一通りの勉強をしている。点てん蔵ぞうに合わせて隠かくれ設せつ定ていの契けい約やくをするためにも、神道神話などはちゃんと彼や浅間を講こう師しに学んでいるのだ。

　そこで、確かに気になった箇か所しよの一つが、神かみ産うみ神話の最後、イザナギとイザナミの別れとなる黄泉帰りの部分だった。

　……何な故ぜ……。

　死者の世界と、生者の世界を、かつては行き来出来たと、そうする神話は世界に多い。そして、神々の諍いさかいで道が封じられたとする神話も、だ。

　だが、極きよく東とうの神話の場合は、少し違う。

　夫が、妻を呼びに行くのだ。

　メアリは、ここに不ふ思し議ぎを感じた。そして昨夜、学んでいる時、四よ畳じようの部屋の中で文ふ机づくえを点蔵と挟みながら、こう問うていた。

「……この方より先に、死者と生せい者しやの世界を行き来した神はいないのですか？」

　点蔵は答えられなかった。浅間に通つう神しんで聞いてみても、

「番ばん人にんの神はいても、基本、あちらには行ったら戻れないルールなんです」

　との事だった。

　ならば　死者と生者は、理ことわりが違う世界の住人だ。

　黄泉への道は、死者が一方通行として沈む道。生者が行き来出来るものではない。

　では何故、イザナギは行き来出来たのか。

　条件があるのでは、とメアリは思った。何か、行き来を可能とする条件があって、イザナギは自然とそれを得ていたのではないか、と。たとえば、

　……水の中で息を可能としてくれる精せい霊れいを連れていた、とか。

　精霊使いとしての思し考こうだ。だが、浅間はその思考を否定しなかった。彼女が言うには、

「古来、神様は精霊達と同一視の部分もありましたから、神話の時代、神様が術じゆつ式しきとは別で精霊達を自然と纏まとっていたというのはあると、そう思いますよ」

　ならば、とメアリは考えた。黄よ泉みとは、どのような精せい霊れいの場なのだろう、と。

　最初は〝水〟だと思っていた。そして、先さき程ほど、黄泉の具ぐ現げんを行う術じゆつを相手に、水中での呼こ吸きゆう術じゆつと同じ精霊術を使おうとして、溺おぼれた。

　違うのだ。

　黄泉とは、水ではない、別のものが作っている停てい滞たいと沈ちん下かの場なのだ。

　それは、とメアリは口に手て指ゆびを当てた。

「黄泉は哀かなしみの精霊達が沈み、宿る場。……そうではないのでしょうか」
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　精霊使いのメアリは、そこが〝水〟ではないと思った時、理解したものがある。

　死だ。

　生まれて初めて溺れるという感覚を得た時、心に来たのは恐きよう怖ふだった。だが、それは、訳わけも解わからぬものではなく、自分が終わるという事とは別の、

　……点てん蔵ぞう様と、離れてしまう……。

　離れ、もう、会う事も、話す事も、触れる事も出来なくなる。

　哀しい、という言葉を思った。

　そして気付いた。今、自分をそう追い込んでるこの〝水〟は、それなのではないかと。

　万ばん物ぶつ、感情にすら精霊が宿っている。だからメアリは、その感覚で見た。すると、

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　よく考えれば当然だ。死に哀しみはつきもので、死の集合場所が黄泉なのだから。

　ならば、とメアリは考える。この哀しみの中を突き通って来る事が出来るものは何かと。

　そして考える前に、答えが来た。

　彼が、王賜剣エクスカリバーを使って自分をかばったのだ。それも、次には自分が狙ねらわれる事をいとわず、生死不明なこちらを護まもった。

　約束した事がある。彼は、何ものからも、自分を護るのだと。だが、その約束とは別で、実際を前にした時、メアリはあるものを感じた。

　……点蔵様。

　生きている限り、この人と離れたくない。日々顔を合わせ、言葉を交わし、共にいたい。そう思わせるものを何というか、メアリは知っている。ならば、

　……これが、答えなのですね。

　精霊使いとして、その精霊をメアリは自分の中に召しよう喚かんした。元々は淡あわい存在だったものを、精霊使いの術で固めたのだ。

　それは、哀しみを呼ぶものであり、対たい抗こう出来るもの。

　動けた。

　黄よ泉みの中であっても、イザナギも同じだったのだろうか。ただメアリは動いて、彼にその精せい霊れいを与えようとしてぶつかって、

「ふふ」

　点てん蔵ぞう様に初めて顔をさらした時のよう、と思ったら、その精霊が増ぞう幅ふくした。

　だから口移しに、彼に自分の思いから生まれた精霊を送り、

「浅あさ間ま様、……さっき、ふと思ったんです」

『何ですか？』

「イザナギは、妻の変わり果てた姿すがたを見て、逃げ出しました。ですけど、その時、どうして逃げ切る事が出来たんでしょうね」

　イザナギは逃げ切った後、大岩で黄泉への入口を封じ、イザナギと口こう論ろんする。

「古こ事じ記きでは、イザナミが〝私は日に千人の命を奪うばおう〟と言えばイザナギは〝私は日に千五百人の命を産もう〟と言って決別します。ですけど──」

　ですけど、

「日に本ほん書しよ紀きの別書では、その時、二人はお互いの立場を明確にして、和解します。そして、そこに立ち会った女め神がみの言葉を聞いたイザナギは、彼女の言葉を褒ほめ、場を立ち去るのです。その女神が何を言ったか定かでは無く、これは一種のミステリーですけど、彼女の名はククリヒメと言うそうですね」

　山やま家が神じん社じやの祭さい神じんだ。

「ククリとは括くくり。二つのものを結わえる事で、和解や結婚の意を示します。

　そして浅間様、私はこう思うんです。停てい滞たいの中、行く事が出来たイザナギは、帰りにおいて、停滞の中を逃げました。そしてイザナミも、追った訳わけですから……」

　小さく笑って、

・傷有り：『二人とも、お互いを愛する事を、放ほう棄きしていなかったのではないでしょうか』
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　早く終わらせよう、と点蔵は心に誓ちかって突っ走った。

　早めに帰って、メアリを連れて皆と合流して、

　……メアリ殿どのがナチュラルに危険発言するのを、上う手まく逸そらさねば！

　下へ手たに戦せん闘とうを長引かせると、皆から合流したり、表示枠サインフレームで会話が始まる可能性がある。既すでに第一特とく務むとしてチェックしている武蔵むさし内通神帯ネツトでは、何な故ぜか検けん索さく最上位に〝あの忍にん者じや〟という言葉が来ていて大たい層そう危険だ。

　だが、目の前には舞う刃やいばがある。

　海野うんの・六ろく郎ろう。

　IZUMOで見た時の戦せん闘とう方法から見るに、

「これが貴き殿でんの本来の戦せん闘とうに御ご座ざるか！」

「馬ばぁ鹿か、元々は舞まいだよ！　それが剣を握ったのさ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と思いつつ、点てん蔵ぞうは海野うんのに剣を繰り出す。

　停てい滞たいしていては駄だ目めだ。常に攻こう撃げきを先せん手てで仕掛けていく。そうでなければ、

　……舞の動きに飲まれるで御座る！

　今、海野は両の手に扇せん子す剣けんを携たずさえている。だが、その扱いは握って振るものではない。斬ざん撃げきの速度は開いた扇おうぎの旋せん回かい力に任せて、振る方向についてだけ、手て指ゆびを絡めて操そう作さする。

　二本同時に操作するのは、攻撃タイミングがこちらの隙すきを読むものではなく、扇の旋回に合わせて行われる自じ動どう攻撃だからだろう。時とき折おり、扇を操作する手を遠ざける事で攻撃タイミングをズラしてくるのが厄やつ介かいだ。しかし、

「柴しば田た公こうとの戦闘に比べれば、まだまだ……！」

　わざと大きな声を出して言うのは、敵への陽よう動どうだ。

　敵に対して、実力を問う言葉。だが海野は、

「は？　何を他人と比べてんの？　こっち女だし、向こう、男で鬼おにじゃねえの。すぐにまあ、男ってのは他人と比較するんだねえ」

　……せ、説せつ教きよう返ってきたで御座るよ!!

　点蔵はメゲなかった。海野の扇子剣の出掛かりを潰つぶすように、突きや短い斬撃主体で彼女の手首を狙ねらう。そして、新たな陽動として、

「左さ様よう！　自分、比較大好きで御座る！　貴殿、金きん髪ぱつでも巨きよ乳にゆうでも御座らんな!!」

　揚げ足取りをしつつ、敵の身しん体たい面に、どうする事も出来ない事を言う。これならば、

「うぜえ──。面めんと向かってカラダネタかよ」

　……よ、陽動が利かぬ！

「つーかアンタ、そういうの面白いと思ってる？」

「い、いや、別に」

「じゃあ何で言うわけ？　あたしがそういうの楽しいと思ってる？」

　向こうの攻めに、王賜剣エクスカリバーが心なしか押されている気がする。と言うか、

・俺　　：『オメエ、今、陽動されまくってね？』

・貧従士：『え？　途と中ちゆうまで、向こうの女の人をナンパしてたんじゃないんですか？』

・●　画：『アレがナンパとか、向こうの女が可哀想かわいそ過ぎるわ。時間どころか存在の無む駄だよ』

・あさま：『おっと、危ない危ない。メアリに送っちゃうところでしたよ？』

「いかあ──ん！」

　点蔵は攻撃を変えた。

　……低く行く！

　脚あし狙いは忍にん者じやの得意だ。だが、

「付き合うかい」

　向こうも忍にん者じやだった。

　低空の扇おうぎと剣が激げき突とつし、低い位置で火ひ花ばなが散った。

　……く……！

　向こうの剣速が上がって来ている。こちらの刃やいばを受けた際、抵てい抗こうせずに反動として、即そく座ざの攻こう撃げきに転化しているのだ。

　自分は、こちらの攻撃を二倍にして返されているに等しい。だが、

「おお……！」

　狙ねらっている一いち撃げきがある。

　……茅かやの輪わ！

　海野うんのの背後にある、流体で出来た茅の輪と鏡かがみだ。これが現在、有あり明あけ上にある〝水〟の発生源となっている。

　これを破は壊かいすれば、黄よ泉みは失われ、〝水〟は消える。が、

「ちょっと防ぼう御ぎよ主体過すぎない？　アンタの剣」

　押されている。そして、

「あたしの後ろの、黄泉の門を狙ってるんだろ？」

　読まれた。
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　海野は、忍者の顔を見た。

　見えない。

　帽ぼう子しの鍔つばというだけではない。恐らくは術じゆつ式しきか光学系けい忍にん術じゆつの加か護ごだ。代わりというように帽子のフロントに表情表ひよう示じがあるが、それは今、無表情設定だ。

　だから、斬ざん撃げきを連続で送り、跳ね返しながら海野は言った。

「あの門を破は壊かい出来るのは、王賜剣エクスカリバーのみ、そういう風ふうに考えてるだろ？」

　忍者は何も言わず、脚あし狙いの扇せん子す剣けんを短く持った王賜剣で弾はじいた。

　構わない。こちらはただ問うだけだ。

「さっき、あたしが投げた一いつ刀とうを王賜剣で受けた時、剣には〝水〟が関わってなかった。やっぱ神しん格かく武ぶ装そうともなると加か護ご力が高いんだろうねえ」

　忍者はやはり答えない。だから海野は、

「どうなんだい？」

「いいいいや、べ、別にそんな事、か、考えてないで御座るよ？」

　解わかりやす過ぎる。

　だが、と海野は剣速を上げる事にした。全身でのターンはもうしない。ただ身体からだを左右に振り、その戻しの動きでリズミカルに扇おうぎを左右から叩たたきつけていく。そうする事で、

「……どうだい！」

　火ひ花ばなが左右に散った。
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　攻め切る、と海野うんのは思った。

　前に出て、忍にん者じやを黄よ泉みの門から遠ざけながら、

「おっと」

　忍者を押し、あるものからも遠ざける。

　有あり明あけの上面装そう甲こう、自分達から見て右手、やや北側に落ちている、もう一本の王賜剣エクスカリバーだ。

　今、忍者が手にしている王賜剣は黄泉が解除されている。忍者が英国イギリス王おう女じよから与えられた精せい霊れいの余波によるものだ。

　この相手に黄泉の力は効かない。ならば相手の武ぶ器きを増やさせたり、持ち替えさせないよう、転がるもう一本に忍者を近付かせない事が肝かん要ようだ。万まんが一いち、王賜剣が独自判はん断だんで飛び込んで来る事があっても、視し界かいに入れておけば対たい処しよは出来る。そして、後ろに控えている英国王女に対しても、忍者を盾たてにする事で充分な牽けん制せいになる。

　そして海野は押した。

　下ばかりを狙ねらっていては対処される。左右に振って戻す動きを大きく高速にしながら、海野は手元の扇を閉じた。

「いくよ」

　分ぶ厚あつい刃やいばの束を両の手に握り、海野は攻こう撃げき速度を上げた。
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　火花が連続で散り、忍者が身を低くした。

　そこに、踊り子が蛇へびのように身を鎌かまげて襲おそいかかる。

　閉じた刃の群は牙きばのように、上と下、左右から忍者を破は壊かいに掛かった。

　金属音が高く跳ね、鉄くろがねの火ひ滓かすが宙に散る。

　高速の遣やり取りは、しかし忍者を押した。

　脚あしを摺すりながら下げられていく忍者は、だが、

「く……」

　刃を斜め構えにして、左右の斬ざん撃げきに押し当てるような攻撃を連続した。

　その対処を、しかし踊り子が笑う。

「はは……！」

　もはや膝ひざをつく程ほどとなった忍者に対し、踊り子が口の端はを上げて言った。左右の身を大きく振って、

「鉢はちを貰もらうよ！」

　顔面狙ねらいの一発が送られ、対する忍にん者じやが受けた。

　火ひ花ばなが散り、衝しよう撃げきが忍者のみを揺らす。

　だが、そこから先が今までとは違った。それは、先さき程ほどまでならば、扇おうぎの斬ざん撃げきは激げき突とつと同時に反射し、舞まいに繫つながっていたのに、今回は、

「離さないよ」

　今まで跳ね返ってリズムを取っていた刃やいばが、肩で防ぼう御ぎよした王賜剣エクスカリバーに押しつけられている。

　舞が止まった、かのように見える行いだった。だが、

「本命はこっちでね。──ほら」

　と、逆の手にある扇を、踊り子は忍者に送った。忍者の右肩を左の刃で押さえながら、逆の右みぎ刃による不ふ可か避ひの斬撃を叩たたき込んだのだ。
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　点てん蔵ぞうは一いつ瞬しゆんの判はん断だんを行った。

　今、自分は敵の左ひだり刃を、右肩に立てた王賜剣エクスカリバーで押さえている。これによって、敵の左刃を防御出来てはいるが、

　……右には移動不能……！

　そこに、左から刃がスイングしてくる。

　斜め打ちの弧こを描いているため、身を低くしての回かい避ひは不可能だ。

　ならば、と点蔵は決めた。そして、

　……賭かけに御ご座ざる！

　思いながら彼は動いた。
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　海野うんのは目の前に一つの放ほう棄きを見た。

　忍者が、王賜剣から手を離したのだ。

　彼は両の手を外し、

「……と」

　身を起こすのでは無く、滑らせるように、忍者が背後へと身を移動させた。

　距離を取られる。そして後に残ったのは、

「てめえ……！」

　点蔵を左の手元から失った海野の斬撃が、王賜剣を打った。

　だが海野は適てき確かくに王賜剣を捌さばいた。宙に放られる形となっていた王賜剣だが、両の剣で挟むように打ってしまうと、剣自体にも強いダメージが残る可能性があるからだ。

　だから海野うんのは、それまで王賜剣エクスカリバーに押し当てていた左の剣を引いた。

　右の一発だけで王賜剣を穿うがち、戦せん場じようから離れるよう、遠く左の宙に飛ばす。

　そして海野は、両手を揃そろえ、両の扇おうぎ剣けんを並べて身を旋せん回かいさせながら、点てん蔵ぞうを見た。

　彼はいた。

　先に英国イギリス王おう女じよへの攻こう撃げきを受け止め、転がった王賜剣の方に、忍にん者じやが走って行く。

「く……！」

　身を回した海野は、次の攻撃のための舞まいに入ろうとした。

　対する忍者が、もう一本の王賜剣をスライディングから拾い上げた。

　その時だった。

　海野は背後で、光が散ったのを悟さとった。

　己おのれの後ろにて金属音が火ひ花ばなを散らし、ある結果が生じたのだ。

　自分の作った流体の茅かや、黄よ泉みの門が、中央横一いつ直線に切断された光だった。
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「何……!?」

　海野は、振り返った視し界かいで、黄泉の門の破は壊かいを見た。

　……何でだ!?

　危険な王賜剣は戦場から一本を除じよ外がいした。もう一本は忍者が持っている。

　そして、外からの攻撃となれば、魔女テクノヘクセンの砲ほう撃げきは、

　……停てい滞たいするから、意味が無い筈はず……！

　そう思い、しかし、海野はある可能性に気付いた。それは、

「そこの忍者……！」

　こちらに王賜剣を構えている武蔵むさしの忍者に、海野は叫んだ。

「それが陽よう動どうか!!」

　そして、海野は背後の音を聞く。右後ろ、遠く北東の方で、金属の転がる音がしたのだ。

　何が、そんな離れた位置で落らつ下かしたのか、海野には解わかる。

　……さっきの王賜剣だ……！

　自分から見て、左の遠くに弾はじいた王賜剣が、今、右の遠くに移動して、転がった。

　どういう事か。

　それを確かめるため、海野は、左側、南西の方に振り向いた。

　武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいと武蔵主力の構える一隊。こちらが戦場から除外した王賜剣を、打ち返して飛ばした者がそこにいる。退たい避ひした武蔵主力の中、そんな精密砲ほう撃げきが出来るのは、

「魔女の二人か!!」

　言った直後だった。

　海野うんのは右の手首に衝しよう撃げきを受けた。

　狙そ撃げきだ。

　……これは──。

　かつて由ゆ利りも受けたという魔女テクノヘクセンの狙撃が、警けい告こくのように、こちらの扇せん子す剣けんを砕くだいたのだ。
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　ナイトは、機殻箒シヤーレベーゼンを馬ば鹿かとホライゾンの頭に渡すように置いて、固定していた。

　……あっぶなー……。

　点てん蔵ぞうの考えは、言葉にすれば簡単だ。

　……黄よ泉みを解除出来る精せい霊れいを纏まとった王賜剣エクスカリバーを、黄泉の威い力りよく外に投げるから、それを砲ほう撃げきで撃うち返し、茅かやの黄泉門を真まっ二ぷたつにしてくれ、ってね。

　言うだけなら簡単だ。

　だが、現場で、練習無しで、更さらには突とつ然ぜんだ。

　点蔵の動きを喜き美みが読んでくれなかったら、間に合わなかったに違いない。

　当の喜美は、総そう長ちようと二人で、

「フフ、どうだった？　愚ぐ弟てい。言った通りだったでしょ？」

[image: ]

「すげえな姉ねえちゃん。あっちの女忍にん者じやの舞まい、言った通りの動きだったもんな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、あの女忍者の舞が、本当に山やま家が神じん社じやの古い舞だったら見切れてないわ。ただあの女、後から山家の巫み女こになったんでしょうから、恐らく山家の舞を完全に体たい得とく出来てない。──つまり、要よう所しよ要所で今いま風ふうの、慣れたアレンジを加えてたのね」

　だから、

「一番大事なキメの処ところでは、使い慣れた自分のパターンが出る。そうして出るものが今の時代のパターンなら、私だって慣れっこよ。身体からだを左右に振るのは私の高たか嶺ね舞と同じだものね」

　だからといって、踊る側ではなく、相手側の動きを読むのはどうかしてる。

　……うー。

　ナイトは内ない心しんで吐と息いきする。うちのクラス、明らかにレベルがおかしいよなー、と。

　……見下し魔山エーデルブロツケンのテスターやって、特とく務むやって、配送業のトップなんだけどさあ。

　それでいて、皆の中で〝上〟だと思えないから、やはりうちはどうかしてる。

　と、自分の上昇志し向こうと妥だ協きようをどうしようかとちらちら思っていると、

「金マル、オメエも何かよくわかんねえけど凄すごかったぞ、今の。どーやんの？」

「え？　いや、まあ、ソッコの判はん断だんっていうか、ねえ」

「いいのよマルゴット」

　横に、白魔女ヴアイスヘクセン姿すがたのナルゼが来た。

「あんなの出来るの貴女あなただけよ」

「いやいや、さっきの狙そ撃げきも、ガっちゃんが誘ゆう導どうラインひいてくれたから」

「じゃあ」

　と彼女は笑えみになった。

「私達、凄いのね」

　言われ、ナイトは一度だけ、言われた意味を考えた。そして、

　……そっか。

　いきなり、ナイトは首を傾け、ナルゼの頰ほおに自分の頰を寄せる。そして彼女の頰を押しのけるようにして、

「ありがと」

　唇くちびるを[image: ]ついばんで、重ねた。
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　点てん蔵ぞうは、ゆっくりとメアリの前に回り、海野うんのを王賜剣エクスカリバーで牽けん制せいした。

　ここで海野を倒す事を第一に考えているが、

「やるねえ」

　完全に警けい戒かいに入られた。

　向こうは舞まいを止め、浅く腰を落としている。身体からだを南側に対して半はん身みにしているのは、ナイトの狙そ撃げきを考こう慮りよしているのだろう。

　彼女が今すぐにでも逃とう走そうに移らないのは、

　……逆に、こちらを引きつけておこうという魂こん胆たんで御ご座ざるか。

　ナイトの狙撃や、王賜剣エクスカリバー。そしてこちらの補ほ佐さを行った浅あさ間ま達についても、だ。

　海野は、自分がいる事で、まだ黄よ泉み門もんの術じゆつ式しきを使えるとアピールしている。逃とう走そうすれば、状況を続けている仲間達が危険になると解わかっているのだ。

「見事なチームワークに御座るな」

　相手の技を潰つぶしたが、それによって生まれた現状こそが面めん倒どうだ。

　……一人で、多た勢ぜいを足止めする……。

　忍にん者じやとしての本来の仕事だ。ならば、

「他、チームが崩くずれるのを、こちらはまず期待すべきで御座ろうか」

　成なる実み殿どのと、二ふた代よ殿どのの首しゆ尾びが勝負に御座ると、点蔵がそう思い、海野うんのへの身構えを深くした瞬しゆん間かんだ。

　有あり明あけ西側の方で、爆ばく発はつが起きた。

　真さな田だの望もち月づきが、成実に爆ばく砕さいを叩たたき込んだのだ。







[image: 第二十一章『懐の百足』]
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　望もち月づきは、爆ばく砕さいの結果を見ていた。

　小型の爆砕術じゆつ式しき。対人用に絞しぼった作りだ。小しよう規き模ぼだが人を吹き飛ばすくらいは簡単に行える威い力りよくがあるものだった。

　だが、

「こんばんは」

　下に落ちた爆ばく煙えんと滓かすを割って、伊だ達て・成なる実みが現れた。

　歩いてくる姿すがたは、無む傷きずだ。その事実に望月は、

　……何な故ぜ？

　理り屈くつが解わからぬ。何しろこちらは、向かって来る彼女に対してカウンターで爆砕を叩たたき込んだのだ。それもタイミングも合わせたものを、だ。

　更さらには、敵がそれを越えて来る事も、自分は予測していた。次じ弾だんの火ひ種だねも用意しており、完全に相手を潰つぶせる。

　その筈はずだった。

　自じ動どう人形にとってはありうべからざる〝筈〟だ。

　何故なら自動人形にとって、結果は初めから決まっている事だからだ。マクロな観測では処理能力が追いつかなくて推すい測そくとしての〝筈〟が生じる事もあるが、今回のように戦せん闘とう状況における干かん渉しよう条件の少ないミクロ観測では、〝筈〟な事は起きないのが定じよう石せきだ。

　だが、敵は無傷だ。

　こちらに来る足取りも軽い。それは何故かと望月は思し考こうし、

　……理解。

　望月は理屈を解した。伊達・成実は、歩いたのだ、と。

　こちらが爆砕を投げたのは、先さき程ほどまでの走る彼女の動作をベースとしたタイミングだった。

　それに対し、相手は、歩いた。だから爆砕は彼女の前で破は裂れつし、力を生んだ。

　……しかし投とう擲てきタイミングを急いだ判はん断だんは間違いではありません。

　何な故ぜなら、相手が歩いてくる事を予測して投擲するのは危険だからだ。例たとえば、敵が歩きから疾しつ走そうにいきなりシフトしてくる場合もあるのだ。

　だから、今の判断は、間違いでは無かった。

　しかし、今の判断は、相手を倒せなかった。

　そして敵が来た。

　歩いてくる。

　こちらは下がろうとして、

『──？』

　伊だ達て・成なる実みが、右手を挙げた。

　淡あわく広げた掌てのひらには何も握られていない。そして、何かが握られる気け配はいもない。だが、

　……不測、と判はん断だんします……！

　望もち月づきは、己おのれが動きを止めていた事に気付いた。
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「──見事です。伊達家け副ふく長ちよう」

　防ぼう御ぎよ姿勢を外さぬまま、宗むね茂しげが小さく言うのを、誾ぎんは聞いた。

　彼の視線を追ってみれば、望月の方に向いている。

　そして望月を見れば、彼女は妙みような動きをしていた。

　歩いているだけの成実に対し、慌あわてて下がろうとし、しかし、足を一いつ瞬しゆん止めたのだ。

　……何が起きているのです？

　空への防ぼう護ご砲ほう撃げきに照しよう準じゆん調整を入れながら、誾は宗茂に問うた。

「伊達家副長の戦せん闘とう、あれは何を仕掛けたのですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──自分が不利であるように仕向けながら、二重三重に絡みついたのです」

　それは、

「自じ動どう人形の長所を、逆さか手てに取った方法です」

　宗茂の言葉に、誾は、ある事を連想した。

「先日の宗茂様も、それを？」

「──〝浅あさ草くさ〟氏達は、それが違うんですね」

　宗茂も、先日の朝に自動人形との戦闘を経験している。だが、

「今の伊達家副長の相あい対たい法を見ていると、武蔵むさしの自動人形は随ずい分ぶんと自分勝かつ手てに生きているのだと思わされますし、他国の自動人形がどれだけシビアに戦せん場じようを見ているか、という事も解わかります。そして、──伊達家副長の戦闘方針も、よく解りますね」

　それは、

「非戦。もしくは、戦わぬ状態で既すでに相手を凌りよう駕がしている事を目指す」

　言っている意味は解る。実際、武蔵に対しても、初期の伊達家の方針はそれだった。

　……武蔵と距離を取りつつ、最終的な奥おう州しゆう覇は王おうを歴史再さい現げんで獲かく得とくしようとしたのです。

　彼らはその後、武蔵側を迎え入れる事となっても、干かん渉しようを拒こばんだ。

　勿もち論ろん、非戦は彼女の主義であって、戦闘をしないという訳わけではないのは解っている。

　彼女が交戦を避けるのは、一切の力を戦闘に傾けた時の爆ばく発はつ力が危険過ぎるからだ。不ふ転てん百む足かでを使用した〝万ばん千せん道どう百ひやく〟など、個人使用の技の域を大きく外れている。

　更さらには、それを使用する際、連続する波状攻こう撃げきを警けい告こくのように行うのも彼女の特とく徴ちようだろう。

「いざ戦うとなったら敵を追いかけ、幾いく度どと嚙かみつき、そして自分の優位を知らせながら、最後に、絡みついて一気に潰つぶしに行く。──不ふ転てんの百足むかでですか」

　ノヴゴロドのP.A.Oda戦では、丹に羽わを相手にそれをやった。不転百足の連続パーツ射しや出しゆつを利用して自分に有利な戦せん場じようを確定し、丹羽に一いち撃げきを叩たたき込んだ。

　不ふ思し議ぎな矛む盾じゆんだ。

　自分の危険を理解しているがゆえのセーブと。

　それを使用する際の決断と、一切の呵か責しやくない攻こう撃げきと。

　恐らくだが、

　……この戦場で彼女が前に出たのは、不転百足が無いからでしょう。

　自分の力を過か剰じよう評ひよう価かする傲ごう慢まんと言うべきか。

　他者の事を思う優しさと言うべきか。

　だが、後ろでひそひそと、

「おかしい……。あいつ、拙せつ僧そうには最初からもの凄すごく好戦的だったのだが……」

「ウッキー何やったんだよ」

「エロゲの攻こう略りやくをしつつパンツやって踊りながらハンマーで殴なぐり合っただけだ」

「難度高えなあ」

「あの、トーリ君、そういう問題じゃないような……」

　強ごう引いんな干かん渉しようがあって、初めて伊だ達て家の方針をねじ曲げさせたというべきか。

　だが、それが無い今、伊達家副ふく長ちようは、

「動きますよ、誾ぎんさん。──伊達家副長が前に出ます」
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　パターンだ、と、下がりながら望もち月づきは思った。

　これはきっと、伊達家副長、伊達・成なる実みの戦せん闘とう方針のパターンなのだ。Ｔｅｓテスタメント．、これは、

　……相手への警けい告こくとして、幾いく度どとなく嚙かみつきに来る……！

　敵に自分の優位を知らせ、最後まで歯向かうものに対しては、積み上げて来た凌りよう駕がの証明を全て叩き込んで勝利する。

　既すでに、伊達家副長は、幾度となく警告を送ってきていた。

　記き憶おくを判はん断だんの俎まないたに載のせるなら、最初に彼女がこちらの爆ばく砕さいを剣で受けていた時から、警告は始まっていたのだ。

　おそらくあれで、こちらの爆砕のタイミングを、そして続く、幾度と無い空振りの剣けん戟げきで、こちらの回かい避ひパターンを、

　……作られた……！

　自分は、攻撃や回避において、同じパターンを作らないように指し向こうしている。

　だが、敵が、それをさせてきた。

　同じような防ぼう御ぎよや回かい避ひ、同じような攻こう撃げき。

　伊だ達て家け副ふく長ちようは、それを繰り返す事で、こちらにパターンを与えたのだ。

　向こうは、防御や回避しかしないのではない。当たらぬ攻撃しか出来ないのではない。

『それに対する私に反応を憶おぼえさせ、私を誘ゆう導どう出来るようにしたと、そう判はん断だんします……！』

　歩いてくる伊達・成なる実みから、望もち月づきは下がろうとする。

　危険だ、と望月はこの相手を判断している。だから急ぎ下がろうとすれば、

『────』

　成実の軽い身動きに、身体からだが反応する。

　それは、伊達・成実が繰り返し、こちらに憶え込ませた〝初動〟だ。

　伊達・成実が攻撃してくる時は〝必ずこの初動となる〟という動き。

　その動きが見えた以上、こちらは回避しなければ〝最適では無い〟のだ。

　だから、急ぎ下がる動きを最適な回避に変えようとして、

　……違うと判断します！

　即そく座ざの判断変へん更こうが、動きを鈍くし、止める。

　こちらが自じ動どう人形であるが故ゆえの不備だ。

　本来ならば長所である部分を、連れん綿めんとした積み重ねで短所に組み替えられた。

　しかも先さき程ほど、敵は更さらなる警けい告こくを送ってきた。

　無防備な伊達・成実を前にして、敵かどうかの判断だ。あの時、彼女を敵では無いと認めていたら、今の状況は無かっただろう。

　あれが、最後の警告だったのだ。

　全ての凌りよう駕が準備を整えて、伊達・成実は、敵意を確かく認にんしに来たのだ。

　こちらは、読み間違えた。

　自分の主任務は、空の白しら鷺さぎ城じようが態勢を整えるための時間稼かせぎだ。だから、決定打を送ろうとして来ない伊達・成実の主義と、自分達の狙ねらいは嚙かみ合ったと、そう判断していた。

　そんな事は無かった。

　ただ、相手は、凌駕の素養を蓄ちく積せきしつつ、こちらに警告を送っていただけだ。

　……早く退ひかねば、最終的に自分が全て潰つぶし払うと……！

　自分は、そこに対する判断を間違えた。

　挑ちよう発はつされているのかと判断し、もう少しで攻め落とせると、判断を誤った。

　実際はそうではないのだ。

『誘っていたのだと判断出来ます……！』

　言葉尻じりに力が入ったのには理由がある。近付いてくる伊達・成実が、軽く膝ひざを前に出したからだ。

　来る。

　自じ動どう人形の視覚は高速だ。相手の全ての動きを捉とらえている。だが、だからこそ、

『────』

　先さき程ほど憶おぼえさせられた攻こう撃げきの初動を、見み逃のがす事が出来ない。

　違うものだと判はん断だん出来るまで、確かく認にんしていなければならない。

　今もそうだ。

　高速の視覚の中、伊だ達て・成なる実みの足が、攻撃の初動では無く、ただただそのまま前に踏み出されるのを見送るまで、待たなければならない。

　高速の処理能力が、無む駄だ使いをされている。

　無駄な時間だ。

「見えてる分だけ、全部に反応せざるを得ないわね」

　伊達・成実が言った。

「恐らく、貴女あなた、私と相あい性しようがいいと思った筈はず。私の顎あご剣けんの重連射しや出しゆつも、爆ばく砕さいの連れん射しやで押さえ込めると、そう思った筈。私の全ての攻撃を押さえ込めると思った筈。あわよくば倒せると思った筈。その筈……、ね？」

　筈ばかりで、敵が言う。それも、笑えみの無い顔で、

「だから私はこう思ったの」

「それは──」

「──御夕ゆう飯はん、どうしようか、と。昨日きのう、魚だったから」

　意味が解わからなかった。

　ただ、伊達・成実が近付いてきた。しかし、彼女の接近に対して、望もち月づきは思う。

　……このままを保てば、相手の攻撃もこちらに届かないのです！

　そう、敵が仕掛けてきたら、また回かい避ひをすればいいだけだ。

　こちらが的確に対たい処しよしていけば、敵は何も出来ないのだ。

　……それに──。

　まだ、奥の手はある。

　仕込みを掛けていたのは、相手だけではないのだ。

　そこに、勝利の可能性を感じた瞬しゆん間かんだ。伊達・成実がまた動いた。

　攻撃の初動を見せたのだ。
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　お、とウルキアガは思った。

　……ここで剣を抜くか。

　半はん竜りゆうの視し界かいの中、義ぎ腕わん義ぎ脚きやくのジャージ姿すがたが、遂ついに空中から剣を抜いた。

　距離は詰まっている。だが、相手となる自じ動どう人形の反応速度は速い。そのまま剣を振っても当たるような事は無い。だから、

「そうなのだ」

　ウルキアガは、ん？　と女じよ装そう達が視線で振り向くより先に言った。

「あいつは、強いくせに、手を抜かぬからなあ」

　言った視線の先で、成なる実みが一つの動きを取っていた。

　彼女は、引き抜き掛けた剣から、手を離したのだ。
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　予想外の行動をとられた、と望もち月づきは判はん断だんした。

　こちらに、回かい避ひのパターンを与えておき、それを利用したフェイントも見せつけて、

　……尚なお、違うものを見せるか！

　自じ動どう人形は、現状というものに対して、常に最適な答えを求める。

　解答を求める方法とは、統計や偏へん差さなどの計算と、何よりも検けん索さくだ。

　今まで見た事が無いと判断したものであっても、実際は、近きん似じの動きや、同等のものを経験したり、見聞きした可能性がある。

　だからここで、それが発生した。そして、

『──く』

　答えが出るまで、動けない。

　最適な解かいが出るかもしれないのだ。ゆえに、それが来るまでに動いてしまうと、最適解を逃のがしてしまうかもしれない。だから、

　……う、ご……、け……。

　ぬ、と言葉が繫つながり掛けたのを、望月はアジャストした。

　視し界かいの中、武ぶ器きに引っ張られる事が無くなった伊だ達て・成実が、一ひと息いきに跳び込んできたのだ。

　迎げい撃げきせねばならない。

　目の前にいるのは、敵だ。今までの判断通り、敵対する相手だ。

　現状がどうであろうと構わない。今までの累るい積せきを理由に、この、伊達・成実という武蔵むさし勢の一人を、

　……敵と定義する……！

『──！』

　望月は、動いた。身を下げ、成実の接近を回避に入る。

　そして手を振り、いつもの動きで、

　……これはかわせないと、そう判断します！

　成実に対し、カウンターとなる爆ばく砕さいを投とう擲てきした。
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　成なる実みは、火ひ種だねが来るのを見た。

　こちらの歩きに合わせた爆ばく砕さいの投とう擲てきだ。

　……しっかりと対応してくるのは流石さすがね。

　だから、敢あえて前に出る。わずかに一いつ瞬しゆんだけ身を倒し、その速度で火種の間を抜ける。

　あとは慌あわてず、前に踵かかと一つ分多く歩けば、それでかわせる。

　かわした。

　正面では、望月が、前に出たこちらへの次じ弾だんを既すでに構えていた。だが、

『────』

　成実は、首元に風のような、熱を感じた。

　それは、

　……火種。

　こちらが抜けて、通り過ぎた筈はずの火種だった。赤の光を灯ともした五発が、宙を緩くターンして追って来ている。

　追つい尾びだ。今までの、一いつ直線に投じられる火種とは違う。その動きは、淡あわく、しかし至し近きんで纏まとわり付くように、

「……っ！」

　爆ばく発はつした。
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　望月は、二段目を投擲した。

　伊達・成実がどうなったかの現状を把は握あくはしない。

　この敵は、危険なのだ。だから爆砕を連れん射しやし、

　……このまま消えて、何も残らなくする事こそが最適解かいと判はん断だんします！

　判断のままに、望月は宙を激げき震しんさせた。

　爆発を連続させ、爆ばく煙えんで周囲を覆おおう。敵の姿すがたを、物理的にも光学的にも執しつ拗ように消す。そんな行動を何と呼ぶべきか、望月は知っている。

　恐きよう怖ふだ。

　感情の無い身ではあるが、統計的な判断は出来る。

　何しろ、敵は、自じ動どう人形が得意とし、誇りとするものを凌りよう駕がし、食いに来たのだ。その方法は、まるで、

『……こちらの存在価か値ちを、無意味とする……！』

　放つ爆砕は、直線的に飛ぶものばかりだ。今先さき程ほど、伊だ達て・成実を相手に叩たたき込んだような、緩い追つい尾びを行うものでは無い。あれは、

　……奥の手です！

　最後の最後、逆転の手段として出す、己おのれの爆ばく砕さい術じゆつ式しきの種たね明あかしだ。

　その実体は、

「導どう火か線せん、でしょう？」

　声が、した。伊だ達て・成なる実みの、だ。
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　望もち月づきは、一いつ瞬しゆん、動きを止めた。

　だが、それもわずかな時間だ。すぐに望月は爆砕を放った。宙へと空くう震しんを叩たたき込む。

　しかし、声は告げた。

「貴女あなたの爆砕術式は、導火線によって成り立ってる。武ぶ装そうを持ち込む事が難しい隠おん密みつ任務のため、多量の爆ばく薬やくを二に律りつ空間などの位い相そうに入れている筈はず」

『筈の話と、判はん断だん出来ます』

「──そして貴女の放った導火線、それを火が末まつ端たんまで来た時を条件に、位相空間に仕込まれた爆ばく弾だんが射しや出しゆつされ、爆砕する筈ね。そして、貴女の導火線というのは──」

　言われた。

「──髪かみの毛よ」

　筈、ではなかった。

「貴女の投とう擲てき動作は、フェイク。その動きに合わせ、重力制せい御ぎよで抜いた髪の導火線を、長い針のように投擲しているだけ。だから投擲動作は一律で、投擲される爆砕も等速が基本。だから見切れば避けやすい」

『何な故ぜそんな事を……！』

「貴女が、投擲の速度や角度よりも、タイミングを操そう作さして当てようとしていたから。それは、手で投げているのではなく、最適速度で打ち出す射しや撃げきを当てるのと同じ。だから貴女は爆砕を投げているのではなく、何かを重力制御で射出しているのだと見切ったの」

　望月は、投擲しようとしていた動きを止めた。

　これは、見切られている。

　相手にとっては、どれだけ行っても、無む駄だな事なのだ。

「最後、やってくると思ったわ。──こちらに直線的な投擲を連れん射しやしておいて、最後に、その重力制御を途と中ちゆうで解いて髪の毛の柔らかさを与える。

　前に出る私が起こす気流に巻かれ、その導火線は淡あわく追尾する。いい奥の手ね」

　見切られた。

　用意した手が、全て潰つぶされたと、望月はそう判断した。

『一体、いつからですか……？』

「初めから、と言った方が格好かつこいいかしら」

　その理由は、

「匂においね。──貴女あなたたち、あわよくば有あり明あけに潜せん入にゆうしようと、そういう魂こん胆たんがあるのね。

　だから、変へん装そうの用意として、武蔵むさしで使われているものを用いてた。

　……その洗せん髪ぱつ料りよう、油の匂いに負けないんでしょう？　──私も昨夜から使ってるわ」

　そして爆ばく煙えんに風が触れた。

　煙が微かすかに隙すき間まを横に裂さけ、窓のような切れ目を作る。その向こうに、敵は、

　……いない!?

「こっちよ」

　下だ。

　煙の対流する底。有明の床の上に、正せい座ざをしている伊だ達て・成なる実みがいた。

　両腕が無かった。

　恐らく、というまでもない。爆ばく砕さいのタイミングから逃のがれるために、両肩からの重量物を捨て、ただ下に身を落としたのだ。

　敵は、ずっと同じ位置にいた。

　ズレて、本来のものを見失っていたのは、どちらなのかと言えば、

　……私と判断出来ます！

　望もち月づきは動いた。

　もはやこの手は何も通用しない。だからこそ、それを捨てるように、

『……！』

　重力制せい御ぎよで髪かみを束のように引き抜き、望月は発はつ射しやした。

　座っている伊達・成実が、起き上がるのに合わせ、多量の導どう火か線せんを点火する。

『どうですか、全てをまとめた一いち撃げきは……!?』

「当初の目的を見失ってるのは駄だ目め」

　直後に、伊達・成実の両肩に義ぎ腕わんが射しや出しゆつされた。

　それも、一組では無い。弾だん倉そうに弾だん丸がんが供給されるように連れん射しやされた腕を、彼女はこちらに発はつ射しやした。

　全て、今まで、こちらに向けて攻こう撃げきしていたのと同じ動きだった。

　三み桁たけを超える攻撃動作の再現。それは義腕によって、正確になされる。しかし、敵の義腕は武ぶ器きを持っていない。ならば今まで以上に、

　……その攻撃は、こちらに届きません……！

　判断を下し、最後の回かい避ひをしようとした瞬しゆん間かん。望月はあるものを見た。

　空中にて攻撃動作を行っていた莫ばく大だい量の義腕が、こちらの導どう火か線せんを握ったのだ。それも、一本に付き、腕一本という形で、だ。

　両腕の無い成なる実みが、静かに言う。

「全てをまとめた一いち撃げき、ね」

　ならば、

「それを貴女あなたに当てて倒すわ」

　全ぜん弾だんの爆ばく砕さいが五体にぶち込まれたのを、望もち月づきは悟さとった。

　砕くだかれながら、望月は音を聞く。銃じゆう弾だんの音。筧かけいの攻こう撃げき音だ。

　……筧様。

　聞こえる音は十発の連続。筧が、至し近きんからの弾だん丸がんを武蔵むさし副ふく長ちように叩たたき込み続けているのだ。







[image: 第二十二章『天上の反射者』]











●






「おおおお……！」

　二ふた代よは筧かけいに向かって振り向きを放った。石いし突づきを中心とした攻こう撃げきを行いながら、

　……回かい避ひ！

　直後に射しや撃げきが来た。右から攻撃したこちらに対し、左からだ。それも、顔の横や腹の間ま際ぎわ、１センチと無い距離からの十発だった。

　死角からの攻撃だ。

　だが、こちらも速度に乗っている。右から左に振れるが、足の軸じく線せんは、これまでの立ち回りと先さき程ほどの銃じゆう弾だん蹴げりで確かに入った。

　ならば身は左右に跳び、構えた槍やりは、

「受けるで御ご座ざる！」

『御ご了りよう解かい──』

　蜻蛉とんぼスペアの柄つかで受けた衝しよう撃げき。それを利用して跳ちよう躍やくの速度と方向を合わせ、残りの弾だん丸がんをかわしていく。

　これは〝型〟に似ている。

　ここに来る、と思った攻撃を、的確に受け、次に繫つなげる〝型〟だ。

　そして、それを想そう起きさせる筧の攻撃は、

「見事で御座る……！」

　射撃という攻撃で、太刀たち筋すじのようなものを体感出来るとは、思ってもいなかった。

　しかもそれが、一度に十発も来るとは、

「──まさしく剣けん豪ごう匹ひつ敵てき！」

「侍さむらいの褒ほめ方されても、忍にん者じやは嬉うれしくねーよ」

　そうで御座った。拙せつ者しや反省。何事も自分の領りよう域いきで判はん断だんするのはいかんで御座る。

　だが、と二代は思った。

　解わかった事があるのだ。それは、

「筧殿どの」

　距離を詰め、そのたびに弾はじかれ、しかし段々と近付きながら、二代は言う。今もまた、視し界かいの外からの銃じゆう撃げきを避け、身を振りながら、

「貴き殿でんの射撃、ルールが御座るな？」

「言って見ろ」

　促うながされたので、二代は言った。

「その射撃、──貴殿の死角で全て行われるものに御座ろう！」
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　筧かけいは、武蔵むさし副ふく長ちよ相うあ手いてに銃じゆう撃げきを続けながら、内ない心しんで苦く笑しようした。

　これは流石さすがに自分の射しや撃げき術じゆつの仕掛けもバレてるだろうな、と。

　先さき程ほどから、武蔵副長の回かい避ひが鋭い。己おのれの死し角かくからの攻こう撃げきに専せん念ねんし、避け切っている

「やるじゃねーの、武蔵副長！」

「そちらこそ、死角撃げきの連続、見事に御ご座ざる！」

　確かにそれが正解だ。何しろ自分の忍にん術じゆつは、

　……〝見えていないもの〟を〝見えていないところ〟に送る、〝死角送り〟だ。

　そーいう物体転送の術じゆつ式しきだ。

　本当ならば〝見えているところ〟に送りたいのだが、術には相あい性しようがあり、それが出来ない。

　昔はコレで苦労した。

　元々自分は、忍術の一つである、指し弾だんや針を飛ばす方面で修しゆ行ぎようしていたのだ。

　体たい術じゆつとしての投とう擲てきを行っていた頃は、抜ばつ群ぐんの成績だった。

　……正直言って、期待株かぶだったんだぜ。

　だが、術式やら何やらを使った相手と立ち回る実戦では、体術だけでは敵かなわなくなる。

　だから訓練も、投擲用の術式を重ね、実戦向きになっていた。

　そうしたら、術が上う手まく使えなかった。

　他の皆が、数百メートルの投とう射しやを為なしているのに、自分はよくて数十メートル。調べてみたら、投射用の術式が、発動しても、何な故ぜか自分には力を貸さないのだと言う。

　相性だ。

　相性とは、良い方向にばかり働くものではない。

　武蔵むさし副ふく長ちようのように、加か速そく術じゆつに愛されたような者もいれば、自分のように、投射術式からは見放された者もいるのだ。

　術式とは、神の許可を得て、その力を借りるものだ。自分と神様、どちらかは解わからないが、ひねくれているのだろう。

　術が発動してくれなかった。

　それについて、神様が見放したのだとか、穢けがれているだの、いろいろ言われた。昔、体術としての成績が良かっただけに、風当たりは尚なお更さらだった。

　最初は、相性を克こく服ふくしようとしてくれていた仲間達も、やがて、成果が出ない事を悟さとって、離れていった。

　自分は、諦あきらめられたのだと気付くのは早かったし、話しかけた時、無難な話題にかわされるようになるのも早かった。

　終わった、と、当時はそう考え、訓練にも出ず、やがては忍にん者じやではなく、村の人にん足そくで一生やるかと、そんな道も思い描いたのだ。

　だけどよ、と筧かけいは思う。

「あるとき、気付いたのさ」

　捨てよう、と思った。

　自分のやっていた事を、捨てて楽になろうと、教きよう導どう院いん中ちゆう等とう部ぶの放課後ごで、一人、そう考えた時だ。

　使えない投とう射しや術じゆつで、背を向けるように、愛用の投げ針を床に叩たたきつけた。

　そして廊下に出た時、それに気付いた。

　廊下の木床に、投げ針が突き立っているのを、だ。

　……訳わけ解わかんねー。

　理解出来た訳もない。初めは、針に宿った付つく喪も神がみが捨てないでくれと意思表ひよう示じしているのかと考え、金きん工こう室や練れん金きん室に持ち込んで検けん分ぶんもして貰もらったのだ。

　だが、異常は無かった。

　仕方なく、当時の再現をしようとしても、見えるようにやっていたので駄だ目めだった。

　何が起きたのかに気付いたのは、結局、訓練課程をドロップアウトしてからだ。皆が高こう等とう部ぶの受験を視野に入れだした夏休み前、教室内の友人に、夏休みの予定を尋たずねる紙飛行機を飛ばした時だった。

　教員にバレないよう、さりげなく横に投げた紙飛行機が、自分の机の上に落ちた。

　意味は解らなかったが、かつてと同じという事は解った。

　友人が、何か術じゆつ式しきで返したのかもしれないと、そう思いはしたものの、再度試したら、

「才覚じゃねーよな、こんなの」

　神様は、人を、気に入る時がある。気に入らなくなる時もある。

　自分がどちらかは解らないが、中等部の担任は、こう言った。

「きっと、神様は、君が通す射しや線せんや、狙ねらいを引き絞しぼる指の動きを、自分のものとして愛めでたいのだと思う」

「俺おれからも、スか」

「そうとも。──そう考えるならば、君は、君の人権すらも、神に召し上げられる程ほどの、射しや撃げきの才を持つ。だから、そう考えなさい」

　そして、

「君にすら見えぬ射撃を、神様はずっと見守っている」

　何を返答したかは憶おぼえていない。

　ただ、もう、射撃の課程には戻らなかった。

　目標が出来たからだ。

　……高等部に入ったら、総そう長ちよう連れん合ごうに入る。最低でも特とく務む、ってな。

　結果が今だ。

「神様」

　筧かけいは、敵を見て呟つぶやく、口の端はから火ひ縄なわの煙を吐きながら、

「俺おれの射しや撃げきをまだ見ててくれますか」

　言うなり、敵が来た。身を全力で回し、そして、

「──っ」

　爆ばく煙えんを引き、武蔵むさし副ふく長ちようが正面に来た。

　捉とらえられたのだ。





●






　二ふた代よは筧かけいが動いたのを見た。

　バックステップだ。

　だが、初速が遅い。だから、

　……こちらが先に当たるで御ご座ざる！

　跳び込んだ。全力で前に身をぶち込み、背後から射撃されても追いつかれぬような勢いで、

「勝負……」

　だが、二代の叫んだ声は、止まった。

　筧が、倒れていくのが見えたからだ。それも、こちらに一切視線を送らぬ、空を見上げたままの仰あお向むけ倒れだ。

　棒ぼう立だちで倒れていく彼の視線は、しかし、

　……こちらを見ていない!?

　そして二代は気付いた。

　空を見上げ、倒れる事。これが、筧にとって、

「最大の死角と、回かい避ひを手に入れる事に御座るか!?」

　空を見れば、地上、水平線周囲の何もかもを死角と出来る。

　だから筧がそうしていく。

　次のタイミングで、射撃が来るのは解わかっている。左か、右か、後ろか、

　……どちらに御座るか……!?

　正面だった。

　完全なカウンターの一いち撃げき。今まで、これだけは無かった射しや線せんだ。

「く……！」

　翔しよう翼よくの速度は上がっている。今から前に跳ちよう躍やくしても、翔翼を使用した自分の大跳躍は高度が低いのだ。更さらには、

　……音!?

　左右と、後ろだ。高度を変えた、掃そう射しやのような射しや撃げきの群が、正面から来る段だん幕まくを囲う括かつ弧こを作るように、放たれていた。

　当たる。

　弾だん丸がんの全てが四し方ほう八はつ方ぽうから自分に向かってくる。だから、

「……！」

　二ふた代よは、飛来する弾丸を相手に、一つの動きを取った。

　故こ意いに足を踏み外したのだ。
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「フフ、無む茶ちやするわねえ」

　喜き美みが腕を組んで呟つぶやく言葉の先、二代が膝ひざ先さきで光を割った。

　翔しよう翼よくが砕くだけた。否いな、

　……自分から砕いたのね。

　何ど処こで憶おぼえたのか。否、今、考えついたのだろう。それをする事によって、

「飛ぶ。……酷ひどく単純だけど、舞まいを保とうとする私じゃ出ない発想だわ。勉強しておかないといけないわね」

　快音が今届く。しかし二代は、既すでに飛んでいた。宙の高く、筧かけいの頭上に、だ。
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　筧は、敵を見た。

　空だ。

　夜空に高く、舞い上がった弧こがある。

　武蔵むさし副ふく長ちようの髪かみの毛だ。

　……やりやがった。

　敵が行ったのは、加か速そく術じゆうの暴ぼう発はつだ。本来なら、回かい避ひ軌き道どうがとれぬこちらの攻こう撃げきに対し、彼は自分でも制せい御ぎよが難しい加速の暴発を使用して回避を行った。

　……爆発した加速力に対し、自分の軸じく線せんを通すかよ!?

　一いつ瞬しゆんの判はん断だんだろうに。どういうセンスだ。

　しかし、今、上空で全身を一回転させた武蔵副長が、落らつ下か軌道に入った。

　髪が描いていた弧が、真まっ直すぐ下に引っ張られていくものとなり、落ちてきたのだ。

　このままだと、倒れ込んでいるこちらが危険だ。しかし、

「いいぜ、それ」

　筧は敵を見て、射撃する。

　死し角かくは別に、自分の視し界かい範囲だけではないのだ。

「その身体かだらが、充分な〝神様の居い所どころ〟だ」

　彼女の身体の後ろは、こちらからは見えない。

　だから、狙ねらいを定めた射しや撃げきを、筧かけいは神に奉ほう納のうした。

　十発だった。

　だが、筧はすぐに気付く。

「……？」

　落らつ下かの武蔵むさし副ふく長ちようの背後に、己おのれの銃じゆう弾だんが出現していない事に、だ。
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　……何？

　思いがけないケースに、しかし焦あせりだけは作らず、筧はズボンのポケットの中で引き金を絞しぼった。

　だが、見えぬはずの武蔵副長の背の向こう。そこからは、何の音も、動きも無い。

　どういう事だ、と筧は思った。今、この時になって、俺おれの〝相あい性しよう〟が、俺を裏切ったのだろうか、と。

　しかし、筧は、落下してくる武蔵副長の背後を見て、あるものを視し認にんした。

　彼女の槍やりだ。

「ああ」

　そういう事か。

「……槍の穂ほ先さきに己の背を映し、俺の視し界かいに入れてたのか!!」

　死し角かくが潰つぶされていた。

　……くそ！

　筧は内ない心しんで叫んだ。

　……神様よ……！

「あんた裏切ってくれたら、楽なのにな……！」

　筧は、空から来る相手を視界の正面に置きつつ、自分の死角からの射撃を狙ねらった。倒れていく自分の右側面からの弾だん丸がんを、

「……っ！」

　放つ直前。向こうが叫んだ。

「結べ！　──蜻蛉とんぼスペア！」
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　二ふた代よは、筧が直ちよく撃げきを避けたのを悟さとった。

　……見事！

　仕掛けは簡単だ。彼は、蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だが当たる直前に、死角からの射しや撃げきで自分を右から撃うったのだ。

　打だ撃げきの音が鳴り、筧かけいの身体からだがくの字に吹っ飛び、そこに割打の力が甘く掛かった。

　有あり明あけの上面装そう甲こう板が砕くだけ、筧の身体も巻き込まれた。左に吹っ飛んでいた彼は、上からの割打で右肩を砕かれ、上面装甲に叩たたきつけられる。

　しかし、こちらが着ちやく地ちした時には、

「ありがとよ。──最後、そっちも飛び道具で、よ」

　影が、立っている。

　それも、筧一人では無い。

　三人。筧と、海野うんのと、彼女の肩に座り乗った破は損そん状態の望もち月づきだ。







[image: 第二十三章『転回ステージの出演者達』]
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「こりゃあ駄だ目めだ」

　ミトツダイラは、筧かけいの呟つぶやく言葉を聞いた。

　位置は有あり明あけの西側。立つ筧の姿すがたは、左肩から先が、おかしな方向に曲がった形だ。

　右の腕も、上腕から下に力が無い。

　だが、彼の後ろに、沸わき上がるように立つ影があった。

　……望もち月づきと、海野うんのですのね。

　望月は全身をほぼ破は壊かいされ、海野の肩に座っていた。海野も、装備のほとんどを失い、右の手て指ゆびから血を零こぼしている。

　そして筧が言った。

「全力出して、駄目だった。──次は死力、というのを伊い佐さは選んだ。

　だけど、こういう選択も、あるよな？　武蔵むさし。全力出して駄目だったら──」

　それは、

「再起で、新しい全力だ」

「私達の方針を、受け入れますの？」

　問い掛けに、筧が肩を揺らす。

「再起で、死力、ってのもあるんじゃねーの？」

「おい」

　と、不意の声が飛んだ。女じよ装そうだ。彼は前に出て、

「すぐに死のうと思うな。小しよう動物かオメエら。なすりつけるぞ」

「言ってる意味が解わかりたくねーよ。つーか、歴史再さい現げんで負ける側、解かい釈しやくしようにも大たい国こくが許さねー立場だぜ。俺おれら」

　確かに、とミトツダイラは思った。自分達とて、三み方かたヶ原はらの解決では羽は柴しば側にいいようにされたし、奥おう州しゆうとの三さん国ごく会議では、三国の立場を考こう慮りよせざるを得なかったのだ。

　何もかもを自由に出来る身ではない。それは、

　……真さな田だのような小しよう国こくだったら、尚なお更さらですわ。

　と、その時だった。ふと、ミトツダイラは、ある考えを思った。それは左に立つ浅あさ間まも同じらしい。気付けばお互いに視線を合わせ、その上で、

「我が王」

　と言いかけた。すると、

「筧様、でしたか」

　ホライゾンが、首を傾かしげた。そして彼女は、筧達にこう言った。

「──それでしたら、気が向いた時に、うちに来ればいいのでは」
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　おぅ、と浅あさ間まは息を詰めた。

　右に立っているミトツダイラも、口を横に慌あわてて結んだ顔をしている。彼女のその表情を見るからに、恐らくは、

　……ミトも、同じ事を考えてましたよねー……。

　フフ、と笑った馬ば鹿か姉が、こちらとミトツダイラの間に立ち、後ろから肩に手を乗せてくる。それを二人一いつ緒しよに払いながら、浅間はミトツダイラと浅い横よこ目めのアイコンタクト。

「随ずい分ぶん、誰だれかさんに感化されましたね、ミト」

「智ともだって、そうじゃありませんの？」

　それを言うなら、ホライゾンもだろう。喜き美みは──、

　……喜美は自分の考えを表おもてに出さないだけで、昔から、ですね。

　だが、と浅間は一ひと息いきを入れた。

・あさま：『まさかホライゾンがトーリ君のような発想をするとは』

・金マル：『ソーチョー不要論？』

・俺　　：『待てー！　待て──！　ホライゾン、全ぜん裸らネタも女じよ装そうネタも出来ねえだろ！』

・銀　狼：『我が王！　我が王！　不要性が高まりますのよソレ！』

・ホラ子：『ふう……、また一歩リードしてしまいましたか……』

　よく解わかりませんけど、巻き込まれなくて良かったです。

　ともあれ、と浅間は相手を見た。

　まだ残る爆ばく煙えんの残ざん滓しを纏まとうように、たたずんでいる三人を、だ。
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　海野うんのは、肩かた上うえに座らせた望もち月づきが、その全身を緊かたくした事に気付いていた。それは、望月が自分の身体からだを完全に制せい御ぎよ出来ていないという事実であり、

　……判はん断だん不能、ってところかねえ。

　武蔵むさしの姫ひめの提案。その意味については、有りだ、と素直に思う。

　勝つ側についていれば、その勝利が解かい釈しやくによって表おもて向むきだけのものにされるかもしれないが、安定した側に就つく事が出来るのだ。

　今は戦国の世で、実力有る者達は教きよう導どう院いんを移っていく事もある。実際、武蔵は、他国の有能者を抱える、そういう場所だ。

　海野は、望月に小さく問うた。

「今の提案、勝者の傲ごう慢まんだ、と言う事は出来るかね？」

「残念ながら筧かけい様の論が、〝敗者は人生ままならねえ〟でした。だから、勝者となる者が、〝勝者の側に来たら？〟と、勝者側の可能な解決方法を提てい示じしたのです」

「背の低い者が背の高い者を羨うらやんだら、背の高い者が〝うち来ると背が伸びるよ〟って言ったようなもんか」

　じゃあ、

「それは敗者の立場を奪うばうもの。……敗者を敗者として扱わず、勝者の傲ごう慢まんで無む理り矢や理りまとめようとするものだ、って言うのは？」

「無む理りです。武蔵むさしの姫ひめは最初に〝気が向いたら〟と提示しました。つまり彼女は提案をしたのであって、奪おうとしていません。そして、期限も決められていません」

「それは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、別に私達が敗者として合流しても構わない。そして、全てを終えて、襲しゆう名めいも何も失った身であっても構わないという、そういう事です」

　やってくれる、と海野うんのは思った。

「敗者とか勝者とか分けているのは、あたしたちの判はん断だん次第、ってか」
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「全竜レヴアイアサンの姫が輪竜ウロボロスを語るか」

　夜の斜面の上、果か樹じゆ園えんの木を支えの木き枠わくに縛しばりながら、巴ともえ御ご前ぜんは小さく笑った。

「勝敗の因いん縁ねんを受け入れて断ち切る。それが武蔵の、認め、作っていくやり方だ。

　踏みにじりもしなければ、同情も浸ひたりもない、フラットな関係を最大で得る方法か」

　巴御前は、息をつき、手を休める。

　夜の下、復ふつ興こうが進みつつあるマクデブルクを見下ろし、彼女は口の端はを吊つり上げた。

「なあ、松まつ永なが、あの世で聞いているか？　──武蔵の連れん中ちゆうは、貴き様さまの死をちゃんと超えて、破は壊かい者と向き合う魂たましいを得つつあるぞ」

　さあ、と彼女は、木に成っている実を手に取った。

　まだ出来の早い梨なしだ。彼女はそれを口の横で嚙かみ、

「まだ当然、酸すいておるなあ。青くさい」

　だが、と彼女は囓かじった跡を見み据すえ、呟つぶやいた。

「初めの芽めを植え、育て、支え、風雨を凌しのぐのを手伝い、やがて木は大たい樹じゆとなる。手がけた人々よりも、多くの人に恵みと傘かさを与えていくのだ」

「それが、武蔵の進む道と言うのですか？」

「何だ、いたのかゲーリケ」

　巴御前は、言って、斜面に座り込んだ。そしてまた実を囓り、

「まだ、どうなるかは解わからぬ」

　だが、

「昔、……私や頼より朝とも達が目め指ざし、見失い、出来なかった道だ」

「それを、彼らに期待するのですか？」

「貴き様さまが、防ぼう護ご障しよう壁へきの研究結果など、勝かつ手てに送っているのを、私は見み逃のがしているぞ」

　告げた意味を、ゲーリケはややあってから理解したらしい。成なる程ほど、と彼は言って、

「梨なしが出来たら、彼らに送ってあげねば」

「どーせ夏のイベントとやらで交流あるだろうが。その時に送ってやれ」

「まだ酸すっぱいですよ、その頃ころは」

「お似に合あいだ」

　大きく囓かじり、彼女は言う。

「甘くなるなよ、武蔵むさし勢。──敗者にも勝者として対等だ。それを忘れるな」
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「成程な。それが武蔵のあり方って訳わけだ」

　筧かけいは、敵と言葉を交わす自分達を咎とがめるように、空からの砲ほう撃げきが続いているのを聞く。

　周囲には戦せん場じようの響ひびきがあり、しかし今くらいは、と思いつつ筧は言葉を作った。

「武蔵は、俺おれ達を受け入れてくれるのかい」

　おう、と女じよ装そうが巫み女こ腹ふくの股またがみを直しながら、こう言った。

「──昔から武蔵はそうだろ。各国の気まずい連れん中ちゆう受け入れて来たんだし」

　な？　と食い込みを直し、尻しりを叩たたいて気合いを入れる女装。対する筧は、

　……嫌いやな教きよう導どう院いんだ……。

　心しん底そこそう思うが、だが、一つ言っておかねばならない。

「馴なれ合う気はねーよ。俺は今の場所に恩おん義ぎがあってな」

「あたしもさ」

　背後の海野うんのと、望もち月づきが頷うなずく気け配はいを取った。だが、武蔵の姫ひめは、こう言った。

「教えて下さい。それは、死を認める程ほどのものなのですか？」

「──難しい質問だねえ」

　海野の声が、こちらを追い越すように響く。

「死を認める程のものかどうかなんて、死を目の前にしてないのに、答えられる訳ないじゃないか」

　だとしたら一生無む理りじゃねーのか、と筧は思ったが、流石さすがに言うのはやめておく。
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・未熟者：『だとしたら一生無理だよね、今の。理論的に言ってさ』

・眼　鏡：『文ぶん系けいが〝理論的に〟、だって』

・金マル：『でもあの筧かけいって人、今、ちょっと何か言いたそうな顔したよね』

・●　画：『したした。描いときゃよかったわ』
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　ホライゾンは、海野うんのの言葉に一理はあると判はん断だんした。

　だから、彼女は筧達に頭を下げる。

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かに。──今のは難しい質問でした。引き分けと言う事にしておきましょう」

「お、おう……」

　つられて頷うなずいた海野の手前、筧が肩を揺らして半身を向けた。

・未熟者：『撤てつ退たいする気だ。上う手まく頃ころ合あいを見て、逃がさないようにして』

　確かに、とホライゾンは内ない心しんで頷うなずいた。

　まだ戦せん闘とうは続行。向こうもそれを理解している。ならば、

　……頃合いを見て、ですか。

　空には今、砲ほう撃げきに防ぼう護ご障しよう壁へきが散っている。

　降ってくる流体の破は片へん。その光の下で、筧が告げた。

「武蔵むさし勢、俺おれの見立てでは、近いうち、下へ手たをすると数日内には、また相あい対たいになる」

「再戦ですか？」

「次は、こっちのホームじゃねえかな。誰だれと相対するかは解わからねーけどな」

　と、筧が口の火ひ縄なわを吐き捨てた。そして、

「じゃあな」

　ホライゾンも頷き、会え釈しやくした。

「お気を付けて」

　ホライゾンは早はや撃うちで憤怒の閃撃マスカ・オルジイをぶち込んだ。
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　透とう明めいな、揺らぎのような威い力りよくがホライゾンから真さな田だの三人に飛んだ。

　そして有あり明あけ上、西側にいた三つの影が撃うたれ、吹っ飛んだ。だが、

「変わり身の人形に御ご座ざるな……！」

　点てん蔵ぞうの声に、宗むね茂しげが先行して膝ひざをついた。

　はっとした誾ぎんが振り向き、

「も、申し訳わけありません宗茂様、先を読むのを怠おこたりました！」

　ホライゾンも、憤怒の閃撃をじっと眺ながめ、頷く。

「ナイスアベレージ」

「そ、そういうものですの？　そうなんですの!?」

「フフ、私思うんだけど、今のホライゾンについてこられた真さな田だの連れん中ちゆうって、実は相当に武蔵むさし向きなんじゃないの？　そう思わない？」

・未熟者：『というかアリアダスト君！　今の一発で〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟分のものまで撃うったね!?　もうちょっと戦せん術じゆつ考えてくれよ！』

・ホラ子：『大だい丈じよう夫ぶです。真しん・宗むね茂しげ砲ほうがあります。──まあ結果は見えてますが』

・立花嫁：『宗茂様！　宗茂様!!　二段階目のぐったりまで！』

・俺　　：『くっそー……。俺おれも大罪武装ロイズモイ・オプロ持ってこういう持ちネタやりて──』

・賢姉様：『あら、そうなの愚ぐ弟てい？　じゃ、ねえ浅あさ間ま、愚弟に対してそういうネタ、何か無いの？　無かったら出して！　ほら、ポロリって感じで！　ちょ──だい！』

・あさま：『いや、ネタとか何とか、言われましても。大体私、当てますし……』

・銀　狼：『智とものは智の持ちネタですものねえ……』

・あさま：『思わず頷うなずき掛けましたけど、そんな事ないですよ!?　よ!?』

　しかし、皆の遣やり取りに介かい入にゆうするように、風が来た。

　風は、音だった。それも低く、空を軋きしませるような音だ。

　直なお政まさが、有あり明あけの外の空を見て、叫ぶ。

「──白しら鷺さぎ城じようの第二分ぶん隊たいが、態勢を整えて来たさね！」







[image: 第二十四章『夜変わりの白鷺』]
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「砲ほう撃げきの被ひ弾だん音が、先さき程ほどよりも近く聞こえるな……」

　正まさ純ずみは、有あり明あけの天てん井じように近いリフトの上で一ひと息いきをついた。

　……真さな田だを凌しのいだら、次はまた白しら鷺さぎ城じようか。

　どうだろう、と正純は思う。既すでに有明の空には白鷺城が二分ぶん隊たいで復帰しているが、先程の真田戦を、凌いだ、と見るべきか、時間稼かせぎをされた、と見るべきか。

　後に武蔵むさしの戦力を他国への交こう渉しようカードとする時、この解かい釈しやくは取り沙ざ汰たされる筈はずだ。

　真田側としては、副ふく長ちようクラスを相手に、しっかりと仕事をした、と言う事になるのだろう。更さらには、彼らは、こちらの戦力状況を充分に表おもてに晒さらしたのだ。

　無む論ろん、それは、自分達を犠ぎ牲せいにした、という前置きがつくのだが。

　……葵あおいが嫌いやがる方法だよなあ。

　その点では、こちらは犠牲を出さず、良い結果だった、とは言えるだろう。

「しかし、皆が無事であったから良かったと、それだけで判はん断だん出来ないのが、公おおやけの立場の嫌なところだ」

「心しん中ちゆう、お察しいたします」

　どこからか聞こえてくる宗むね矩のりの声に、正純は頷うなずく。

「加か納のう達は、首しゆ尾び良くやってるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、改修中は一部しか使えなかった武蔵内の住人管理処理が復帰したので、内部に間かん者じやがいないかどうかを再検けん索さくしています。──やはり幾いく人にんかは、専門ではなくても諜ちよう報ほうを行っている可能性があるとかで、下の陸りく港みなとの整備に位置替えを」

　ああ、と正純は納なつ得とくの声を作った。

「下の陸港に作った輸ゆ送そう艦かんの仮設町、あれ、勿もつ体たいないもんな」

「Ｊｕｄ．、大おお久く保ぼ様が、副ふく会長の提てい示じした奥おう州しゆう通つう商しよう路ろの白しら河かわ本ほん拠きよにしようと。このところ毎晩、産業委員や、生活委員建築部と会議をしてまして」

「構って貰もらえないのか」

「そ、そういう事ではありませんっ」

　まあまあ、と手を振って制すくらいには先せん輩ぱい面づらもいいだろう。

　手元の表示枠サインフレームでは、滝たき川がわが白鷺城の展開を完かん了りようしたらしい。

「ネシンバラ、どうだ？」

『格好かつこいいねえ……！　ステルスから出てる白鷺城はレアだから、今のうちにたくさん記録を取っておかないとね。だって──』

　通つう神しんから、彼の笑えみを帯びた声が来た。

『──被ひ弾だんに堪たえてる現場のストレス解消に、これから最低でも中ちゆう破はに追い込むから』

「絶好調で何よりだ。じゃあ頼む。無む論ろん、表示枠サインフレームで状況は見てるし、お前らの危険発言は補正しなければならないが」

『Ｊｕｄジヤツジ．、……ともあれ、始まったね』

「何がだ？」

　答えは解わかっているが、問うてみた。すると、

『羽は柴しばとの正面からの、僕達が先頭に立っての殴なぐり合いだよ。そういう時代が遂ついに来た。

　ここでは北ほう条じよう方かたの傭よう兵へいになっているが、北条からの荷か担たんは一切無い。

　P.A.Odaの滝たき川がわ、関かん東とうを管理する重じゆう鎮ちんの白しら鷺さぎ城じようと、武蔵むさし勢の戦せん闘とうだ』

「……歴史浪漫ロマンじゃないぞ。羽柴を抑よく制せいする事が奥おう州しゆうや関東陣じん営えいの益えきになり、ヴェストファーレン会議で武蔵を有利に導く条件なんだ。P.A.Odaが進めている創そう世せい計画に対し、私達は大罪武装ロイズモイ・オプロの収集で抗こうするのだから、この対決は必然でしかないしな。それに──」

　それに、

「犠ぎ牲せいを払ってでも最速で進める羽柴のやり方は、私達とは相あい容いれない」

　葵あおいの指し向こうだが、もはや自分達の主義であろう、と正まさ純ずみは思う。だから、

「ネシンバラ、白鷺城を関東から祓はらえ。そうする事によって、P.A.Odaはこちらを意識せざるを得なくなり、他国は、P.A.Oda一強の時代が変わったのだと気付くだろう」

『僕だけが聞いていい台詞せりふじゃないね』

　そんな事はない、と正純は苦く笑しようした。

「私達は知っている筈はずだ。ここから先、言うのは、葵の言った言葉だ。

　──誰だれが一番強いのか、やってみようぜ、とな」

　ようやく、この戦いをもって、その状況が始まるのだ。だが、

「現場は、頑がん張ばってくれ」

　音が聞こえる。有あり明あけの上面を連打する白鷺城の砲ほう撃げき音だ。時とき折おり、何か引っかけたような軋きしみが聞こえるのは、装そう甲こうの剝はがれた処ところに一いち撃げきを受けたからだろう。

　正純は、表情を改め、問うた。

「状況は？」

『白鷺城が距離を取ってのアウトレンジ砲撃に切り替えた。武ぶ神しんの狙そ撃げきは届くけど、照しよう準じゆんが心こころ許もとない。専用の誘ゆう導どう弾だんでもあれば別だけど、武神用の狙撃砲なんてレアで対応術じゆつ式しきが無いそうだ。だから今、いろいろと手を尽くしているけど」

　ああ、と書しよ記きが言った。

『その後の展開も含めて、──何とかする。期待していてくれ』





●






　有明の空には、砲撃の雨が降っていた。

　流れは先さき程ほどと同じだ。二分ぶん隊たい化した白しら鷺さぎ城じようが、お互いの死し角かくをフォローするように砲ほう撃げきを続けている。しかし、

「くっそ！　白鷺城の奴やつら、さっきより遠ざかってやがる！」

　敵が遠い。

「武ぶ神しん狙そ撃げき隊は、当てられるか!?」

『駄だ目めだ！　遠過ぎるのと、向こうが警けい戒かいして艦かんを振ってやがる！』

「こっちの攻こう撃げきはまぐれ当たりで、向こうは何ど処こ撃うってもこっちを削けずれるって事か……！」

　有あり明あけは的まととして巨大だ。

　大きいが故ゆえに、簡単な破は壊かいは為なされない。だが、それにも限度がある。

　既すでに上面部の装そう甲こうは大きく破壊され、最後の頼みとなる三次装甲も半なかば以上食われ掛けた部分が多い。

　これ以上の被ひ弾だんは危険だ。それが解わかっているために、皆は急ぎ、有明と武蔵むさし側も、

『こちら有明。武蔵と協同で防ぼう護ご障しよう壁へきの展開パターンを新規で組みました。皆様、安全圏けんの位置情報を送りますので、速やかに移動をお願いいたします。──以上』

　空に障壁の連続が立つ。それを砲ほう弾だんが砕くだけば光になる。そして照らされる皆は、

「持ち場に急げ……！」

　移動が大きいのは一般隊だ。個人使用の術じゆつ式しきや武ぶ装そうでは白鷺城まで攻撃が届かない。だが、白鷺城の監かん視しや測そつ距きよは重要であり、また、白鷺城が先程のように敵てき個人戦力を投下してくる可能性もある。その牽けん制せいとして、人員の展開は必要だった。

　そして、皆は気付いた。

　防護障壁の位置が、ある場所に多くなっている事を、だ。それは、

「光こう弾だんとかが落ちた場所じゃねえか……！　白鷺城の連れん中ちゆう、さっき真さな田だが時間を稼かせいでいる間に、こっちの事を測ってやがったのか!?」

　言うなり、有明上から床に響ひびく堅けん音おんが来た。皆が見るのは、有明の西側。そこの床が、浅く傾いている。

　装甲自体は破壊されていないが、二十メートル四し方ほうの板は、明らかに浮いていた。

　え？　という皆の雰ふん囲い気きの中、気付いた者が数名いる。彼らは、はっとした動きで、

「先に、接合が外れた場所か！」
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　白鷺城の艦かん首しゆにて、滝たき川がわは安あん堵どの肩を下ろした。

　手元の表示枠インシヤ・コトブ内には、有明への友効打だ撃げき箇所が赤く示されているが、

「光こう臨りん弾だんを食らった時、一次装甲と二次装甲の間に光が差し込んだんだよ。

　あとは、有明の装甲区分を考こう慮りよの上で計測して、光臨弾が装甲の固定位置近くに撃ち込まれた箇か所しよを見つければいい。あとはその周辺に追加で撃うち込み、歪ゆがませるだけで、一次装そう甲こうは広く剝はがれて下を大きくさらけ出してくれる」

　その箇か所しよ数は、表示枠インシヤ・コトブ内の計測結果に拠よれば、

「八十五カ所。こちらからすれば撃ちたい放題ってとこだねえ」

　言うなり、窓から見える空が赤く光った。

　射しや撃げき位置のデータを送られた主しゆ砲ほう群が、狙ねらいを定めて撃ち込んだのだ。

　一いつ斉せいによる、砲ほう撃げきだった。





●






　有あり明あけが、微び動どうした。

　今までのような、外から与えられた砲撃による震しん動どうではない。

「装甲が剝がされた！　フレームに歪みが来るぞ！」

　まるで、硬くなりかけた泥どろを割るように、砲撃によって剝がされた箇所から、周囲の装甲板の接合部に黒いラインが走る。

　装甲が外れた事で、それを取り付けていたフレームに張ちよう力りよくの強弱が発生したのだ。特に有明の中央側では、四し方ほうからの影えい響きようでフレームが強く引っ張られ、床下からは新たに接合のボルトや溶接の断だん裂れつ音が連続した。

　更さらにはそこに、空からの砲撃が撃ち込まれ、

「地割れか……！」

　言葉通りのものが、有明中央から生じた。

　断続の亀き裂れつが白の上面に走り、薄うす氷ごおりが割れたようなテクスチャで宙に装甲板を持ち上げる。その下では、二次、三次装甲も断裂し、間を通っていた流りゆう体たい燃料の伝でん導どう管かんが破は裂れつした。

　一気に、有明上に光の霧む煙えんが噴ふん出しゆつする。

「上方展開の支し障しようになるぞ！　補修急げ……！」

　皆の叫びと動きに対し、立ち上る煙の数は増え、頷うなずくように空の砲撃が重連した。
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　空から、轟ごう音おんが降ってくる。

　有明から、落らつ下かによる退たい避ひを選んだ海野うんのは、落ちていく宙の中、上空での戦せん闘とうが改めて始まったのを見た。

　すると、こちらの肩かた上うえから宙に身を移した望もち月づきが、

『白しら鷺さぎ城じようからの砲撃が、先さき程ほどよりも随ずい分ぶんと正確性を上げていると判はん断だん出来ます』

「ま、無む駄だに時間を過ごす事はないね。戦せん場じようなんだ。武蔵むさし側が計測なんかしてんだったら、滝たき川がわも同じようにするって事さ」

　有あり明あけも、武蔵むさしも、白しら鷺さぎ城じようも、それを大だい規き模ぼにこなす国力の持ち主だ。

「くそ……」

「大たい国こく相手にゃ、よくやったんじゃねーか」

　と、声が来た。

　筧かけいだ。やや下側、右手側の空を落ちていく彼は、

「正直、生きた気がしなかったぜ」

　と、懐ふところからあるものを剝はがし、千ち切ぎり捨てる。

　符ふだ。忍にん者じや用の身しん体たい強化と、痛覚遮しや断だんの符。数は二枚。

「使用制限ぎりぎりかい。……武蔵副ふく長ちようとそれでようやくやり合えた、ってか？」

「次はもっと上う手まくやっから、一枚でいいだろ。ま、副長とあれだけやれたら、他の連れん中ちゆう相手だったら、もっといける」

「下見るのが好きな男だねえ」

　言って、ようやく笑いが息に入った。頭上を追うように落らつ下かしてくる望もち月づきも、

『私も、本来の業務に戻りたいところです』

「アンタ元々は戦せん闘とう用じゃないしねえ。無む理りさせてる」

「コイツ無む傷きずに近いからって仕切り始めやがったぜ……」

　うるさいねえ、と睨にらみを入れてから、海野うんのは空を見上げた。

　砲ほう撃げきの音が聞こえる。そして、

「滝たき川がわはここで関かん東とうから撤てつ退たいして、後に、賤しずヶ岳たけと小こ牧まき長なが久く手ての戦いで負けて、キャリアが終了するんだっけ」

「──それで済ませる筈はずもねえだろ。P.A.Odaの重じゆう鎮ちんだぜ」

　筧が落下の中で息をついた。

「全く。……俺おれ達は何だってんだ。P.A.Odaのメンツ掛けてただじゃ済まさねえ滝川と、……ここで撤退してる俺達のメンツってな」

「え？」

　疑問の先で、筧は何も言わなかった。ただ、望月が、

『空に、動きが出ます。先さき程ほどとパターンが少々違いますね。単純な砲撃を避けるため、白鷺城側から距離をとっての砲撃です。有明を削けずるつもりでしょう』

「消極的だねえ」

『効果はあります。一方的に砲撃出来ますからね』

　だから、と彼女は言った。

『武蔵側が、──どれだけ戦せん場じようの先を読んでいたか、これで測れます』
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「くそ……！」

　有あり明あけ上面は、剝はがされ、削けずられた。

　敵主しゆ砲ほう群による一いつ斉せい射しや撃げきは、連続出来るものではない。だが、その間に副ふく砲ほう群による連れん射しやが、地割れとなった部分を中心に有明上を突っ走った。

　遠えん距離からの砲ほう撃げきに対し、こちらからの有効な手は打てていない。

　無む論ろん、空には防ぼう護ご障しよう壁へきがあり、大部分は護まもられてはいる。しかし、射しや角かくを突とつ然ぜん変えた攻こう撃げきには対応出来ない。その理由は、

「──自じ動どう人形が、内部から操そう作さしている訳わけだからな」

　元々、武蔵むさしや有明の重じゆう力りよく防護障壁自体が、対災害や、輸ゆ送そう艦かんの落らつ下かなどに対する不ふ慮りよの事故、または戦せん場じよう付近を通過した時の流れ弾だまに対する、という目的のものだ。それを自動人形側で限定用よう途と解除し、有明や武蔵の出力で戦せん闘とう防ぼう御ぎよ用に転用している。

　本来は、ステルス防護障壁で、戦闘を回かい避ひするのが正しい姿すがただ。だが、

「自動人形の外がい界かい捕ほ捉そくは有明や武蔵の視し覚かく素そ子し基本だし、戦闘用じゃねえしな……！」

「その分は俺おれ達が測そつ距きよや計測して補助って訳わけだ！」

　皆は顔を見合わせ、頷うなずいた。そして、

「〝武蔵むさし野の〟さんに情報送るのは俺だ!!」

「甘あめえな！　補佐の〝西にし国こく分ぶん寺じ〟さんが最近は注目株かぶなんだよ！」

「俺は〝奥おく多た摩ま〟さんだね！　この前、雑ぞう巾きん持ちながら窓から手ー振ってくれたもん！」

「窓ふき掃そう除じだろそれー。ありえんわー」

「あるもん！　あるもん！　絶対そうだったもん！」

　砲撃がぶち込まれて、皆が、わああ、と退たい避ひする。そんな動きの中でも、皆は、

「おい！　こっち来い！　上面装そう甲こう板を張り替えるぞ！」

「三次装甲までが破は壊かいされた箇か所しよがある！　その上に、一次だけでも被かぶせて凌しのげ！」

「軽武ぶ神しん隊たい！　一応背はい部ぶ装甲だけつけて上に出てくれ！」

　戦時中の補修作業だ。

　だが、それを止めるように、空からの砲撃は続く。資材は弾はじき飛ばされ、破は片へんが人々を傷つけもする。その中で、皆は時に夜空を睨にらみ、

「そろそろまた主砲群の斉せい射しやが来るぞ……！」

「くそ！　見てろよ白しら鷺さぎ城じよう……！　いずれうちの変人共が酷ひどい目に遭あわせるからな！」

「そうとも！　何らかの手で酷い目に遭わせた後、交こう渉しようで戦争だ！　その上で寒いギャグを聞かされて地じ獄ごくに落ちるがいい……！」

「あ！　役やく職しよく者しや達の方！　何か動きがあるぞ！」

　南西側、もはや役やく職しよく者しや本部となりつつある武ぶ神しん狙そ撃げき班はんの元で、動きがあった。

　空から来る砲ほう撃げきに対し、一つの影が前に出たのだ。

　Ｙ字ポーズの女じよ装そうだった。それは、Ｙのまま三六〇度笑顔で回って頭上で拍はく手しゆし、

「おっし！　オメエら！　狙ねらわれると大変だから、俺おれが代わりに囮おとりになってやるぜ！」

　皆は作業や退たい避ひをしながら、揃そろって右の親指を下に向けた。

「呼んでねえ──！」
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　はあ!?　と女装は皆の集団を指さした。

「何だオメエら！　俺は囮として優秀だぞ！　何せ総そう長ちよう兼けん生徒会長だからな！　さっきだって俺が追われていたからこそあの白しら鳥とり城じようがドカンしたんだぞ！」

　うんうん、と、背後に立ったホライゾンが無表情に言う。

「向こうさん、末まつ代だいまでの恥はじですな」

「あれ!?　今、俺、褒ほめられてる!?　照れるぜホライゾン！」

　砲撃が来た。前から来る着ちやく弾だんの列に対し、ホライゾンは、

「危ないですトーリ様」

　馬ば鹿かを前に蹴けり出した。

　わあ、と皆が声をあげる前、女装は砲撃の列に跳び込みそうになり、くねってかわす。

　そして着弾が空の防ぼう護ご障しよう壁へきに当たって砕くだけ、上を通り過ぎていった後。ホライゾンが、

「だから危ないと言ったでしょう、トーリ様」

「オメエがか!?　そうだな!?　そうなんだなホライゾン！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン、危険な香りのする女です」

　と、言っていた時だ。

　空から朱あけの光が走った。

　白しら鷺さぎ城じようの主しゆ砲ほう群による一いつ斉せい砲撃が、有あり明あけの剝はがれた装そう甲こう部分に向けて放たれたのだ。

　そちらを見た馬鹿は、はっとした動きでＸポーズを取り、

「有明終わったあ──！」

　そんな馬鹿が仰のけ反ぞり出すのを余よ所そに、声を作る者がいた。

　浅あさ間まだ。彼女は馬鹿を横よこ目めで見つつ、

「はいはいどうにかしますから」

　表示枠サインフレームの中、〝奏そう上じよう〟の印いんを彼女は押した。そして、敵てき弾だんの飛来より早く、

「──奏上します」

　浅間が右足を軽く踏んだ。

　直後。自分と朱雀すざくの周囲。そして、

「有あり明あけ、照しよう準じゆん加か護ご術じゆつ式しき〝枝えだ葉は継つぎ〟展開……！」
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　有明を囲むように広がったのは、円の方ほう位い規ぎだった。

　四し方ほうを告げる鳥とり居い、八はつ方ぽうを告げる鳥居。そして目め盛もりと、上下の敵を観測する細い公転ライン。そんな青白い巨大な測そつ距きよ測位システムが有明上面を包むように半球を作った。

　回る。

　公転の細いラインは、その上をスライドして走る鳥居が空を監かん視しし、全方位の目盛りと鳥居からは、敵の移動位置などをやはり専用の表示枠サインフレームが追い、予測した。

　それらの監視情報は、全て提てい携けいする防ぼう護ご障しよう壁へきに送られた。連動システムが働き、高速で移動する相手に対しての防ぼう御ぎよ位置を、自動補正する。

　その手始めというように、〝枝葉継〟が捕ほ捉そくしたものがあった。

「──敵主しゆ砲ほう群、砲ほう弾だん全部！　確定します！」

　飛来する砲弾全てを、公転監視の鳥居が捕捉した。更さらには被ひ弾だん位置などを予測。

　その情報を、有明と武蔵むさし側では、〝枝葉継〟を仲ちゆう介かいに置く事で情報を共有し、

『防護します！　──以上』

　空に散る防護障壁の光量が、目に見えて増えた。そして、

「どうですか!?」

　浅間の問いかけに反射するように、空に障壁の被ひ弾だんが光こう爆ばくした。

　撃げき音おんが連れん鎖さし、有明上の空に流りゆう体たい光こうのフレアが起きる。だが、散り落ちる破は片へんはあっても、

『敵主砲群、防ぎました!!　──以上！』
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　わ、と皆が声を上げた。

　今、有明を護まもるように、空には測位のラインと鳥居が走り、防護障壁が連続する。

　被弾の音も、有明の上面より、空で砕くだけるものが多くなっていく。

　夜空に作られた測位規に力はない。だが、何が起きているかを理解した一般隊たいの皆が、腕を振り上げて叫んだ。今、頭上で行われている莫ばく大だいな防御用統とう括かつシステムの動きは、

「──辛しん抱ぼうと、技術の結果だ！」

　それは、今まで敵の砲撃を受け続けたのを、皆が蓄ちく積せき記録した結果。

　集めた情報を、力無い、しかし莫大な処理能力を持つ測位システムに注そそぎ込む事で、防護障壁の管理と対応を補助する。

　今までは、自じ動どう人形達の判はん断だんに全ての防ぼう護ごを任せていたが、もはやそれだけではない。

「俺おれ達が自動人形側を支えるなんてな……！」

　ああ、と皆が頷うなずいた。

「一回やってみたかった!!」
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　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内、鈴すずの肩を後ろから支えていた〝武蔵野〟が、皆の声に小さく頷いた。

「自動人形が人々のお手を煩わずらわせるとは痛つう恨こんの極きわみ。しかし──」

　傍かたわらの表示枠サインフレームに、〝武蔵むさし〟から湯ゆ飲のみを受け取った酒さか井いが映る。彼は湯飲みを掲かかげ、

『仕事しやすいように、道具を貰もらったんだと考えようよ』

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒井様も〝武蔵〟様にそのような御手配ありましたらお願いいたします。──以上」

　そして彼女は、鈴の手元を見た。有明と周辺の模も造ぞうを作っていた彼女は、

「これ、見えた……！」

　白しら鷺さぎ城じようだ。白鷺城は彼女のトスした動きに押されて、魚のように有明の模造を回り出す。二分ぶん隊たいされた模造は流体のラインを引き、それが、

「軌き道どうですね……！　有あり難がとう御ご座ざいます、鈴様。総員に情報を提てい示じします。──以上」
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　有明上の皆は、空を護まもる防ぼう御ぎよの下で、ある事に気付いた。それは、

「……照しよう準じゆんへのフィードバックが来た！」

　射しや撃げき隊を中心として、期待を隠かくさぬ声が生じた。

　彼らの照準術じゆつ式しきの中に、祝詞のりとの文字が高速で流れ出している。その内容は、

「〝枝えだ葉は継つぎ〟からの照準補正が来る！　超ちよう遠えん距離対応、防ぼう護ご管理対応のものが！」

　皆は、それを構築し、使用する者達へと、視線を向けた。

　有明の南西角かど。そこにいる武ぶ神しん狙そ撃げき隊と、

「流石さすがは浅あさ間ま神じん社じやの狙撃巫み女こ……！」
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「誰だれが狙撃巫女ですか……!?」

　浅間の抗議が生まれるところ、武神狙撃隊は、有明の南西角に常じよう駐ちゆうしていた。

　円形軌道で空を回る白鷺城に攻こう撃げきを掛ける場合、長方の有明上からは、その角かど地ちからが最も距離が近いものとなる。だから、

「くっそ、出来るなら場所変えて海側の角に行きたかったさねえ。山側だと上じよう昇しよう気流が読めないタイミングで吹き上がってくるからやりにくいさ」

　地じ摺ずり朱雀すざくに膝ひざ立だちで長ちよう砲ほうを発はつ射しやさせながら、直なお政まさが言う。

　応じるように口を開いたのは、銀ぎん鎖さで五メートル四し方ほうの装そう甲こう板ばんを四枚掲かかげ、砲ほう弾だんよりもその破は片へんや落らつ下か物から皆を護まもっているミトツダイラだ。彼女は吐と息いきして、

「有あり明あけ、広いですもの。──各地で気き候こうが違ったりしますから、戦せん術じゆつが変わりますわ。

　だけど同じ場所にいるからこそ、出来る事もありますわね？

　たとえば、相手の動きに対し、蓄ちく積せきしたデータでの狙そ撃げきを出来る、とか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、面めん倒どうだけど、いろいろ組み合わせるしかないさねえ」

　言って、直なお政まさが地じ摺ずい朱雀すざくを立たせた。

「アサマチ！」

　はい、と頷うなずいた浅あさ間まが柏かしわ手でを二発打つ。すると、地摺朱雀と直政の顔前と、長ちよう銃じゆうの銃じゆう口こう上に三つの照しよう準じゆん術じゆつ式しきが現れた。

　長射しや程てい、それも動どう態たい用の狙撃照準術式だ。
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　浅間は、表示枠サインフレームで術式管理を行いながら直政に言う。

「今までの蓄積から、先読み補正も入れました。ただ、朱雀を浅間神じん社じや警けい護ご役に仮認にん定ていしてあるので、中心座ざ標ひようはここではなく武蔵むさし基準となっています。注意して下さい」

　武ぶ神しんの狙撃用に使う術式とはいえ、想そう定てい距離が最大で二十キロを超えている。

　……私達の射撃は、その射しや線せんも禊祓みそぎするから、長射程でも安定しますけど……。

　照準術式のみで狙撃を行った場合、人間サイズの長銃ならば、大体二キロ前後が最大射程となる。有効射程としては五百メートル前後だ。射撃用加か護ごを掛ければ距離は倍々で増えていくが、今回はそうではない。

　武神の身長は人間の約六倍。スケール比で言えば十二キロまでは照準術式で確定出来るが、やはり武神であっても、人間の視覚に準じると有効射程は一五〇〇メートル前後となる。

　照準術式を重ねて、二十キロ向こうの動体を撃うち抜くには、

「やるしかないさね」

　直政の声に、揺らぎも力もない。

　ただいつものように、興きよう味みなさげな、淡たん々たんとした口く調ちようだ。

　だから浅間は頷いた。正面、見ればトーリがこちらを向いて、右の親指を上げる。ふと、笑えみを返しそうになるが、

　……マ、マサに向けてですよね、あれ。そうですよね。

　いろいろな感情を口の中でかみ殺しつつ、浅間は術式に掛かっているセイフティを解除。

　自分の眉まゆが浅く立っている事を自覚しながら、こう言った。

「──お願いします」
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　朱雀すざくの射しや撃げきは、即そく座ざに行われた。

　狙ねらう相手。西の空から反時計回りに南西へと回って来るのは、

「白しら鷺さぎ城じよう第一分ぶん隊たい、──狙うなら中央艦かんさね」

　使用する弾だん丸がんは、弾だん倉そう内に一発だけを置く事が出来るもの。特注の内容は、

「機き関かん部ぶ特製、高速加か護ご特化型実じつ体たい弾だん。白鷺くらいならぶち抜けるだろうさ」

　砲ほう撃げきした。





●






　無人に見える白鷺城艦かん橋きよう内は、警けい報ほうの音に満ちた。航こう法ほう士しの声が振り向き、

「敵砲ほう弾だん来ます！　高速型！　相そう対たい速度ありで被ひ弾だん軌き道どうです！」

「この距離で狙そ撃げきして当てるのかい!?」

　滝たき川がわの問い掛けに答える代わりとして、床に表示枠インシヤ・コトブが出た。そこに映るのは敵てき弾だんの軌道予測だ。それは、弧こを浅く描いた敵弾が、

「──左さ舷げん正面側から艦橋基部に来ます！　やや浅め、面おも舵かじで回かい避ひ可能！」

「回避したら後ろの随ずい伴はん艦はどうなる!?」

　滝川の指し示じによって、弾だん道どうの更さらなる予測ラインが描かれた。それは、

「随伴二番艦が被弾！　軌道を乱し、後続を巻き込みます！」

「ならば、一いつ択たくだ！」

　滝川は、右手を挙げて叫んだ。

「艦正せい中ちゆう！　左舷正面に防ぼう護ご障しよう壁へき集中しな!!」
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　高速弾は、白鷺城中央艦の左舷正面から、突き込むような打だ撃げきを見舞った。

　白鷺側は、防護障壁を多重展開し、その一発を、

「……凌しのげ!!」

　瓦が解かいの音が空に響ひびいた。分ぶ厚あつく広く空に立った障壁の重なりが、着ちやく弾だんの衝しよう撃げきに撓たわみ、数百枚がまるで一枚の板のように連動で歪ゆがんだ。

　割れる。

　だが、その崩ほう壊かいも、一枚単位ではない。

　重なった障壁の中央部に、クレーターのような穴が開き、それが一気に全体を浸しん蝕しよくする。

　衝しよう撃げきが白の水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを生み、崩ほう壊かい速度を加速した。

　ただただ、空に硝子ガラスの割れるような音が重なって、一個の砕さい音おんを作った。その中央を抜けようとする砲ほう弾だんは、

「通るのか……!?」

　直後に、防ぼう護ご障しよう壁へきがいきなり追加された。

　ある筈はずの無いものだった。既すでに白しら鷺さぎ城じよう中央艦かんの障壁は全て高速弾だん対応に出ているのだ。だが、後押しするように現れ、砕くだけるのは、

「随ずい伴はん艦だ！」

　随伴の先頭を行く一番艦と、続く二番館が、白鷺城に並んで障壁を補助したのだ。

　新規の力が、砕ける盾たてに厚みを与え、だが、一気にそれも砕かれた。

　貫かん通つうする勢いは光と響ひびきを伴い、しかし、

「……逸そらした!!」

　航こう法ほう士しの見切りと同時、出現していた大半の防護障壁が爆ばく砕さい。代わりというように、白鷺と随伴艦が前に出た。

　無む傷きずだ。

　有あり明あけの主しゆ砲ほうとも言える敵の攻こう撃げきに対し、滝たき川がわ隊たいはこう叫んだ。

「凌しのいだぞ……!!」

　直後。光が生じた。白鷺城じよう中央艦左さ舷げん。艦かん橋きよう基部の副ふく砲ほう群に真ま横よこから打だ撃げきが入ったのだ。

　白鷺城が、被ひ弾だんの衝しよう撃げきに揺れた。
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　震しん動どうが生じ、破は壊かいを告げる警けい報ほうが鳴った。

　白鷺城中央艦の艦橋からは、左舷眼がん下かの爆ばく炎えんが明確に見えている。

　航法士が床を走る足音を立て、それを視認した。

「被弾だと!?」

　一発ではなかった。立て続けに今も響く衝撃を前に、航法士は敵弾の軌道を見た。表示枠インシヤ・コトブに現れる敵砲弾の発はつ射しや元は、

「有明南西ではありません！　有明西せい縁えん、中央です！」

　距離としては最も遠くなる辺の真ん中。そこにいる影が、光学増ぞう幅ふくされた映えい像ぞうで表示枠に捉とらえられる。こちらに向けて長ちよう砲ほうを構えているのは、

「立たち花ばな・誾ぎんです！」
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　誾は、一本の長砲を巨大な義ぎ腕わんで摑つかんでいた。

　大型十字砲火アルカブス・クルス。〝四つ角十字クアトロ・クルス〟と呼ばれる双そうの大たい砲ほうの一本だ。

「……右側だけですが改修がなって、実戦の初しよ撃げきが対たい艦かん砲ほう撃げきとは」

　元は攻こう城じよう用の〝四つ角十字クアトロ・クルス〟だ。

「──ならば戦せん艦かん相手に遜そん色しよく無し」

　だから誾ぎんは無表情に大たい砲ほうを連れん射しやした。十字部分の短たん軸じく。その両側から術じゆつ式しき火か薬やくの流体破は片へんが散り、砲ほう弾だんの紙包が排はい出しゆつされる。そして、光が散った数だけ、遠くの空に被ひ弾だん光が見える。

　……当たるものです。

　前後に長い戦艦を真ま横よこから狙ねらっている、というのもあるだろう。だが、最大の要因は、空と水平に展開している〝枝えだ葉は継つぎ〟と、その情報を得た射しや撃げき術式だ。

〝四つ角十字〟には、改修時、極きよく東とう式の管制システムを従来の旧派カトリツク系けいのものに被かぶせて入れてある。それによって武蔵むさし側、浅あさ間ま神じん社じやのバックアップを受ける事が可能になった〝四つ角十字〟は、〝枝葉継〟の情報処しよ理り補助を得た上で、

「第六特とく務むの射しや撃げき情報を即そく座ざに入れたこの砲ほう撃げき、如何いかがですか？」

　実際は、第六特務の狙そ撃げきこそが、最後の測そつ距きよだった。

　敵までの正確な距離、天てん候こう情報、そして敵の防ぼう御ご設備情報といった全て。それを一発で引き出すには、

　……見事な狙撃能力が必要です。

　地じ摺ずり朱雀すざくの精度が高いのだ。重じゆう武ぶ神しんであり、機き関かん部ぶで働いているが、関かん節せつ系けいやフレームには充分に手を入れているのだろう。

　厄やつ介かいな、と敵てき味み方かた感覚で思ってしまうのは性格なのでしょうがない。

「と……、砲ほう身しんが焼き付きますね」

　誾ぎんは表示枠サインフレームの〝四つ角十字〟制せい御ぎよ画面を見て、砲撃を止めた。

　すると、南西側の角から宗むね茂しげが走ってきた。彼は肩に替えの弾だん倉そうを左右それぞれ三つ程ほど担かついで来ると、

「あれ？　誾さん、もう終わってしまいましたか？」

「……宗茂様が見たいなら、続けましょう」

　と、誾は弾倉を受け取って交換。チャンバーに一発目を叩たたき込むと即そく座ざに砲撃。ややあってから、遠くの宙を南に回って行く白しら鷺さぎ城じように火が灯ともった。

　宗茂は、こちらの傍かたわらに座り、片かた膝ひざを立て、白鷺城の被弾を見る。そして彼は、

「おお、……実戦の初戦せん闘とうが白鷺撃うちとは。誾さんらしい風ふう雅がな撃ち初ぞめだと思います」

「武ぶ家けの娘むすめですから」

「そうですね。ならば白鷺撃ちより、白鷺狩がりの方が誾さんらしいですね」

　彼が言うなり、南西の空に火か炎えんが生まれた。

　白鷺城の左さ舷げん副ふく砲ほう群。その数基が爆ばく発はつしたのだ。

　それを見届けて、誾は一ひと息いきを床に小さく落とす。そして彼女は彼から視線を逸そらし、

「宗茂様、砲ほう身しんが過熱してしまったではありませんか」
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　白しら鷺さぎ城じようの中央艦かんが小しよう破は状況になった。それを理解した武蔵むさし主力の間に、指し示じが飛ぶ。

・未熟者：『武ぶ神しん狙そ撃げき隊たい、直なお政まさ君と立たち花ばな君の情報を基礎に白鷺城の第一、第二分ぶん隊たいにも狙撃を開始してくれ！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声をもって、狙撃隊の重じゆう武神が立ち上がった。

　砲ほう撃げきが交こう叉さする。だが、こちらの防ぼう護ご障しよう壁へきは宙を回り、敵からの被ひ弾だんを最小限にする。

　しかし、

・賢姉様：『あらあら、白鷺城が下がらないわね？　開き直ったのかしら？』

　そうではなかった。下、武蔵にいる鈴すずから、通つう神しんが飛んできた。

・ベ　ル：『むこ、う、近付いてくる、よ……!!』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　ここで下がっても、測位の余よ裕ゆうをこちらに与えるだけですわ。──敢あえて接近して、砲ほう撃げきの密度と精度を上げる。そうするつもりですわね』

・粘着王：『打だ撃げき戦か……！　心が滾たぎるな！』

　だが、皆はそれを見た。

　こちらに接近してくる白鷺城が、その全身を軸じく転てんさせたのだ。

　それは、インコーナーに向けて艦かん体たいを倒す動きだ。空中で横倒しになる事で、被弾面積を下げる一方で、

・武　蔵：『皆様！　全力で退たい避ひを！　──以上』

　白鷺城の全砲ほう門もんが、艦として真ま上うえを。有あり明あけ側を向いた。

・武　蔵：『敵、一いつ斉せい砲撃来ます！　──以上』





●






　有明が、打撃された。

　近距離からの全砲門による一斉砲撃だ。今までは旋せん回かいからの砲撃だったので左さ舷げん側の砲ほう台だいしか使用していなかったが、今回は違う。

　上面装そう甲こう板ばんは夏の雨の飛沫しぶきのように弾はじけ飛び、白の破は片へんが夜を高く飾った。砲撃はその破片を吹き飛ばす突とつ風ぷうのように有明を洗い、しかし止まらない。

　一次装甲は破は裂れつし、二次、三次にまで砲弾が到達した。

　今までの積み重ねを一気に褒ほめるように、砲ほう火かが有明を破は壊かいする。

　有明の周囲を飾る〝枝えだ葉は継つぎ〟は全域に展開し、有明と武蔵の防護障壁が防ぼう御ぎよに入る。

　敵かなわなかった。

　今までに倍加する砲撃量と、近距離化された事による威い力りよくの向上。更さらには、白鷺城が、更さらなる分ぶん隊たいを行い、狙ねらいを散らし始めたのだ。

　空を旋せん回かいしていた一いち分ぶん隊たい、二分隊が、それぞれ二つにまた分かれたのだ。

　四分隊。それは単純な四連回転ではない。離れていった側は速度を落とし、一度停止すると、後退によって逆回転を始めたのだ。

　二重反転の集中砲ほう火かが、有あり明あけの破は砕さいを夜空に響ひびかせた。
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「──白しら鷺さぎ城じようには強力な大たい砲ほうは無い」

　警けい報ほうが鳴り、煙の匂においも染しみ出した白鷺城の艦かん橋きよう内で、滝たき川がわは低く告げる。

「だが、高速機き動どう可能な白鷺は、その加か速そく器きを制せい御ぎよする事で、他の艦には不可能な、こういった運用も可能でね。それによる、艦戦ではあり得ない筈はずの、艦からの全砲ほう門もん一いつ斉せい砲ほう撃げき。短時間運うん用ようになっちまうが、有明はどこまで堪たえてくれる？」

　滝川は頭上を見上げた。

　天てん井じよう、そこに浅い角度から見下ろした有明が映っている。

　白の巨きよ大だいな平面は、被ひ弾だんの火ひ花ばなと、破は片へんの飛び散りがほぼ全域を覆おおった状態になっていた。だが、敵は未だに幾いく箇か所しよかに防ぼう護ご障しよう壁へきを集中させ、そこから確実な狙そ撃げき弾だんが飛ばしてくる。その捕ほ捉そくを行った航こう法ほう士しが、こちらに状況を送ってきた。

「有明中央、敵てき狙撃隊が正せい中ちゆうラインに乗っています！　狙ねらいますか!?」

「構うな！　既すでに二次装そう甲こうまでは剝むいてる！　一部は三次も抜いた筈はずだ！　それを計測して、集中砲火を叩たたき込め！　こっちの被弾は当然と考えな！　これは打だ撃げき戦なんだよ！」

　右腕を振って叫び、滝川は、自分の腕の動きに後から気付く。

　彼女は小さく笑って、手の上に乗ってきたガルーダをつまんで投げ捨てる。

「熱くなってるねえ」

　腕を組み、口くち端はの笑えみを立てて窓の外を見れば、白鷺城は今まさに赤の火か炎えんと黒の爆ばく炎えんを吹き続けていた。

「あと何分保もつ？」

「Shaja！　──正味十分かと」

「だったら五分以内に全ぜん弾だん撃うち切りな。──五分で有明を掘って勝負をつけるよ！」

　滝川の声に、皆が頷うなずいた直後だった。外を観測していた航法士が、

「え……？」

　彼の疑念に対し、誰だれも、どうした、とは言わなかった。

　頭上に見える全てが、答えだった。

　有明が白の霧きりを纏まとっている。

「ステルス防護障壁!?　──重じゆう力りよく障壁の力を捨て、逃げるのか!?」
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　有あり明あけ内部は、雨音にまみれていた。

　上部、天面装そう甲こうを三次装甲まで撃うち抜かれた箇か所しよが生じ、有明内部に外気と鉄てつ弾だんが届くようになっていたからだ。

　無む論ろん、それはそのまま通されるものではない。装甲厚あつは三メートルに達し、間には緩かん衝しよう用の空間もある。だが砲ほう弾だんは穴の内壁に反射して砕くだけ、開いた穴からは破は片へんが跳ちよう弾だんとして飛ぶ。

　それを防ぐために天てん井じようには防ぼう護ご障しよう壁へきが重ねられるが、時とき折おりに壁が揺れるほどの一いち撃げきが来る。

　更さらには、天井の各所から流りゆう体たい燃料の光こう煙えんや水が吹き出し、雨となっていた。

　警けい報ほうが鳴り、室内の雨が降る中、たたずむ者がいた。

　雨に浅く当たるのも構わずにいるのは、上面に上がるリフト上にいた正まさ純ずみだ。

　彼女は、目の前に皆を迎えていた。

　武蔵むさしの主力。役やく職しよく者しや達だ。

　勿もち論ろん、彼らだけではない。他のリフトには狙そ撃げき役の武ぶ神しん達や、上の補修を行っていた者達を始めとする一般学生達がいる。

　彼らに対して、正純は言った。

「上面での戦せん闘とう、よくやってくれた。白しら鷺さぎ城じようを小しよう破はさせた上で有明に引きつけ、手の届く距離にまで持ってきてくれた」

　正純は、雨に打たれる右の手を、肘ひじから先で挙げた。

　そして、皆を見渡して、言葉を作った。

「これより、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは、五分以内に白鷺城との決着をつける」
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　白鷺城の艦かん橋きよう内では、砲ほう撃げき続行の指し示じが出ていた。

　有明がステルス防護障壁で身を隠かくしたところで、砲弾の防ぼう御ぎよにはならないのだ。だから虚こ空くうに見えていても、砲撃を続ける事で、その砲弾が見えなくなった位置や、破片の落らつ下かから有明の存在を知覚出来る。

　滝たき川がわは、予測出来る有明上面の要所に向けて、変わらぬ集中砲ほう火かを行わせ、

「そろそろ上が砕ける筈はずだよ！」

　武蔵は内部の陸りく港みなとに着ちやつ港こうしている。有明の上面装甲を砕けば、武蔵は単なる的まとだ。

　もしかすると、既すでにそのような状態になっているかもしれない。

　だが、予測で喜ぶ意味は無い。全ての砲弾を叩たたき込んだ後、念には念を入れて、

「随ずい伴はん艦！　距離をとって乗員退たい避ひ！　有明に突とつ撃げきする準備だよ！」

　たとえステルス解除して重力式の防護障壁に切り替えても、四艦かんによる吶とつ喊かんに破は砕さいした上面装そう甲こうが耐えられるものではないだろう。

　あわよくば内部の武蔵むさしに砲ほう撃げきか随ずい伴はん艦が到達。もしくは、有あり明あけに上面崩ほう壊かいのダメージを与えて戦果と出来る。前者がベストだが、後者であっても問題は無い。上面崩壊した有明では、今後、武蔵を護まもる事が出来ないからだ。

　手元の表示枠インシヤ・コトブでは、推すい測そくされる有明のダメージ状況が見えている。

　……あと、二分ほどで、上面装甲の三次部分に三十メートル四し方ほうの剝はく離りが生じる。

　一点集中では無く、数カ所への砲撃による成果だ。フレームの歪ゆがみが、内部から装甲板を剝離する。

　つまり、あと二分で内部の武蔵に攻こう撃げきが届くのだと、そう思った時だ。

　空。下方の空間に、いきなりの光が生まれた。

　数キロ単位の長方体の巨大な塊かたまり。そんな光が、空に落ちたのだ。

「あれは──」

「有明から武蔵が下方展開で出しゆつ港こうする際の、流体プールです……！」

　有明より、一回り小さい長さと幅を持った光の滝たきが、空中にぶちまけられた。

　続く動きで何が起きるか、副ふく官かんの声が叫んだ。

「武蔵、下方展開で有明から出場します！」







[image: 第二十五章『天上の権利者』]
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　滝たき川がわは、光る空を見下ろしていた。これは、

　……武蔵むさしが出る!?

　無人に見える艦かん橋きよう内。天てん井じように映る表示枠インシヤ・コトブに、作図が出た。それは有あり明あけの線画と、その下側から垂直に出てくる武蔵の図だ。

　有明の下方展開。

　有明からの出しゆつ港こうは、下方か上方か、だ。だが、上方は現在こちらが攻こう撃げきを送っている。以前にも用いた下方展開を利用するのが、有明を盾たてに出来るし、安全だろう。

　だが、と滝川は思った。何な故ぜ、この状況で武蔵を出すのだ、と。

「滝川様！　前回の下方展開射しや出しゆつでは、武蔵が重力制せい御ぎよ航こう行こうに移行するまで約一分です！」

「そうなったら、どうなるっていうんだい？」

「Shaja！　現在の有明の向きは──」

　砲ほう撃げきの反応から推すい測そくされるステルス防ぼう護ご障しよう壁へきの中。有明は旋せん回かいしていた。艦かん首しゆが向く方向は、先さき程ほどまでとは違う南西。そちらの直線上、遙か遠くにあるのは、

「──安土あづちです！　重力航行を使用すれば、北ほう条じよう領内を通過の後、十七分後に武蔵は安土と接せつ触しよくします！」

　そして、眼がん下かに莫ばく大だいな風の動きが生じた。

　何が起きたかは解わかる。通つう神しんの報告からも、

「武蔵有明下方に出現！　艦かん底てい部視し認にん！　高速で降こう下か中です！」

　その声に、滝川は判はん断だんを下した。

「白しら鷺さぎ、有明前方の空に艦姿し勢せい保って移動！　随ずい伴はん艦は武蔵後部に回れ！」

　正面では、武蔵が出合い頭がしらの主しゆ砲ほうを準備している可能性がある。だから上方を取り、武蔵の艦首側を砲ほう撃げきで破は壊かいする。武蔵が有明を傘かさとするならば、それは武蔵の主砲にとっては邪じや魔まになるものだ。

　……上空を取っていれば、安全だねえ！

「位置を取り次第砲撃！　武蔵艦首を集中砲撃し、重力航行出来ない船にしてやるんだよ！」
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　武蔵が降下する中、艦橋内で、鈴すずはその落らつ下か制御をしていた。

　今、自分達が行っている事は、有明との連動が必ひつ須すの事だ。だけど、

・ベ　ル：『わ、私、が、仕切って、て、いいの、かな』

・有　明：『失礼いたします。〝有明〟です。ここ数日で、武蔵所属、向むか井い様の立体模も造ぞうなどをこちらで複製確かく認にんさせて頂きましたが、当有明を非常に可愛かわいらしく──、統計的判はん断だんで個人感情ではありません。自じ動どう人形に感情はありませんので。──作って頂きました。その内容を見ますからに、武蔵むさしとの連動においては向むか井い様に基本部分を一任、後は有あり明あけ、武蔵が補助とすると言う事で行動するのが安全かと判はん断だんいたしました。──以上』

・武　蔵：『当艦総そう艦かん長ちようも、同意いたしました。──以上』

　じゃあいいのかな？　いいんだよね？　そうだよね？　と、緊きん張ちようで熱のある汗あせを搔かきつつ、鈴すずは手を動かした。有明の模も造ぞうと、武蔵の模造を少し大きめに拡大して、

「じゃ、行く、よ……？」
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　滝たき川がわは、有明正面の空に白しら鷺さぎ城じようを移動させながら、眼がん下かに出現する武蔵の影を見ていた。

　ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきから姿すがたを現す際、その断面は流りゆう体たい光こうに満ちる。位い相そう空間から物体が射しや出しゆつされる時と同じだ。

　そして今、武蔵は、その巨体をわずかに傾けて落らつ下かしていた。艦かん尾び側を下にする姿勢で、ややもすると後退をしている。

　落下ではない。重力航こう行こうシステムを展開する際、後退下か降こうする事で風を後ろから前に受け、翼つばさなどを高速展開するのだ。

　滝川は、斜め落ちに降こう下かする武蔵を見て、こう思った。

　……都つ合ごうがいい。

　今、武蔵の後部には随ずい伴はん艦かんが回っている。艦尾正面から激げき突とつするより、斜めになっていてくれた方が、その表ひよう層そう部ぶに斜め撃うちの激突を入れられる。

　ならば後は、

「有明を考こう慮りよして射しや角かくを確保！　随伴艦は定位置についたら加速に入れ！」

　手を振り、命じた瞬しゆん間かんだった。

　遠くの空。北東の闇やみの中で、色が咲いた。

　赤の色だ。その正体は、

「──随伴一番艦、二番艦が被ひ弾だん!!」

　何、と思うより先に、北東の空で、爆ばく炎えんが二つ生じる。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた火の明かりに照らされたもの。敵が取った方法を、忍にん者じやである滝川の視覚は確かく認にんした。

「……有明所属の輸ゆ送そう艦を激突させたのかい!!」
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　滝川は、有明がステルス防護障壁を張った理由を悟さとった。それは、有明を隠かくすのではなく、

　……輸送艦を激突させるための加速を、隠す目的か！

　後方への牽けん制せい。それは、こちらの意い図とを読まれているという事だ。

　遠方の空から、爆ばく発はつを告げる音が、空の鳴り響ひびきとして届いてきた。

　更さらには、随ずい伴はん艦かん二隻せきが、激げき突とつの輸ゆ送そう艦を伴い落ちていく音が、長い低音として届いてくる。

　自分達がとっている現状の戦せん術じゆつを、敵は先読みしている。と、そんな事を滝たき川がわが思った瞬しゆん間かんだった。

「──敵てつ機き飛来!!　里さと見みの武ぶ神しん！　〝義ぎ〟です!!」

　一いつ瞬しゆんだった。

　狙ねらわれたのは、こちらに接近して定位置につこうとしていた左さ舷げん艦だ。

　副ふく砲ほうの迎げい撃げきも間に合わない、武神の高速突とつ撃げきによる不ふ意い打うち。正確に、左舷艦の艦かん橋きようと後ろからすれ違う軌き道どうは、左舷艦艦橋の死し角かくを突いたものだった。

　索さく敵てき装置で検けん知ちしていても、視し認にん出来ねば対応は遅れる。だから、見ている自分達が、

「左舷艦、艦橋防ぼう護ごしろ！」

　防護障しよう壁へきで何とかなる。何な故ぜなら、

「──そいつは近接攻こう撃げき装備だ！」
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　義よし康やすは、迷わなかった。

　……一いつ刀とう！

　横倒しになって飛行する白しら鷺さぎ城じようの左舷艦。その艦橋と下からすれ違い、追い抜く一瞬だった。義康は、そこに全てを懸かけた。

　集中によって速度が落ちたように見える視し界かいの中、艦橋と自分の間に流体の霧きりが見えた。

　これが防護障壁となるのだ。

　時間があれば、障壁を破は壊かいして艦橋にとりつくべきだろう。

　だが、今は無む理りだ。速度もあり、そのような事をしている暇ひまはない。迂う闊かつにこの速度で艦橋に近付けば、艦橋ごと囲む防護障壁に激突する。

『ならば──』

　義康は、横よこ薙なぎに剣を振り抜いた。

　腕を、手首を、最大限まで伸ばし、出現する防護障壁が形を確定するより早く、超高速の流れで、

『……！』

　障壁に引っかければ腕が飛ぶ。しかし、刃やいばは水平に風を切り、腕を安定させた。

　あとはもう、する事は一つだ。

　手にしている一刀を、義康は投じた。

　トスするように、指で柄つかを押し、左舷艦の艦橋に、

『行け!!』

　行った。
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　滝たき川がわ達は見た。こちらに合流しようとしていた左さ舷げん艦かんの艦かん橋きように、青あお柄づかの一いつ刀とうが突き立ったのを、だ。

　武ぶ神しんの刀よりも艦橋の方が幅を持つ。故ゆえに鉄をも断つ大だい刀とうは鍔つばまでを叩たたき込まれ、

「左舷艦！」

　滝川の呼びかけの先で、左舷艦が震しん動どうし、艦橋周辺の光を失った。

　直ちよく撃げきだ。

　後から、赤みを帯びた非常灯とうが点つくが、遅い。左舷艦の艦かん体たいは軸じく転てんを大きくし、揺らぎつつあった。航こう行こうは可能だが、艦橋部の管理システムが大部分使用不能となっているのだろう。

　もはや左舷艦は、艦橋部が復ふつ旧きゆうするまで各部ぶ署しよが独自に運用するしかなく、それは、

「五感を奪うばわれて航行するようなものだ……！」

　既すでに、里さと見みの武神は通過して、放物線軌き道どうで降こう下かに入っている。

　自分達から距離を取りつつ、加速する武蔵むさしと合流する。そんな軌道に見えた。

　……やってくれるねえ。

　滝川は思った。このままでは済まさない、と。

　随ずい伴はん艦の激げき突とつは牽けん制せいされた。

　左舷艦は指し揮き能力を失い、自分の指揮する中央艦も左舷側に被ひ弾だんしている。

　右舷艦だけが無事なのが行ぎよう幸こうだ。ならば、

「左舷艦！　通つう神しんが聞こえているなら、その場で下方射しや撃げきに専念！　武蔵の軌道を潰つぶす事だけを考えるんだよ！」

『──Shaja！』

　返ってきたのは、ノイズだらけの、しかし確かな応答だ。

　砲ほう門もんは生きている。指揮系けいからの照しよう準じゆん補助などはないが、

『左舷艦、垂直下方向に全ぜん弾だん発はつ射しや継続します！』

　それでいい。後はこちらが、有あり明あけの見えぬ傘かさの陰にいる武蔵を、砲ほう撃げきするだけだ。

　だが、ふと滝川は思った。妙みようではないか、と。

「……？」

　引っかかりがある。
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　滝川は、疑問した。

　何な故ぜ、今、里さと見みの武ぶ神しんは、左さ舷げん艦かんに攻こう撃げきを掛けたのだろうか、と。

　……否いな、戦せん術じゆつとして説明は出来るじゃないか。

　武蔵むさしが加速して安土あづち城じようを追う際、白しら鷺さぎに追走させないためだ、と。

　中央艦は被ひ弾だん、左舷艦は指し揮き能力が無くなれば、追つい撃げきは右う舷げん艦だけとなる。

　武蔵の加速なら、右舷艦を引き離す事は容易だろう。白鷺城じようの推すい力りよくの多くは、中央艦が持っているのだから。

　……いや、そうじゃない。

　嚙かみ合っていない。

　白鷺城の追撃をかわすだけならば、中央艦が被弾した時点で完かん遂すいされている。左舷艦も、右舷艦も、推力では中央艦に足りないのだから。

　それなのに何故、敵は左舷艦を撃うったのだろうか。

「足止め……？」

　確かに、指揮能力を失った左舷艦を、自分達はカバーしなくてはならない。それによって、中央艦も右舷艦も、この空域から簡単には離脱出来なくなっている。

　動けない。

　が、ここにも引っかかりがある。

　武蔵の追撃は、もはや白鷺城には無む理りなのだ。それなのに、何故ここで足止めをするのか。

　……まさか……！

「中央艦、左舷艦、有あり明あけ方向の水平に砲ほう撃げき！　──有明外がい縁えんから輸ゆ送そう艦が来るよ!!」
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　高速の一いつ直線を描いたのは、有明所属の一艦だった。

　激げき突とつ力を上げるため、先せん端たん側に破は損そんした上面装そう甲こう板ばんを積んだ平ひら船ぶねが、一直線に空を行く。

　だが、その飛来は、読まれていた。

　白鷺城の主しゆ砲ほう群の一いつ斉せい射しや撃げきで、

「……!!」

　平船の左舷ビルジが破は壊かいされた。

　高速で行く艦は、衝しよう撃げきによって容易たやすく軌き道どうを失う。

　左舷を跳ね上げた輸送艦は、平船独特の先端構造から、大気に乗り上げた。一気に艦かん首しゆが持ち上がり、艦かん底ていを見せるように、しかし前に出て、

「撃うて……！」

　白鷺城の号ごう令れい一いつ下か。輸送艦は立ち上がった全身を破は砕さいされた。

　破は壊かいだ。

　鉄の艦体は、もはや原形をとどめぬ塊かたまりとなった。

　落らつ下かに入る。積まれていた資材が止め縄なわを失ってほどけ、空に立体物を放り捨てていく。

　後は、落ちていくだけだ。その途と中ちゆうで爆ばく発はつを起こし、散り消えるだろう。

　見送るまでも無い。

　しかし、その時になって、白しら鷺さぎ城じようの住人達は、眼がん下かを見た。

　そこに、巨大な箱がある。

　有あり明あけが、ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきを解除したのだ。

　だが、それだけでは無かった。

　有明が変形していた。

　傷つき、砕くだかれた上面装そう甲こうを折り畳たたみ、左右に羽のようにして、内部を露あらわにしている。

　上面展開だ。
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　……何をしている!?

　有明内部を、上空から滝たき川がわは見た。

　視し界かいの下にあるのは、何ど処こまでも続くように見える鉄の箱だ。

　だが、何な故ぜ、有明は今いま更さらにステルスを解除して、上面展開を行っているのか。

「武蔵むさしは、下方展開で下に出しただろう……」

　呟つぶやきつつ思うのは、陽よう動どうという言葉だ。無防備な内部をさらけ出す事で、こちらの攻こう撃げきを武蔵に向けさせようとしているのではないかと。または、実体を見せる事で、下にいる武蔵を見せないようにしているのでは無いか、と。

　しかし、滝川は気付いた。武蔵が見えている、と。

「……は？」

　おかしい。

　武蔵は今、有明の下で、斜め落ちになって重力加か速そくの準備中だ。

　だというのに、何故、武蔵が見えているのか。それは、

　……下方展開の下部ハッチを、開けたままか!!

　有明内部にある武蔵用ドック。その底は今、開いている。

　開いた向こうに、武蔵が見えている。それも、艦かん尾びを下に傾けている。

　この構図は何か。

　滝川は、今こそ全ての流れを悟さとった。

　武蔵は、加速準備などしていない。有明も、武蔵を護まもる気など毛もう頭とう無い。今、ただあるのは、足止めされたこちらに向けて、

「回かい避ひしろ!!　武蔵が、有明を抜いて主しゆ砲ほうを発はつ射しやするよ!!」
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　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん前の橋はし上うえ。

　大きく傾いた板張りの床の上で、正まさ純ずみはそれを見ていた。

　中央艦かんをやや下に置き、左右六艦が武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようを通して重力制せい御ぎよで作り上げる仮か想そう大砲ほう身しん。その偉い容ようが、今、形成を果たしつつあった。

　傍かたわらの表示枠サインフレームの中では、橋状艦橋上にいる〝武蔵〟が空中から大小の刀を抜くところだ。

　彼女は二に刀とうの内、脇わき差ざしを顔の前に翳かざし、

『武蔵〝小しよう兼かね定さだ〟、──メインバレル形成完了。──以上』

　各艦の内うち舷げん側に展開した加か速そく器きが、砲ほう身しんを支えている。それは、斜め向きになった武蔵よりも前に出るものだ。更さらには、〝武蔵〟が映っているのとは逆側に、〝有あり明あけ〟が映った表示枠が来る。彼女は細ほそ面おもての顔を会え釈しやくし、

『有明、降こう下か致します。──以上』
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〝義ぎ〟と合一した義よし康やすは、江え戸どの西側、地上にある武蔵野の空で、その動きを見ていた。

　それは、夜空に向けての抜ばつ刀とうだった。

　有明が降下し、斜め向きとなった武蔵に貫つらぬかれていくのだ。

　……何と巨大な……！

　先さき程ほどの速度からの降下ゆえ、今、自分がいるのは、戦せん闘とうの現場からは十数キロを離れた場所だ。だが、夜天に対し、白の八艦による抜刀劇は明確に見えていた。

　動く。

　まず、本来ならば左右三番艦が入っていたドック部分から、一番艦である浅あさ草くさと品しな川がわのロングバウが突き出した。

　続く動きで、中央下側、武蔵野が入っていたドックから、やはり武蔵野が、小兼定の砲身を頭上に掲かかげて斜めに突き抜ける。

　全ては、夜天に、空を貫つらぬく轟ごう音おんをもって、大たい艦かん同士が交こう叉さしていく流れだ。

　その先せん端たん、砲身の向く先には、白の戦せん闘とう艦が三艦存在していた。

　白しら鷺さぎ城じようだった。

　炎ほのお吹き、爆ばく炎えんを上げる艦群を、武蔵は今、正面に捉とらえていく。

　だが、義康の視し界かいの中、対する白鷺城は、戦闘を諦あきらめなかった。

『迎げい撃げきするのか……！』

　左舷艦があるがゆえ、白鷺城は動けない。降こう伏ふくという手もあるだろうが、滝たき川がわは違った。

　正面からの先手を狙ねらったのだ。

　見る視線の先で、白の三艦かんの内、中央艦と右う舷げん艦が、輸ゆ送そう艦撃げき破はのために水平に向けた砲ほう身しんを、下に傾けつつあった。

　白しら鷺さぎ城じようの砲ほう門もんは武蔵むさしにカウンターを入れるように、ある場所を狙ねらいに行った。

　武蔵むさし野の、橋きよう状じよう艦かん橋きようである。

　大艦の制せい御ぎよと、破は損そん艦の制御。

　両者の抜き身の武ぶ装そうが、お互いを捉とらえる速度を競うようにして、振り抜かれていく。

　その動きは、しかし、

　……白鷺城が有利！

　断言の理由は、即そく座ざに証明された。

　一度は水平に向かされた白鷺城の主しゆ砲ほう群が、下にいる武蔵へと一気に旋せん回かいしたのだ。

「艦体自体を回したか！」

　それによって、本来の砲ほう門もんの角度変へん更こうとは別に、全体が旋回する。

　高速旋回した白鷺城の主砲が、薙なぎ払いの動きを加速した。

　敵は、武蔵の傾き制御よりも先に、武蔵野艦橋を捉えようとしていた。
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　巨大な二艦の指し揮きを執とっているのは、武蔵内、武蔵野艦橋内にいる鈴すずだった。

　彼女はやや大きめに拡大した二艦の模も造ぞうに触れ、

「……そっと、そっと、でも、急いで……」

・未熟者：『おお！　流石さすが向むか井い君だね！　やっぱりこういう巨きよ大だい建造物の精密動作は、向井君のような繊せん細さいな人が手作業でやるからこそ成立出来るんだよなあ！　つまり──』

・ベ　ル：『し、静かに、し、て……』

・●　画：『チョー同意──』

・未熟者：『くそお──！　僕が何をしたっていうんだ──！』

・眼　鏡：『だからやかましいって、君は』

　その遣やり取りに小さく笑いながら、鈴は、自分の手の中で全てが成立の方向に向かっている手て応ごたえを感じた。行ける、と辿たど々たどしく思うが、それよりも気になるものがあった。

　模造として武蔵の正面に存在する白鷺城が、構える主砲群を武蔵に向け終えたのだ。

　……間に合って！

　思うなり、模造の白鷺城が揺れた。

　武蔵に向けての砲ほう撃げきを放ったのだ。





●






　当たる、と滝たき川がわは思った。

　当たれ、とも滝たき川がわは思った。

　武蔵むさしの主しゆ砲ほう〝兼かね定さだ〟は、武蔵最大の攻こう撃げき手段であると共に、ある欠点を持つ。

　これは、滝川の予測でしか無かったが、

「防ぼう護ご障しよう壁へきを満足に張れないんだろう……!?」

　その通りだった。

〝兼定〟発はつ射しやに相応の出力を使うのと、砲ほう身しん保持のためだ。ノヴゴロドでの発射時のデータを見ても、これは裏付け出来る。

　砲ほう音おんが響ひびいてきた。白しら鷺さぎ城じようの主砲群の斉せい射しやだ。既すでに砲ほう弾だんは狙ねらいの場所に飛んでいる。ただ、後から音が遅れてきただけだ。

　集中しているね、と滝川は思った。そして右の手を挙げ、退たい避ひの命令を下そうとした。

　武蔵野むさしの艦かん橋きようをこちらの砲弾は砕くだくが、もう、白鷺城も限界に近い。だから、

「退避軌き道どうに──」

　と、そこまで言った滝川の言葉が、止まった。

　彼女が見ているのは白鷺城の一いつ斉せい砲ほう撃げき。その軌き道どうは、全て赤のラインとして、天てん井じようの表示枠インシヤ・コトブに実際の映えい像ぞうを重ねて表ひよう示じされている。が、

「外れた……!?」

　逸それた。右方向。行った弾だん幕まくは、いくらかが有あり明あけの内部を削けずって空に散らし、しかし大半は、有明をも外れて夜の空に散っていく。

　……待て……。

　どういう事だい、と、滝川は、目を見開いた。

　だが、聞こえた答えは、音だった。

　足あし下もととなる、艦の右う舷げん側。横倒しと言うよりも倒とう立りつしたような姿勢の艦の向こう、下の方から、ある音が聞こえてきた。

　爆ばく発はつ音だ。それも大だい規き模ぼな、巨きよ大だい建造物の爆ばく砕さいする音だった。

　聞こえる響きの正体は、

「さっき、撃げき沈ちんした突とつ撃げきの輸ゆ送そう艦……!?」

　その爆発が白鷺城の下で生じ、今のこちらの狙そ撃げきを揺らしたのだ。
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　鈴すずは、一ひと息いきを肺に入れた。

　……間に、合っ、……た！

　突撃の輸送艦が、惰だ性せいで落らつ下かしながら、確かに白鷺城の下に入ってくれた。

　艦かん首しゆ側に重りとしての資材をつけていたのが行ぎよう幸こうだった。それが無ければ失速して、白鷺城の下に届かなかったろう。

　爆ばく砕さいは遠隔操そう作さによるもの。かつて三征西班牙トレス・エスパニアがアルマダの海かい戦せんで自分達を相手にやった方法に似ている。当たれば良し、そうでなくても、砲ほう撃げきの機会を奪うばえれば、というものだ。

　遠隔操作の起き爆ばくは直なお政まさが担当したため、タイミングは、

・ベ　ル：『ば、ばっち、り……、っ』

・煙草女：『アサマチが、さっきの術じゆつ式しきのシステムを応用して落らつ下か軌き道どう計算してくれたからさ。あたしだけじゃあ上う手まくいかんよ』

・ホラ子：『やはり、艦かんを沈める役は浅あさ間ま様に譲ゆずられるものなのですか……』

・あさま：『そ、そういう意味じゃ無いですよホライゾン！』

　だが、爆砕は〝当たった〟。

　衝しよう撃げき波はは、発生すれば十数キロにわたっての空くう震しんを起こす。至し近きんでは人など吹き飛ばすような強烈な圧力だ。眼がん下かに落下したとはいえ、数キロ位置からの衝撃波は、白しら鷺さぎ城じようを確かに捉とらえて揺らしていた。

　撃うたれはした。

　しかし、当たらなかった。否いな、有あり明あけには被ひ弾だんがあったが、

「行ける、よ」

　鈴すずは、武蔵むさしの位置を完全に確定した。そして、頷うなずきを添えて言った。

「お願い、まさず、み……！」
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　正まさ純ずみは、雨に濡ぬれた髪かみを払い、その手を広げて前に突き出した。

　正面の空、次の砲ほう撃げきを狙ねらう前に、副ふく砲ほう群の連れん射しやを放ってくる白しら鷺さぎ城じようがいる。

　周辺の大気を砲ほう弾だんが擦さつ過かし、一部は有あり明あけ内部に激げき突とつした。

　だが、構うこと無く、正純は叫んだ。

「小しよう兼かね定さだ、──発はつ射しや!!」
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　発生したのは、圧力による打だ撃げきだった。

　兼定の砲弾は重力式の防ぼう護ご障しよう壁へきを圧縮したものだ。小兼定の場合、圧縮はやや弱めに可か変へん設定され、指定した距離で弾だん体たいが拡散する。

　それによって生じるのは拡散弾体が放つ面としての衝しよう撃げきだ。

　まず初めに、大気を破る衝撃の波が、武蔵むさしと有明の正面、約三キロの位置で破は裂れつ。それは扇おうぎ状じように、直ちよつ径けい五キロほどの面となって空をインパクトする。

　対するのは、白鷺城だ。

　前後に長い三さん胴どう艦かんは、艦を横倒しに傾けていた。その構えを利用し、衝撃に乗るように、艦かん底てい部を武蔵に向けようとした。

　間に合った。

　だが、それは、中央艦と右う舷げん艦だけだった。指し揮き能力を失っている左さ舷げん艦は、初めゆっくりとすくい上げられるように浮き、しかしすぐに打撃された。

　結果は明確だった。

　衝撃波に当たる面全体が、破は砕さいしたのだ。

　装そう甲こう板ばんがフレームに食い込み、歪ゆがみ、艦全体が押し潰つぶされた。

　装甲板の間から内部フレームが突き出し、艦かん橋きよう基礎部が打撃に応じてくの字に折れた。

　艦橋に刺さっていた大だい刀とうは柄つかを破は裂れつさせながら持ち上がり、その刃やいばが艦橋下部を両断する。

　中央艦も、右舷艦も、同どう様ようだった。

　艦底部の外がい殻かくは中央を渡る竜りゆう骨こつが浮き上がり、露あらわになる程ほどにへこまされ、押し上げられ、代わりというように両りよう舷げんのフレームが甲かん板ぱん左右から上に連続して突き出した。

　艦は挟まれたかのように細くなり、艦を左右に渡る補強フレームが、その強固性から白鷺城を串くしのように貫かん通つうして飛び出す。

　破は壊かいの音は、軋きしみと、鉄が破れる音だった。

　それだけでは終わらない。

　加か速そく器きが問題だった。突とつ然ぜんの打撃に、主しゆ加速器に並ぶ加速系けいは、出力を不備として咳せき込むように光を瞬またたき、その直後に衝しよう撃げきの波を食った。

　加か速そく器きから内部に逆流した破は壊かいの風が、加速器を破壊し、主として艦かん尾び側を破は裂れつさせた。

　反動で艦かんが前に出て、艦かん底てい部に食らう打だ撃げきに、流れを与えた。まるで握った手の中をすり抜けるように、艦はつるりと破壊の波に仰のけ反ぞり、折れた。

　艦底部は裂さけなかった。ただ、艦かん橋きよう基部の後ろを基準に、白しら鷺さぎが折れた。

　先に出力を失っていた左さ舷げん艦の方が、艦体の被ひ害がいとしては軽けい微び。そんな三艦が衝撃波を抜ける頃ころには、次の破壊が生じていた。

　大だい規き模ぼな打撃の通過によって、莫ばく大だい量の真しん空くうが生じていたのだ。

　直ちよつ径けい五キロほどの穴が、空に生まれていた。

　出力を失った三艦は、そこに落ち、下った。

　音は無い。あるとすれば、流体光こうの煙だけだ。

　何も無いところへと姿勢を崩くずし、滝たきから落ちるように行く三艦を、あるものが襲おそった。

　真空に流れ込む、急流の大気だ。

　それは全方位から手を繫つなぎ合うかのように真空を満たし、中にあるものを摑つかみ、ぶつけ合うように動いた。風と風がぶつかり、音が生じ、上空と低空の寒かん暖だん差を持った空気の混在は、直径五キロの霧きりを生んだ。

　その中にある白鷺は、大気に身をぶつけられ、お互いを制せい御ぎよ出来ない。

　激げき突とつした。

　右う舷げん艦が艦かん首しゆから中央艦の艦尾に突き刺さり、押されて尻しりをスイングした中央艦が、左舷艦にもたれ掛かるような体当たりを生む。

　圧迫された左舷艦が、耐えられなかった。

　艦中央前部にある弾だん薬やく庫こで、術じゆつ式しき火か薬やくや装そう弾だん機構が破は砕さいされ、爆ばく発はつを生んだのだ。

　爆ばく砕さいする。

　二度目の衝撃が、中央艦をカウンターで殴なぐりつけ、その艦体が折れを深くした。

　中央艦の艦底が裂け、止まらなかった。艦尾側に突き刺さった右舷艦が、中央艦を後ろに押したのも悪かった。

　中央艦が、艦橋後部から破は断だんした。

　右舷艦は艦尾右を中央艦の艦首側に激突させ、反動で離れる動きとなった。

　そして雨が降った。

　全てはまだ、軋きしみと轟ごう音おんを立てて動いているが、広大な空に大気の激突による雨が降った。

　白鷺は豪ごう雨うを浴び、洗われていくが、空に残る事が出来るのは、変形し、大きく歪ゆがんだ右舷艦だけだ。

　白鷺城が、轟ごう沈ちんしていく。
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　滝たき川がわのいる中央艦かんの艦かん橋きようは、騒そう然ぜんとしていた。

　警けい報ほうが鳴り、非常灯とうの表示枠インシヤ・コトブがかすれながら点滅する中、滝川は急ぎ退去指し示じを出し、

　……やってくれたねえ……！

　奥歯を嚙かみ、見み据すえる空。有あり明あけから抜けていく武蔵むさしは、もう上の位置だ。

　見下ろされていたならばどれだけ気分も違うだろうか。だが、武蔵は天を見上げた形だ。

　まるで、相手にされていないかのようだ。

　くそ、と滝川は思う。

「何い時つからだよ」

　一体、何時から、向こうはこの勝利を描いていた。

「何時からだ……！」

　思い出すのは、有明上にいた敵の動きだ。

　一般隊たいは砲ほう撃げきがあっても逃げず、こちらの観測を続けた。

　武蔵の主力は馬ば鹿かをやっているように見え、しかし退ひかず、連れん携けいをもって応対した。

　あのように、戦せん場じようでの士気を保つのは、大変な事だ。柴しば田たや自分達、歴れき戦せんの主力が先頭に立って、皆を安心させて、ようやく成り立つものだというのに。

　敵の一般隊は、誰だれかの保護下にある訳わけでもなく、自分達で考えて動いていた。

「あれは……」

　思い、ふと、滝川は寒さむ気けを感じた。

　武蔵勢は、自分達で気付かぬ内に、現代の戦場を動かすシステムとは、別のものを構築しているのではないかと。

　それは、自分達のように、主力が戦場を引っ張っていき、作戦を臨りん機き応おう変へんに動かしていくようなものではなく、

　……一般人が、自発的に戦場を支えようとするシステム……。

「────」

　馬鹿な、と滝川は思った。

　戦争は恐ろしい、忌いむべきものだ。失い、壊こわし、残さぬものだ。

　敗はい北ぼくによって失わぬため、相手に喪そう失しつを押しつけて負かすために力を持つのだ。

　それ以外に何があるというのだ。

　だが、敵の動きを見ていると、

「くそ……！」

　解わからない。

　何が自分達と、向こうの差なのか。体感したというのに、見えていない。

　これが、P.A.Oda有数の忍にん者じやの仕事か。

　奥歯を嚙かみ、息を吸い、滝たき川がわは空高くにある武蔵むさしを見み据すえた。

　白しら鷺さぎが爆ばく発はつする。その衝しよう撃げきを床から感じ、退たい避ひを促うながす皆の声を聞きながら、

「武蔵……！　あんた達が新しい、解わからない存在だというなら、私達はそれを確かめ、古き良き部分から試してやるよ！　精々失われないように気を付けているがいいさ。そうやって生まれる流れこそが──」

　滝川は吠ほえた。

「──勝者の資格！　それを見定めさせて貰もらうとも……！」
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　遙か下方、朱あけ色いろの花が大きく咲いたのを、正まさ純ずみは見た。

　……世界が、少しは動くか。

　関かん東とう、近きん圏けんだけではない、毛もう利り側がわにとっても、白鷺城じようの撃げき沈ちんは大きな意味を持つ筈はずだ。白鷺城は元々、瀬せ戸と内うちの城であり、羽は柴しばへの援えん護ごとして駆かけつける事も出来るからだ。

　これだけやれば、名目としてでも毛利側に恩を売れる事は確かだろう。

　関東と近圏においては、P.A.Odaの強力な監かん視しが無くなったと、そう言えるし、

「江え戸ど解放のための、敵戦力を大幅に省はぶいた事になるな」

・〇べ屋：『というか正純、有あり明あけ壊こわし過ぎ。向こう、白鷺城の建造費用と有明の補ほ修しゆう費用を換かん算さんすると、あんまり損失変わらないよ？』

・副会長：『有明デカいからなあ……。だが、政治的な意味や、後の恩おん恵けいから考えると、この費用は莫ばく大だいな見返りがつくぞ』

　確かにねー、と言っている商人は、既すでに動き出しているのだろう。

　と、不意に頭に、温かいものが掛けられた。

　振り向くと、女じよ装そうがいた。掛けられたのは、

「俺おれが女装する前に着ていた夏服だ。──冷えるぞオメエ」

「変な枕がなきゃ厚こう意いと受け取れるんだが……」

「下の方が良かったか……？」

「不要だ馬ば鹿か」

　だが、と正純は思った。以前は、顔を隠かくすためにウイッグを前後逆に被かぶされたのだ。それに比べれば随ずい分ぶんと自分の状況も変わったという事だろう。

　そして、浅あさ間まがやってきた。彼女は、

「そういうトーリ君も雨に濡ぬれてますよ。ハイ、タオル。ホライゾンも、ミトと喜き美みも。

　あと、トーリ君は服洗せん濯たくしておきますけど、うちに前脱いでったのが替えとしてありますから、男おとこ泉いずみの方で温まってからそれ着て帰って下さい」

「えっ？　この巫み女こ服ふく貰もらえないの？」

　当たり前です、と吐と息いき混じりの浅あさ間まが、葵あおい姉に呼ばれてホライゾンの髪かみを二人でタオルで拭ぬぐっていく。ホライゾン自体は、濡ぬれる事の意味をあまり深く考えておらず、

「自じ動どう人形なので風か邪ぜなどひきませんが……」

「フフ、髪は傷むし、肌はだも荒れるのよ？　それに、単なる雨じゃなくて、有あり明あけの循じゆん環かん水だから、濾ろ過かのハーブも入ってるしね。そのまま乾くと残る事もあるわ」

　成なる程ほどと、頷うなずいて、されるがままに任せているホライゾンを見ていると、

「一応は、状況終了だな」

「あえ？　一応って何だセージュン、服スケの続きがまだあるのか？」

　は？　と自分の身体からだを見た正まさ純ずみは、夏服のシャツが水で透すけている事に気付く。

　おわあ、と慌あわてて馬ば鹿かのシャツで身体を覆おおい隠かくす。と、ミトツダイラが、

「皆には背を向けてましたから大だい丈じよう夫ぶですわよ」

「そうは言われてもなあ……」

　と、正純は咳せき払ばらいを一つ。ミトツダイラが浅間からタオルを受け取り、手渡してくるのに従いながら、

「えーと、まあ何だ葵、さっきのお前の問いかけだけど、一応って言ったのはアレだ。このまま、すぐに通つう神しんで交こう渉しようになるだろうから、って事だ。こっちにとっても面めん倒どうな案あん件けんの、な」

　と、言った時だ。水平に位置を戻し、上方展開した武蔵むさしの上に、大型の表示枠サインフレームが展開した。

　映っているのは〝有あり明あけ〟だ。彼女は軽く頭を下げ、

『武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん副ふく会長、本ほん多だ・正純様、──通神が入っております』

　来たか、と正純は思った。覚かく悟ごは出来ている。だから正純はこう言った。

「繫つないでくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と有明が頷いた。そして次に来る言葉は、

『ではお繫ぎ致します。──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 副会長、羽は柴しば・藤とう吉きち郎ろう様です』
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　関かん東とうの南、北ほう条じようの土地の南を、毛もう利り方かたに向けて移動する巨きよ艦かんがあった。

　六艦態勢からなる偉い容ようは、安土あづち城じようのものだ。夜尚なお、黒と赤で塗と装そうされた全身はその姿すがたを隠かくす事もせず、ただ緩かん衝しよう術じゆつ式しきによって大気の鳴めい動どうだけを無くして空を行く。

　艦内。中央後艦にある円形の艦かん橋きよう内部で、それまで滝たき川がわの安あん否ぴを追跡していた者がいた。

　福ふく島しま・正まさ則のりだ。

　彼女は先せん輩ぱい年代の多い艦橋で、いろいろと説明を聞きながら、江え戸ど側に常じよう駐ちゆうしている羽柴勢と連れん絡らくを取り、江戸の周囲警けい戒かい態勢のレベルを上げる事と、落らつ下かした白しら鷺さぎ城じようへと、その随ずい伴はん艦を誘ゆう導どうして救助隊たいにする手て筈はずをつけていた。

「随ずい伴はん艦かんは、非戦状態の信号灯とうを。大たい砲ほう類には白はく布ふを掛けて。それで──」

　と、指し示じを出していた彼女の肩を、通つう神しん担当の上級生が軽く叩たたく。

　振り向いて軽く一礼、苦く笑しようする上級生から表示枠レルネンフイグーアを受け取った彼女は、

「──え!?　羽は柴しば様が!?」

・巨　正：『緊きん急きゆうです！　毛もう利り攻めに影えい響きようが出るのは確実ゆえ、ここで武蔵むさしを制する事で、他国への示しもつけよう、と』

　それは、と福ふく島しまは言葉を失った。

・しとお：『大きく、世界が動くので御ご座ざりますな……。十じつ本ぽん槍やりも、活動が本番となる事に御座りましょう。ただ、これからの羽柴様の交こう渉しようとなると……』

・巨　正：『？』

　やや迷ってから、福島はこう言った。

・しとお：『──羽柴様、アドリブ弱いで御座りますぞ』







[image: 第二十六章『通神先の現実者』]











●






　奥おう州しゆう、北の空で、離れた空に位置を構えていた伊だ達て家の旗き艦かん・青あお葉ば城じようと、最上もがみ家の旗艦・山やま形がた城じようは、本ほん拠きよに帰き投とうしようという動きを止めていた。

　夜の中、下に奥州の森を置いた青葉城の甲かん板ぱん上、長い髪かみを風に流す影がある。

　政まさ宗むねだ。彼女は表示枠サインフレームを開き、

・独眼竜：『叔お母ば様、羽は柴しばがとうとう関かん東とうに乗り出してきました』

・九尾娘：『何か言いたいのかえ？　それとも聞きたいのかえ？　どちらでも無いような状況説明ならいらんぞえ？』

・独眼竜：『羽柴は武蔵むさしを止めねばなりません。そして恐らく、武蔵は止まらざるを得ない。その時、私達はどうしますか？』

・九尾娘：『最上は信しん州しゆうに陣じん取どるP. A. Oda他勢力を監かん視ししつつ、暇ひまを持て余す武蔵と共に、将来の通つう商しよう路ろの話などするであろうなあ』

　私達、と持ちかけたのに、平然と無視するのがこの叔母のいいところだ。

　自由にやれと、言げん外がいで言っている。だから、

・独眼竜：『ならば伊達は、武蔵に武ぶ器きを売りましょう。それを通商の交こう渉しようにしようかと』

・九尾娘：『それがいいぞえ。伊達は戦後も松まつ平だいらの世話となる。今、恩を売るだけでなく、支えておくべきであろうよ』

　と、叔母の言葉を聞いた時だ。表示枠に割り込みで、

・片倉君：『おっとお話し中済まないね！　僕だよ！　僕ですよ！　解わかってますか？　解ってないかなあ。そう、君の大事な副ふく会長様だよ──』

　政宗は笑顔で表示枠を割った。

　そして彼女は、落ちる欠片かけらを手で拾うと軽く叩たたいて再起き動どう。すぐに叔母との実況通神チヤツトを呼び出して、

・独眼竜：『叔母上うえ、すまない。ちょっと余よ計けいな声が入ってしまった』

・九尾狐：『ああ、片かた倉くらな？　でも政宗。大体、あの眼鏡めがねが何言いたいかは解っておろう？　私の方にも充分、それは伝わってくるのだしのう』

　Ｔｅｓテスタメント．、と政宗は頷うなずいた。

　その時だった。不意に、眼がん下かの森が音を立てた。

　鳥と、獣けものだ。

　夜の底で眠っていた鳥達が一いつ斉せいに南へと波立ち、飛ひ翔しようする。多くは警けい戒かいの声を上げ、いくらかは衝しよう突とつや木に当たっての悲鳴を作る。

　その下を行く獣達も同様だった。鹿しかや狐きつね、狸たぬきと言った四し足そくを始めとして、

「森の獣や、沼ぬま住まい、岩群まで動いたか。ならば──」

　政まさ宗むねが空を見た瞬しゆん間かんだった。

　不意に、それが直近の空に現れた。

　全長百メートルは下らない、直線的な、しかし巨大な六枚翼よくを持つ影。流体で出来た身は、青黒く鈍い光を放っていた。

　明らかにこちらを見て、フライパスしていく姿すがたに、政宗は笑えみを向ける。

「──精せい霊れい竜りゆうが、行くか」
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　政宗は手が届きそうな空に、高速で南西へと向かう竜りゆう影えいを見送る。

　それも、一つでは無い。三つ、四つと続くように行く精霊竜の姿がある。

　青あお葉ば城じようは、しかし彼らの接近と、姿に対し、警けい報ほうも何も鳴らさなかった。

・九尾娘：『竜属が、挨あい拶さつに来たか？　竜の大精霊の子であり、青せい竜りゆうの使い手である独どく眼がん竜りゆうに面めん通どおしをするか』

・独眼竜：『まだ見下ろされているようでは、面通しでもないよ、叔お母ば上うえ』

　確かに、と向こうが笑った。そして、

・九尾娘：『竜には、実体を持った獣けものとしての地ち竜りゆうと、神や精霊としての天てん竜りゆうがいる。だが、竜というと外がい界かいにいる地竜、それも獣としての駄だ竜りゆうのイメージばかりで、厄やつ介かいだのう。政宗も、ただただ怖こわいイメージを持たれておろう？』

・独眼竜：『外にも話の出来る地竜や天竜がいて、三征西班牙トレス・エスパニアなどはその力も借りて開かい拓たくを進めていると聞きます。無む論ろん、竜属に頼り過ぎると、中世重じゆう奏そう神しん州しゆうで発生したような竜属の覇はが再来する可能性もあるとかで、お互い、気を付けているようですが』

・九尾娘：『あれと、その後の寒冷化や、極きよく東とうでの適合生息圏けんの少なさから、神州住まいの地竜、天竜ともに激げき減げんしたのう。当時の傲ごう慢まんが無ければ、彼らが世捨て人になる事も、外界の開拓がこうも遅れる事も無かったろうに』

・独眼竜：『叔母上、奥州は、贖しよく罪ざいとして人類に生息圏を譲ゆずった彼らの住まう土地が幾いくつかある。そのおかげで私も生まれたのだから、そう邪じや険けんにしないでくれ』

・九尾娘：『すまぬの』

　狐きつねは笑った。

・九尾娘：『狐と竜は、昔から仲があまり宜よろしくない。間に人を挟んで食い物にして、丁ちよう度どいいものぞえ？　だが──』

　だが、

・九尾娘：『あれら、行くのは関かん東とうの西かえ？』

・独眼竜：『Ｔｅｓテスタメント．、竜属に許された生存の場の一つ。遺い跡せきの残る放ほう棄きの土地。そこには、人と共存する者達もいます。恐らく、先さき程ほどの彼らは、情報を得に行くか、送りに行くのでしょう。基本、世せ俗ぞくと離れていた極きよく東とうの竜りゆう属ぞく達も、今後の世の流れは重要視しているのかと』

　政まさ宗むねは、南を見た。

　空に浮かんでいる、白い長方の存在と、その中に下から収まろうとしている巨きよ艦かんの姿すがたを。

　あれが今、空に存在出来ていると言う事は、

・独眼竜：『武蔵むさしが、羽は柴しばとの戦せん闘とうを可能にする勢力だと自己証明した結果です。

　だから、毛もう利り攻めを進行中の羽柴は、関わらざるを得ない。それはつまり──』

・九尾娘：『極東の覇は権けん、その天てん秤びんの片側に、武蔵が足を掛けた、という事だのう』

　表示枠サインフレームの画面の中で、義よし光あきがこちらに見せつけるように、新しい表示枠を出した。

　武蔵側と羽柴の会談を傍ぼう受じゆしつつ、先さき程ほどの竜達の追つい跡せきを行うつもりだ。

　それを見せていると言う事は、

　……こっちにも、やっておけ、という事か。

　優しいのか、厳きびしいのか、よく解わからない叔お母ばだ。だが、政宗は傍受と追跡の指し示じを片かた倉くらに送りつつ、言葉を作った。

・独眼竜：『もはや、どの勢力も、種族も、この戦国の世が変わるのかどうか、静観していられる場合では無くなりました』

　さて、

・独眼竜：『武蔵に介かい入にゆうをさせないため、羽柴がどのような手で封じ込めてくるか。なかなか面白い結果になると、私はそう思ってますよ』
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　武蔵上、教きよう導どう院いん前の橋はし上うえに、正まさ純ずみは大型の表示枠を見た。

　そこに映っているのは、ノイズ混じりの姿だ。

　羽柴だった。

　何ど処こかの山間部。山影と、夜空に、鉄てつ甲こう艦かんの甲かん板ぱんだろう。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の夏服を着た羽柴が立っている。長なが袖そでにストールを掛け、猿さる面めんの帽ぼう子しも被かぶった彼女は、右を見て、何か手で指示し、自分を指さし、頷うなずく。

・礼賛者：『打ち合わせ中ですかね、コレ』

　と、羽柴が集音器を手に、

『あ』

　左を見て、慌あわてて頭を下げる。そして、

『────』

　ハウリングした。慌てて彼女は左を見て、集音器を言われる通りに設定して、

『あ、──あ』

　そして、ややあってから、こちらを見た。画面の前に、羽柴向きに何か書いたらしい板が出され、それが過ぎてから、

『あの、武蔵むさしの皆さん』

　気付くと、馬ば鹿かが、こちらの前にいる。羽は柴しばの表示枠サインフレームに、馬鹿は、耳に手を翳かざし、

「……？」

『え？　あ、聞こえてないですか？　って、広報部の皆さん！　向こうの音！』

　だが、馬鹿は、解わかりやすく全身を傾け、腕を振り上げて何かジェスチャーしている。

・貧従士：『プラグ……、あ、いや、ボリュームですかね、上げろ、かな？』

　馬鹿の動きを見て、羽柴がマイクをいじる。

　そして画面の右に向かって、〝上げて上げて〟と手で急いだ指し示じをする。

　……えーと。

　正まさ純ずみが、心の中の悪い予感を増幅させていくと、羽柴が、

『あの』

　馬鹿が羽柴に手を大きく左右に振った。そして手招きする。

　応じる羽柴が、こちらに顔を近づけるようにして、耳のあたりに手を翳すと、馬鹿は、

「こんばんはぁああああああああああああああああああああ[image: ]」

　向こう側、何か大だい音おんと共に羽柴がひっくり返って、表示枠が真っ青になった。

　青画面の右下。猿さるが瓢ひよう簞たんを磨みがいている白ラインの絵と〝少々お待ち下さい〟の文字がある。そして馬鹿が、

「ははは、引っかかったな！」

　正純は馬鹿に直ちよく蹴げりをぶち込んだ。

　直後だ。画面に色が戻った。主は黒だが、それは夜というだけではない。

　髪かみの色だ。黒の髪。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の夏服を着た少年が、画面の向こうにいる。
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　……誰だれ？

　ミトツダイラは、ヘッドホンをつけた結い髪の彼が、画面の外に誰だれかを押すようにして運んでいくのを見た。そして彼は、こちらに気付くと、女じよ装そうに向かって、

「は、羽柴様に何て事を！　巫み女こさんがそんな馬鹿げた嫌いやがらせをするなんて、卑ひ怯きようじゃないですか！」

　女装は、言われて、こちらを見た。そして自分を指さし、

「巫女？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、多分、そうだと思いますの」

「浅あさ間ま神じん社じやの？」

「ま、まあ、多分、そういう事になりますわね」

　そっかそっか、と女じよ装そうは頷うなずき、浅あさ間まの方に手を合わせた。

「おーい、浅間ー、ごめーん」

「あ、後で[image: ]しかりますよ！　超ちよう[image: ]りますからね！」

　ホライゾンが肩を鳴らして指を鳴らし始めたのに不安を感じるが、まあいつもの流れだ。

　だが、画面の向こうの彼は、瘦そう軀くを振ってこちらを指さした。

「羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの十番！　片かた桐ぎり・且かつ元もと！　羽柴様に代わって武蔵むさしの現状を正す交こう渉しようをします！」





●






　安土あづち城じようの艦かん橋きよう内で、福ふく島しまは一ひと息いきとして出された湯ゆ飲のみの茶を、思い切り吹いた。

　……ま、待ったで御ご座ざります！

・しとお：『片桐殿どの！　片桐殿！　貴き殿でん、確かに交渉役でも御座りますが、今回の場については元々そのつもりだったので!?』

・□□凸：『だ、大だい丈じよう夫ぶです！　あいつら羽柴様に酷ひどい事しましたから！　勝てます！』

・巨　正：『あの、言ってる意味が解わからないのですけど、私が悪いんでしょうか……』

　それがまあ拙せつ者しやも解りませんで……、と言いたくなったが、

　……片桐殿のプライドを傷つけてもいかんで御座ります。

・しとお：『片桐殿？　そっち、他、義よし明あき殿と安やす治はる殿もいた筈はずで御座ったな？』

[image: ]

・□□凸：『あ、あの二人は、姉妹なのにさっき、お、同じお風ふ呂ろとか、ね、寝るとか、だ、駄だ目めです！　自分はああいうの、いけないと思います！』
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『そうです！　僕もいけないと思います！　ああ、僕は、このP.A.Odaで倫りん理りの話の出来そうな人を初めて見た！　しかも羽は柴しば様ファンですよ！　友達になりたい!!』

「触しよく手しゆが友達でBL、遂ついに来たわー」

『な、何言ってるんですか友達になるためにボディランゲージなんて、い、いやらしい！

　不ふ破わ様はいつも僕を不ふ純じゆんな目で見る！』

「ははは、森もり君は心が清いなあ」

「……つーかおまえら、滝たき川がわ先せん輩ぱいの事をだな。白しら鷺さぎ城じようだって大たい破はしててだな」

「あのくらいで死ぬ人じゃないって。白鷺城だって心配してもこっちの管かん轄かつじゃないし」

「いや、不破、そういう事じゃなくてな……。もっと感情っつーか」

　食堂に、黒くろ髪かみの揺れが入って来た。その人影は、笑顔で、

「みなさぁ──ん、最近こんなところでじっとしてばかりなんで、御お菓か子し作ってきましたあ。いる人達だけで内ない緒しよパーティしましょ」

「うぃス！　御お下か賜しスね！　頂きやす！」

「ナっちゃん真ま面じ目め過ぎて人格おかしくなってるよ？」

『それより僕の友達候こう補ほの交こう渉しようを見ませんか皆さん！』
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　片かた桐ぎりは、撮さつ影えいスタッフ側の方で羽柴が頭をふらふらさせているのを見る。

　酷ひどい事です、と片桐は思う。

　……純粋な羽柴様をからかって、何が楽しいんですか！

　片桐は表示枠レルネンフイグーアの中に立つ巫み女こを指さした。

「そこの許しがたい卑ひ怯きような巫女さん！」
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・貧従士：『〝さん〟づけですよ？』

・ホラ子：『思った以上にホライゾン達の被ひ害がい者になりそうな方ですね』

・金マル：『ああ、そんな感じ感じ』

・あさま：『ここらの記録は後で消しておきますね？　あと、トーリ君は後でマジ[image: ]しかるので覚かく悟ごしておいて下さい』
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　おい、と正まさ純ずみは、半はん目めの自分を自覚しながら、葵あおいに声を掛けた。

　向こう、片かた桐ぎりに聞こえない程度の声で、

「向こう、お前を相手にするつもりだぞ」

「え!?　何!?　セージュン！」

　馬ば鹿かは振り向き、頰ほおに手を当ててしなをつくった。そして片桐を指さして腰をくねらせ、

「あのP.A.Odaの線が細い、大おお坂さかの深夜街歩いてると七歩目くらいで拉ら致ちされそうな少年が、ワタシの事を相手にしたいですって～ん!?」

　馬鹿は、広報委員の受じゆ像ぞう器きに近寄り、ダミー胸を寄せ上げた。

「ふふ、どう相手してくれるのお？　おさわり出来ないけど、させて欲しい？」

　この胸よく出来てんなあ、と思う程度には冷静だ。

　だが、こちらの手前、表示枠サインフレームでは、片桐が頰を赤くして声を上げた。

「不純です！」

・いんび：『そうだね！　不純はいけない！　正しい青春を送らねば！』

・粘着王：『そうとも、少なくとも責任感の無い行為は悪い結果を呼ぶものである！』

・ウキー：『不純……。そうか、そんな言葉もあったのだな……』

・不退転：『何でこの聖せい職しよく者しやはこんなにコメントしづらいのかしら……』

　しかし、片桐は、馬鹿が受像器を摑つかんで、くねる胸から股こ間かんにまでナメさせていくのにも動じなかった。こちらを真まっ直すぐに指さし、

『武蔵むさしの風ふう紀きは乱れています！　風紀委員は誰だれですか！』

　浅あさ間まがうつむいて右手を肘ひじから挙げた。そして

・ＣＡＮ：『風紀委員長の加か納のうです。P.A.Odaからの抗議、了りよう解かいしました。今後は大おお久く保ぼ様が以前言った通り、痴ち漢かんで死し刑けいと言う事でどうでしょうか』

・長安定：『武蔵上が綺き麗れいになるわなあ』

　なり過ぎるなあ、と正純は思った。だが、片桐は、

『それは風紀の怠たい慢まんです！』

　浅間が俯うつむいて、はいっ、はいっ、すみませんっ、などと虚こ空くうに謝っているがどうしたものか。だが、片桐は、

『そんな事だから、武蔵の行動が校こう則そく法ほうから逸いつ脱だつするんです！』

　響ひびいた言葉に、女じよ装そうが振り向いた。

「そうなの？」

「んー、ちょっとヤバいかも」

「どーにか出来そ？」

「そのつもりだからここんとこでいろいろやってる」

　そっか、と馬ば鹿かは受じゆ像ぞう器きから胸を離し、向こうにウインクした。

「ちょっと説明して貰もらえる？」
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　片かた桐ぎりは、巫み女こをちょっと見直した。

「浅あさ間ま神じん社じやの淫いん乱らん巫女さんかと思えば、ちゃんと話を聞いてくれるんですね！」

『フフ、だってトークは大事よ？』

　そうよー！　という女の叫びが巫女の向こうから聞こえるが、確かあれは、いつも半はん裸らじみた格かつ好こうで踊っている女性、武蔵むさし総そう長ちようの姉の声だ。

　やはり武蔵の風ふう紀きは乱れている、と確信しながら片桐は息を入れた。

　正直、勢い任せで交こう渉しようと言ってしまったが、自分は肩書きも何も無い。役やく職しよく的には、単に〝羽は柴しば勢の一員〟というだけの者だ。

　……向こう、副ふく会長と交渉なんてならなくてよかった……！

　畏おそれ多い、と敵ながらに思う。その一方で、目の前の巫女なら、顔も知らないし、一般生徒であろう。万まんが一いち交渉に失敗しても、一生徒間のものとして流せる。

　だから、落ち着いて片桐は言った。

「武蔵は、教きよう導どう院いんとしての為なすべきを大きく逸いつ脱だつしてます！」

　指を立てる。三本だ。

「第一に、一いち教導院としての戦せん闘とう従事時間が長過すぎます！　それも受動的戦闘ではなく、能動的なものです！　これでは教導院ではなく、遊ゆう撃げきの戦事基地でしょう！」
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・煙草女：『仕方ないだろうさ。正まさ純ずみが交渉し過ぎなんだからさあ……』

・義　　：『うん、……頷うなずかなくてはいけないと、最近私も思うようになった』

・83　　：『哀かなしい時はカレーですネー』

・副会長：『悪かったな！　というか一応は受動的戦闘ってなってるんだぞ!!』
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　第二に、と片桐は眉まゆを立てた。これはもはや自分達にも関わる事だが、

「極きよく東とう側では、聖せい連れんから国力を落とすために女性襲しゆう名めい者しやが暗に奨しよう励れいや優ゆう遇ぐうされる傾向にありますが、武蔵は何ですか一体！　女性を前に出して、男達は何をしてるんですか！」

　表示枠レルネンフイグーアに巫女の胸が押しつけられてきたが、片桐は眉まゆをひそめただけで無視した。

「女性は女性で、慎つつしみ深くしなさい!!」
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　P.A.Odaの方、通つう神しんは盛況だった。

・巨　正：『あ、あの、十じつ本ぽん槍やりも片かた桐ぎり君以外は女ですけど、そのあたり、本ほん音ねは……』

・□□凸：『はい！　自分がいる時に化け粧しようなどするのは、まだ許きよ容よう範囲ですが、着替えたり、あまつさえ衣い装しようが入らないからって手伝わせたりとか、やめて下さい！　自分は男です！　そういった恥はじらいを持って下さい！』

・しとお：『あ、いや、片桐殿どの、裁さい縫ほう得意で御ご座ざりますし、細かいところに気が付くで御座りますから。あ、でも、拙せつ者しや、そんなに着替えを手伝わせたりとは……』

・巨　正：『す、すみません、そっち私です。新しいの来た時は、大体生き地じが硬くて……。というか、同時に止めなきゃいけないところがあるのは駄だ目めだと思うんですよ。確かに私の脱着装そう甲こうは特注ですけど』

・黒　狼：『清きよ正まさ、サイズとしての限度を知りなさいな……。あと長なが泰やす』

・巨　正：『い、いえ、ですから測って発注してるんですけど、完成までのブランクで胸やお尻しりのサイズが変わるので……』

・□□凸：『だから自分がいるところでそういう話はやめて下さいと何度言ったら……』

・黒　竹：『横入りいーい？　あのね片桐君？　さっき思い切り聖せい連れん云うん々ぬんとか女性云々言ったけど、あれ、暗あん黙もくだからね？　あと、今、私達が聖連だから、ね？』

・□□凸：『うっ。す、すみません……』
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　いかんいかん、と片桐は頭を左右に振った。

　正面。まだ自分の指を下ろす段階では無いのだ。だから、

「三つ目」

　片桐は言った。これが本命だ。その内容は、

「武蔵むさしは、夏休みに入るまでの学校行事をまだ完全に消化していません！」
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　正まさ純ずみは、片桐の提てい示じする最大の刃やいばとなる言葉を聞いた。

『いいですか！　校こう則そく法ほうが述べる通り、教きよう導どう院いんは極きよく東とうの民たみを教導するためのもの。学校です！　それが学校としての従事である学業や余よ暇か活動、祭まつり事ごとを行わずに戦争に明け暮れるとは何事ですか！　学生としての本分！　まずそれを果たしてから政治と戦事の活動を果たす事！　違いますか巫み女こさん』

　巫女さんがこちらに振り向いた。

「正せい論ろん？」

「超ちよう正論」

　真まっ直すぐすぎてどうしようもない、と正まさ純ずみは思った。

　だが、表示枠サインフレームの向こう、片かた桐ぎりが立てていた指を収め、代わりにこちらを指さした。

『現在、七月後半です。武蔵むさしは未いまだ消化していない行事を滞とどこおりなく終えてから、政治、戦せん事じの国家間能のう動どう行為を行って下さい！　無む論ろん、今から行事類を消化すれば──』

　言われた。

『それが終わる頃ころには夏休み期間に到達。──学生は休み期間という行事中として、政治、戦事の対外的能動行為は行えなくなります！』

・副会長：『……つまりコレ、普通に考えると、今から夏休みが終わる九月まで、一ヶ月ちょっと、私達は動けなくなる訳わけだ』

・〇べ屋：『え？　羽は柴しばは!?』

・副会長：『毛もう利り攻めは歴史再さい現げんなので校こう則そく法ほうより優ゆう先せん。だから羽柴は邪じや魔ま無しにそれを完かん遂すい。休み期間中なので信のぶ長ながの暗あん殺さつも干かん渉しようされずに済むし、内うち々うちで済ませる事も可能だ。

　後は休み中、一ヶ月掛けて、私達を相手にする戦力を構こう築ちくすればいい』

・●　画：『終わったわね……。もう羽柴にも信長にも手が届かないんだわ……』

・約全員：『早はええよ!!』

　だがこのままだとそうなるなー、と思う視線の先。片桐が言葉を重ねた。

『学業忘れて学生を名乗るなかれ！　武蔵は学生の本分に戻って、まずは正しい学生生活を取り戻して下さい！　話はそれから後、夏休みです！』

　暑苦しい、と正純は思った。その時だ。不ふ意いに頭上に風かぜ音おとが来た。反射的に響ひびくのは、〝武蔵〟の声で、

『皆様、上空に竜りゆう属ぞくが接近。所しよ属ぞく信号あります。所属は──』

　……竜属で、所属信号……？

　レアだ、と正純が思うなり、答えが来た。

『真さな田だ教きよう導どう院いん！　総そう長ちよう、真田・信のぶ之ゆき様の所しよ有ゆう竜属です！　──以上』
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　直後。空を行く風から、こちらの眼前に一つの影が降り立った。

　立たち花ばな夫妻と二ふた代よが前に出た、その正面。立っているのは中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。

「失しつ敬けい！　真田教導院総そう長ちよう！　真田・信之だ！」

　真田の長。彼は息を吸い、鋭くこちらを見み据すえると、こう言った。

「すみませぇえん！　うち弱いんで、今からでも武蔵の仲間にして下さぁ──い！」







あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾン５上』お届けいたします。

　今回から羽は柴しば勢と武蔵むさし勢が激げき突とつ開始という事で、他国も自分達の動きを始めたり、スタンスを決めていったりで、世界全体が繫つながって賑にぎやかになってきました。

　作中でも触れていますが、「国」という漠ばく然ぜんとしたものであっても、風ふう土どや文化、文明、歴史や、住んでる人達の気き質しつや個性によって「人格」が生じる、という考え方があります。

　まあ、国を擬ぎ人じん化か出来るというよーな事だったりするのですが、その擬人化された国くに子こなり国くに夫おなりが殴なぐり合ったり駆かけ引きしたり肩組んだり関かん節せつキメたりという風ふうにして世界は動いていく、と。

　でもそうした場合、その擬人化国こつ家かの中にいる「登場人じん物ぶつ」達は、どーなんだろう、と。やはり自分でも自分が思うようにならず、世界の流れに巻き込まれていったり、かと思うと国夫のノリに合がつ致ちしてアッパー入ったりとか、いろいろではあるのだろうなあ、と。

　こういった国家論ろんとかが始まったのも、この時代の前後辺りからで、やっぱり当時の人達も、自分達が動かしている筈はずが、いつの間にか自分達を動かしてる「何か」を捉とらえようとしたり、または「意識的に作り、操そう作さ」しようとしていたのだろうなあ、と、そんな事を思います。おお、真ま面じ目めだ今回。テストに出ます。

　ではチャット。

「学生時代の痛い話ってある？」

『柔じゆう道どうの授業でさ。評ひよう価か出る試合で、出席番号順じゆんの相手が完全文ぶん系けいだったから、もう前夜から準備してたのな？　で、試合開始でソッコで勝負しかけた訳』

「逆にやられたとか、つまらん事言いうなよ？」

『いや、人工畳たたみに踏み込んだすり足が引っかかってグキって嫌いやな音して足首骨こつ折せつ。のたうつ俺おれの傍かたわらで、文系君くんが無表情に右腕上げて〝我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くい無し〟まで言われた』

「その足あし下もとにだらしねえケンシロウがいたもんだな」

　つーか何でか北ほく斗と率りつ高くないですかね。

　今回の作業BGMは斉さい藤とう和かず義よしで「何ど処こへ行こう」で。真さな田だの連れん中ちゆうを書く時は結構聴きいていたりする雰ふん囲い気きで。

　ともあれ今回は「誰だれが一番隠かくれていようとしてるのか」というか、そんな感じです。

　なお、下巻は再さ来らい月げつ。十じつ本ぽん槍やりも見えてきて、武蔵勢にとって面めん倒どうな展開になってきている昨さつ今こんですが、少々お待ち下さい。





平へい成せい二十四年五月　雨のよく降る朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/
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